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まえがき

本書では，HP Tru64 UNIXオペレーティング・システムの基本的なコマン
ドとシェルの使用方法について紹介します。本書では，他のネットワーク・
ユーザと通信する方法についても紹介します。

本書の対象読者

本書は，UNIX互換オペレーティング・システムについて詳しい知識がない
ユーザを対象に書かれています。本書では Tru64 UNIXオペレーティング・
システムに関する重要な概念について説明し，実際に操作しながら理解で
きるような構成になっています。

本書では，コマンド行からのコマンドの入力および実行について説明しま
す。これらの機能の多くは，グラフィカル・ユーザ・インタフェース (GUI)
を使用して実行することもできます。また GUI では，ここで説明する以
外の機能も実行することができます。詳細は，ウィンドウ・マネージャあ
るいは個々のアプリケーションのヘルプを参照するか，またはシステム
管理者にお問い合わせください。

新しい機能および変更された機能

本リリースでは付録 Gが追加されています。ここでは，アクセス制御リス
ト (ACL)を使って，特定のユーザおよびグループのユーザに対してファイル
およびディレクトリのアクセス許可を与える方法について説明しています。

本書の構成

本書の構成は以下のとおりです。

第 1 章 システムへのログインおよびログアウトの方法，コマンドの入力方法，
パスワードの設定方法，オンライン・ヘルプの使用方法を紹介します。

第 2 章 ファイルとディレクトリから構成されるファイル・システム
の概要を紹介します。 この章では，vi テキスト・エディタ
についても紹介します。 このプログラムを使用して，ファ
イルを作成し，修正することができます。
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第 3 章 ファイルの管理方法について説明します。ファイルをリスト，表示，
コピー，移動，リンク，削除する方法を理解することができます。

第 4 章 ディレクトリの管理方法について説明します。 この章で
は，ファイルを作成，変更，表示，コピー，名称変更，削
除する方法を理解することができます。

第 5 章 適切な許可を設定することによって，ファイルとディレクトリへ
のアクセスを制御する方法を説明します。 さらにこの章では，標
準パスワードとグループ・セキュリティの問題，およびその他の
セキュリティ上の考慮事項の概要についても説明します。

第 6 章 Tru64 UNIXオペレーティング・システムがどのようにプロセスを作
成し追跡するかを説明します。プロセスの入力，出力，およびエラー
情報をリダイレクトする方法，プロセスを同時に実行する方法，プロ
セス情報を表示する方法，プロセスを取り消す方法を説明します。

第 7 章 Tru64 UNIXオペレーティング・システムで利用できる C，Bourne，
Korn，および POSIXシェルに共通する機能について紹介します。
シェルの変更，コマンド入力エイドの使用，ユーザのシェル環境の特
徴 (ログイン・スクリプト，環境変数およびシェル変数)の理解，変
数の設定とクリア，ログアウト・スクリプトの作成，基本的なシェ
ル・プロシージャの作成と実行方法を理解することもできます。

第 8 章 C，Bourne，Korn，および POSIX シェルについて，それら
の機能を比較しながら，詳細な参照情報を提供します。 各プ
ログラムのコマンドと環境変数について詳しく説明し，ログ
イン・スクリプトの設定方法を紹介します。

第 9 章 System V インタフェース定義 (SVID) に準拠するコマン
ド，サブルーチンおよびシステム・コールを使用するため
に必要な環境設定について説明します。

第 10 章 ネットワーク上の他のユーザやリモート・ホストの情報
を取得する方法を紹介します。

第 11 章 他のユーザにメッセージを送信する方法を紹介します。

第 12 章 リモート・ホストへファイルをコピーする方法，または，リモー
ト・ホスト間でファイルをコピーする方法を紹介します。

第 13 章 リモート・ホストへログインする方法，または，リモート・ホ
ストでコマンドを実行する方法を紹介します。

第 14 章 ローカル・ホストとリモート・ホストの両方で同時に通信タスクを実
行するための UNIX間コピー・プログラム (UUCP)を紹介します。

付録 A viテキスト・エディタの基本的な機能の使用方法を説明します。

付録 B edテキスト・エディタの使用方法を説明します。 ここでは edに
ついての詳細な情報を提供しています。このエディタはすべて
のシステムに含まれており，また他のエディタが使用できない
ような深刻な状況においても，ed は使用できます。
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付録 C 国際化機能について説明しています。 国際化機能を使用す
ると，言語，慣習，および地理的位置に合った方法でデータ
処理およびシステムとの対話ができます。

付録 D mailx セッションをカスタマイズするために .mailrc ファ
イルで使用できる変数の一覧を示します。

付録 E mailx セッション内から特定のタスクを実行するために使用で
きるエスケープ・コマンドの一覧を示します。

付録 F mailx を使用して，メッセージの送信，読み取り，削除，
保存を行うコマンドの一覧を示します。

付録 G アクセス制御リスト (ACL)の使用方法について説明しています。

関連資料

次の Tru64 UNIXドキュメントがドキュメント CD-ROM に含まれていま
す。また，別売のハードコピー版を購入することもできます。

• 『ネットワーク管理ガイド：接続編』

• 『ネットワーク管理ガイド：サービス編』

• 『ドキュメント概要』

• 『Reference Pages Section 1』

• 『Reference Pages Sections 8 and 1m』

• 『セキュリティ管理ガイド』

• 『システム管理ガイド』

• 『Quick Reference Card』

Tru64 UNIXのマニュアルは，次の URLから入手することもできます。

http://tru64unix.compaq.co.jp/document/index.html

ここにある参考文献は，個々のトピックの分かりやすい解説書として使用で
きるだけでなく，UNIX コマンドの理解にも役立ちます。

本書で使用する表記法

本書では次の表記法を使用しています。
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%

$ パーセント記号は，Cシェルのシステム・プロンプ
トを表します。ドル記号は， Bourneシェル，Korn
シェル，および POSIXシェルの場合のシステム・プ
ロンプトを表します。

# 番号記号は rootとしてログインした場合のシステ
ム・プロンプトを表します。

% cat 対話式の例における太字(ボールド体)は，ユーザが入
力する文字を示します。

file イタリック体 (斜体)は，変数値，プレースホルダ，
および関数の引数名を示します。

[ | ]

{ | } 構文定義では，大カッコはオプションの項目を示
し，中カッコは必須項目を示します。大カッコまた
は中カッコの中の項目を縦線で区切っている場合
は， そこに併記されている項目の中から１つの項
目を選択することを示します。

. . .
構文定義では，水平の反復記号は，前の項目を１回
以上繰り返して使用できることを示します。

cat(1) リファレンス・ページの参照には，該当するセク
ション番号をカッコ内に示します。 たとえば，
cat(1) は，cat コマンドについての情報が， リ
ファレンス・ページのセクション１に記載されて
いることを示します。

Ctrl/x この記号は，スラッシュの前に指定されているキー
を押しながら，スラッシュの後のキーまたはマウ
ス・ボタンを押すことを示します。例中では，この
ようなキーの組み合わせは，四角あるいは大カッコ
で囲まれて示されます(たとえば，Ctrl/C )。
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1
基本操作

この章では，Tru64 UNIXオペレーティング・システムを使用するための基
本的な操作について説明します。 この章を読む前に，お使いのシステムの
ハードウェア構成を理解しておいてください。

UNIXオペレーティング・システムあるいはその他のオペレーティング・シ
ステムの操作についてよくご存知のユーザは，この章には簡単に目を通すだ
けでもよいでしょう。本書では，コマンド行からオペレーティング・システ
ムを使用する方法について説明します。本オペレーティング・システムで
は，多数のグラフィカル・ユーザ・インタフェース (GUI)機能が提供されて
います。これらの機能については，別のマニュアルで説明しています。

この章では次の操作について説明します。

• オペレーティング・システムへのログイン ( 1.1 節)

• オペレーティング・システムからのログアウト ( 1.2 節)

• パスワードの設定と変更 ( 1.5 節)

• コマンドの実行 ( 1.3 節)

• コマンド実行の停止 ( 1.4 節)

• リファレンス・ページ (manpage)の参照と表示 ( 1.6.1 項)

Tru64 UNIXオペレーティング・システムの性能を十分に活用するために
は，テキスト編集プログラムを使用した，ファイルの作成および修正方法を
理解しておく必要があります。テキスト・エディタの概要については第 2 章
を参照してください。また，viおよび edテキスト・エディタについては，
それぞれ付録 Aおよび付録 Bを参照してください。テキスト・エディタの
使用方法をマスターすれば，オペレーティング・システムを操作するために
必要な基本的なスキルを身につけたことになります。
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______________________ 注意 _____________________

システムでオプションのエンハンスト・セキュリティを実行して
いる場合は，ログインおよびパスワードの手順が本書で説明して
いる手順と異なることがあります。エンハンスト・セキュリティ
についての詳細は，システム管理者にお問い合わせいただくかあ
るいは『セキュリティ管理ガイド』を参照してください。

1.1 ログイン

Tru64 UNIXオペレーティング・システムを使用するためには，オペレー
ティング・システムがインストールされ起動されている状態で，まずシス
テムにログインしなければなりません。システムにログインすることによ
り，そのユーザは有効なシステム・ユーザとして識別され，そのユーザの
ための作業環境が生成されます。

ログインするためには，システム管理者からユーザ名とパスワードを取得
しておく必要があります。 通常，ユーザ名にはユーザの姓またはイニシャ
ルを使用します。 システムはユーザ名によって，そのユーザが権限を与え
られたユーザであると識別します。 パスワードには，ユーザには覚えやす
く他の人には推測しにくい文字列を使用します。システムはパスワードに
よってユーザの身元を確認します。

ユーザ名とパスワードは，システムへのアクセスを可能にする電子的なキー
と考えることもできます。ログイン・プロセスでユーザ名とパスワードを入
力すると，そのユーザは権限を与えられたユーザであると認識されます。

パスワードは，他のユーザによるデータの無断使用を防止するために用意さ
れており，システム・ セキュリティ上非常に重要なものです。 パスワードに
ついての詳細は， 1.5.2 項を参照してください。

ログイン・プロセスにおける最初の処理は，ログイン・プロンプトを表示す
ることです。システムが起動していて，ワークステーションがオンになって
いる場合は，次のログイン・プロンプトが画面に表示されます。

login:

システムによっては，Returnキーを 2，3回押さなければログイン・プロン
プトが表示されないものもあります。
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ログイン・プロンプトの画面は使用しているシステムによって多少異なるか
もしれません。たとえば，ログイン・プロンプトのほかに，システム名とオ
ペレーティング・システムのバージョン番号が表示される場合もあります。

システムにログインするには，次の操作を実行します。

1. ログイン・プロンプトに対してユーザ名を入力する。

入力を間違えた場合は，削除キーまたはバックスペース・キーを使用し
て，誤りを訂正してください。

たとえば，ユーザ名が larryの場合は，次のように入力します。

login: larry

次にパスワード・プロンプトが表示されます。

login: larry
Password:

2. パスワード・プロンプトに対してパスワードを入力する。

セキュリティ上の理由から，入力したパスワードは画面には表示さ
れません。

パスワードを間違えた場合は，その場で Return キーを押してくださ
い。パスワードが間違っている場合，システムは警告メッセージを表示
して，もう一度ユーザ名とパスワードの入力を求めます。 システムに
よっては，パスワードの入力中に削除キーやバックスペース・キーを使
用して，間違いを修正することができます。

ユーザ名とパスワードを正しく入力すると，システムはシェル・プロン
プトを表示します。通常，シェル・プロンプトにはドル記号 ($)または
パーセント記号 (%)が使用されます。使用するシステムによっては，上
記以外のシェル・プロンプトが使用される場合もあります。

ユーザ名およびパスワードを正しく入力したあと，システムは次のような
情報を出力します。

• 最後に成功および失敗したログインの日時:

Last successful login for juanita: date and time on tty03
Last unsuccessful login for juanita: date and time on tty03

この情報は常にチェックするようにしてください。何か不審な点があ
る場合，誰かがあなたのアカウントにログインしようとした (あるい
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はログインした) 可能性があります。この場合はすぐにシステム管理
者に連絡してください。

• パスワードが期限切れになっている場合は次のようなメッセージが
表示されます：

Your password will expire on date and time

パスワードの設定については 1.5 節を参照してください。

• シェル・プロンプトは，通常，$あるいは %でが，ご使用のシステムに
よっては異なる場合があります。

____________________ 注意 ___________________

本書では，シェル・プロンプトとしてドル記号 ($)を使用
します。

ログインが成功するとシェル・プロンプトが表示され，ユーザはシステムに
処理を実行させることができます。シェル・プロンプトは，シェルが実行状
態にあるというユーザへの合図です。シェルは，ユーザが入力するコマンド
を解釈し，ユーザが要求したプログラムを実行して，その結果を画面に送
るためのプログラムです。 コマンドとシェル・プロンプトについての詳細
は， 1.3 節および第 7 章を参照してください。

ログインすると，ユーザは自動的にログイン・ディレクトリに入ります。こ
のディレクトリは，ユーザのホーム・ディレクトリとも呼ばれます。ログイ
ン・ディレクトリについては第 2 章を参照してください。

______________________ 注意 _____________________

ログインした状態でシステムの前を離れないようにしてくださ
い。誰かがターミナルを使用してあなたの IDでプログラムを実
行し，被害を受ける可能性があります。

シェル・プロンプトが表示されない場合，ユーザはログインに成功していま
せん。 たとえば，ユーザ名かパスワードが正しく入力されていない可能性
があります。再度ログインを試みてください。ユーザ名とパスワードを
正しく入力してもログインできない場合は，システム管理者に問い合わせ
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てください。 システムによっては，セキュリティ上の理由から，何回か連
続して入力間違いをすると，システムがすべてのログイン試行を拒否しま
す。ログインしようとして拒否された場合は，セキュリティ上の理由から，
次のようなメッセージが表示されるだけです。

Login incorrect

______________________ 注意 _____________________

システムの設定によっては，ユーザにパスワードの入力を要求し
ない場合もあれば，システム管理者がすべての新規ユーザに対し
て共通のパスワードを設定している場合もあります。このような
場合には，セキュリティを確保にするために，ユーザ自身のパス
ワードを設定してください。パスワードの設定および変更方法に
ついては， 1.5 節を参照してください。

多くのシステムでは，ユーザがログインするとウェルカム・メッセージを表
示します。典型的なログイン画面の例を次に示します。例 1–1は，実際に表
示される画面ですが，システムによって異なる場合があります。

例 1–1: 典型的なログイン画面

Welcome to the Operating System 1
Fri Dec 7 09:48:25 EDT 19nn 2

Messages from the administrator 3

You have mail 4
$

上記のウェルカム・メッセージには次の情報が含まれています。

1 挨拶の言葉

2 前回のログイン日時

ログインするときはいつもこの情報に注意し，表示されている時間にログインした覚えがない場合はシス
テム管理者に報告してください。この場合，誰かが不正にシステムに入り込んだ可能性があります。

3 管理者からのメッセージ

システム管理者は，各ユーザがログインするたびに受け取るメッセージを設定していることがあります。
これらのメッセージには，システムのアップデート計画や，オペレーションのスケジュール，あるいはそ
の他の一般的な情報が含まれています。これらのメッセージは今日のメッセージ (message of the day)と
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例 1–1: 典型的なログイン画面 (続き)

呼ばれ，/etc/motdファイルに格納されています。 このファイルを表示することにより，いつでもこ
れらのメッセージを参照することができます。

4 未読のメール・メッセージの有無

メールは，電子メールを送受信するためのプログラムです。 未読のメール・メッセージがある場合，
システムは "You have mail." というメッセージを表示します。メール・メッセージがなければ，
このメッセージは表示されません。

1.1.1 ログインの制限

特定の端末に対して認証ユーザ・リストが作成されていることがあります。
このリストにユーザ名が記述されていると，その端末ではログインすること
ができません。この場合，システムは次のようなメッセージを表示します。

Not authorized for terminal access--see System Administrator

所定の回数ログインに失敗すると，その端末は使用できなくなります。この
セキュリティ機能は，特定の端末からのログインの失敗の回数に上限を設け
ることにより，不正なログインからシステムを保護します。

システム管理者が端末を明示的にロックすることもできます。端末が無効あ
るいはロックされている場合，次のようなメッセージが表示されます。

Terminal is disabled -- see Account Administrator

ログインの失敗が所定の回数繰り返された場合，アカウントを無効にするこ
ともできます。 端を無効にする機能と同じように，このセキュリティ機能
は，ログインの失敗の回数に上限を設けることにより，不正なログインから
システムを保護します。システム管理者が設定した有効期限を過ぎた場合に
パスワードが自動的に無効になるように設定されている場合もあります。

アカウントがシステム管理者により明示的に無効にされている場合もありま
す。 この場合，次のようなメッセージが表示されます。

Account is disabled -- see Account Administrator

ログイン時にこれらのいずれかのメッセージが表示された場合は，システム
管理者にお問い合わせください。 端末あるいはアカウントが無効にされて
いる場合，再度ログインできるようにするためには，システム管理者によ
る設定が必要になります。
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1.2 ログアウト

必要な作業を終了したら，システムからログアウトしてください。 システ
ムからログアウトすることによって，それまで使用していた作業環境は誰
も使用できなくなります。 オペレーティング・システムは他のユーザがロ
グインするまで，実行可能状態で待機します。

ログアウトするには，次の操作を実行します。

1. シェル・プロンプトが表示されていることを確認する。

2. Ctrl/D を押す。

Ctrl/Dが機能しない場合は，exitコマンドを入力します。

上記の操作を行うとシステムはログイン・プロンプトまたはログイン画面を
表示します。システムによっては，ログアウトしたことを示すメッセージを
表示する場合もあります。

この時点で，別のユーザがログインすることができます。

1.3 コマンドの使用

オペレーティング・システム・コマンドは，Tru64 UNIXオペレーティン
グ・システムでタスクを実行するためのプログラムです。 Tru64 UNIXオペ
レーティング・システムでは多くのコマンドが用意されており，以降の章お
よび関連するリファレンス・ページに説明があります。

コマンドの入力は対話処理です。ユーザがコマンドを入力すると，シェルが
そのコマンドを解釈して，適切な応答をします。つまり，システムはプログ
ラムを実行するか，またはエラー・メッセージを表示します。

シェルはユーザが入力したコマンドをすべて読み取り，ユーザが何を要求
しているかをオペレーティング・システムに伝えます。つまり，シェル
はコマンド・インタプリタです。

シェルは次の手順でコマンド・インタプリタとして機能します。

1. シェルはシェル・プロンプトを表示し，コマンドが入力されるまで待
機します。

2. ユーザがコマンドを入力すると，シェルはそれを分析して，要求さ
れたプログラムを検索します。
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3. シェルはそのプログラムを実行するようにシステムに要求するか，ある
いはエラー・メッセージを返します。

4. プログラムの実行が完了するとシェルに制御が戻り，シェルは再びシェ
ル・プロンプトを表示します。

図 1–1は，ユーザ，シェル，およびオペレーティング・システムの関係を示
しています。シェルはコマンドを解釈するためにユーザと対話し，コマンド
の実行を要求するためにオペレーティング・システムと対話します。

図 1–1: シェルによるユーザおよびオペレーティング・システムとの対話

Tru64 UNIX オペレーティング・システムは C シェル，および Bourne，
Korn，および POSIXシェルの 4種類のシェルをサポートします。ユーザが
最初にログインした際に使用するシェルは，システム管理者が設定します。
シェルについての詳細は，第 7 章を参照してください。

オペレーティング・システムを使用する場合，通常は，コマンド行のシェ
ル・プロンプトの後にコマンドを入力します。たとえば，現在の日付と時刻
を表示するには，次のように入力します。

$ date

コマンドの入力中にタイプ・ミスをした場合は，削除キーまたはバックス
ペース・キーを使用して，間違ってタイプした文字を消し，再度タイプ
してください。

コマンド名の後に入力する文字列を引数と呼びます。引数は，コマンドがそ
の処理を完了するために必要なデータを指定します。たとえば manコマンド
はオペレーティング・システムで使用できるコマンドについての情報を提
供します。 manコマンドを使用して dateコマンドについての詳細な情報
を表示したい場合は，次のように入力します。

$ man date
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コマンドには，コマンドの動作を明示的に指定するためのオプションが用意さ
れています。オプションはフラグとも呼ばれ，コマンド名のすぐ後にタイプ
します。大部分のコマンドには数個のフラグが用意されています。コマンド
にフラグを指定する場合，引数はコマンド行のフラグの後にタイプします。

たとえば，man コマンドに -fフラグを付けると，指定したコマンドに関
する説明を 1行で表示します。 dateコマンドの説明を 1行で表示するた
めには，次のように入力します。

$ man −f date

コマンド実行中は実行しているコマンド (プログラム)に制御が移っているた
め，システムはシェル・プロンプトを表示しません。 コマンドが処理を完
了すると，システムはシェル・プロンプトを表示します。 この時点でユー
ザは次のコマンドを入力することができます。

システムで用意されているコマンド以外に，自分専用のコマンドを作成す
ることもできます。新たなコマンドの作成方法については， 7.10.1 項を
参照してください。

1.4 コマンド実行の中止

コマンドを入力した後，そのコマンドの実行を中断したい場合は，Ctrl/C
を入力してください。 Ctrl/Cを入力すると，コマンドは処理を中止し，シ
ステムはシェル・プロンプトを表示します。 この時点で，別のコマンドを
入力することができます。

コマンドの実行を中止した場合の結果はコマンドによって異なります。実行
中のコマンドを中止した場合の結果を見たい場合は，たとえばディレクトリ
内のファイルをリストする ls -lコマンドや，画面にファイルを表示する
cat filenameコマンドを実行した後，Ctrl/Cを入力してみてください。

1.5 パスワードの設定

ユーザ名は公開情報であり一般に変更しません。それに対してパスワードは
非公開の情報です。

多くの場合，システム・アカウントを作成する際に，システム管理者が新規
ユーザに共通のパスワードを設定します。システムによっては，この新規
ユーザのパスワードは， 1回のログインに対してのみ有効で，システムにア
クセスして独自のパスワードを設定するために使用します。 システムに慣
れたら，パスワードを変更して自分のアカウントを権限のないアクセスか
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ら保護してください。 また，権限のないアクセスからデータを保護するた
め，パスワードは定期的に変更してください。

パスワードの設定には passwdコマンドを使用します。 アカウントにパス
ワードが設定されていない場合には，passwdコマンドを使用してパスワード
を設定します。 passwdコマンドについては， 1.5.4項を参照してください。
システムがネットワークに接続されている場合には，yppasswdコマンドを
使用してパスワードの設定または変更を行います。使用しているシステムに
おける個々の手順については，システム管理者に問い合わせてください。

パスワードがどのように作成，発行，変更，無効化されるかを決定するため
に，システム管理者は次のようないくつかのオプションを選択できます。

• どのような状況でもユーザがパスワードを変更できるかどうか

• 特定のパスワードを以前に使用していたかどうか

• ユーザ自身で選択したパスワードを使用できるかどうか

• ユーザ選択パスワードを使用できない場合，システムはどのようなタ
イプのパスワードを生成するか

• いつパスワードを変更できるか，および，いつパスワードを変更し
なければならないか

ユーザによるパスワードの変更が認められていない場合，passwdコマンド
を実行すると次のようなメッセージが表示されます。

Password request denied.
Reason: you do not have any password changing options.

この場合，システム管理者に連絡してパスワードの変更を依頼してください。

1.5.1 パスワードの期限

トラステッド・システムでは各パスワードに対して最短変更時間，有効期
限，および存続期間を設定します。 最短変更時間が経過するまでパスワー
ドは変更できません。 これにより，新しいパスワードを覚えなくていいよ
うに，パスワードの変更直後にパスワードを元に戻すことはできなくなり
ます。 パスワードをあまりにも早く変更しようとすると，システムは次の
メッセージで応答します。

Password cannot be changed.
Reason: minimum time between changes has not elapsed.
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パスワードは有効期限になるまで有効です。パスワードの有効期限が切れる
と，システムに再度ログインするためにはパスワードを変更しなければなり
ません。パスワードの有効期限が近づくと，ログイン時にメッセージが表示
されます。そのメッセージが表示されたら，パスワードを変更する必要があ
ります。ログインしていないときにパスワードの有効期限が切れると，次の
ログイン時にログイン処理の一環としてパスワードを変更できます。

存続期間を超過した場合，アカウントは無効になります。無効状態のアカウ
ントにログインしようとすると，システムはメッセージを表示します。この
場合，システム管理者にアカウントを再度有効にするように頼まなければなり
ません。また，次のログイン時にパスワードを変更しなければなりません。

1.5.2 パスワードに関するガイドライン

識別 (ユーザ名)および認証 (パスワード)の手順は，不正なアクセスから
システムを守るための最も重要なセキュリティ・ツールの 1つです。 ログ
インが認められていないユーザがシステムにアクセスするためには，パス
ワードを不正に知って，端末に直接アクセスするか，ネットワークを介して
リモート・アクセスする必要があるからです。

そのようなユーザにログインを許すと，そのユーザは密かにデータを盗みシ
ステムを破壊できます。アクセスを受けたアカウントのシステム上での権限
が高いほど，侵入者がシステムに与えるダメージが大きくなります。

侵入者の動作はあなたのアカウントに対して反映され，責任は自分で負わな
ければならないことを覚えておいてください。アカウントが危険にさらされ
ないように保護するのは，ユーザの義務です。以下に示すガイドラインに
従って，自分のパスワードを保護してください。

• パスワードは共有しないでください。他の人に自分のパスワードを伝え
て，そのアカウントにログインさせると，システムはユーザごとに動作
を把握することができなくなります。

• パスワードを書き留めてはなりません。 多くのシステム侵入は，ユー
ザが自分のパスワードを端末に記述したために発生しています。 パス
ワードを記録しておかなければならない場合には，その記録を鍵のかか
るところに保管してください。

• 他人が見ているところでパスワードを入力しないでください。パスワー
ドを入力しているところを見られただけで，パスワードが盗まれること
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があります。パブリックな場所でワークステーションを使用している場
合には特に気を付けてください。

• 特に気になる場合はパスワードを頻繁に変更してください。

• e-mailにパスワードを記述しないでください。

1.5.3 ユーザによるパスワードの決定

パスワードの変更が認められている場合，ユーザがパスワードを自由に選択
できるか，，あるいはシステムがパスワードを生成するかがアカウントに設
定されています。どちらに設定されているかによって，passwdを実行した
ときにシステムが起動するダイアログが決まります。 まず，システムは現
在のパスワードを入力するように要求します。

Old password:

古いパスワードを入力します。 正しく入力すると，システムはパスワード
変更の日時を表示します。

Last successful password change for user: date and time

Last unsuccessful password change for user: date and time

これらの日時を必ず確認してください。最後にパスワードを変更した日時を
正確に記憶していない場合には，少なくとも時間が妥当かどうかだけでも
確認してください。

システム管理者は，アカウントのパスワード・タイプを，以下の中から
ユーザに選ばせることができます。

• システムが生成するランダムな発音可能な音節

• システムが生成するランダムな文字 (区切り記号および数字を含む)

• システムが生成するランダムな英字

• ユーザが決めたパスワード

次の例は，可能なオプションがすべて認められているときの入力要求を
示します。

Do you want (choose one option only):
1 pronounceable passwords generated for you
2 a string of characters generated for you
3 a string of letters generated for you
4 to pick your password
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Select ONE item by number:

「ユーザが決めたパスワード」を選択した場合，入力ミスを防ぐために，シ
ステムは新しいパスワードを 2回入力するように要求します。

1.5.3.1 システムが生成するパスワードの選択

次の例は，システムが生成する発音可能なパスワードに関するダイアロ
グを示します。

Generating random pronounceable password for user.

The password, along with the hyphenated version, is shown.

Hit <RETURN> or <ENTER> until you like the choice.

When you have chosen the password you want, type it in.

Note: Type your interupt character or "quit" to abort at any time.

Password: saglemot Hyphenation: sag-le-mot

Enter password:

ハイフンで区切られたパスワードはパスワードをより容易に記憶できるよ
うに，パスワードの発音を手助けするために表示されています。 このハイ
フンは入力しません。最初のパスワードが気に入らない場合，Returnを
押して別のパスワードを表示します。気に入ったパスワードが生成され
たら，それを入力します。

パスワードを変更しないことにした場合，quitを入力するか，または中断文
字 (通常は Ctrl/C)を使用します。システムは次のメッセージを表示します。

Password cannot be changed. Reason: user stopped program.

また，システムは，最後にパスワードの変更に失敗した日時もアップデー
トします。

他のシステム生成パスワード・タイプを選択したときのダイアログも同
様です。

1.5.3.2 ユーザ選択パスワード

パスワードの選定の際には，次のガイドラインを参考にしてください。

• 辞書に収録されている単語は選択しないでください。
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• ユーザ名，氏名やニックネーム (自分自身のだけでなく，家族やペットの
も)，会社名，イニシャル，自動車の車種やモデル名などの個人的な情報
を，パスワードまたはパスワードの一部として使用しないでください。

• 誕生日，年金番号や口座番号，社員番号，電話番号，その他同様の情報
をパスワードまたはパスワードの一部として使用しないでください。

• アカウントと一緒にシステム管理者から受け取った省略時のパスワード
をそのまま使用しないでください。

• 以前に使用したパスワード，あるいは以前のパスワードに類似したパス
ワードは使用しないでください。

• 複数の異なるシステムにアクセスする場合，すべてのシステムで同じパ
スワードを使用しないでください。

• 容易に推測できるパスワードは選択しないでください。たとえスペルを
逆にしても望ましくありません。 推測しにくく，覚えやすいパスワー
ドを選択してください。

• 6文字未満の文字列をパスワードとして選択しないでください。 パス
ワードの最大長はシステムで採用しているセキュリティ規則によって異
なります。パスワードの長さは文字数ではなくバイト数で測定します
が，現在のところは文字数とバイト数は同じと考えることができます。

• 可能であれば，大文字と小文字を組み合わせたパスワードを使用してく
ださい。数字，句読点，あるいは下線 (_)を含めるのも効果的です。

多くのシステムでは，パスワードは，頻繁にであれ稀にであれ，いつでも変
更することができます。ただし，システム・セキュリティを保護するため，
パスワードを変更できる頻度，設定したパスワードの有効期間，あるいは変
更の内容についてシステム管理者が制限を設けることがあります。パスワー
ドに対する代表的な制限としては，次のようなものがあります。

• 文字制限

– 英字の最小文字数

– 句読点や数字などの最小文字数

– 旧パスワードと新しいパスワードの差異文字の最小数

– パスワードで許容できる連続重複文字の最小数

• 時間制限
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– 設定したパスワードが期限切れになるまでの最大週数

– パスワードの変更が可能になるまでの週数

パスワードの制限についての詳細は，システム管理者に問い合わせてくださ
い。システムにインストールされてるか有効になっているセキュリティおよ
びアクセス制御にはいくつかのレベルがあります。アクセス制御についての
詳しい説明は『セキュリティ管理ガイド』を参照してください。

1.5.4 パスワード設定の手順

パスワードを設定または変更するための手順は次のとおりです。

1. passwd コマンドを入力する。

$ passwd

passwdコマンドを入力すると，システムは次のようなメッセージを表
示して，旧パスワードを入力するよう求めます。

Changing password for username
Old password:

旧パスワードが設定されていない場合，システムはこのプロンプトを表
示しません。 その場合は手順 3に進んでください。

2. 旧パスワードを入力する。

セキュリティ上の理由から，パスワードをタイプしても画面には表
示されません。

旧パスワードを確認すると，システムは新しいパスワードの入力を
促すプロンプトを表示します。

New password:

3. このプロンプトの後に新しいパスワードを入力する。

入力した新しいパスワードは画面には表示されません。

最後に，新しいパスワードの確認のために，システムは新しいパスワー
ドの再入力を促すプロンプトを表示します。

Retype new password:

4. 再度新しいパスワードを入力する。

このとき，新しいパスワードは画面には表示されません。シェル・プロ
ンプトが再び画面に表示されると，新しいパスワードが有効になります。
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パスワードを変更しようとしたときに新しいパスワードが適切でない場合，
そのパスワードの具体的な問題点およびそのシステムに設定されている制限
に関するメッセージが表示されます。表示されるメッセージおよび詳しさの
レベルは，システムで有効になっているセキュリティおよびアクセス制御
メカニズムによって決まります。

______________________ 注意 _____________________

パスワードを設定すると，ログイン時には常にそのパスワードが
必要になりますので，設定したパスワードは正しく記憶するよう
にしてください。万一設定したパスワードを忘れた場合は，シス
テム管理者にご相談ください。

1.6 ヘルプの利用

本書では，コマンド行からのコマンドの入力および実行方法について説明
します。グラフィカル・ユーザ・インタフェース (GUI)を使用している場
合は，ウィンドウ・マネージャのヘルプを参照するか，またはシステム
管理者に問い合わせてください。

作業に必要な基本的なオペレーティング・システム・コマンドのほとんどに
ついては，本書で説明しています。本書で説明しているコマンドおよびその
他のコマンドの詳細については，リファレンス・ページを参照してくださ
い。リファレンス・ページは次の 3種類の形態で提供されています。

• オンライン ( 1.6.1 項を参照)

• ハードコピー (関連資料を参照)

• HTML 形式

______________________ 注意 _____________________

日本語リファレンス・ページについてはオンラインでのみ提供
しています。

どの形式のリファレンス・ページがシステムにインストールされているかは，
システム管理者に問い合わせてください。ハードコピーあるいはHTML形式
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のリファレンス・ページを利用できない場合は，次のいずれかのコマンドを
使用して，コマンドに関する情報をオンラインで入手することができます。

• man コマンド

オンライン・リファレンス・ページを表示します。

• apropos コマンド

指定したキーワードに関係する各コマンドの概要を 1行で表示します。

次の各項でこれらの機能について説明します。

1.6.1 オンライン・リファレンス・ページの表示と印刷 (manコマンド)

オンライン・リファレンス・ページは，オペレーティング・システムで使用
できるコマンドについての詳細な情報を提供します。リファレンス・ページ
を参照するためには，manコマンドを使用します。例 1–2では，dateコ
マンドのリファレンス・ページを参照しています。 実際の表示内容はご使
用のシステムによって異なる場合があります。

例 1–2: dateコマンドのリファレンス・ページ

$ man date
date(1) date(1)

NAME

date - Displays or sets the date

SYNOPSIS

Without Superuser Authority - Displays the Date

date [-u] [+field_descriptor ...]

With Superuser Authority - Sets the Date

date [-nu] [MMddhhmm.ssyy | alternate_date_format] [+field_descriptor ...]

Using XPG4-UNIX - Sets or Displays the Date

date [-u] mmddHHMM[yy]

date [-u] [+field_descriptor ...]

Using the Century Field Provided by HP - Sets the Date

date mmddHHMM[[cc]yy][.ss]
date [[cc]yy]mmddHHMM[.ss]
date mmddHHMM[.ss[[cc]yy]]

STANDARDS

Interfaces documented on this reference page conform to industry standards
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例 1–2: dateコマンドのリファレンス・ページ (続き)

as follows:

date: XPG4, XPG4-UNIX

Refer to the standards(5) reference page for more information about indus-
try standards and associated tags.

--More--(6%)

ページの最下行に表示される --More--(6%)は，リファレンス・ページの
6%が現在表示されていることを示しています。次の画面を表示させるに
は，スペース・バーを押してください。次の 1行を表示させるには Return
キーを押します。また，リファレンス・ページの表示を終了してシェル・プ
ロンプトに戻るためには qと入力してください。

リファレンス・ページを印刷する場合は，次のコマンド構文を使用します。

man manpage | lpr −P printer_name

たとえば，dateコマンドのリファレンス・ページを特定のプリンタに出力
する場合は，次のように入力します。

$ man date | lpr -Pprinter_name

このコマンドを実行すると，date コマンドのリファレンス・ページがプリ
ント・キュー printer_nameに登録されます。 lprコマンドについての詳
細は， 3.3 節を参照してください。

コマンドについての説明を 1行で表示させるには，man -f コマンドを使
用します。たとえば who コマンドの簡単な説明を表示させるには，次の
ように入力します。

$ man −f who
who (1) - Identifies users currently logged in
$

manコマンドとそのオプションに関する詳細な情報が必要な場合は，次のよう
に入力すると，完全なリファレンス・ページを表示させることができます。

$ man man
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1.6.2 キーワードを使用したコマンドの検索

aproposコマンドと man -kコマンドは，コマンド名を忘れた場合に役立
つツールです。

______________________ 注意 _____________________

aproposコマンドおよび man -k コマンドは，whatisデータ
ベースにアクセスします。 このデータベースは，システム管理
者がオペレーティング・システムをインストールしたときに省
略時の whatisデータベースをロードしている場合，または，
catmanコマンドを使用して whatisデータベースを作成してい
る場合にのみ利用可能です。

aproposコマンドと man -kコマンドはまったく同じように機能します。い
ずれのコマンドも，コマンドに関する記述をキーワードとして指定すると，
それらのキーワードを含むすべてのリファレンス・ページをリストします。

次の例に示すように，キーワードが 2ワード以上の場合は，キーワードを
一重引用符 (’ ’)または二重引用符 (" ")で囲みます。 キーワードが 1ワード
の場合には，引用符で囲む必要はありません。

たとえば，システムにログインしているユーザを表示するためのコマンド
名を思い出せない場合には，次のいずれかのコマンドを入力すると，ログ
インしているユーザ名の表示に関するすべてのリファレンス・ページの名
前と説明が表示されます。

$ apropos "logged in"

あるいは

$ man −k ’logged in’

上記のコマンドを入力するとシステムは次のような表示を出力します。

rusers (1) - Displays a list of users who are logged in to a remote machine
rwho (1) - Shows which users are logged in to hosts on the local network.
who (1) - Identifies users currently logged in
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______________________ 注意 _____________________

上記の例でカッコで囲まれた番号は，リファレンス・ページの
セクション番号を示します。 リファレンス・ページ・ファイル
の構造についての説明は，man(1) リファレンス・ページを参
照してください。

上記の出力から，rwho，rusers および whoコマンドを使用することにより
システムにログインしているユーザを表示できることがわかります。 manコ
マンドを使用すると，これらのコマンドの使用方法を調べることができます。
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2
ファイルとディレクトリの概要

この章では，ファイル，ファイル・システム，テキスト・エディタについ
て説明します。

ファイルとは，コンピュータに格納されているデータの集まりです。 代表
的なファイルとしてはメモ，レポート，通信文，プログラムなどがありま
す。ファイル・システムとは，使いやすい形態でファイルをディレクトリに
配置したものです。

テキスト・エディタとは，新しいファイルを作成したり，既存のファイルを
修正したりするためのプログラムのことです。

この章を読むことにより，次の項目について理解することができます。

• viテキスト・エディタによるファイルの作成方法

この章で作成するファイルは，本書の各章の例を通して作業する際に
利用できます ( 2.2 節)。

• ファイル・システムの構成要素と概念 ( 2.3 節).

以上の項目を理解することにより，情報の種類および作業方法に適したファ
イル・システムの設計が可能になります。

2.1 テキスト・エディタの概要

エディタとは，テキスト，プログラム，データなどを含むファイルを，作
成あるいは変更するためのプログラムです。 エディタには，ワード・プロ
セッサやパブリッシング・ソフトウェアのようなフォーマット機能およびプ
リント機能はありません。

テキスト・エディタを使用すると，次の操作が可能になります。

• ファイルの作成，読み取り，書き込み

• データの表示，検索

• データの追加，置換，削除
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• データの移動およびコピー

• オペレーティング・システム・コマンドの実行

編集は編集バッファで行われ，ユーザはそのデータを保存または破棄す
ることができます。

Tru64 UNIXオペレーティング・システムで利用できるテキスト編集プログ
ラムは，viおよび edです。それぞれのエディタには，それぞれのテキスト
表示方法，サブコマンドおよび規則があります。

viについての詳細は， 2.2 節および付録 Aを参照してください。 edについ
ては，付録 Bを参照してください。

システムによっては，これ以外のエディタを使用できる場合もあります。詳
細については，システム管理者に問い合わせてください。

2.2 viテキスト・エディタによるサンプル・ファイルの作成

この節では，viテキスト・エディタで 3種類のファイルを作成する方法
を紹介します。

この節の主な目的は，最小限のコマンドを使用してファイルを作成すること
です。これらのファイルは，本書の以降の章で紹介する例を通して実際に作
業する際に利用します。 viについての詳細は，付録 Aおよび vi(1)リファレ
ンス・ページを参照してください。

______________________ 注意 _____________________

その他の編集プログラムに慣れている場合は，そのプログラムを
使用して，次に説明する3つのサンプル・ファイルを作成しても
かまいません。また，すでに編集プログラムで 3つのサンプル・
ファイルを作成している場合は，例で使用しているファイル名の
代わりに，それらのファイル名を使用してもかまいません。

次の手順に従ってサンプル・ファイルを作成する際は，ボールド (boldface:
太字)体で印刷されている文字列を入力してください。システムが表示するプ
ロンプトおよび出力は，別の (like thisのような)書体で示してあります。
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次の手順に従って，3つのサンプル・ファイルを作成してください。

1. シェル・プロンプトで viと新しいファイル名をタイプして，Return
キーを押し，viプログラムを開始します。

$ vi file1 Return

file1ファイルは新しいファイルなので，カーソルは画面の最上部に
表示されます。

~
~
~
~
~
~
"file1" [New file]

画面上のチルダ (~)で始まる空白行は，その行にテキストを含んでいな
いことを示します。 まだ何もテキストを入力していないので，全行の
先頭にチルダが表示されます。

2. 新しいファイルにテキストを書き込むことをシステムに指示するため，
英小字の i (insert text)をタイプしてください。ここでタイプした英字
i は，画面には表示されません。

次のテキストをタイプして，各行の終わりで Returnキーを押してくだ
さい。間違ってタイプした場合，次のテキスト行に移る前にそれを訂正
するには，’x’キー，または他の ’vi’削除コマンドを使用します。

You start the vi program by entering Return
the vi command optionally followed by the name Return
of a new or existing file. Escape
~
~
~
~
~
~
"file1" [New file]

3. 現在の作業が終了したことをシステムに知らせるには，Escape キーを押
してください。最下行モードに移るには，コロン (:) をタイプします。

____________________ 注意 ___________________

端末あるいはワークステーションの設定によっては Escape
キーは別の機能を実行するようにプログラムされている場合が
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あります。このような場合，キーボード上のいずれかのファ
ンクション・キーが "escape"の機能を実行するように設定さ
れている可能性があります。この機能は F11キーに割り当て
られていることがよくあります。 Escapeキーが正しく動作し
ない場合には，システム管理者に問い合わせてください。

コロンは次のように，画面の最下行にプロンプトとして表示されます。

You start the vi program by entering
the vi command optionally followed by the name
of a new or existing file.
~
~
~
~
~
~
:

4. 次に，英小字の wを入力してください。 ここで英字 wを入力すると，新
しいファイルのコピーを現在のユーザ・ディレクトリに書き込む，つ
まり保存することをシステムに指示します。現在のディレクトリにつ
いての説明は，第 4 章を参照してください。

画面は次のようになります。

You start the vi program by entering
the vi command optionally followed by the name
of a new or existing file.
~
~
~
~
~
~
"file1" [New file] 3 lines, 111 characters

システムは新しいファイル名と，そのファイルに含まれるテキストの行
数および文字数を表示します。

この時点で viテキスト・エディタはまだ実行中です。 続けて別の2つ
のサンプル・ファイルを作成します。手順は file1 の作成方法と同
じですが，入力するテキストが異なります。
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5. コロン (:) をタイプします。 コロンは画面の最下行にプロンプトとし
て表示されます。次に vi file2 を入力して，2番目のサンプル・
ファイルを作成します。

システムは次のような画面を表示します。

~
~
~
~
~
~
~
"file2" No such file or directory

file2 No such file or directoryというメッセージは，file2

が新しいファイルであることを示しています。

6. 英小字の iをタイプして，新しいファイルにテキストを書き込むことを
システムに指示してください。

次のテキストをタイプします。

If you have created a new file, you will find Return
that it is easy to add text. Escape

7. コロン (:) をタイプしてから英小字の wを入力して，ファイルを現在の
ディレクトリに書き込む，つまり保存してください。

画面は次のようになります。

If you have created a new file, you will find
that it is easy to add text.
~
~
~
~
~
~
~
"file2" [New file] 2 lines, 75 characters

8. 手順 5に従って，3番目のファイルを作成してください。ただし，ファ
イル名は file3とし，次のテキストをタイプしてください。

You will find that vi is a useful Return
editor that has many features. Escape

9. 次に，コロン (:) を入力してから wqコマンドを入力してください。
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wqコマンドを実行するとファイルを書き込み，エディタを終了して，
シェル・プロンプトへ戻ります。

2.3 ファイル，ディレクトリ，およびパス名

ファイルはコンピュータに格納されているデータの集まりです。コンピュー
タに格納されているファイルは，ファイリング・キャビネットに保管され
ている文書にたとえることができます。ユーザはそれを検索，オープン，
処理，クローズしたり，ユニットとして格納することができます。 いずれ
のコンピュータ・ファイルも，ユーザおよびシステムが参照するための
ファイル名を持っています。

ファイル・システムは，使いやすい形態にファイルを配置したものです。一
般に情報を整理する際には，コンピュータ・ファイル・システムのようなも
のを作成します。たとえば，マニュアルのファイル・システム (キャビネッ
ト，引出し，フォルダ，および文書)の構造は，コンピュータ・ファイル・シ
ステムの構造に類似しています。 (ファイル・ストレージを管理している
ソフトウェアもファイル・システムと呼ばれますが，この章ではこの意味
で使用することはありません。 システムによっては，このソフトウェアを
ファイル・マネージャと呼ぶ場合もあります。)

マニュアルであれコンピュータであれ，ファイル・システムを構成した
ユーザは，そのシステムの構造を理解しているので，迅速に特定の情報を
見つけることができます。

ファイル・システムを理解するためには，まず，次の3つの概念を理解す
る必要があります。

• ファイルおよびファイル名

• ディレクトリおよびサブディレクトリ

• ツリー構造およびパス名

2.3.1 ファイルおよびファイル名

ファイルには，ドキュメントのテキスト，コンピュータ・プログラム，総勘
定元帳のための記録，コンピュータ・プログラムの数値データあるいは統
計的出力などのデータを含むことができます。
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ファイル名には次に示す文字を除いて，どのような文字でも使用することが
できます。これらの文字は，シェルにとって特別な意味を表すため，ファイ
ル名には使用しないでください。

• スラッシュ ( / )

• バックスラッシュ ( \ )

• アンパサンド ( & )

• 左右の山カッコ (< と >)

• 疑問符 ( ? )

• ドル記号 ( $ )

• 左大カッコ ( [ )

• アスタリスク ( * )

• チルダ ( ~ )

• 縦線つまりパイプ記号 ( | )

• 番号記号 ( # )

ピリオドまたはドット ( . ) はファイル名の途中に使用できますが，通常，
ファイル名の先頭には使用しません。ファイル名の先頭にドットを使用する
と，そのファイルは隠しファイル (hidden file)となります。 隠しファイル
は，オプションを指定しないで lsコマンドを実行した際に，ファイル・リ
ストに含まれません。 シェルにとって特別な意味を持つ文字については，
8.2.2 項および 8.3.2 項を参照してください。 隠しファイルのリストについて
は， 3.1.3 項を参照してください。

______________________ 注意 _____________________

Tru64 UNIXオペレーティング・システムはファイル名の大文
字と小文字とを区別します。 たとえば，次の 3つのファイル名
filea，Filea，FILEAは，それぞれ異なるファイルを示します。

ファイル名には，そのファイルの内容を表す名前を使用することをお勧めし
ます。たとえば，広告 (advertising)に関するメモを含むファイルの名前とし
て memo.advtを使用すると，このファイルの内容が即座に推測できます。
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これに対し，filea，fileb，filecなどのファイル名を使用すると，その
ファイルの内容を推測することは困難になります。

また，一貫したパターンに従って，関連するファイルを命名するのもよい
でしょう。たとえば，複数の章で構成される広告に関するレポートがあ
り，各章がそれぞれ別のファイルとして存在する場合は，次の例のように
命名してもよいでしょう。

chap1.advt

chap2.advt

chap3.advt

______________________ 注意 _____________________

ユーザが起動するプログラムの多くは，ドット (.) に続くファイ
ル名の一部を使用します。これは拡張子と呼ばれ，ファイルの目
的を示すインディケータとして使用されます。

ファイル名の最大長は，オペレーティング・システムで使用しているファイ
ル・システムによって異なります。たとえば，ファイル・システムによって
は最大 255文字 (省略時の値) のファイル名が許されるものもあれば，最大
14文字のファイル名しか許されないものもあります。

ファイル名の最大長は，意味のあるファイル名を付けるうえで重要な要素と
なります。詳細についてはシステム管理者に問い合わせてください。

2.3.2 ディレクトリおよびサブディレクトリ

ファイルはグループおよびサブグループに編成することができます。 これ
は，マニュアルのファイル・システムにおけるキャビネット，引出し，
フォルダなどに該当するものす。

このグループおよびサブグループは，それぞれディレクトリおよびサブディ
レクトリと呼ばれます。ディレクトリとサブディレクトリが適切に構成され
ていれば，ファイル内のデータの検索や操作が迅速に行えます。

ディレクトリは次の点でファイルと異なります。

• ディレクトリは構成のためのツールです。 一方，ファイルはデータの
格納場所です。
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• ディレクトリにはファイルあるいは他のディレクトリ，またはその
両方が含まれます。

ユーザがログインすると，システムはユーザを自動的に各ユーザのログイ
ン・ディレクトリに入れます。このディレクトリは，ホーム・ディレクトリ
とも呼ばれます。 また，システムは，ユーザの HOME 環境変数をログイ
ン・ディレクトリの絶対パス名に設定します。このディレクトリは，各ユー
ザ・アカウントを作成する際に，システム管理者によって作成されます。た
だし，ユーザのログイン・ディレクトリの下にすべてのファイルを格納する
のが，ファイルを構成する最も有効な方法であるとは限りません。

システムで作業していると，新たにディレクトリやサブディレクトリを作成
して，ファイルを新しいグループに編成する必要がでてくるかもしれませ
ん。たとえば，自動車会社の営業部に所属するユーザが 4種類の車種を担当
している場合には，ログイン・ディレクトリの下に各車種に対応するサブ
ディレクトリを作成し，それぞれのサブディレクトリに，各車種に関するメ
モ，レポート，および売上データを格納すると便利です。

実用的なディレクトリ構造でファイルを編成すると，ディレクトリ間を容易
に移動して作業することができます。ディレクトリの作成とディレクトリ間
の移動については，第 4 章を参照してください。

2.3.3 現在のディレクトリ (作業ディレクトリ) の名前の表示 (pwdコ
マンド)

現在ユーザが作業しているディレクトリを，現在のディレクトリまたは作業
ディレクトリと呼びます。

現在どのディレクトリで作業しているのか，あるいはそのディレクトリが
ファイル・システムのどこに位置するのかがわからない場合は，次のように
pwd (print working directory)コマンドを入力してください。

$ pwd

このコマンドを入力すると，システムは次のような形式で現在のディレクト
リ名を表示します。

/usr/msg

この例では，ユーザが現在 usrディレクトリの下にある msgディレクトリで
作業していることを示しています。
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/usr/msgという表記は，作業ディレクトリのパス名と呼ばれます。パス名
については 2.3.4 項を参照してください。 pwdコマンドについての詳細は，
pwd(1)リファレンス・ページを参照してください。

2.3.4 ツリー構造ファイル・システムおよびパス名

ファイル・システムにおけるファイルとディレクトリは，樹木を逆にした
ような構造で階層的に配置されています。この配置をツリー構造と呼びま
す。ディレクトリ構造についての詳細は，hier(5)リファレンス・ページを
参照してください。

図 2–1は，典型的なファイル・システムのツリー構造の例です。この例では，
ディレクトリ名は太字体で，ファイル名はイタリック体で示されています。

図 2–1: 典型的なファイル・システム

/

bin usr dev etc lib lost + found tmpusr

chang smith

plans report payroll

part1 part2
regular contract

1Q 3Q 4Q

1

2

3

4

5

ZK-0531U-AI

part3

1Q 2Q 3Q 4Q1Q 2Q 3Q 4Q

2Q
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1 図 2–1に示されているファイル・システムの最上部にあるディレクトリ
は，ルート・ディレクトリと呼ばれます。 ルート・ディレクトリはス
ラッシュ ( / ) で表します。

2 ルート・ディレクトリの次のレベルには 8つのディレクトリがあり，
それぞれにサブディレクトリおよびファイルが存在します。 図 2–1で
は，usrディレクトリの下にあるサブディレクトリのみを示していま
す。 このシステムでは，usrディレクトリの下に各ユーザのログイ
ン・ディレクトリが存在します。

3 ツリー構造の 3番目のレベルには，2人のシステム・ユーザ smithおよ
び changのログイン・ディレクトリがあります。 smithと changは，
ログインするとこのディレクトリに入ります。

4 図 2–1の 4番目のレベルには，changのログイン・ディレクトリの下
に，plans，report，payrollの 3つのディレクトリが存在します。

5 ツリー構造の 5番目のレベルには，ファイルとディレクトリの両方が
含まれています。 plansディレクトリには，各四半期のプランに関す
る 4つのファイルが含まれ，reportディレクトリには，レポートを
構成する 3つのファイルが含まれています。 また，5 番目のレベルに
は，payrollディレクトリの 2つのサブディレクトリregularおよび
contract が含まれています。

上位のディレクトリは親ディレクトリと呼ばれます。 たとえば，図 2–1で
は，ディレクトリ plans，report，および payrollはすべて changを親
ディレクトリとしています。

パス名はファイル・システム内におけるディレクトリやファイルの位置を指
定します。たとえば，ディレクトリ Xにあるファイル Aでの作業を終了し
て，ディレクトリ Yにあるファイル Bへ移る場合に，ファイル Bのパス名
を指定すると，オペレーティング・システムはこのパス名を使用してシステ
ム・ファイル内を探索し，ファイル B を探します。

パス名は，ディレクトリ名をスラッシュ ( / )で区切って表し，パス名の最後は
ディレクトリ名またはファイル名になります。パス名の最初の要素は，シス
テムがどこから探索を始めるかを指定し，最後の要素は探索のターゲットを指
定しています。次のパス名の例は，図 2–1のディレクトリ構造のものです。

/usr/chang/report/part3
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最初のスラッシュ ( / )はルート・ディレクトリを表し，探索の始点を示して
います。このパス名は，ルート・ディレクトリの下の userディレクトリの
下の changディレクトリの下の reportディレクトリにある part3ファイ
ルを検索することを示しています。

次のような操作を行う場合には，パス名を使用して操作する対象を指定
します。

• 現在のディレクトリの変更

• ファイルへのデータの送信

• ファイルのコピーおよび移動

スラッシュ (/ ) (ルート・ディレクトリを表す記号)で始まるパス名は，完全
パス名または絶対パス名と呼ばれます。完全パス名はファイルまたはディレ
クトリの完全な名前と考えることもできます。完全パス名を指定すれば，
ファイル・システムのどこで作業していても，間違いなくファイルまたは
ディレクトリを見つけ出すことができます。

ファイル・システムでは，相対パス名を使用することもできます。相対パス
名は現在のディレクトリからの相対的な位置を示します。したがって，相対
パス名はルート・ディレクトリを表す /では始まりません。

相対パス名は次のいずれかの方法で指定することができます。

• 現在のディレクトリ内のファイル名

• 現在のディレクトリより 1レベル下のディレクトリ名で始まるパス名

• .. で始まるパス名 (.. は親ディレクトリを示す相対パス名)

• . で始まるパス名 (. は現在のディレクトリを示す相対パス名)

この相対パス名表記法は，現在のディレクトリで，ユーザ自身のバー
ジョンのオペレーティング・システム・コマンド (たとえば ./ls) を
実行する場合などに便利です。

各ディレクトリには .. および . が必ず含まれています。

たとえば，図 2–2のディレクトリ構造において，現在のディレクトリが
changである場合，contractディレクトリにある 1Qファイルの相対パス
名は payroll/contract/1Qです。この相対パス名を，同じファイルの完
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全パス名 /usr/chang/payroll/contract/1Qと比較すると，相対パス名
を使用する方が，入力の手間が少なく便利であることがわかります。

図 2–2: 相対パス名と完全パス名

/

bin dev etc lib lost + fou nd tmpusr

smith

plans report

part1 part2 part3
regular

1Q 2Q 3Q 4Q

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

ZK-0532U-AIJ

= 
= 

usr

contract

payroll

chang

Cシェルおよび Kornまたは POSIXシェルでは，相対パス名の先頭にチルダ
(~)を使用することもできます。チルダは，単独で使用した場合，ユーザの
ログイン・ディレクトリ (ホーム・ディレクトリ) を示します。チルダの後
にユーザ名を指定すると，同じシステム上の別のユーザのログイン・ディ
レクトリ (ホーム・ディレクトリ)を示します。

たとえば，ユーザ自身のログイン・ディレクトリを指定する場合は，チル
ダのみを使用します。ユーザ chang のログイン・ディレクトリを指定す
る場合は，~chang と指定します。
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相対パス名の使用方法についての詳細は，第 4 章を参照してください。

______________________ 注意 _____________________

システム内の他のユーザが所有するファイルあるいはディレクトリ
に対するアクセスは，それらのファイルあるいはディレクトリに設
定されているファイル許可に左右されます。ファイルおよびディ
レクトリの許可についての詳細は，第 5 章を参照してください。

また，システムにエンハンスト・セキュリティ機能が設定され
ている場合は，ファイルおよびディレクトリへのアクセスに影
響することがあります。その場合には，システム管理者に問
い合わせてください。

2.4 パターン照合によるファイル指定

コマンドには引数としてファイル名を指定するものがあります。複数のファ
イル名をコマンドの引数として使用する場合は，たとえば次の例のように，
各ファイルの完全な名前を入力する方法があります。

$ ls file1 file2 file3

ただし，ファイル名に共通なパターンがある場合 (この例では fileとい
うプレフィックス)には，シェルにそのパターンを照合させて，ファイル
名のリストを生成し，自動的にそのファイル名リストを引数としてコマン
ドに渡すことができます。

たとえばアスタリスク (*) はワイルドカードと呼ばれ，どんな文字列にも
対応します。 次の例では，ls コマンドは，現在のディレクトリにある
ファイルのうち，プレフィックス fileを含むすべてのテキスト・ファイ
ル名を検索します。

$ ls file*

file* は，fileで始まり任意の文字列で終わるすべてのファイル名と一
致します。 シェルはこのパターンに一致するすべてのファイル名を ls

コマンドの引数として渡します。

このように，引数としてファイル名を指定する場合は，必ずしも各ファイル
の完全名を入力する必要はありません。 lsコマンドの引数として完全な
ファイル名を指定した場合も file*を指定した場合も，コマンド実行の結果
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は同じです。つまり，そのディレクトリにある fileというプレフィックス
の付いたすべてのファイルを lsの引数として渡します。

パターン照合の一般規則には 1つだけ例外があります。ドット ( . ) で始まる
ファイル名を指定する場合は，ドットを明示的に照合する必要があります。
ls *コマンドを実行した場合，現在のディレクトリにあるファイルのうち
ドットで始まるファイル名は表示しません。 ls -aコマンドを実行すると，
ファイル名がドットで始まるものを含めてすべてのファイル名を表示します。

この制限は，シェルが自動的に相対ディレクトリ名を照合するのを防ぐため
に設定されています。つまり，現在のディレクトリを表すドット ( . ) および
親ディレクトリを表すドット・ドット ( .. ) を照合するのを防ぐのが目的で
す。相対ディレクトリ名についての詳細は，第 4 章を参照してください。

パターンがどのファイル名とも一致しない場合，シェルはそのことを知
らせるメッセージを表示します。

Tru64 UNIXオペレーティング・システムのシェルでは，アスタリスク (*)以
外にもパターン照合文字が用意されています。 Tru64 UNIXオペレーティ
ング・システムで使用できるすべてのパターン照合文字を次の表 2–1で
示します。

表 2–1: パターン照合文字

文字 機能

* 空文字列も含めてすべての文字列と一致する。

たとえば，th*はth, theodore, theresaなどと一致する。

? すべての単一の文字と一致する。

たとえば，304?bは304Tb, 3045b, 304Bbなどと一致する。つまり，
304で始まって b で終わり，その間に文字が 1 つあるすべての文
字列と一致する。

[…] 大カッコで囲まれた文字のいずれか 1つと一致する。

たとえば，[AGX]*は，現在のディレクトリ内の A, G，または Xで始
まるすべてのファイル名と一致する。
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表 2–1: パターン照合文字 (続き)

文字 機能

[.-.] 指定した範囲内に含まれる文字と一致する。

範囲の指定は現在のロケールで定義されている方法に依存する。ロ
ケールについての詳細は，付録 Cを参照。

たとえば，[T-W]*は，現在のディレクトリ内の T，U，V，または W

で始まるすべてのファイル名と一致する。

[!…] 指定した文字を除くすべての単一の文字と一致する。

たとえば，[!abyz]*は，現在のディレクトリ内にある，a，b，yお
よび z以外の文字で始まるすべてのファイル名と一致する。

このパターン照合は Bourne，Korn，および POSIX シェルでのみ
利用可能。

国際化されたオペレーティング・システムである Tru64 UNIXオペレーティ
ング・システムは，表 2–2に示すパターン照合機能も備えています。

表 2–2: 国際化パターン照合文字

文字 機能

[[:class:]] 文字クラス名をデリミタ [: および :] で囲んで指定すると，指定した
クラスの文字セットのいずれとも一致する。

サポートされるクラスは alpha, upper, lower, digit, alnum,
xdigit, space, print, punct, graph, and cntrl。

たとえば，alphaという文字クラス名は，現在のロケールで定義さ
れているすべての英字 (大文字および小文字) と一致する。 アメリ
カ英語をベースとしたロケールを実行している場合，alphaはアル
ファベット (A-Z, a-z)のどの文字とも一致する。

[[=char=]] デリミタ [=および =]で囲まれた文字は，すべての等価クラス文字
と一致する。

等価クラスとは，すべて同じ一次ロケーションにソートされる照合要
素の集まりである。等価クラスは一般に，一次-二次ソートに対処す
るように設計されている。 つまり，フランス語のように，文字グ
ループを定義して，同じ一次ロケーションにソートした後，発音記号
を含めて二次ソートする言語のためのクラスである。

2–16 ファイルとディレクトリの概要



国際化パターン照合文字についての詳細は，grep(1)リファレンス・ページ
を参照してください。 Tru64 UNIXオペレーティング・システムの国際化機
能についての詳細は，付録 Cを参照してください。
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3
ファイルの管理

この章では，システムでファイルを管理する方法について説明します。この
章の説明を理解すると，次の操作が可能になります。

• ファイルのリスト ( 3.1 節)

• ファイルの表示 ( 3.2 節)

• ファイルの印刷 ( 3.3 節)

• ファイルのリンク ( 3.4 節)

• ファイルのコピー ( 3.5 節)

• ファイルの名前変更，移動 ( 3.6 節)

• ファイルの比較 ( 3.7 節)

• ファイルのソート ( 3.8 節)

• ファイルの削除 ( 3.9 節)

• ファイル・タイプの決定 ( 3.10 節)

この章で説明する例に従って (同じ順序で)実際に操作することにより，ファ
イルの管理について理解することができます。画面に表示される情報が本書
の説明と一致するように，必ずすべての例を実行してください。

例を実行するためにはまずログインしなければなりません。 また，第 2 章
で作成した次の 3つのファイルが，ログイン・ディレクトリに存在する必
要があります。

• file1

• file2

• file3

ログイン・ディレクトリに存在するファイルのリストを作成するためには，
lsコマンドを入力してください。 lsコマンドについては， 3.1 節で説明
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します。例とは異なるファイル名を使用している場合は，適当に置き換え
てコマンドを実行してください。

ログイン・ディレクトリに戻る場合は，次のように cd (change directory)コ
マンドを入力してください。

$ cd

なお，上記の例でドル記号 ($)はシェル・プロンプトを表しています。シス
テムによっては表示されるシェル・プロンプトが異なる場合もあります。

また，この章の例に取り組む前に，ログイン・ディレクトリの下にサブディ
レクトリ projectを作成しておいてください。ディレクトリを作成するコ
マンドは mkdir (make directory)です。ログイン・ディレクトリから次のよ
うに mkdir コマンドを入力します。

$ mkdir project

cdコマンドおよび mkdirコマンドについての詳細は，それぞれ 4.2 節また
は cd(1)リファレンス・ページ， および 4.1 節または mkdir(1)リファレン
ス・ページを参照してください。

3.1 ファイルのリスト (ls コマンド)

lsコマンドは，ディレクトリの内容を表示します。 このコマンドは，現在
のディレクトリにあるファイルおよびサブディレクトリのリストを作成する
ためのものです。現在のディレクトリ以外のディレクトリの内容など，他の
種類の情報を表示することもできます。

ls コマンドの構文は次のとおりです。

ls

ls コマンドには，フラグと呼ばれる多数のオプションが用意されていま
す。 フラグを使用すると，ディレクトリの内容についての情報をいくつか
の形式で表示することができます。 ls コマンドのフラグについての詳細
は， 3.1.3 項を参照してください。

3.1.1 現在のディレクトリの内容のリスト

現在のディレクトリの内容をリストする場合は，次のように入力します。

$ ls
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lsコマンドをフラグなしで使用すると，現在のディレクトリに存在するファ
イル名およびディレクトリ名がリストされます。

$ ls
file1 file2 file3 project
$

次のコマンド形式を使用して，現在のディレクトリの内容の一部をリストす
ることもできます。

ls filename

filename変数にはファイル名あるいはスペースで区切った複数のファイル
名のリストを指定します。パターン照合文字を使用してファイルを指定する
こともできます。パターン照合文字については第 2 章を参照してください。

たとえば，文字列 fileで始まるファイル名をリストする場合は，次のコマ
ンドを入力します。

$ ls file*
file1 file2 file3
$

3.1.2 他のディレクトリの内容のリスト

現在のディレクトリ以外のディレクトリの内容のリストをする場合は，次
のコマンドを入力します。

ls dirname

dirname変数にはディレクトリのパス名を指定します。

次に示すのは，現在のディレクトリがユーザのログイン・ディレクトリであ
る場合に /users ディレクトリの内容を表示する例です。 システムには，
/usersディレクトリと同じ名前の別のディレクトリが存在する可能性があ
ります。 /usersのスラッシュ ( /)は，ルート・ディレクトリから探索を始め
ることをシステムに指示しています。

$ ls /users
amy beth chang george jerry larry
mark monique ron
$

lsコマンドは，現在のロケールで定義されている照合順で，ディレクトリ名
およびファイル名をリストします。 ロケールについての詳細は，付録 Cを
参照してください。
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3.1.3 ls コマンドのフラグ

通常，lsコマンドは指定したディレクトリに含まれているファイルとディレ
クトリの名前を表示します。ただし lsには，リストする項目についての追
加情報を表示したり，システムによるリスト表示の方法を変えるためのいく
つかのフラグが用意されています。

lsコマンドにフラグを指定する場合は，次の構文を使用してください。

ls −flagname

−flagname変数には 1つ以上のフラグ (オプション)を指定します。たとえ
ば，-lフラグはディレクトリの内容についての詳細なリストを作成します。

複数のフラグを使用する場合は，フラグ名を1つの文字列として一緒に入力し
てください。 次に例を示します。

$ ls −lta

表 3–1に，lsコマンドでよく使用する便利なフラグを示します。

表 3–1: ls コマンドのフラグ

フラグ 機能

−a 隠しファイルも含め，すべてのエントリをリストする。このフラグを
指定しない場合，lsコマンドは.profile，.login，および相対パス
名のようにドット (.) で始まるエントリの名前はリストしない。

−l 詳細なリストを表示する。 具体的には，リストされる各ファイ
ルおよびディレクトリのタイプ，許可，リンク数，所有者，グ
ループ，サイズ，および最後の修正日時を示す。

−r ソート順を逆にしてリストする。 ls −r は ls の逆順でリスト
し， ls −tr は ls −t の逆順でリストする。

−t ファイルおよびディレクトリを，名前による照合順序ではなく，最後
に修正された日時に従って，最新のものから順にソートする。

−F ファイルがディレクトリの場合は，各ファイル名の後ろに /
(スラッシュ) を付け， ファイルが実行できる場合は，各ファ
イル名の後ろに * (アスタリスク) を付ける。

−R すべてのサブディレクトリを再帰的にリストする。 各ディ
レクトリおよびサブディレクトリを下って，ディレクト
リ・ツリー全体のリストを提供する。

例 3–1に示すのは，-lフラグを使用して現在のディレクトリの詳細なリスト
を表示する例です。
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例 3–1: ディレクトリの詳細なリスト (ls –l)

$ ls −l
total 4 1
-rw-r--r-- 1 larry system 101 Jun 5 10:03 file1 2 3
-rw-r--r-- 1 larry system 75 Jun 5 10:03 file2 4 5
-rw-r--r-- 1 larry system 65 Jun 5 10:06 file3 6 7
drwxr-xr-x 2 larry system 32 Jun 5 10:07 project 8
$

1 このディレクトリに含まれるファイルが占める 512バイト・ブロック数。

2 1 —各ファイルへのリンク数。 ファイル・リンクについての詳細は 3.4 節を参照。

3 101 — ファイルのバイト数。

4 larry —ファイルの所有者のユーザ名。実際には，larryの代りにユーザのユーザ名が表示されます。

5 system —ファイルが属するグループ。実際には，system の代りにユーザが所属するグループ名が
表示されます。

6 file3 — ファイルまたはディレクトリの名前。

7 Jun 5 10:06 —ファイルが作成された日時。 あるいは最後に修正された日時。

日時の表示方法は，ユーザの現在のロケールに依存します。 現在から 6ヶ月以前の日付の場合は，4
桁の西暦が表示されます。

8 drwxr-xr-x —各ファイルまたはディレクトリに設定されているファイル・タイプと許可。このフィー
ルドの最初の文字はファイル・タイプを示します。:

− (ハイフン) 通常ファイル

b　ブロック型特殊ファイル

c　文字型特殊ファイル

d　ディレクトリ

l　シンボリック・リンク

p　パイプ型特殊ファイル (先入れ先出し)

s　ローカル・ソケット

残りの文字列は，所有者，グループ，およびその他のユーザに対して，読み取り許可 (r)，書き込み
許可 (w)，実行許可 (x) がそれぞれ設定されているかどうかを示します。 (-) が表示された場合，対
応する許可が設定されていません。

さらに，その他の許可情報を表示することもできます。 許可についての詳細は第 5 章を参照。

Tru64 UNIXオペレーティング・システムでは，lsコマンドには上記以外に
もフラグが用意されています。 ls コマンド・フラグについての詳細は，
ls(1)リファレンス・ページを参照してください。
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3.2 ファイル内容の表示

テキスト・エディタを使用して，システムに格納されているテキスト・ファイ
ルの内容を参照することができます。ファイル内容を参照するだけで変更を
行わない場合は，いくつかのオペレーティング・システムのコマンドを使用す
ることができます。以降の各項で，これらのコマンドについて説明します。

3.2.1 フォーマッティングを伴わないファイル表示 (pg, more, cat コ
マンド)

次のコマンドは，内容の体裁を制御する特殊文字を一切付け加えずに，
ファイルをそのまま表示します。

• pg

• cat

• more

• page

フォーマット処理を行ってファイルを表示するコマンドについては， 3.2.2項
を参照してください。

フォーマット処理を伴わないファイル表示コマンドの構文は次のとおりです。

command filename

変数 commandには pg，more，page，または catのいずれかのコマンド
名を指定します。 filename 変数にはファイル名を指定します。複数の
ファイル名を指定する場合は，スペースで区切ります。 パターン照合文字
を使用してファイルを指定することもできます。パターン照合文字につい
ては第 2 章を参照してください。

pgコマンドを使用すると，1つまたは複数のファイルの内容を参照すること
ができます。例 3–2に示すのは，pgコマンドを使用して，ログイン・ディ
レクトリにある file1 ファイルの内容を表示する例です。

例 3–2: pg コマンドの出力 (1 つのファイル)

$ pg file1
You start the vi program by entering
the command vi, optionally followed by the name
of a new or existing file.
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例 3–2: pg コマンドの出力 (1 つのファイル) (続き)

$

file1および file2の両方のファイルの内容を表示するには，両方のファ
イル名をコマンド行に指定します。 表示するファイルの行数が多くて一画
面におさまらない場合，pg コマンドは各画面を表示するたびにポーズを置
きます。 次の画面を表示するには Returnキーを押します。 現在のファイ
ルの終わりに到達すると，次のファイルの名前がプロンプトとして表示さ
れます。 現在のファイルの終わりで Return キーを押すと，次のファイル
の始まりが表示されます。 pgコマンドでは，コマンド行に指定した順に
ファイルが表示されます。 例 3–3の (EOF): (end of file)は，現在のファイル
の終端を意味しています。

例 3–3: pg コマンドの出力 (複数のファイル)

$ pg file1 file2
You start the vi program by entering
the command vi, optionally followed by the name
of a new or existing file.
(EOF): Return
(Next file: file2) Return
If you have created a new file, you will find
that it is easy to add text.
(EOF): Return
$

Next file: filenameプロンプトに対して −nオプションを入力すると，
次のファイルではなく，以前のファイルが表示されます。

moreコマンドもコマンド行に複数のファイルを指定することができます。
moreコマンドは pgコマンドと同じような方法で長いファイルを扱います。
ファイルの行数が多く，1画面におさまらない場合，moreコマンドはポーズ
を置き，それまでにファイルの何パーセントを表示したかを知らせるメッセー
ジを表示します。この時点で，次のいずれかの操作を行うことができます。

• ファイルの残りを 1ページずつ表示させる場合は，スペース・バーを
押す。

• 1行ずつ表示させる場合は，Returnキーを押す。
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• ファイルの表示を中止する場合は，qをタイプする。

pageコマンドは moreコマンドとほぼ同様ですが，ファイルの行数が多くて
1ページに収まらない場合，page コマンドは画面をクリアして画面の最上部
から表示を始めます。ご使用のオペレーティング・システム環境や表示デバ
イスによっては，この違いはほとんど認識されない場合もあります。

catコマンドを使用してテキストを表示することもできます。ただし，こ
のコマンドはファイルのページ付けを行わないため，1 画面よりも長い
ファイルを表示すると一挙にファイルの最後まで表示され，内容を読む
ことができません。

このような場合は，Ctrl/Sを押して表示を停止させてください。こうするこ
とにより，テキストを読むことができます。ファイルの残りの部分を表示さ
せたいときは，Ctrl/Q を押してください。 長いファイルを表示させる場合
は，catコマンドではなく pgコマンド，moreコマンド，または pageコマ
ンドを使用するのがよいでしょう。

pg，more，page，および catコマンドには，それぞれオプションが用意さ
れています。 詳細については，リファレンス・ページの cat(1), more(1)，
page(1)，および pg(1) を参照してください。

3.2.2 フォーマッティングを伴うファイル表示 (prコマンド)

フォーマッティングとは，ファイルの内容を表示または印刷する際に，見た
目を制御するための処理です。 pr コマンドは，簡潔で便利なスタイルに
ファイルをフォーマットします。

______________________ 注意 _____________________

prコマンドはテキスト・フォーマッティング情報は解釈しない
ため，ファイル内にこれらのマクロがある場合には注意してく
ださい。このコマンドは nroff や troff のようにファイルを
フォーマットするわけではありません。ワード・プロセッサやデ
スクトップ・パブリッシング・ソフトウェアで作成されたファイ
ルは，prコマンドでは認識されません。

簡単なフォーマット処理を行ってファイルを表示する場合は，次の構文で
pr コマンドを実行します。
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pr filename

filename変数には，ファイル名，ファイルの相対パス名，ファイルの完全
パス名，あるいはスペースで区切ったファイル名リストを指定します。使用
するコマンド形式は，ファイルが現在のディレクトリとの関係でどこに位置
しているかによって変わります。パターン照合文字を使用してファイルを指
定することもできます。 パターン照合については第 2 章を参照してくださ
い。 filenameをダッシュ (-)として指定することができます。この場合，
pr コマンドは，ファイルの終了を示すマーク (通常は Ctrl/D)で入力を終
了するまで，端末からの入力を読み取ります。

prコマンドをオプションなしで実行すると，次の処理を行います。

• ファイルの内容を各ページに分割する。

• 各ページの上部に見出しとして，日時，ページ番号，およびファイル
名を表示する。

• ページの終わりに 5行のブランク行を追加する。

prコマンドを使用してファイルを表示すると，内容が一挙にスクロールして
読むことができないかもしれません。 その場合には，prコマンドと moreコ
マンドを併用することによって，フォーマッティングされたファイルを読
むことができます。 moreコマンドは，1画面分のテキストを表示した時
点でポーズを置くようシステムに指示します。

たとえば，長いファイル reportを表示し，画面が一杯になった時点で停止
するように指示する場合は，次のコマンドを入力します。

$ pr report | more
$

システムが最初の 1画面分のテキストを表示して停止したら，スペース・
バーを押して次の画面を表示します。上記のコマンドは，パイプ記号 (|)を
使用して，prコマンドからの出力を moreコマンドへの入力として使用して
います。パイプについての詳細は， 7.4.2 項を参照してください。

prコマンドには，より美しいフォーマットでファイルを表示するためのフ
ラグが用意されています。 表 3–2 に，pr で使用できるいくつかのフラ
グを示します。
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表 3–2: pr コマンドのフラグ

フラグ 機能

+page pageに指定したページからフォーマットを開始する。 こ
のフラグを省略した場合，1 ページ目からフォーマット
を開始する。

たとえば，pr +2 file1 というコマンドは，file1 の 2
ページ目からフォーマットを開始する。

−column 各ページを columnに指定した数のカラムでフォーマットす
る。 このフラグを省略した場合，pr コマンドは各ページ
を 1 つのカラムでフォーマットする。

たとえば，pr −2 file1というコマンドは，file1 を 2つ
のカラムでフォーマットする。

−m 指定されたすべてのファイルを，各ファイル 1カラムで同時
に横に並べてフォーマットする。

たとえば，pr −m file1 file2というコマンドは，file1

の内容を左のカラムに，file2 の内容を右のカラムに表
示する。

−d 出力をダブル・スペースでフォーマットする。 このフラ
グを省略した場合，出力はシングル・スペースでフォー
マットされる。

たとえば，pr −d file1というコマンドは，file1 をダブ
ル・スペースでフォーマットして表示する。

−f 新しいページに進む場合に改ページ文字を使用する。この
フラグを省略した場合，prコマンドは行送り文字のシーケ
ンスを発行する。標準出力が端末の場合，最初のページを
開始する前にポーズを置く。

−F 新しいページに進む場合に改ページ文字を使用する。この
フラグを省略した場合，prコマンドは行送り文字のシーケ
ンスを発行する。標準出力が端末の場合，最初のページを
開始する前にポーズは置かない。

−w num 行の長さを numに指定したカラム数に設定する。このフラ
グを省略した場合，行の長さは 72カラムになる。

たとえば，pr −w 40 file1というコマンドは，file1

ファイルの行の長さを 40カラムに設定する。
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表 3–2: pr コマンドのフラグ (続き)

フラグ 機能

−o num num に指定したカラム位置だけ各行をオフセット (インデ
ント) する。 このフラグを省略した場合，オフセットは
0 カラム位置になる。

たとえば，pr −o 5 file1というコマンドは，file1ファ
イルの各行を 5スペースだけインデントする。

−l num ページ長を numに指定した値に設定する。このフラグを省
略した場合，ページ長は 66行になる。

たとえば，pr −1 30 file1というコマンドは，file1

ファイルのページ長を 30行に設定する。

−h string 各ページの上部に表示されるヘッダ (タイトル)として，ファ
イル名ではなくこのフラグの後に指定した文字列を使用す
る。 stringがブランクまたは特殊文字を含んでいる場合
は，文字列を一重引用符 (’ ’)で囲む。

たとえば，pr −h ’My Novel’ file1というコマンドは，
タイトルとして "My Novel" を指定する。

−t ヘッダおよび各ページ末のブランク行をフォーマットし
ないことを指定する。

たとえば，pr −t file1というコマンドは，ヘッダおよ
び各ページ末のブランク行を省略して，file1ファイルを
フォーマットするよう指定する。

−schar 各カラムをブランク・スペースではなく文字 charで区切
る。特殊文字を使用する場合は一重引用符で囲む。

たとえば，pr −s’*’file1 というコマンドは，アスタリ
スクでカラムを区切るよう指定する。

prコマンドには，同時に複数のフラグを指定することができます。 次の例
では，下記のような形式で file1 をフォーマットするように prコマンド
に指示しています。

• ダブル・スペース (-d)

• タイトルをファイル名ではなく "My Novel"とする (-h)。

$ pr −dh ’My Novel’ file1
$
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pr コマンドおよびそのフラグについての詳細は，pr(1) リファレンス・
ページを参照してください。

3.3 ファイルの印刷 (lpr，lpq，lprmコマンド)

ファイルをシステム・プリンタに送る場合は，lprコマンドを使用します。
lpr コマンドはプリント・キューにファイルを登録します。プリント・
キューとは，印刷されるのを待っているファイルのリストです。lprコマン
ドでファイルをキューに登録しておけば，そのファイルが印刷されるのを待
ちながら，システムで他の作業を続けることができます。

lpr コマンドの一般的な構文は次のとおりです。

lpr filename

filename変数には，ファイル名，ファイルの相対パス名，ファイルの完全パ
ス名，あるいはスペースで区切ったファイル名リストを指定します。使用す
るフォーマットは，現在のディレクトリとの関係でファイルがどこに位置し
ているかによって変わります。パターン照合文字を使用してファイルを指定
することもできます。パターン照合については第 2 章を参照してください。

システムに複数のプリンタが接続されている場合は，次の形式で，ファイ
ルをどのプリンタで印刷するかを指定します。

lpr -P printername filename

-Pフラグは，ファイルを印刷するプリンタを指定するためにのフラグです。
printername変数にはプリンタ名を指定します。プリンタ名は，プリンタ
の場所を示すものであったり (southmailroomなど)，管理者の名前であっ
たり，あるいはその他の説明的な名称であったりします。システムで利用可
能なプリンタの種類が複数ある場合は，それらの機能を示す slideや color

などの名前を割り当てる場合もあります。ご使用のシステムで利用できるプ
リンタの構成については，システム管理者にお問い合わせください。

システムに複数のプリンタが接続されている場合は，そのうちの 1つが省略
時のプリンタとして設定されています。特定の printernameが入力されな
い場合，プリント要求はその省略時のプリンタに送られます。システムで利
用できるプリンタの名前を調べるには，lpstatコマンドを使用します。

例 3–4に示すのは，1つあるいは複数のファイルを lp0 というプリンタ
で印刷する場合の例です。
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例 3–4: lpr コマンドの使用

$ lpr −Plp0 file1 1
$ lpr −Plp0 file2 file3 2
$

1 最初の lprコマンドを実行すると，file1を lp0プリンタに送り，$プロンプトを表示します。

2 2番目の lprコマンドを実行すると，file2ファイルおよび file3ファイルを同じプリント・キューに
送り，ファイルの印刷が終わる前にシェル・プロンプトを表示します。

lprコマンドにフラグを指定することによって，ファイルの印刷方法を制御
することができます。 lprコマンドのフラグは次の形式で使用します。

lpr flag filename

lprコマンドで使用できるフラグのいくつかを表 3–3に示します。 lprコ
マンド・フラグについての完全な説明は，lpr(1)リファレンス・ページを
参照してください。

表 3–3: lpr コマンドのフラグ

フラグ 機能

−#num ファイルを num 部印刷する。 このフラグを省略
した場合，lpr はファイルを 1 部印刷する。 た
とえば，lpr −#2 file1 というコマンドは，
file1 ファイルを 2 部印刷する。

−wnum 行の長さを num カラムに設定する。 このフラグを
省略した場合，行の長さは 72 カラムになる。 たと
えば，lpr −w40 file1 というコマンドは，file1
ファイルを行の長さ 40 カラムで印刷する。

−inum 各行を num スペース位置だけオフセット (インデン
ト) する。 このフラグを省略した場合，オフセット
は 8 スペースになる。 たとえば，lpr −i5 file1
というコマンドは，各行を 5 スペースずつインデン
トして file1 ファイルを印刷する。

−p pr をフィルタとして使用して，ファイルを
フォーマットする。
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表 3–3: lpr コマンドのフラグ (続き)

フラグ 機能

−T ’string’ prが指定するヘッダとして，ファイル名ではなく −Tの
後の文字列を使用する。このフラグを指定する場合は，
−pフラグを同時に使用する。 文字列にブランクまたは
特殊文字が含まれる場合は，一重引用符 (’ ’)で囲む。た
とえば，lpr −p −T ’My Novel’ file1というコマン
ドは，タイトルとして "My Novel" を指定する。

−m ファイルの印刷が完了したらメールを送る。たとえば，
lpr −m file1 コマンドを実行すると，file1 ファイ
ルの印刷が完了したらメールが送信される。

lpr コマンドを入力すると，プリント要求はプリント・キューに登録さ
れます。

登録されたプリント要求のプリント・キューにおける位置を知りたい場合
は，lpqコマンドを使用します。プリント・キューの内容を表示するに
は，次のように入力します。

$ lpq

すべての印刷がすでに完了している場合，あるいはプリント・キューにプリ
ント要求がない場合，システムは次のメッセージを表示します。

no entries

プリント・キューにエントリが存在する場合，システムはそれらのエントリ
をリストして，現在どの要求がプリントされているかを示します。次に示す
のは，プリント・キュー・エントリ・リストの例です。

Rank Owner Job Files Total Size
active marilyn 489 report 8470 bytes
1st sue 135 letter 5444 bytes
2nd juan 360 (standard input) 969 bytes
3rd larry 490 travel 1492 bytes

lpq コマンドは，各プリント・キュー・エントリについて次の情報を表
示します。

• キュー内の優先順位

• 所有者

• ジョブ番号

• ファイル名
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• ファイルのバイト数

前のプリント・キュー・エントリ・リストの例では，Marilyn のレポート
(ジョブ番号 489)は現在印刷中であり，Sue，Juan，および Larry の要求
は待機中です。

ファイルを印刷する際，プリント・キュー内のジョブの位置およびファイ
ル・サイズによって，ユーザが要求したジョブがいつ完了するかを予想する
ことができます。一般的には，キュー内の優先番号が低くファイル・サイズ
が大きければ，それだけ余計に時間がかかります。

システムに複数のプリンタが接続されている場合は，次のコマンド構文を使
用して，どのプリント・キューを参照するかを指定します。

lpq -P printername filename

プリント・キューを指定する場合は -Pフラグを使用します。 printername

変数にはプリンタ名を指定します。 printername変数は，プリント要求の
開始時に使用したものと同じでなければなりません。すべてのプリンタの名
前を参照する場合は，lpstat -sコマンドを使用します。 lpqコマンドの
完全な説明については，lpq(1)リファレンス・ページを参照してください。

キューに登録したプリント要求を取り消す場合は，lprm コマンドを使用し
ます。 lprm コマンドの構文は次のとおりです。

lprm -P printername jobnumber

jobnumber変数には，システムがプリント要求時に割り当てたジョブ番号
を指定します。 printername 変数は，プリント要求を開始したときに使
用した名前と同じでなければなりません。ジョブ番号は lpqコマンドで
参照できます。

たとえば，ユーザ Larryが自分のプリント要求を取り消したい場合は，次の
ように入力します。

$ lprm 490
$

これで travelファイルのプリント・ジョブはプリント・キューから削除
されます。

lprmコマンドについての詳しい説明は，lprm(1) リファレンス・ページを
参照してください。
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ここでは，ファイルを印刷するコマンドについて基本的な説明をしていま
す。 システムの印刷機能および利用可能なコマンドについての詳細な説明
は，lp(1)，cancel(1)，および lpstat(1) リファレンス・ページを参照
してください。

3.4 ファイルのリンク (ln コマンド)

リンクとは，ファイル名とファイルそのものとの結びつきのことです。 通
常，各ファイルには 1つのリンクが存在します。 つまり，各ファイルはそ
れぞれ 1つのファイル名と結びつけられています。 しかし，ln (link)コマ
ンドを使用すると，1つのファイルに対して同時に複数のファイル名を結
びつけることができます。

リンクは，複数のディレクトリで同じデータを使用する場合に便利です。
たとえば，組立ラインの生産統計を格納するファイルがあるとします。 こ
のファイルのデータを 2つの異なる文書 (たとえば，マネージメントのた
めに作成する月報およびライン作業員のために作成する月別概要) で使用
する場合を考えてみます。

たとえば，この統計ファイルを 2つの異なるファイル名 mgmt.statおよび
line.statとリンクして，それぞれのファイル名を 2つの異なるディレクト
リに置くことができます。 こうすると，ファイルのコピーは 1つだけで済
み，記憶領域を節約することができます。また，ファイルをリンクしておけ
ば，統計ファイルが更新された際に複数のファイルを更新する必要がありま
せん。 mgmt.statファイルと line.statファイルは互いにリンクしている
ので， 一方を編集すれば他方も自動的に更新されることになり，どちらの
ファイル名も常に同じデータを参照することになります。

3.4.1 ハード・リンクとソフト・リンク

リンクにはハード・リンクとソフト・リンク (シンボリック・リンク)の
2 種類があります。

• ハード・リンク

同じファイル・システム内のファイルのリンクのみ可能です。ハード・
リンクを作成する場合は，1つのファイルに対して別のファイル名を付
与します。オリジナルのファイル名を含めて，ファイルのハード・リン
ク名はすべて対等です。 一方のファイル名を「本当の名前」，他方を
「単なるリンク」と考えるのは正しくありません。
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• ソフト・リンク (シンボリック・リンク)

ファイルとディレクトリのどちらでもリンクすることができます。さら
に，異なるファイル・システム間でもファイルあるいはディレクトリの
どちらでもリンクすることができます。シンボリック・リンクは，別の
ファイルまたは別のディレクトリへのポインタを含む別個のファイルで
す。このポインタはデスティネーション・ファイルまたはディレクトリ
へのパス名です。 オリジナルのファイル名のみがそのファイルまたは
ディレクトリの本当の名前です。ハード・リンクとは異なり，ソフト・
リンクは「単なるリンク」です。

ハード・リンクでもソフト・リンクでも，ある名前で呼び出したファイルに
対して変更を加えた後，別の名前で同じファイルを呼び出すと，変更した
内容が反映されています。

ハード・リンクとソフト・リンクとの大きな違いは，ファイルを削除する際
に明らかになります。複数の名前がハード・リンクされているファイルは，
それらの名前がすべて削除されるまで残ります。複数の名前がソフト・リン
クされているファイルは，オリジナルの名前が削除されると消滅します。そ
の場合，残っているソフト・リンクは実在しないファイルを指すことになり
ます。 リンクの削除については 3.4.5 項を参照してください。

3.4.2 リンクとファイル・システム

ここでリンクについて説明するときに使用するファイル・システムという用
語は， 前章での説明とは意味が異なります。一般にファイル・システム
とは，ファイルを使用しやすい状態に配置したディレクトリ構造と定義さ
れます。ただし，ここで使用するファイル・システムという用語は，より
厳密な意味をもっています。 つまり，単一のディスク・パーティション内
に格納されているファイルおよびディレクトリを意味します。 ディスク・
パーティションとは，ファイル・ディレクトリを格納するために作成され
た物理ディスク，またはその一部のことです。

Tru64 UNIXシステムで，あるディレクトリがどのディスク・パーティショ
ンに含まれているかを調べる場合は，dfコマンドを使用します。次に示す
のは，dfコマンドを使用して，ディレクトリ /u1/info，/etc，/tmpがど
のファイル・システムに含まれているかを調べる例です。この例では，ディ
レクトリ /u1/infoと /etcは異なるファイル・システムに存在し， /etc

と /tmpは同じファイル・システムに存在しています。
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$ df /u1/info
Filesystem 512-blks used avail capacity Mounted on
/dev/disk/dsk2c 196990 163124 14166 92% /u1
$ df /etc
Filesystem 512-blks used avail capacity Mounted on
/dev/rz3a 30686 19252 8364 70% /
$ df /tmp
Filesystem 512-blks used avail capacity Mounted on
/dev/rz3a 30686 19252 8364 70% /
$

df コマンドについての詳細は，df(1) リファレンス・ページを参照して
ください。

3.4.3 リンクの使用

同じファイル・システム内のファイルをリンクする場合は，次のコマンド
構文を使用します。

ln /dirname1/filename1 /dirname2/filename2

/dirname1/filename1 変数は既存ファイルのパス名です。
/dirname2/filename2変数は，既存のファイル /dirname1/filename1

にリンクする同じファイル・システム内の新しいファイルのパス名です。
同じディレクトリにあるファイルをリンクする場合は，dirname1 および
dirname2 は省略できます。

異なるファイル・システム間でファイルあるいはディレクトリをリンクす
る場合は，シンボリック・リンクを作成します。シンボリック・リンクを
作成する場合は，ln コマンドに -sフラグを指定し，両方のファイルの完
全パス名を指定します。 シンボリック・リンクを作成する場合の ln コ
マンドの構文は次のとおりです。

ln −s /dirname1/filename1 /dirname2/filename2

/dirname1/filename1 変数は既存ファイルのパス名です。
/dirname2/filename2変数は別のファイル・システムまたは同じファイ
ル・システム内の新しいファイルのパス名です。

例 3–5では，新しいファイル名 checkfile を既存ファイル file3 にリ
ンクしています。その後，moreコマンドを使用して file3 ファイルと
checkfileファイルの内容が同じであることを確認しています。
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例 3–5: ファイルのリンク

$ ln file3 checkfile 1
$ more file3 2
You will find that vi is a useful 3
editor that has many features. 3
$ more checkfile 4
You will find that vi is a useful 3
editor that has many features. 3
$

1 2 つのファイルの間にハード・リンクを作成します。

2 file3 のテキストを表示します。

3 次に checkfile のテキストを表示します。

4 file3ファイルの内容と checkfileファイルの内容がともに同じであることに注意してください。 一
方のファイル名でアクセスしてファイルの内容を変更した後，もう一方のファイルにアクセスすると
変更した内容が表示されます。たとえば，file3 ファイルの内容を更新すれば，checkfileファイ
ルの内容も更新されます。

2つのファイルがそれぞれ 2つの異なるファイル・システムのディレクトリ
にある場合は，それらをリンクするためにはシンボリック・リンクを使用
する必要があります。 たとえば，/reportsディレクトリにある newfile

ファイルを， /summaryディレクトリにある mtgfileファイルにリンクす
る場合は，次のコマンドを使用して，シンボリック・リンクを作成します。

$ ln −s /reports/newfile /summary/mtgfile
$

これらの各ファイルの内容は，ハード・リンクの場合と同じように更新
されます。

lnコマンドおよびファイルのリンクについての詳細は，ln(1)リファレン
ス・ページを参照してください。

3.4.4 リンクの仕組み (ファイル名とファイル通し番号)

各ファイルには，ファイル通し番号と呼ばれるファイル固有の識別番号が
付与されます。 ファイル通し番号はファイル名ではなく，ファイルそのも
の，すなわち特定の場所に格納されているデータを参照します。 システム
は，ファイル通し番号を使用して，各ファイルを同じファイル・システム
内の他のファイルと区別します。
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各ディレクトリが保持している情報は，物理ファイルを表すファイル通し番
号とファイル名との間のリンク情報です。複数のファイル名を同一の物理
ファイルすなわち同一のファイル通し番号にリンクすることにより，ファイ
ルを複数のファイル名とリンクすることができます。

現在のディレクトリにあるファイルのファイル通し番号を表示するために
は，-iフラグを指定して lsコマンドを実行します。

ls −i

ログイン・ディレクトリにあるファイルのファイル通し番号を調べてみま
しょう。各ファイル名の前に表示される番号が，そのファイルのファイル
通し番号です。

$ ls −i
1079 checkfile 1077 file1 1078 file2 1079 file3
$

この例では，file3 ファイルと checkfileファイルのファイル通し番号
が同じ 1079です。 これは，この 2つのファイルがリンクしていることを
示します。

ファイル通し番号は特定のファイル・システム内のファイルを表すため，異
なるファイル・システム間ではハード・リンクは存在しません。

シンボリック・リンクの場合，リンクしたファイルにはオリジナルのファイ
ルとは異なる新しいファイル通し番号が付与されます。 つまりシンボリッ
ク・リンクでは，オリジナル・ファイルのファイル通し番号に対して別の
ファイル名を結び付けるのではなく，独自のファイル通し番号を持つ独立し
たファイルを作成します。シンボリック・リンクはファイル通し番号によっ
てではなく，ファイル名によってオリジナルのファイルを参照するため，シ
ンボリック・リンクは異なるファイル・システム間でも正しく機能します。

3.4.5 リンクの削除

rm (remove file)コマンドはいつもファイルを削除するとは限りません。たと
えば，あるファイルが複数のファイル名にリンクされている場合，すなわち
複数のファイル名が同じファイル通し番号を参照している場合， rmコマン
ドはファイル通し番号とそのファイル名の間のリンクは削除しますが，物理
ファイルはそのまま残します。図 3–1に示すように，rmコマンドは，ファ
イルとファイル名の間の最後のリンクを削除した場合に初めて物理ファイル
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を削除します。シンボリック・リンクを削除すると，リンク・ファイルまた
はディレクトリへのポインタを指定するファイルが削除されます。

rmコマンドについての詳細は， 3.9 節または rm(1)リファレンス・ページを
参照してください。

図 3–1: リンクとファイルの削除

ZK-0533U-AI

name2

rm name1

rm name2

name1

name2File

File

各ファイルのファイル通し番号および特定のファイル通し番号にリンクされ
ているファイル名の数を表示する場合は， -i (print i-number)および -l

(long listing)フラグを指定して，ls コマンドを使用します。

ls −il

ログイン・ディレクトリのリンクを調べてみましょう。実際に表示される画
面は，ここで示す例とは異なります。

$ ls −il
total 3
1079 -rw-r--r-- 2 larry system 65 Jun 5 10:06 checkfile
1077 -rw-r--r-- 1 larry system 101 Jun 5 10:03 file1
1078 -rw-r--r-- 1 larry system 75 Jun 5 10:03 file2
1079 -rw-r--r-- 2 larry system 65 Jun 5 10:06 file3
1080 drwxr-xr-x 2 larry system 32 Jun 5 10:07 project
$
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各エントリの最初の数字はそのファイル名のファイル通し番号を示していま
す。各行の 2番目の要素はファイル許可を示しています。 ファイル許可につ
いては，第 5 章を参照してください。

各エントリの 3番目のフィールド，つまりユーザ名の左に表示される数字
は，そのファイル通し番号へのリンク数を表します。 file3と checkfile

が 1079という同じファイル通し番号を持ち，これらのファイルのリンク数が
ともに 2であることに注意してください。 rmコマンドを使用してファイル名
を削除するたびに，そのファイル通し番号へのリンク数が 1ずつ減少します。

次に示すのは，rmコマンドを使用して checkfile ファイルを削除する
例です。

$ rm checkfile
$

このコマンドを実行した後，ls -ilコマンドでディレクトリの内容をリ
ストすると，ファイル通し番号 1079 (file3)のリンク数が 1つだけ減少
しているのがわかります。

$ ls −il
total 3
1077 -rw-r--r-- 1 larry system 101 Jun 5 10:03 file1
1078 -rw-r--r-- 1 larry system 75 Jun 5 10:03 file2
1079 -rw-r--r-- 1 larry system 65 Jun 5 10:06 file3
1080 drwxr-xr-x 2 larry system 32 Jun 5 10:07 project
$

3.5 ファイルのコピー (cp コマンド)

この節では，ローカル・システムでファイルをコピーする方法について説明
します。リモート・システムとの間でファイルをコピーする方法について
は， 第 12 章および第 14 章を参照してください。

cp (copy)コマンドは，現在のディレクトリ内で，あるいは 1つのディレクト
リから別のディレクトリへファイルをコピーします。

cpコマンドは，重要なファイルのバックアップ・コピーを作成する際に特に
有用です。 バックアップ・ファイルとオリジナル・ファイルは 2つの別の
ファイルなので，バックアップ・ファイルを作成しておけば，オリジナル・
ファイルに問題が発生した場合に回復することができます。また，編集中の
オリジナル・ファイルに対する変更を取り消したい場合は，バックアップ・
ファイルを使用して，改めて作業を始めることができます。
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実際にファイルのコピーを作成する cpコマンドと，1つのファイルに対して
複数のファイル名を作成する lnコマンドとを比較してみてください。 lnコ
マンドについては 3.4 節で詳しく説明しています。 cp(1)および ln(1)リファ
レンス・ページも参照してください。

cp コマンドの構文は次のとおりです。

cp source destination

source変数にはコピー元のファイル名を指定します。 destination変数
には，sourceファイルをコピーする先のファイル名を指定します。 source

および destination変数には，現在のディレクトリ内のファイル名，ある
いは異なるディレクトリのパス名のいずれも指定することができます。ただ
し，この節では，異なるディレクトリ間でファイルをコピーする場合につい
てのみ説明します。ディレクトリ全体の内容を別のディレクトリにコピーす
る (-rオプションの使用)方法については， 4.4 節を参照してください。

あるファイルを別のディレクトリに同じファイル名でコピーする場合，
sourceにはファイル名を指定し，destination にはコピー先のディレクト
リ・パス名を指定します。 source変数には，パターン照合文字を使用す
ることもできます。

3.5.1 現在のディレクトリ内でのファイルのコピー

cpコマンドはファイルをコピーします。コピー先ファイル名が存在してい
なければ，新規にそのファイルを作成します。しかし，コピー先ファイル名
と同じ名前のファイルがすでに存在している場合，cp コマンドはコピー元
ファイルを既存のコピー先ファイルの上にコピーします。

______________________ 注意 _____________________

コピー先ファイル名が現在のディレクトリ内に存在する場合，シェ
ルは cpコマンドでコピー元ファイルをコピーする前に，コピー先
ファイルの内容を消去します。したがって cpコマンドを実行する
前に，コピー先ファイルの内容が必要でないか，あるいはそのファ
イルのバックアップ・コピーが存在するかを確認してください。

Cシェルを使用している場合は，コピー先ファイルの消去を防ぐ
ための noclobber変数が使用できます。 noclobber変数につい
ては表 8–6 を参照してください。
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次の例では，現在のディレクトリにコピー先ファイル名が存在しないので，
cp コマンドは新規にファイルを作成します。

まず，ログイン・ディレクトリの内容をリストします。

$ ls
file1 file2 file3 project
$

次に file2ファイルをコピーして file2xファイルを作成します。

$ cp file2 file2x
$

ディレクトリの内容をリストして，ファイルのコピーが成功したことを確
認します。

$ ls
file1 file2 file2x file3 project
$

3.5.2 別のディレクトリへのファイルのコピー

別のディレクトリへファイルをコピーする場合は，cpコマンドを実行する前
にコピー先のディレクトリを作成しておきます。すでにコピー先ディレク
トリが存在する場合，この操作は必要ありません。 ディレクトリの作成に
は mkdir コマンドを使用します。

次のように，reports というサブディレクトリを作成します。

$ mkdir reports
$

file2 ファイルを reports ディレクトリにコピーするには，次のよう
に入力します。

$ cp file2 reports
$

ここで reportsディレクトリの内容をリストして，file2ファイルがコ
ピーされていることを確認します。

$ ls reports
file2
$

cpコマンドを使用して，複数のファイルを別のディレクトリにコピーするこ
ともできます。この場合は次の構文を使用します。

cp filename1 filename2 dirname
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次の例では， cp コマンドを使用して file2 および file3 ファイルを
reports ディレクトリにコピーした後，コピーが成功していることを確
認するために，ls コマンドを使用して reports ディレクトリの内容を
リストしています。

$ cp file2 file3 reports
$ ls reports
file2 file3
$

この例では，dirnameディレクトリのコピー先ファイル名 file2 および
file3を指定していません。 コピー先ファイル名を省略すると，元のファイ
ル名でファイルがコピーされます。

パターン照合文字を使用してファイルをコピーすることもできます。たとえ
ば，file1，file2 および file3 ファイルを reportsディレクトリへコ
ピーする場合は，次のように入力します。

$ cp file* reports
$

ファイルを別のディレクトリにコピーする際に，コピー先ファイル名を変更
したい場合は，次の構文を使用します。

cp source distnation_directory/ filename

source変数にはコピー元ファイル名を，distnation_directory 変数に
はコピー先ディレクトリ名を，filenameには新ファイル名を指定します。

次の例では，file3 ファイルを新しいファイル名 notes で reportsディ
レクトリにコピーし， ls コマンドを使用して reports ディレクトリの
内容をリストしています。

$ cp file3 reports/notes
$ ls reports
file1 file2 file3 notes
$

3.6 ファイル名の変更およびファイルの移動 (mvコマンド)

mv (move)コマンドを使用して，次の操作を行うことができます。

• 別のディレクトリへのファイルの移動

• ファイル名の変更

• ディレクトリ名の変更
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mv コマンドの構文は次のとおりです。

mv oldfilename newfilename

oldfilename変数には，移動または名前を変更したいファイルの名前を指
定します。 newfilename変数には新しいファイル名を指定します。これら
の変数には，現在のディレクトリにあるファイル名または別のディレクトリ
にあるファイルのパス名のどちらでも指定できます。 また，パターン照合
文字を使用することもできます。

mvコマンドは新しいファイル名を既存のファイル通し番号にリンクし，旧
ファイル名とそのファイル通し番号とのリンクを切断します。 lnコマン
ドと cp コマンドを使用する ( 3.4 節および 3.5 節を参照)代わりに， mv

コマンドを使用すると便利です。 mv(1)，ln(1)，および cp(1) リファレン
ス・ページも参照してください。

3.6.1 ファイル名の変更

次の例では，まず ls -iコマンドを使用して，現在のディレクトリ内の各
ファイルのファイル通し番号をリストします。 次に，mvコマンドを実行し
て，file2xファイルの名前を newfileに変更します。実際に表示される
ファイル通し番号は異なります。

$ ls −i
1077 file1 1088 file2x 1080 project
1078 file2 1079 file3 1085 reports
$ mv file2x newfile
$

再びディレクトリの内容をリストします。

$ ls −i
1077 file1 1079 file3 1080 project
1078 file2 1088 newfile 1085 reports
$

ここでは次のことに注意してください。

• mvコマンドにより file2xのファイル名が newfileに変更されている。

• 元のファイル (file2x)のファイル通し番号と newfileファイルのファ
イル通し番号は同じ 1088 である。

mvコマンドはファイル通し番号 1088とファイル名 file2xとの関係を切
り離し，代わりにファイル通し番号 1088とファイル名 newfileとを結び
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つけています。 ただし，このコマンドはファイル自体を変更することはあ
りません。

3.6.2 別のディレクトリへのファイルの移動

mvコマンドを使用して，ファイルを現在のディレクトリから別のディレク
トリに移動することもできます。

______________________ 注意 _____________________

移動先のディレクトリ名は注意して入力してください。 mvコマン
ドはファイル名とディレクトリ名とを区別しないため，存在しない
ディレクトリ名を入力すると，mvコマンドはそのディレクトリ名
を新しいファイル名と解釈します。この結果，別のディレクトリ
への移動ではなく，ファイル名の変更が行われることになります。

次の例では，lsコマンドでログイン・ディレクトリの内容をリストし，次に
mvコマンドで，file2ファイルを現在のディレクトリから reportsディレ
クトリに移動しています。その後，再度 lsコマンドを使用して，ログイン・
ディレクトリの file2ファイルが削除されていることを確認しています。

$ ls
file1 file2 file3 newfile project reports
$ mv file2 reports
$ ls
file1 file3 newfile project reports
$

reports ディレクトリの内容をリストすると，file2ファイルが移動し
ていることがわかります。

$ ls reports
file2 file3 notes
$

パターン照合文字を使用してファイルを移動することもできます。 たとえ
ば，file1および file3ファイルを reportsディレクトリに移動する場合
は，次のコマンドを入力します。

$ mv file* reports
$

ログイン・ディレクトリの内容をリストすると，file1 および file3ファ
イルが移動していることがわかります。
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$ ls
newfile project reports
$

file1，file2，file3の各ファイルをログイン・ディレクトリにコピーす
る場合は，次のように入力します。次の例で使用しているドット (.) は現
在のディレクトリを指定します。 この例では，現在のディレクトリはログ
イン・ディレクトリです。

$ cp reports/file* .
$

ls コマンドを実行すると，ファイルがログイン・ディレクトリに戻って
いることが確認できます。

$ ls
file1 file2 file3 newfile project reports
$

ここで reportsディレクトリの内容をリストすると，file1，file2，およ
び file3の各ファイルが reportsディレクトリにあることが確認できます。

$ ls reports
file1 file2 file3 newfile project reports
$

3.7 ファイルの比較 (diff コマンド)

diffコマンドを使用すると，2つのテキスト・ファイルの内容を比較するこ
とができます。 diffコマンドは，多少違いがあると予想される 2つのファ
イルの内容の違いを正確に示したい場合に使用します。

diff コマンドの構文は次のとおりです。

diff file1 file2

diffコマンドは，2つのファイルを 1行ずつ走査します。異なる行が見つ
かると，次の情報を出力します。

• 違いのある行番号

• 違いの種類

記述の追加であるか，削除であるか，それとも行の変更であるかを明
示します。

違いが追加である場合は，次の形式で情報を表示をします。

l[,l] a r[,r]
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lは file1の行番号であり，rは file2の行番号です。 aは追加を示してい
ます。違いが削除によるものである場合，diffコマンドの出力では dで示
され，行の変更である場合は c で示されます。

これらの情報の次に，実際に異なる行が表示されます。左端のカラムの左
山カッコ (<)は file1の中の実際の行を示し，右山カッコ (>)は file2の
中の実際の行を示します。

たとえば，ファイル jan15mtg および jan22mtgの内容が次のような出
席者名簿であるとします。

jan15mtg jan22mtg

alice alice

colleen brent

daniel carol

david colleen

emily daniel

frank david

grace emily

helmut frank

howard grace

jack helmut

jane jack

juan jane

lawrence juan

rusty lawrence

soshanna rusty

sue soshanna

tom sue

tom

これらのファイルの内容を表示して 1行ずつ比較する代わりに，diffコマ
ンドを使用して，jan15mtg と jan22mtgの内容を比較することができま
す。この場合，diff コマンドの出力は次のようになります。

$ diff jan15mtg jan22mtg
2a3,4
> brent
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> carol
10d11
< howard
$

この出力から，Brentと Carolが 1月 15日の会議に欠席し，Howardが 1月
22 日の会議に欠席していたことがわかります。

2つのファイルに違いがない場合は，システムは単にプロンプトを返しま
す。詳細は，diff(1)リファレンス・ページを参照してください。

3.8 ファイル内容のソート (sortコマンド)

sortコマンドを使用すると，テキスト・ファイルの内容をソートすることが
できます。 このコマンドは，1 つのファイルに対しても，複数のファイル
に対しても使用できます。

sort コマンドの構文は次のとおりです。

sort filename

filename変数には，ファイル名，ファイルの相対パス名，ファイルの完全
パス名，あるいはスペースで区切ったファイル名リストを指定します。 ま
た，パターン照合文字を使用してファイルを指定することもできます。 パ
ターン照合文字については第 2 章を参照してください。

sortコマンドの使用例としては，名前のリストをソートして，現在のロ
ケールで定義されている照合順に並べることなどがあります。 たとえば，
list1，list2，および list3の 3つのファイルに，それぞれ名前のリスト
が含まれているとします。

list1 list2 list3

Zenith, andre Rocca, Carol Hamilton, Abe

Dikson, Barry Shepard, Louis Anastio, William

D’Ambrose, Jeanette Hillary, Mimi Saluccio, William

Julio, Annette Chung, Jean Hsaio, Peter

3つのファイルに含まれているすべての名前をソートするには，次のよう
に入力します。

$ sort list*
Anastio, William
Chung, Jean
D’Ambrose, Jeanette
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Dickson, Barry
Hamilton, Abe
Hillary, Mimi
Hsaio, Peter
Julio, Annette
Rocca, Carol
Saluccio, Julius
Shepard, Louis
Zenith, andrew
$

次のように入力して，指定するファイルに画面出力をリダイレクトすると，
新しいソート済みのリストを含むファイルを作成することができます。

$ sort list* > newlist
$

出力のリダイレクトについての詳細は，第 6 章を参照してください。 sort

コマンドとそのオプションについての詳細は， sort(1) リファレンス・
ページを参照してください。

3.9 ファイルの削除 (rm コマンド)

ファイルが必要ではなくなった場合には，rm (remove file)コマンドを使用し
て，ファイルを削除することができます。 1つのファイルを削除すること
も，複数のファイルを同時に削除することもできます。

rm コマンドの構文は次のとおりです。

rm filename

filename変数には，ファイル名，ファイルの相対パス名，ファイルの完
全パス名，あるいはファイル名リストを指定します。 使用するコマンド形
式は，ファイルが現在のディレクトリとの関係でどこに位置しているかに
よって変わります。 このコマンドについての詳細は，rm(1) リファレン
ス・ページを参照してください。

3.9.1 単一のファイルの削除

次の例では，file1ファイルをログイン・ディレクトリから削除しています。

まず，cd (change directory) コマンドでログイン・ディレクトリに移りま
す。次に，pwd (print working directory)コマンドを入力して，現在のディ
レクトリがログイン・ディレクトリであることを確認し，ディレクトリの
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内容をリストします。実際には，/u/uname にはログイン・ディレクト
リの名前が表示されます。

$ cd
$ pwd
/u/uname
$ ls
file1 file2 file3 newfile project reports
$

rmコマンドを使用して newfileを削除した後，ディレクトリの内容をリス
トして，システムがそのファイルが削除されたことを確認します。

$ rm newfile
$ ls
file1 file2 file3 project reports
$

ディレクトリからファイルを削除するには，そのディレクトリにアクセス
する許可が必要です。ディレクトリ許可については，第 5 章を参照して
ください。

______________________ 注意 _____________________

rmコマンドは，1 つまたは複数のファイルを削除するだけでな
く，ファイルとファイル名とのリンクも削除します。 rmコマン
ドは，そのファイルへの最後のリンクを削除する際に，ファイ
ルそのものも削除します。 rmコマンドによるリンクの削除につ
いては， 3.4.5 項を参照してください。

3.9.2 複数のファイルの削除 (パターン照合)

rmコマンドとともにパターン照合文字を使用して，複数のファイルを同時
に削除することができます。パターン照合文字については第 2 章を参照
してください。

たとえば，現在のディレクトリに次のファイルが含まれているとします。

• receivable.jun

• payable.jun

• payroll.jun

• expenses.jun
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rm *.junコマンドを使用すると，これらの 4つのファイルをすべて削除す
ることができます。

______________________ 注意 _____________________

パターン照合文字 *を使用する場合は十分に注意してください。
たとえば，通常のユーザの場合，rm *コマンドを入力すると，
ドット (.) で始まるファイル名を持つファイルを除いて，現在の
ディレクトリにあるすべてのファイルが削除されます。

ファイル名の始めまたは終わりに使用するパターン照合文字 *に
は，特に注意してください。 rm *nameの代わりに誤って rm *

nameと入力すると， nameで終わるファイルだけでなく，現在の
ディレクトリにあるすべてのファイルを削除します。

rmコマンドに -iフラグを指定すると，ファイルを削除する前
に，確認のためのプロンプトを表示します。

パターン照合の例を実行するには，ディレクトリにファイル record1，
record2，record3，record4，record5，および record6が入っていな
ければなりません。次のように touch コマンドを使用して，ログイン・
ディレクトリにこれらのファイルを作成します。

$ touch record1 record2 record3 record4 record5 record6
$

touchコマンドは，上の例のように空のファイルを作成したい場合に便利で
す。 touchコマンドについての詳細は，touch(1)リファレンス・ページを
参照してください。

ファイル名が 1文字だけ異なるファイルを削除する場合は，rm コマンドでパ
ターン照合文字 ? を使用することもできます。 たとえば，現在のディレクト
リに record1，record2，record3，および record4 の各ファイルが含
まれている場合， rm record? コマンドを使用すると，4 つのファイルす
べてを削除することができます。

パターン照合文字についての詳細は，第 2 章を参照してください。

パターン照合文字を使用する場合は，rm コマンドの -i (interactive)フラ
グが便利です。 rm -iコマンドを使用すると，ファイルを選択的に削除す
ることができます。 コマンドによって選択された各ファイルについてプロ
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ンプトが表示されるので，ファイルを削除するか，あるいはそのまま残
すかを選択することができます。

たとえば，文字列 recordで始まる 6つのファイルのうち 4つを削除したい
場合は，次のように入力します。

$ rm −i record?
rm: remove record1?n
rm: remove record2?y
rm: remove record3?y
rm: remove record4?y
rm: remove record5?y
rm: remove record6?n
$

______________________ 注意 _____________________

rmコマンドは，ファイルを削除するだけでなく，-rフラグを指
定すると，フィアルとディレクトリを同時に削除します。 詳細
は，第 4 章を参照してください。

3.10 ファイル・タイプの参照 (fileコマンド)

ファイルに含まれている情報がどのような種類のデータであるかをファイル
の内容を表示しないで調べる場合は，fileコマンドを使用します。 fileコ
マンドは，ファイルが次のどのタイプであるかを表示します。

• テキスト・ファイル

• ディレクトリ

• FIFO (パイプ) 型特殊ファイル

• ブロック型特殊ファイル

• 文字型特殊ファイル

• Cまたは FORTRANプログラミング言語のソース・コード

• 実行可能 (バイナリ) ファイル

• arフォーマットのアーカイブ・ファイル

• cpioまたは拡張 tarフォーマットのアーカイブ・ファイル

• zipフォーマットのアーカイブ・ファイル
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• gzipフォーマットの圧縮データ・ファイル

• コマンド・テキストのファイル (シェル・スクリプト)

• .voc，.iff，または .wavフォーマットのオーディオ・ファイル

• TIFF，GIF，MPEG，または JPEGフォーマットのイメージ・ファイル

fileコマンドは，コンパイル済みのプログラムや，オーディオ・データ，
またはイメージ・データがファイルに含まれているかどうかを確認する際
に有用です。 これらのタイプのファイルの内容を表示すると画面が乱れま
す。 これらのタイプのファイルの目的はまだわからないかも知れません
が， UNIXコマンド使用の経験が豊富になるにつれ，目的がよく理解でき
るようになります。

file コマンドの構文は次のとおりです。

file filename

filename変数には，ファイル名，ファイルの相対パス名，ファイルの完
全パス名，あるいはスペースで区切ったファイル名リストを指定します。
使用するコマンド形式は，ファイルが現在のディレクトリとの関係でどこ
に位置しているかによって変わります。また，パターン照合文字を使用し
てファイルを指定することもできます。パターン照合文字については第
2 章を参照してください。

たとえば，ログイン・ディレクトリにあるファイルのファイル・タイプを参
照する場合は，次のように入力します。

$ cd
$ pwd
/u/uname
$ file *
file1: ascii text
file2: English text
file3: English text
project: directory
record1: empty
record6: empty
reports: directory
$

この例では，file1，file2，および file3を英語のテキスト・ファイル，
projectと reportsをディレクトリ，record1と record6を空ファイル
と識別しています。
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file コマンドについての詳細は，file(1) リファレンス・ページを参照
してください。
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4
ディレクトリの管理

この章では，システムでディレクトリを管理する方法を説明します。 この
章を理解すると，次の操作が可能になります。

• ディレクトリの作成 ( 4.1 節)

• ディレクトリの変更 ( 4.2 節)

• ディレクトリの表示 ( 4.3 節)

• ディレクトリのコピー ( 4.4 節)

• ディレクトリ名の変更 ( 4.5 節)

• ディレクトリの削除 ( 4.6 節)

この章の例に従って実際に操作してみることにより，ディレクトリの管理に
ついて理解することができます。

例を実行するためには，まずログインする必要があります。 また，ログイ
ン・ディレクトリに次のファイルおよびディレクトリが存在している必
要があります。

• file1，file2，file3，record1，および record6の各ファイル

• file1，file2，file3，および notesファイルを含む reportsサ
ブディレクトリ

• ファイルを含まない project サブディレクトリ

上記の名前とは異なるファイル名を使用している場合には，この章の例を実
行する際に適当に置き換えてください。現在のディレクトリ内にあるファイ
ルのリストを表示する場合は，第 3章で説明した lsコマンドに，表 3–1にあ
る -Rおよび -Fフラグを指定して使用します。画面は次のようになります。

$ ls -RF
file1 file2 file3 project/ record1 record6
reports/

./project:

ディレクトリの管理 4–1



./reports:
file1 file2 file3 notes
$

4.1 ディレクトリの作成 (mkdirコマンド)

ディレクトリを使用すると，個々のファイルを利用しやすいグループに編成
することができます。たとえば，レポートのすべての項目を reportsディ
レクトリに保管したり， 費用見積もりに関するデータおよびプログラムを
estimateディレクトリに保管することができます。 各ディレクトリには
ファイルおよびディレクトリを含むことができます。

システム管理者がユーザのアカウントを設定する際に，ログイン・ディレ
クトリは必ず作成します。 しかし，システムで作業するうちに，作成ある
いは編集したファイルを編成するための新たなディレクトリが必要になり
ます。 新しいディレクトリは mkdir (make directory) コマンドを使用し
て作成します。

mkdir コマンドの構文は次のとおりです。

mkdir dirname

dirname変数には新しいディレクトリ名を指定します。

システムはユーザの作業ディレクトリのサブディレクトリとして dirname

ディレクトリを作成します。つまり，新しいディレクトリを現在のディレク
トリの 1 レベル下に作成します。

次の例では，cd コマンドを入力してログイン・ディレクトリに戻り，
project2 ディレクトリを作成します。

$ cd
$ mkdir project2
$

ここで，相対パス名を入力して，reports ディレクトリ内にサブディレク
トリを作成します。

$ mkdir reports/status
$

図 4–1に現在のファイル・システムのツリー構造を示します。 project，
project2，および reportsディレクトリは，ログイン・ディレクトリよ
り 1レベル下位に位置しており， status ディレクトリは reports ディ
レクトリより 1レベル下位に位置しています。
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図 4–1: ディレクトリとサブディレクトリとの関係
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ファイル名と同じように，ディレクトリ名の最大長はシステムで使用してい
るファイル・システムによって異なります。たとえば，255バイト (省略時
の値)の最大長が許されるファイル・システムもあれば，14バイトの最大長
しか許されないファイル・システムもあります。

ディレクトリに意味のある名前を付けるためには，ディレクトリ名の最大
長を知っておくことが必要です。詳細はシステム管理者に問い合わせて
ください。

オペレーティング・システムにはファイル名とディレクトリ名とを区別する
ための記号や表記はありませんので，ファイルとディレクトリを区別するた
めにユーザ独自の命名規則を定めるのも 1つの方法です。

ただし，ls -Fコマンドを使用すれば，ディレクトリの内容を表示するとき
に，ファイルとディレクトリとを見分けることができます。このコマンドに
ついての詳細は， 4.3 節を参照してください。

ディレクトリの管理 4–3



4.2 ディレクトリの変更 (cd コマンド)

cd (change directory)コマンドは，現在のディレクトリ (作業ディレクトリ)
を変更するためのコマンドです。 適切なパス名を指定して cd を実行する
ことにより，同一ファイル・システム内であれば，自由にディレクトリを
移動することができます。

______________________ 注意 _____________________

cdコマンドで現在のディレクトリを変更するためには，そのディ
レクトリにアクセスする実行許可が必要です。ディレクトリ許可
については，第 5 章を参照してください。

cd コマンドの構文は次のとおりです。

cd pathname

pathname変数には，現在のディレクトリとして設定するディレクトリの
完全パス名あるいは相対パス名を指定します。

パス名を省略して cdを入力すると，ログイン・ディレクトリに移ります。

現在のディレクトリ名を確認するためには，pwd (print working directory)コ
マンドを入力します。 pwdコマンドについては第 2 章を参照してください。

4.2.1 現在のディレクトリの変更

次の例では， pwdコマンドを入力して作業ディレクトリの名前を表示した
後，cdコマンドを使用して現在のディレクトリを変更します。

まず，パス名を指定しないで cdコマンドを入力し，ログイン・ディレクト
リに戻ります。次に，pwdコマンドを入力して，現在のディレクトリがログ
イン・ディレクトリであることを確認します。 /u/unameの表示は，使用し
ているシステムによって異なります。

$ cd
$ pwd
/u/uname
$

ここで，相対パス名 project2を指定して cdコマンドを入力し，project2

ディレクトリに移ります。
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$ cd project2
$

再び pwdコマンドを入力して， project2が現在のディレクトリであるこ
とを確認します。その後，cdコマンドを入力してログイン・ディレクト
リに戻ります。

$ pwd
/u/uname/project2
$ cd
$

ファイル・システムのツリー構造において，別の分岐である statusディレ
クトリに現在のディレクトリを変更するためには， 完全パス名を指定して
cd コマンドを入力します。

$ cd reports/status
$ pwd
/u/uname/reports/status
$

4.2.2 相対パス名の使用

相対パス名を使用すると，少ないキーストロークでディレクトリを変更する
ことができます。相対パス名には次のような記号を使用します。

• ドット (. および ..)

• チルダ (~)

すべてのディレクトリには，ドット (.) とドット・ドット (..) で表現される
2つエントリが必ず含まれています。これらのエントリは現在のディレクト
リに対して相対的なディレクトリを参照します。

ドット (.) 現在のディレクトリを参照する。

ドット・ドット (..) 現在のディレクトリの親ディレクトリを参照する。

親ディレクトリとは，ファイル・システムのツリー
構造において，現在のディレクトリのすぐ上位に位
置するディレクトリのことです。

.および .. エントリを含め，ピリオドで始まるファイルをリストする場合
は， -aフラグを指定して ls コマンドを実行します。
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次の例では，まずログイン・ディレクトリに移り，その後 reportsディ
レクトリに移っています。

$ cd
$ cd reports
$

ここで lsコマンドを実行すると，次のように reportsディレクトリに含ま
れるファイルおよび先程作成した statusサブディレクトリが表示されます。

$ ls
file1 file2 file3 notes status
$

ここで ls -aコマンドを実行すると，上記のファイルおよびディレクトリ
に加えて，ドット (.) で始まる相対ディレクトリ名がリストされます。

$ ls −a
./ ../ file1 file2 file3 notes status
$

相対ディレクトリ名 .. を使用すると，ファイル・システムのツリー構造に
おいて，現在のディレクトリより上位にあるファイルおよびディレクトリ
を参照することができます。 つまり親ディレクトリに移動したい場合は，
親ディレクトリの完全パス名ではなく，相対ディレクトリ名を使用するこ
とができます。

次の例では，cd .. コマンドを使用して，現在のディレクトリを reports

ディレクトリから，その親ディレクトリであるログイン・ディレクトリ
に変更しています。

$ pwd
/u/uname/reports
$ cd ..
$ pwd
/u/uname
$

ディレクトリ構造を上位に 2レベル以上移動する場合は，相対ディレクトリ名
を次の例のように使用することができます。 次の pwdコマンドに対する応答
として表示されるスラッシュ (/)は，ルート・ディレクトリを表しています。

$ cd ../..
$ pwd
/
$

Kornまたは POSIXシェルおよび Cシェルでは，ユーザのログイン・ディ
レクトリを指定するためにチルダ (~)を使用することができます。たとえ

4–6 ディレクトリの管理



ば，ユーザ自身のログイン・ディレクトリを指定する場合は，次のようにチ
ルダを使用します。

$ cd ~

この例では，チルダ記号を使用することはキーストロークの節約とはなりま
せん。 Tru64 UNIXオペレーティング・システムでは，cdを入力することに
より，ファイル・システム内のどの場所からでもログイン・ディレクトリに
移ることができるためです。この機能はすべてのシェルで有効です。

ログイン・ディレクトリより下位のディレクトリにアクセスする場合は，チ
ルダ記号を使用するとキーストロークの節約になります。たとえば，ファイ
ル・システム内の任意のディレクトリから reportsディレクトリへアクセス
する場合は， 次のように入力します。

$ cd ~/reports

別のユーザのログイン・ディレクトリ，あるいはその下位ディレクトリまた
はファイルにアクセスする場合も，チルダ記号は大変便利です。他のユーザ
のログイン・ディレクトリの正確な位置を知らなくても，適切な許可を得
ていれば，チルダ記号を使用することにより，最小限のキーストロークで
移動することができます。

たとえば，次のように入力することにより，ファイル・システム内のどこから
でも，ユーザ jonesのログイン・ディレクトリに移動することができます。

$ cd ~jones

また，ユーザ jonesのログイン・ディレクトリのすぐ下位にある status

ディレクトリ内のファイルにアクセスする場合は，次のように入力します。

$ cd ~jones/status

4.2.3 シンボリック・リンクを介したディレクトリへのアクセス

ディレクトリがシンボリック・リンクで結びつけられているとき，cd コマン
ドで親ディレクトリにアクセスする場合は，cdコマンドに完全ディレクトリ
名を指定するかあるいは相対ディレクトリ名を指定するかによって結果が異
なります。シンボリック・リンクしている親ディレクトリにアクセスする場
合は，完全パス名を使用します。

たとえば，ユーザ user2が，/u/user1/project へのシンボリック・リ
ンクである /u/user2/project ディレクトリ上のファイルで作業してい
る場合， 実際の親ディレクトリ (/u/user2) へ移動するためには，次の
ように入力します。
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$ cd /u/user2
$ pwd
/u/user2
$

一方，相対ディレクトリ名 (..) を指定した場合は，シンボリック・リンクの親
ディレクトリにアクセスすることになります。たとえば，ユーザ user2が，
/u/user1/projectへのシンボリック・リンクである /u/user2/project

ディレクトリ上のファイルで作業をしている場合， cd .. コマンドを実行す
ると，次のような結果になります。

$ cd ..
$ pwd
/u/user1
$

ユーザ user2 は，/u/user2ディレクトリではなく，/u/user1 ディレク
トリに移動します。

シンボリック・リンクについての詳細は， 3.4 節を参照してください。

4.3 ディレクトリの表示 (ls -Fコマンド)

各ディレクトリにはサブディレクトリおよびファイルを含むことができます。
サブディレクトリを表示する場合は，ls -Fコマンドを使用します。 このコ
マンドは現在のディレクトリの内容を表示するとき，ディレクトリに対しては
後ろにスラッシュ ( / )を付けて，ファイルと容易に識別できるようにします。

ls -F コマンドの構文は次のとおりです。

ls −F

次の例では，まずログイン・ディレクトリに戻り，ls -Fコマンドを実行
して，ディレクトリの内容を表示しています。 project，project2，
reportsの各ディレクトリにはスラッシュが付いています。

$ cd
$ ls −F
file1 file3 project2/ record6
file2 project/ record1 reports/
$

Korn または POSIXシェルおよび C シェルのユーザのなかには，lsコマ
ンドの別名を定義して，lsを入力すると ls -Fコマンドが実行されるよ
うに設定する人もいます。別名の定義についての詳細は，第 8 章を参照
してください。
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4.4 ディレクトリのコピー (cpコマンド)

-rフラグを指定して cpコマンドを使用すると，ディレクトリおよびディ
レクトリ・ツリーをファイル・システムの別の場所に再帰的にコピーす
ることができます。

cp -r コマンドの構文は次のとおりです。

cp −r source destination

source 変数にはコピーする元のディレクトリ名を指定します。
destination変数にはコピー先ディレクトリを指定します。

図 4–2は，次の例で cp -rコマンドがディレクトリ・ツリー reportsを
ディレクトリ projectにコピーする手順を示しています。この例では，ロ
グイン・ディレクトリからコマンドを入力すると仮定します。

$ cp −r reports project
$
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図 4–2: ディレクトリ・ツリーのコピー
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status

reportsサブディレクトリ内のファイル，file1，file2，file3，notes

に加えて，サブディレクトリ status が projectディレクトリにコピー
されます。

4.5 ディレクトリ名の変更 (mvコマンド)

ディレクトリが同じディスク・パーティションに含まれている場合に限り，
mvコマンドを使用して，ディレクトリ名を変更することができます。

mv コマンドの構文は次のとおりです。

mv olddirectoryname newdirectoryname
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olddirectoryname 変数には，移動または名前の変更を行いたいディレ
クトリの名前を指定します。 newdirectoryname 変数には，新しいディ
レクトリ名を指定します。

次の例では，まず reportsディレクトリに移り，ls -i -dコマンドを入力
して，statusディレクトリのファイル通し番号をリストします。

$ cd reports
$ ls −i −d status
1091 status
$

ここで，mv コマンドを入力して，ディレクトリ名 statusを newstatus

に変更します。 次に，newstatus ディレクトリのファイル通し番号を
リストします。

$ mv status newstatus
$ ls −i −d newstatus
1091 newstatus
$

2番目の ls -i -dコマンドでは，元のディレクトリ名 statusがリストさ
れません。新しいディレクトリ newstatusがリストされ，statusディレ
クトリと同じファイル通し番号 (1091)が表示されています。

4.6 ディレクトリの削除 (rmdir コマンド)

ディレクトリが不要になった場合には，rmdir (remove directory)コマンド
を使用して，不要なディレクトリをファイル・システムから削除することが
できます。このコマンドで削除できるのは，ファイルおよびサブディレクト
リを含まない空ディレクトリのみです。ディレクトリからのファイルの削除
については， 4.6.4 項および 3.9 節を参照してください。

rmdir コマンドの構文は次のとおりです。

rmdir dirname

dirname変数には削除したいディレクトリの名前またはパス名を指定しま
す。

次の各項の例を実行する前に，project2ディレクトリに 3つのサブディレ
クトリを作成しておきます。

まず，cd project2 コマンドを使用して，project2を現在のディレク
トリとして設定します。 次に，mkdirコマンドを使用して，schedule，
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tasksおよび costsの各ディレクトリを作成します。 その後，project2

ディレクトリの内容をリストします。

$ cd project2
$ mkdir costs schedule tasks
$ ls -F
costs/ schedule/ tasks/
$

最後に，cdコマンドを使用してログイン・ディレクトリに戻ります。

$ cd
$ pwd
/u/uname
$

4.6.1 空ディレクトリの削除

rmdirコマンドは空ディレクトリだけを削除します。 ファイルやサブディレ
クトリを含むディレクトリを削除しようとすると，rmdirコマンドは次のよ
うなエラー・メッセージを表示します。

$ rmdir project2
rmdir: project2 not empty
$

______________________ 注意 _____________________

あるディレクトリでユーザが作業しているとき，そのディレクト
リを削除することはできません。ディレクトリを削除するには，
ディレクトリ・ツリーの他の位置に移動する必要があります。詳
細については 4.6 節を参照してください。

ディレクトリ project2を削除するためには，あらかじめそのディレクトリ
に含まれるファイルおよびディレクトリを削除しておかなければなりませ
ん。次の例では，cdコマンドで project2を現在のディレクトリに設定し
た後，ls -Fコマンドで project2の内容をリストします。

$ cd project2
$ ls -F
costs/ schedule/ tasks/

ここで，現在のディレクトリから scheduleサブディレクトリを削除して，
project2ディレクトリの残りの内容をリストします。
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$ rmdir schedule
$ ls -F
costs/ tasks/
$

project2ディレクトリにはまだ 2つのサブディレクトリ，costs および
tasksが含まれています。 これらのディレクトリは，次の項で説明するパ
ターン照合文字を使用して削除することができます。 これらのサブディレ
クトリが削除されれば， 4.6 節で説明するように，project2 ディレク
トリを削除することができます。

4.6.2 複数のディレクトリの削除

rmdir コマンドでパターン照合文字を使用すると，複数のディレクトリを
一度に削除することができます。 パターン照合文字についての詳細は，第
2 章を参照してください。

ユーザが project2ディレクトリで作業している場合，2 つのサブディレ
クトリ costs および tasks を削除するためには，rmdir *s?sコマンド
を入力します。

$ rmdir *s?s
$ ls
$

lsコマンドを入力すると，project2ディレクトリが空になったことを
確認できます。

______________________ 注意 _____________________

rmdirコマンドにアスタリスク (*)だけを指定すると (rmdir *)，
現在のディレクトリからすべての空ディレクトリが削除されます。
パターン照合文字 *の使用に際しては，十分に注意してください。

4.6.3 現在のディレクトリの削除

現在のディレクトリで作業している間は，そのディレクトリを削除するこ
とはできません。他のディレクトリに移ってから削除する必要がありま
す。 通常は，cd .. コマンドを入力して，現在のディレクトリの親ディ
レクトリに移動してから，rmdir に削除したいディレクトリのパス名を指
定して入力します。
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project2ディレクトリは空になっています。 project2ディレクトリを削
除するには，project2の親ディレクトリであるログイン・ディレクトリに
移動してから， rmdir dirnameコマンドを実行します。 その後，lsを入力
して，project2ディレクトリが削除されていることを確認します。

$ cd
$ rmdir project2
$ ls
file1 file2 file3 project/ record1 record6 reports/
$

ログイン・ディレクトリから project2ディレクトリが削除されています。

4.6.4 ファイルとディレクトリの同時削除 (rm -rコマンド)

rmdirコマンドで削除できるのはディレクトリだけで，ファイルを削除する
ことはできません。ただし，-r (recursive)フラグを指定して rmコマンドを
使用すると，ファイルとディレクトリを同時に削除することができます。

rm -rコマンドは指定したディレクトリからファイルを削除した後に，ディ
レクトリ自体を削除します。このコマンドでは，指定したディレクトリおよ
びその下のサブディレクトリが (中に入っているファイルを含めて)すべて削
除されます。このコマンドの使用に際しては注意が必要です。

rm -r コマンドの構文は次のとおりです。

rm −r pathname

pathname変数には，削除したいディレクトリの完全パス名あるいは相対
パス名を指定します。パターン照合文字を使用して，ファイルを指定す
ることもできます。

______________________ 注意 _____________________

-rフラグを使用する場合は，必ずその機能を理解してから使用し
てください。たとえば，ログイン・ディレクトリから rm -r *

コマンドを実行すると，ユーザがアクセスできるすべてのファイ
ルおよびディレクトリが削除されます。ユーザがスーパユーザ権
限を持ち，ルート・ディレクトリにいる場合には，このコマンド
はすべてのシステム・ファイルを削除します。スーパユーザ権限
についての詳細は， 5.7 節を参照してください。
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ファイルまたはディレクトリを削除するために rm -rコマンドを使用する場
合は，次のように -iフラグを指定するとよいでしょう。

rm −ri pathname

この形式でコマンドを入力すると，システムは指定された要素を削除する前
に，確認のためのプロンプトを表示します。 プロンプトに対して y (yes)あ
るいは n (no)と入力することによって，ファイルまたはディレクトリを実際
に削除するかどうかを制御できます。 ただし，-riオプションを使用する
と，多くのプロンプトに対して応答しなければならない場合があります。
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5
ファイルとディレクトリへのアクセス制御

この章では，次のような項目について説明することにより，システムあるい
はファイルおよびディレクトリへのアクセスを制御する方法を説明します。

• パスワード，グループ，およびシステム・セキュリティ ( 5.1 節)

• ファイルおよびディレクトリ許可 ( 5.2 節)

• ファイルおよびディレクトリ許可の表示および設定 ( 5.3 節)

• 所有者とグループの変更 ( 5.8 節)

• ファイル・アクセス ID の変更 ( 5.6 節)

• スーパユーザ ( 5.7 節)

• セキュリティに関する追加情報 ( 5.9 節)

この章で説明する例に従って実際に操作することにより，上記のトピックに
ついて理解することができます。

例を実行するためには，まずシステムにログインする必要があります。また，
ログイン・ディレクトリには次のファイルおよびディレクトリが必要です。

• file1，file2，file3，record1，record6の各ファイル

• file1，file2，file3，notesの各ファイルおよび newstatusサブ
ディレクトリを含む reportsサブディレクトリ

• file1，file2，file3，notesの各ファイルおよび statusサブディ
レクトリを含む project サブディレクトリ

上記の名前とは異なるファイル名を使用している場合は，適当に置き換え
て例を実行してください。
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5.1 パスワード・セキュリティ・ファイルとグループ・セ
キュリティ・ファイル

ユーザがシステムにログインするためには，ユーザ・アカウントを作成してお
く必要があります。通常，ユーザ・アカウントの追加はシステム管理者が行
います。ユーザ・アカウントの追加は日常的な作業ですが非常に重要です。

ユーザ・アカウントが作成されると，新しいユーザに関する情報が次の 2つ
のファイルに追加されます。

/etc/passwd このファイルには，システムの全ユーザについて
のユーザ情報が含まれている。

/etc/group このファイルには，システム上の全グループについ
てのグループ情報が含まれている。

これらのファイルはシステムを使用できるユーザ名と各ユーザのアクセス
権を定義します。 さらに，他のすべてのシステム・セキュリティ制御も，
パスワード・セキュリティおよびグループ・セキュリティに依存していま
す。 以降の各項で，/etc/passwdファイルと /etc/group ファイルに
ついて説明します。

5.1.1 /etc/passwd ファイル

/etc/passwdファイルには，システムの全ユーザのログイン・アカウント
とその属性の定義が含まれています。このファイルを変更するためには，
スーパユーザ特権が必要です。詳しくは 5.7 節を参照してください。

/etc/passwdファイル内の各記述は，個々のユーザのログイン・アカウン
トを定義しています。各フィールドはコロンで区切られ，最後のフィールド
は改行復帰文字 (リターン) で終わります。 /etc/passwdファイルの情報
は，次のような形式で記述します。

username:password:UID:GID:gecos:login_directory:login_shell

各フィールドの意味は次のとおりです。

username ユーザのログイン名

password 暗号化されたユーザのパスワード
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暗号化することによって，権限のないユーザまたは
プログラムがパスワードを不正に使用するのを防止
する。パスワードが設定されていないユーザの場
合，このフィールドは空白になる。

UID ユーザ ID

システムがユーザを識別するための固有の番号。

GID グループ ID

システムがユーザの省略時のグループを識別する
ための番号。 ユーザは 1 つまたは複数のグルー
プに所属できる。

gecos 通常，このフィールドにはユーザ自身に関する一般
情報が含まれ，インストレーション固有のフォー
マットで保存される。通常は，以下の情報をコンマ
で区切ったリストである。

name フルネーム

office オフィスの番号

wphone オフィスの電話番号

hphone 自宅の電話番号

login_directory ログイン・ディレクトリ

システムにログインしたときの現在のディレクト
リ。 ユーザが自分専用のファイルを格納するため
に使用する。

login_shell ログイン・シェル

システムにログインした時に loginプログラムに
よって実行されるプログラム。通常は，コマンドを解
釈するために使用されるシェル・プログラム。シェ
ルについての詳細は，第 7 章および第 8 章を参照。
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次に示すのは /etc/passwdファイルの記述例です。

lee:NebPsa9qxMkbD:201:20:Lee Voy,sales,x1234:/users/lee: \
/usr/bin/posix/sh

ユーザ・アカウント leeはユーザ IDが 201で，グループ IDが 20です。
Leeのフルネームは Lee Voyで，所属は営業，内線番号 1234です。ログイ
ン・ディレクトリは /users/leeで，POSIXシェル (/usr/bin/posix/sh)
がコマンド・インタプリタとして定義されます。パスワード・フィールドに
は暗号化された Leeのパスワードが記述されています。

5.1.2 /etc/group ファイル

/etc/groupファイルには，システムを使用するすべてのグループのログ
イン・アカウントの定義が含まれています。 このファイルを変更するため
には，スーパユーザ特権を必要とし，root としてログインする必要があり
ます。 ユーザ名は ’etc/group’ファイルに追加します。 詳細は 5.7 節を参照
してください。

グループ・データベース内の各記述は，それぞれ 1つのグループのログイ
ン・アカウントを定義しています。グループを定義することにより，共通の
関心事のあるユーザや，同じプロジェクトにかかわっているユーザの間で
ファイルを共用することができます。

/etc/groupファイルの各行は，4つのフィールドで構成されています。各
フィールドはコロンで区切られ，最後のフィールドは改行復帰文字で終わり
ます。 /etc/groupファイルの情報は，次のような形式で記述します。

groupname:password:GID:user1[, user2, …, userN ]

各フィールドの意味は次のとおりです。

groupname システムがグループを識別するための固有な文字列。

password このフィールドは常に空。 このフィールドのエ
ントリは無視される。

GID グループ ID

システムがグループを識別するための固有な番号。

usernames グループに所属しているユーザのリスト。
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5.2 ファイルとディレクトリの保護

オペレーティング・システムには，自分のファイルおよびディレクトリへの
アクセスを制御するための多数のコマンドが用意されています。 ファイル
やディレクトリは，許可を設定または変更することによって保護すること
ができます。 許可とは，システムで作業しているユーザが格納データをど
のように使用できるかを決定するコードです。

許可の設定または変更は，ファイルやディレクトリに対する保護の設定また
は変更と同じことです。一般に次のような場合はデータを保護します。

• ファイルあるいはディレクトリに機密情報が含まれている場合

• 他のユーザがファイルあるいはディレクトリを勝手に変更するのは
問題がある場合

______________________ 注意 _____________________

多くの場合，システムでは個々の動作をお互いに通知することなく
複数のユーザが同時に同じファイルの変更を行うことが可能です。
この場合，システムは最後のユーザが行った変更を保管してファ
イルをクローズします。そのため，それ以前に他のユーザが行っ
た変更は失われます (テキスト・エディタのなかには，このことを
ユーザに警告するものもあります)。このような問題を避けるため
に，許可されたユーザだけがファイルを修正できるようにファイ
ル許可を設定すると良いでしょう。また，各ユーザは，ファイル
を使用した時期および理由を通知し合うのが望ましいでしょう。

各ファイルおよびディレクトリには，関連する 9 つの許可を設定するこ
とができます。

ファイルとディレクトリに対しては次の 3種類の許可を設定できます。

• r (読み取り)

• w (書き込み)

• x (実行)

また，これら 3種類の許可は，次の 3つのクラスのユーザに対して設定
できます。
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• u (ユーザ/所有者)

ファイルまたはディレクトリのユーザ/所有者は，通常それらを作成し
たユーザです。

• g (グループ)

グループは，ファイルが所属するグループを指定します。

所定のグループに属するすべてのユーザは，そのグループのアクセス
許可を取得します。

• o (他のすべてのユーザ;ワールドとも呼ばれる)

すべてのユーザはその他のアクセス許可を取得します。

______________________ 注意 _____________________

グループ・アクセス許可はそのグループに属するすべてメンバー
に与えられます。その他のアクセス許可は，すべてのユーザーに
与えられます。特定のユーザあるいはグループ・メンバーに対し
てアクセス許可を設定するには，アクセス制御リスト (ACL)を使
用します。 ACLについての詳細は付録 Gを参照してください。

表 5–1に示すように，3 種類の許可は，ファイルとディレクトリとで多少
意味が異なります。

表 5–1: ファイル許可とディレクトリ許可の違い

許可 ファイル ディレクトリ

r (読み取り) 内容の表示および印刷
が可能。

内容の参照は可能だが探索
はできない。 通常，r と x
を一緒に指定する。

w (書き込み) 内容の変更および削除
が可能。

ファイルあるいはサブ
ディレクトリの追加およ
び削除が可能。

x (実行) ファイルをプログラムと
して使用できる。

ディレクトリの探索が可能。
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5.3 ファイル許可およびディレクトリ許可の表示 (lsコマンド)

現在のファイル許可を表示するには，lsコマンドに -lフラグを指定して
使用します。 1つのファイルあるいは指定したファイルの許可を表示する
場合は，次の構文を使用します。

$ ls −l filename

filename変数には，ファイル名あるいはスペースで区切ったファイル名リ
ストを指定します。パターン照合文字を使用してファイルを指定することも
できます。 詳細については 5.4.1.3 項を参照してください。

現在のディレクトリにあるすべてのファイルの許可を表示するには，
filename変数を省略して ls -lコマンドを入力します。

$ ls −l
total 7
-rw-r--r-- 1 larry system 101 Jun 5 10:03 file1
-rw-r--r-- 1 larry system 171 Jun 5 10:03 file2
-rw-r--r-- 1 larry system 130 Jun 5 10:06 file3
drwxr-xr-x 2 larry system 32 Jun 5 10:07 project
-rw-r--r-- 1 larry system 0 Jun 5 11:03 record1
-rw-r--r-- 1 larry system 0 Jun 5 11:03 record6
drwxr-xr-x 2 larry system 32 Jun 5 10:31 reports
$

上記の表示の先頭の文字列は，そのファイルまたはディレクトリの許可を
示しています。たとえば，4番目のエントリの drwxr-xr-x は，次のこ
とを示しています。

• 最初の d -- ディレクトリ。

• 次の rwx --所有者によるディレクトリ内容の参照，ディレクトリへの書
き込み，ディレクトリの検索が可能。

• 次の r-x --所有者と同じグループに属するユーザによるディレクトリ内
容の参照および検索は可能だが，書き込みはできない。

• 次の r-x --他のすべてのユーザによる参照および検索は可能だが，書
き込みはできない。

上記の表示の 3番目のフィールド (larry)はファイルの所有者を示し，4番
目のフィールド (system)はファイルが所属するグループを示しています。

特定のディレクトリの許可を表示するには，次のように ls -ldコマンド
を使用します。
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$ ls −ld reports
drwxr-xr-x 2 larry system 32 Jun 5 10:31 reports
$

ファイルまたはディレクトリに関する許可を一括して，許可コードと呼びま
す。図 5–1に示すように，許可コードは 4つの部分から構成されています。

• 最初の 1文字はファイル・タイプを示します。ダッシュ (−)は通常ファ
イル，dはディレクトリ，lはシンボリック・リンクを示します。それ
以外の文字はいずれも入出力装置を示します。

• 次の 3文字の許可フィールドはユーザ (所有者)許可を示します。この許
可は読み取り，書き込み，実行のいずれの組み合わせも可能です。

• 次の 3文字の許可フィールドはグループ許可を示します。

• 次の 3文字の許可フィールドは他のすべてのユーザについての許可を
示します。

図 5–1: ファイルおよびディレクトリの許可フィールド

ZK0536URJ

rwx rwx rwx

)

ファイルまたはディレクトリを作成する際に，システムはあらかじめ決め
られた許可コードを自動的に設定します。ファイル許可コードの例を次に
示します。

-rw-r--r--

このファイル許可コードは，所有者に対して読み取りおよび書き込み許可を
与えているのに対し，グループと他のすべてのユーザに対しては，読み取り
許可のみを与えています。許可フィールドに表示されるダッシュ (−)は，指
定したユーザ・クラスではその操作が許可されていないことを示します。
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ディレクトリ許可コードの例を次に示します。

drwxr-xr-x

このディレクトリ許可コードは，所有者に対して読み取り，書き込み，およ
び探索許可を与えているのに対し，グループと他のすべてのユーザに対して
は，読み取りおよび探索許可を与えています。

システムが提供する省略時の許可コードを使用すれば，ファイルやディレク
トリを作成するたびに明示的にコードを指定する必要はありません。 ユー
ザ固有の省略時の許可コードを作成したい場合は，umask コマンドを使用
してユーザ・マスクを変更する必要があります。 umask コマンドについて
は， 5.5 節を参照してください。

______________________ 注意 _____________________

lsコマンドで表示されるファイルの所有者，グループ，およびそ
の他のアクセス許可により，プロセスによるファイルへのアクセ
スが許可されていたとしても，そのファイルの ACLがそのプロセ
スによるアクセスを認めていない場合があります。この現象は，
そのファイルの属するグループと同じグループへのアクセス許可
をそのプロセスが持っている場合であっても発生することがあり
えます。 ACLについての詳細は付録 Gを参照してください。

5.4 ファイルおよびディレクトリ許可の設定 (chmod コマ
ンド)

許可を変更できると，自分のデータの使用方法を自由に制御することができ
ます。ファイルあるいはディレクトリの許可を設定または変更する場合は，
chmod (change mode)コマンドを使用します。

たとえば，ユーザはファイルを読み取ったり，修正したり，実行したりする
ことを自分に許可しています。通常は，同じグループの他メンバにも，ファ
イルの読み取りを許可しています。 作業の性質とグループの構成によって
は，他のメンバにファイルの修正または実行を許可する場合もあるでしょ
う。ただし，他のすべてのシステム・ユーザには，ファイルにアクセスする
ことを禁止するのが一般的です。
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______________________ 注意 _____________________

ファイルまたはディレクトリの許可を変更するためには，ファイ
ルまたはディレクトリの所有者である (またはスーパユーザの権
限を持っている)必要があります。つまり，ls -lコマンドを
実行したときに，ユーザ名がそのファイルのリストの 3番目の
フィールドに表示されなければなりません。

重要なことですが，ファイルやディレクトリへのアクセスをどんなに制限し
ても，スーパユーザはいつでもその制限を無効にできるということを認識し
ておいてください。 たとえば，chmodコマンドを使用して，自分しかファイ
ル report20にアクセスできないように指定したとします。 しかし，そのよ
うに設定しても，スーパユーザはそのファイルにアクセスできます。 詳細
は， 5.7 節を参照してください。

chmod コマンドを使用して許可を設定する場合には，次の 2通りの指定方
法があります。

• 許可を英字と演算記号で指定する。

• 許可を 8 進数で指定する。

以降の各項で，許可を英字と演算記号で指定する方法と，8進数で指定する
方法について説明します。

5.4.1 英字と演算記号による許可の指定

英字と演算記号を使用して，ファイルおよびディレクトリの許可を変更す
ることができます。

英字と演算記号を使用するときの chmodコマンドの形式は次のとおりです。

chmod userclass-operation-permission filename

userclass-operation-permission 変数は，有効にしたいユーザ・
クラス/グループ/操作/許可コードを指定する 3つのコードを表します。
filename変数には，許可を変更したいファイルの名前を指定します。 パ
ターン照合文字を使用してファイルを指定することもできます。詳しく
は 5.4.1.3 項を参照してください。

ユーザ・クラス，操作，および許可は次のように定義されます。

• userclass を表すための英字
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u ユーザ (所有者)

g グループ

o 他のすべてのユーザ (所有者とグループを除く)

a 全ユーザ (所有者，グループ，他のすべてのユーザ)

• operation を表すためのシンボル

+ 許可の追加

− 許可の削除

= 以前の設定を無視して許可の割り当て

• permissionのタイプを表す文字

r 読み取り

s ユーザまたはグループ IDの設定。この許可ビットでは，ファイル
が起動されたときに，ファイルの所有者またはグループ所有者を実効ユー
ザ IDまたは実効グループ IDとして設定します。この許可設定を uまた
は gオプションと組み合わせて使用すると，通常はその他のユーザには
アクセスできないファイルに対して，一時的または制限付きのアクセス
を許可できるようになります。 詳細リスト (lsを参照)では，ユーザまた
はグループの実行許可の位置に sが表示されて，ファイルが set-user-ID
または set-group-IDの許可モードで実行されることを示します。

w 書き込み

x 実行

5.4.1.1 ファイル許可の変更

次の例では，まず ls -l コマンドを入力して，ファイル file1 の許可
を表示します。

$ ls −l file1
-rw-r--r-- 1 larry system 101 Jun 5 10:03 file1
$

所有者 (larry)に読み取りと書き込み許可があるのに対し，グループおよび他
のユーザには読み取り許可しかないことに注意してください。

ここで，フラグ go+wを指定して chmodコマンドを入力します。 このコマ
ンドは，グループ (g)と他のユーザ (o)の両方に，すでに認められている
読み取りアクセスに加えて，file1に対する書き込み (+w) アクセスを与
えることによって，許可を拡張するものです。
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$ chmod go+w file1
$

次に，そのファイルの新しい許可を表示します。

$ ls −l file1
-rw-rw-rw- 1 larry system 101 Jun 5 10:03 file1
$

これで，グループと他のすべてのシステム・ユーザに，file1 に対する
書き込み許可が与えられました。

5.4.1.2 ディレクトリ許可の変更

ディレクトリ許可の変更手順は，ファイル許可の変更手順と同じです。 た
だし，ディレクトリについての情報をリストするときは，ls -ld コマ
ンドを使用します。

$ ls −ld project
drwxr-xr-x 2 larry system 32 Jun 5 10:07 project
$

ここで，chmod g+wコマンドで許可を変更し，グループ (g)にディレクトリ
projectに対する書き込み許可 (+w)を認めるようにします。

$ chmod g+w project
$ ls −ld project
drwxrwxr-x 2 larry system 32 Jun 5 10:07 project
$

5.4.1.3 パターン照合文字の使用

ディレクトリ内のすべてのエントリの許可に対して同じ変更を行いたい場合
は，chmodコマンドでパターン照合文字のアスタリスク (*)を使用すること
ができます。パターン照合文字については第 2 章を参照してください。

次の例では，chmod g+x *コマンドは，グループ (g)に対し，現在のディ
レクトリ内のすべてのファイル (*)について実行 (x)許可を与えます。

$ chmod g+x *
$

ここで，ls -lコマンドを入力し，グループに対して現在のディレクトリ
内のすべてのファイルについての実行 (x) 許可が与えられたことを確認
してください。

$ ls −l
total 7
-rw-rwxrw- 1 larry system 101 Jun 5 10:03 file1
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-rw-r-xr-- 1 larry system 171 Jun 5 10:03 file2
-rw-r-xr-- 1 larry system 130 Jun 5 10:06 file3
drwxrwxr-x 2 larry system 32 Jun 5 10:07 project
-rw-r-xr-- 1 larry system 0 Jun 5 11:03 record1
-rw-r-xr-- 1 larry system 0 Jun 5 11:03 record6
drwxr-xr-x 2 larry system 32 Jun 5 10:31 reports
$

5.4.1.4 絶対許可の設定

絶対許可割り当て (=)は，許可が以前どのように設定されていたかに関係な
く，ファイルについてのすべての許可を再設定します。

例 5–1 では，ls -l コマンドで file3 ファイルの許可を表示した後，
chmod a=rwx コマンドで，すべてのユーザ (a)に対し 3つの許可 (rwx)
すべてを与えます。

例 5–1: 絶対許可の設定

$ ls −l file3
-rw-r-x-r-- 1 larry system 130 Jun 5 10:06 file3
$ chmod a=rwx file3
$ ls −l file3
-rwxrwxrwx 1 larry system 130 Jun 5 10:06 file3
$

許可を削除するために絶対割り当てを使用することもできます。例 5–2で
は，chmod a=rw newfileコマンドは，ファイル file3からすべてのユー
ザ (a) の実行許可 (x)を削除します。

例 5–2: 絶対許可の削除

$ chmod a=rw file3
$ ls −l file3
-rw-rw-rw- 1 larry system 130 Jun 5 10:06 file3
$

5.4.2 8 進数による許可の指定

8進数を使用して，ファイルおよびディレクトリの許可を変更することも
できます。
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8 進数許可コードを chmod コマンドで使用するときは，次の形式でコマ
ンドを入力します。

chmod octalnumber filename

octalnumber変数は，所有者，グループ，および他のユーザについての許
可を指定する 3桁の 8進数です。 filename変数は，許可を変更するファイ
ルの名前です。これはファイル名でも，スペースで区切ったファイル名リス
トでもかまいません。パターン照合文字を使用してファイルを指定すること
もできます。 詳しくは 5.4.1.3 項を参照してください。

8 進数は各タイプの許可に対応します。

4 = read
2 = write
1 = execute

許可のグループ (許可フィールド)を指定するには，該当する 8 進数を加
算します。 r，w，および x はそれぞれ，読み取り，書き込み，および実
行を示します。

3 = -wx (2 + 1)
6 = rw- (4 + 2)
7 = rwx (4 + 2 + 1)
0 = --- (許可なし)

表 5–2は，8通りの許可の組み合わせを列記したものです。

表 5–2: 許可の組み合わせ

8 進数 2 進数 許可 説明

0 000 なし 許可は一切与えられていない

1 001 --x 実行

2 010 -w- 書き込み

3 011 -wx 書き込み /実行

4 100 r-- 読み取り

5 101 r-x 読み取り /実行

6 110 rw- 読み取り/書き込み

7 111 rwx 読み取り/書き込み/実行
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ファイルまたはディレクトリの完全な許可コードは 3桁の 8進数で指定さ
れ，それぞれの数字が所有者，グループ，および他のユーザに対応します。
表 5–3に，いくつかの代表的な許可コードと，それらと許可フィールドと
の関係を示します。

表 5–3: 8 進数と許可フィールドとの関係

8 進数 所有者
フィールド

グループ・
フィールド

他のユーザ・
フィールド

完全なコード

777 rwx rwx rwx rwxrwxrwx

755 rwx r-x r-x rwxr-xr-x

700 rwx --- --- rwx------

666 rw- rw- rw- rw-rw-rw-

次の例では，8進数を使用して file3の許可を変更しています。

$ ls −l file3
-rw-rw-rw- 1 larry system 130 Jun 5 10:06 file3
$ chmod 754 file3
$ ls −l file3
-rwxr-xr-- 1 larry system 130 Jun 5 10:06 file3
$

5.5 ユーザ・マスクを使用した省略時の許可の設定

ファイルやディレクトリを作成すると，それに対して省略時の許可が設定さ
れます。この省略時の許可は，最初はオペレーティング・システムまたは実
行しているプログラムのいずれかによって設定されます。これにより，ファ
イルやディレクトリを作成するたびに，許可コードを指定する手間が省けま
す。オペレーティング・システムは，省略時の許可として，実行ファイルに
対しては 777を，それ以外のファイルに対しては 666を割り当てます。

ファイルまたはディレクトリの作成時にプログラムが設定する許可をさらに
制限する場合は，umaskコマンドを使用してユーザ・マスクを指定します。

ユーザ・マスクは，ファイルまたはディレクトリが作成されるときにアク
セス許可を決定する数値です。 したがって，ファイルまたはディレクトリ
を作成するとき，作成用プログラムが指定する許可から，umask 値が禁止
するものをマイナスした結果に設定されます。

umaskコマンドの形式は次のとおりです。
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umask octalnumber

octalnumber変数は，省略時の許可 (777または 666)からマイナスする許
可を指定する 3 桁の 8 進数です。

ユーザ・マスクの設定は， 5.4.2 項で説明している許可ビットの設定に非常
に似ています。ファイルやディレクトリの許可コードは 3桁の 8進数で指定
されます。各桁が許可の種類を表します。 各桁の位置 (1桁目，2桁目，ま
たは 3桁目) は，下記に対応する 3ビットを表します。

• 1桁目はファイルの所有者 (ユーザ)用

• 2 桁目はファイルのグループ用

• 3 桁目はその他のユーザ用

ただし，ユーザ・マスクを設定すると，ファイルを作成するプログラムが
要求する許可にかかわりなく，どの許可を与えないかを実際に指定するこ
とになります。

表 5–4は，可能な 8通りの unmask許可の組み合わせをわかりやすく列記
したものです。 umask許可の値は，通常の許可コードで指定される値の逆
です。 これらの許可値は，ファイル作成プログラムによって設定される
値に対して適用されます。

表 5–4: umask 許可の組み合わせ

8 進数 許可 説明

0 rwx 読み取り/書き込み/実行

1 rw- 読み取り /書き込み

2 r-x 読み取り /実行

3 r-- 読み取り

4 -wx 書き込み /実行

5 -w- 書き込み

6 --x 実行

7 なし 許可は一切与えられていない

たとえば，027というユーザ・マスクを指定すると，次のような許可が設定
されます (ファイルは実行ファイルとします)。
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• 所有者には，ファイル作成プログラムが要求するすべての許可が認
められる。

• グループには書き込み許可は与えられない。

• その他のユーザには許可は全く与えられない。

自分のファイルおよびディレクトリに設定するユーザ・マスク値は，情報
資源をシステムでどのように共用するかによって異なります。次のガイ
ドラインを参考にしてください。

• 非常にオープンなコンピュータ環境では，ユーザ・マスク値として 000
を指定するとよいでしょう。これはファイルおよびディレクトリのアク
セスに一切制限を認めないものです。この場合，プログラムがファイル
を作成して許可コードを指定するとき，ユーザ・マスクは，作成プログ
ラムが指定した許可に一切制限を加えないことになります。

• もう少し安全性が要求される環境では，ユーザ・マスク値として 066
を指定するとよいでしょう。 これは所有者には全面的にアクセスを認
めますが，他のすべてのユーザには，ファイルの読み取りおよび書き
込みを禁じるものです。 この場合，ファイルが作成されるとき，許可
は，作成プログラムが指定する許可から，所有者以外のすべてのユー
ザに読み取り/書き込みアクセスを禁止するユーザ・マスク制限をマ
イナスした値に設定されます。

• 安全性が非常に重視される環境では，ユーザ・マスク値として 077を指
定するとよいでしょう。これは，ユーザだけがファイルにアクセスでき
るということです。 この場合，ファイルを作成するとき，許可は，作
成用プログラムが指定する許可から，ユーザ以外のすべての人にファ
イルの読み取り，書き込み，実行を禁止するユーザ・マスク制限をマ
イナスした値に設定されます。

umask がどのように機能するかを理解するため，次のコマンドを入力した
としましょう。

$ umask 037

このコマンドは 740という許可コードを設定し，次のような結果が生じます
(ファイルが実行ファイルである場合)。

• 所有者にはすべての許可が認められる。

• グループのメンバには書き込みおよび実行許可は認められない。

• 他のユーザには一切の許可が認められない。
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ファイルを作成した直後は，省略時の設定で，エディタは常に次の省略時の
許可を割り当てます。つまり，所有者にはすべての許可が認められ，他のす
べてのユーザには読み取りと実行許可だけが認められます。ただし，以前に
037というユーザ・マスクを設定しているため，ファイル許可にさらに制
限を加えます。 その結果，所有者には相変わらずすべての許可が認められ
ていますが，グループはファイルを実行できず，また他のすべてのユーザ
には許可が一切認められないことになります。

5.5.1 umask の設定

umaskコマンドは 2通りの方法で実行することができます。

• ログイン・スクリプトに含める。

これはユーザ・マスクを指定するうえで最も一般的でかつ効率的な方法
です。こうしておくと，ログインするといつも，指定された値が自動的
に設定されます。ログイン・スクリプトについての説明は，第 7章を参
照してください。ログイン・スクリプトに umaskコマンドを記述する
例については，第 8 章を参照してください。

• ログイン・セッション中にシェル・プロンプトに対して入力する。

設定されるユーザ・マスク値はそのログイン・セッションについて
のみ有効です。

テキスト・エディタによって作成されるファイルの許可を制限する際に，
ユーザ・マスクがどのように機能するかを示す例として，次の操作を実行
してみてください。

1. 次のコマンドを入力して，自分のユーザ・マスクの現在値を調べる。

$ umask

ユーザ・マスク値が 000であれば，ファイルを作成するプログラムが
設定する許可に対して一切制限を加えません。ステップ 3に進んで
ください。

ユーザ・マスク値が設定されていれば，それを書き留めます。その後，
ステップ 2 に進んでください。

2. ユーザ・マスク値を 000 に設定する。

これにより，ファイルを作成するプログラムによって設定される許可に
対して一切の制限を加えません。 ユーザ・マスクを設定する前に，現
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在のユーザ・マスク値を必ず書き留めておいてください。 再設定する
必要が生じるかもしれません。

次のコマンドを入力します。

$ umask 000

3. ファイルを作成し，保管してから，エディタを終了する。

4. ls-lコマンドを使用して，そのファイルの許可を表示する。

読み取り/書き込み許可がすべてのユーザに与えられているとします。

$ ls -l
-rw-rw-rw- 1 user-name 15 Oct 27 14:42 yourfile
$

5. 次のコマンドを入力して，ユーザ・マスクを 022に再設定する。

$ umask 022

ユーザ・マスク 022は次のとおり許可制限を設定します。つまり，所有
者にはすべての許可が認められ，その他のすべてのユーザには読み取り
および実行許可だけが認められます。

6. 別のファイルを作成し，保管してから，エディタを終了する。

7. ls −lコマンドを使用して，ファイルの許可を表示する。

$ ls −l
-rw-r--r-- 1 user-name 15 Oct 27 14:45 yourfile2
$

ここで，ユーザ・マスク値 022に従って，グループと他のすべてのユー
ザに対する書き込み許可が削除されます。

8. ユーザ・マスクを元の値または別の値 (任意)に再設定する。

______________________ 注意 _____________________

ユーザ・マスクでファイルやディレクトリへのアクセスにどんな
制限を課しても，スーパユーザ特権を有するユーザは，その制限
を無効にできます。詳細は， 5.7 節を参照してください。

ユーザ・マスクを指定して得られる結果が，意図したものと異なる場合は，
システム管理者に問い合わせてください。

ファイルとディレクトリへのアクセス制御 5–19



オペレーティング・システムでの省略時のユーザ・マスク値は 022です。こ
れは所有者にはすべてのアクセスを許可し，グループのメンバや他のすべて
のユーザにはファイルへの書き込みを禁じるものです。ただし，ご使用のシ
ステムの設定によってはユーザ・マスクの省略値が異なる場合もあります。

5.6 ファイルにアクセスするための IDの変更

suコマンドを使用すれば，ログイン・セッション中に IDを変更すること
ができます。 IDを変更する理由は，自分が所有していないファイルにア
クセスできるようにするためです。 システムのセキュリティを保護するた
め，所有者またはシステム管理者の許可がない限り，別の IDを引き継ぐべ
きではありません。

suコマンドを使用すれば，そのユーザのパスワードを知っている場合に限っ
て，そのアカウントにログインできます。 su コマンドはユーザを認証し
てから，プロセスのユーザ IDと実効ユーザ IDの両方を，新たに指定さ
れたユーザ IDの値に再設定します。実効ユーザ IDとは，プロセスで現
在有効なユーザ ID のことです。 ただし，それはログインしている人の
ユーザ ID ではないこともあります。

su コマンドの形式は次のとおりです。

su username

username変数は，引き継ぎたい IDを持っている人のユーザ名です。

IDを変更した後，自分が引き継いだ IDを確認したい場合は，whoamiコ
マンドを使用してください。 このコマンドは自分が引き継いだ IDのユー
ザ名を表示します。

新しい IDの下での作業が完了したら，自分自身のログイン IDに戻ります。
これを行うには，Ctrl/Dを押すか，または exitコマンドを入力します。

次の例 5–3では，Juanが Lucyの IDを引き継ぎ，コマンドでそのことを確
認し，ファイルを削除してから，コマンドで自分のログイン IDに戻る方
法を示しています。
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例 5–3: su コマンドの使用

$ whoami 1
juan
$ su lucy 2
Password: … 3
$ whoami 4
lucy
$ rm file9 5
$ exit 6
$ whoami 1
juan
$

1 whoami コマンドで ID を確認しています。

2 su コマンドで lucy の ID を使用できるようにしています。

3 セキュリティ上の理由から，入力したパスワードは画面には表示されません。

4 ID が lucy になっていることを確認しています。

5 ファイルを削除しています。

6 exit コマンドを実行すると元の ID に戻ります。

詳しくは，su(1)および whoami(1)リファレンス・ページを参照してくださ
い。

5.7 スーパユーザの概念

システムには，一般ユーザの許可を無効にするスーパユーザが存在します。
スーパユーザはルートとも呼ばれます。

ルート・ユーザはシステムの実行に関する絶対的権限を持っています。この
ユーザにはすべてのファイルとすべての装置にアクセスする権利があり，シ
ステムに対して変更を行うことができます。ルート・ユーザはスーパユーザ
特権を持っているユーザであるとも表現できます。

ルート・ユーザが実行する作業の例を次に示します。

• 通常では一般ユーザが変更できないファイル (たとえば，/etc/passwd)
の編集

• すべてのファイルの所有権と許可の変更

• mountや rebootのような制限付きコマンドの実行

• システムで実行しているプロセスの強制終了

ファイルとディレクトリへのアクセス制御 5–21



• ユーザ・アカウントの追加，削除

• システムのブートおよびシャットダウン

• システムのバックアップ

上記のタスクの多くは通常，システム管理者が実行するものです。これらの
作業を実行するシステム管理者はスーパユーザ特権を必要とします。システ
ム管理者の任務はシステムを管理することであり，上記タスクの実行の他
に，新しいソフトウェアをインストールしたり，システム性能を解析した
り，ハードウェア故障を通報したりすることが含まれます。

ユーザがシステムのシステム管理者であるかどうか，つまり，ルート特権を
持つか持たないかは，システム環境によります。サイト構成および担当す
る業務により，ユーザの特権が決定されます。

たとえば，端末またはワークステーションから集中システムにアクセスして
作業を行う場合は，おそらくシステム管理者ではなくルート特権を持たない
と思われます。このような場合は，システムの維持，構成，およびアップグ
レードに責任を負うシステム管理者が，ルート特権を持つことになります。

独立した，あるいは他のワークステーションまたはシステムとネットワーク
で接続されたワークステーションから自分のタスクを遂行している場合は，
たしかに自分のワークステーションについてルート特権を持っているかもし
れませんが，サイトのシステム管理者ではありません。 このような場合に
は，自分のワークステーションだけを管理できます。共用マシンおよびネッ
トワークはシステム管理者が管理することになります。

ルート・ユーザになるためには，suコマンドを使用しますが，ルート・ユー
ザのパスワードも知っていなければなりません。

su

次の例は，Juanが管理者のタスクを遂行するためにルート・ユーザとなる手
順を示しています。

$ su
Password: ...
#

新しいプロンプトの番号記号 (#) は，Juan がルート・ユーザになり，新
たにシェルが作成されたことを示します。 ルート・ユーザのシェルは
/etc/passwdファイルに定義されています。これで Juanは管理者として
のタスクを遂行することができます。
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______________________ 注意 _____________________

システムの不正使用によってデータの改ざんや破壊が発生する可
能性があるため，システムに対して絶対的権限を持っているルー
ト・ユーザは，パスワードの保護には十分に気をつけてください。

ルート・ユーザとしての作業を完了したら，自分のログイン IDに戻りま
す。 これを行うには，Ctrl/Dを押すか，または exitコマンドを入力しま
す。 その後，システム・プロンプトが表示されます。

5.8 所有者とグループの変更 (chownおよび chgrpコマンド)

許可を設定するだけでなく，所有者やグループを変更することによっても，
ファイルやディレクトリへのアクセスを制御できます。 所有者を変更する
ときは chown コマンドを，また，グループを変更するときは chgrpコマ
ンドを使用してください。

______________________ 注意 _____________________

chownコマンドを使用するためには，スーパユーザ特権が必要で
す。詳しくは 5.7 節を参照してください。

chown コマンドの形式は次のとおりです。

chown owner filename

owner変数はファイルの新しい所有者のユーザ名です。 filename変数は，
所有権を変更する 1つまたは複数のファイルのリストです。パターン照合文
字を使用してファイルを指定することもできます。詳しくは 5.4.1.3 項を
参照してください。

chgrp コマンドの形式は次のとおりです。

chgrp group file

group変数は，新しいグループのグループ IDまたはグループ名です。ファ
イルのグループ所有権を変更するためには，ファイルの変更先のグループの
メンバでなければなりません。 file変数は，所有権を変更する 1つまたは
複数のファイルのリストを指定します。
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詳しくは，chown(1) および chgrp(1) リファレンス・ページを参照して
ください。

5.9 セキュリティに関する追加情報

ユーザのサイトで実施されているセキュリティ・ガイドラインは，ファイル
を無断アクセスから保護するためのものです。セキュリティ・ガイドライン
についての詳細は，システム管理者に問い合わせてください。

さらに，信用の置けないソフトウェア (ソースのわからないものや，シス
テム・セキュリティの点で妥当性が確認されていないソフトウェア) の実
行は避けるのが賢明です。 プログラムを実行するときには，そのプログラ
ムはユーザの持つ全アクセス権を有しているため，そのプログラムが機密
ファイルに違法にアクセスして読んだり，または改変しても，それを妨げ
る手段は何もありません。

セキュリティを危うくする 3種類のプログラムに留意すべきです。

• トロイの木馬

トロイの木馬は，定義されたタスクを正しく遂行するか，または一見，
遂行するように見えるプログラムです。しかし，このプログラムは悪意
のある隠れた機能も実行します。トロイの木馬プログラムは，ユーザの
意図するプログラムを実行するように見えますが，同時に望ましくない
動作も実行します。ユーザのファイルを改変または削除することによっ
て破壊するか，あるいは違法なコピーを作ることによってその価値を
危うくしないとも限りません。

代表的なトロイの木馬は loginというプログラムです。これはシステ
ムのログイン・プロンプトを真似たプロンプトを画面に表示して，ユー
ザがユーザ名とパスワードを入力するのを待ちます。プログラムはこの
情報を，トロイの木馬を組み込んだユーザにメールまたはコピーしま
す。トロイの木馬が終了するとき，プログラムは Login incorrectと
表示します。 その後，本当の login プログラムが実行されます。 ほ
とんどのユーザはパスワードを不正確に打ち込んだのだと思い，だま
されたことには気付きません。

• コンピュータ・ワーム

コンピュータ・ワームは，コンピュータ・ネットワークを動きまわっ
て，それ自体のコピーを作るプログラムです。たとえば，ログイン・コ
ンピュータ・ワームはシステムにログインし，そのシステムに自らをコ
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ピーすると実行を開始し，また別のシステムにログインします。こうし
て，このプロセスを無限に続けて行きます。

• コンピュータ・ウイルス

コンピュータ・ウイルス・プログラムはトロイの木馬の一種です。 通
常，トロイの木馬はお目当てのユーザ (一般には特権を持つユーザ)が実
行してくれるのを受動的に待ちます。しかしウイルスは，他の実行可能
なファイルに侵入して自らを伝播させていきます。そのため，プライバ
シーや完全性に対する脅威と被害の範囲が増大します。

システム管理者がインストールしたものではないプログラムには注意してく
ださい。掲示板や信頼できないソースから入手したプログラムは，特に用
心が必要です。 たとえプログラムのソース・コードがある場合でも，それ
が信頼に値するかどうかを確定することは，十分慎重にプログラムを検査
したとしても常に可能なわけではありません。
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6
プロセスの使用

この章では，オペレーティング・システムのプロセスについて説明します。
この章では次のような項目について説明します。

• プログラムおよびプロセスの理解 ( 6.1 節)

• プロセス入力，出力，およびエラーのリダイレクト ( 6.2 節)

• フォアグラウンドとバックグラウンドでのプロセスの実行 ( 6.3 節)

• プロセスの状態のチェック ( 6.4.1 項)

• プロセスの取り消し ( 6.4.2 項)

• ユーザとユーザのプロセスに関する情報の表示 ( 6.5 節)

この章で説明する例に従って実際に操作することにより，上記のトピックに
ついて理解することができます。画面に表示される情報が本書の説明と一致
するように，必ずすべての例を実行してください。

6.1 プログラムとプロセス

プログラムとは，コンピュータが解釈して実行することのできる命令の集
合です。ほとんどのプログラムは，次の 2つのカテゴリのどちらかに含
まれます。

• アプリケーション・プログラム

テキスト・エディタ，課金パッケージ，あるいは表計算シートなど
が含まれます。

• オペレーティング・システムの構成要素であるプログラム

コマンド，シェル，ログイン・プロシージャなどが含まれます。

プログラムは，実行されている間はプロセスと呼ばれます。オペレーティン
グ・システムはすべてのプロセスに，プロセス識別子 (PID) と呼ばれる一
意の番号を割り当てます。
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オペレーティング・システムでは，複数の異なるプロセスを同時に実行するこ
とができます。複数のプロセスを実行しているときは，オペレーティング・
システムに組み込まれているスケジューラが，設定されている優先順位に基
づいて，各プロセスに対しコンピュータ時間の公正な割り当てを行います。

6.2 標準入力，出力，およびエラー

プロセスが実行を開始すると，オペレーティング・システムはそのプロセス
のために 3つのファイル，stdin (標準入力)，stdout (標準出力)，および
stderr (標準エラー) をオープンします。 プログラムはこれらのファイル
を次のように使用します。

• 標準入力

プログラムが入力を読み取る場所です。 省略時には，プロセスはキー
ボードから stdin を読み取ります。

• 標準出力

プログラムが出力を書き込む場所です。省略時には，プロセスは画面に
stdout を出力します。

• 標準エラー

プログラムがエラー・メッセージを書き込む場所です。省略時には，プ
ロセスは画面に stderr を出力します。

たいていの場合は，省略時の標準入力，標準出力，および標準エラーで十分
ですが，標準入力，標準出力，および標準エラーをリダイレクトするほうが
便利な場合があります。以降の各項で，これらの手順について説明します。

6.2.1 入力と出力のリダイレクト

コマンドは通常，キーボード (標準入力)から入力を読み取り，ディスプレイ
(標準出力) に出力を書き込みます。 しかし場合によっては，コマンドに，
ファイルから入力を読み取らせたり，ファイルに出力を書き込ませたり，あ
るいはその両方を行わせたいこともあるでしょう。表 6–1に示すシェル表記
を使用すると，コマンドに対する入力ファイルと出力ファイルを選択するこ
とができます。 この表記はすべてのシェルで使用できます。
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表 6–1: 入力読み取りと出力リダイレクトのためのシェル表記

表記 作業 例

< ファイルから標準入力を読み取る。 wc < file3

> ファイルに標準出力を書き込む。 ls > file3

>> ファイルの終わりに標準出力を追加する。 ls >> file3

以降の項で，ファイルから入力を読み取る方法と，ファイルに出力を書
き込む方法について説明します。

6.2.1.1 ファイルからの入力の読み取り

すべてのシェルで，プロセスの標準入力をリダイレクトして，入力をキー
ボードからではなくファイルから読み取るようにすることができます。

入力リダイレクションは，stdin (ユーザのキーボード) からの入力を受け
入れるコマンドであれば，どんなコマンドとも使用することができます。
whoなどの入力を受け入れないコマンドでは，入力リダイレクションは使
用できません。

入力をリダイレクトするには，左山カッコ (<)を次の例のように使用します。

$ wc < file3
3 27 129

$

wc (word count)コマンドは指定されたファイル内の行数，ワード数，および
バイト数をカウントします。 したがって，file3には 3行，27ワード，129
バイトが含まれています。引数を指定しなければ，wcコマンドはキーボー
ドからの入力を読み取ります。この例では，wcの入力は file3という名前
のファイルから読み取られています。

なお，次のように入力しても，同じ出力を表示させることができます。

wc file3

これは，ほとんどのコマンドでは，< を使用しなくても入力ファイルを指
定できるからです。

ただし，mailのように，特殊機能のために <の使用を要求するコマンドも
少数ながらあります。たとえば，次のコマンドに注意してください。

$ mail juan < report
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このコマンドは，ユーザ juanにファイル reportをメールします。メール
についての詳細は，mail(1)リファレンス・ページを参照してください。

6.2.1.2 出力のリダイレクト

すべてのシェルで，プロセスの標準出力を画面 (省略時の出力)からファイルに
リダイレクトすることができます。この結果，コマンドによって生成された
テキストを新しいファイルまたは既存のファイルに格納することができます。

出力をファイルに送るには，1つまたは 2つの右山カッコ (> または >>)
を使用します。

>を使用した場合，シェルは次のことを行います。

• ファイルが存在する場合，そのファイルの内容をコマンドの出力に置
き換える。

• ファイルが存在しない場合，コマンドの出力を内容とするファイルを
作成する。

>> は，コマンドの出力を既存のファイルの終わりに追加 (付加)します。
ファイルが存在しない場合は，シェルはコマンドの出力を内容とするファ
イルを作成します。

次の例では，lsの出力は fileという名前のファイルに書き込まれます。

$ ls > file
$

このファイルがすでに存在する場合，シェルはその内容を lsの出力に置き換
えます。 fileが存在しない場合は，シェルはそのファイルを作成します。

次の例では，シェルは ls の出力を fileという名前のファイルの終わり
に追加します。

$ ls >> file
$

fileが存在しない場合，シェルはそのファイルを作成します。

プロセスは標準出力のほかに，診断出力と呼ばれるエラー・メッセージや状
態メッセージを出力することがよくあります。診断出力のリダイレクション
については，次の項を参照してください。
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6.2.2 標準エラーのファイルへのリダイレクト

コマンドの実行が成功すると，その結果が標準出力に表示されます。コマン
ドの実行が成功しなかった場合は，省略時の標準エラー・ファイル，つまり
画面にエラー・メッセージが表示されます。しかし，シェルは，プロセスの
標準エラーを画面からファイルにリダイレクトすることができます。

リダイレクションの記号と構文はシェルによって異なります。 以降の各項
で，Kornおよび POSIXシェルおよび Cシェルにおける標準エラーのリダイ
レクションについて説明します。

6.2.2.1 Bourne シェル，Korn シェル，および POSIX シェルのエラー・リダイ
レクション

Bourne，Korn，または POSIXシェルの標準エラー・リダイレクションの
一般的な形式は次のとおりです。

command 2> errorfile

command変数はオペレーティング・システムのコマンドです。 errorfile

変数は，プロセスが標準エラーを書き込むファイルの名前です。 2>は，
ファイル記述子数字と出力リダイレクション記号 (>)を組み合わせたもので
す。ファイル記述子数字はアクセスする標準ファイルをシェルに指示して，
その内容をリダイレクトできるようにするものです。ファイル記述子数字 2

は，標準エラー・ファイルがリダイレクトされることを示します。

Bourne，Korn，および POSIXシェルの場合，ファイル記述子数字は次のよ
うに，コマンドが通常使用する各ファイルと対応しています。

• ファイル記述子 0 (<と同じ)は標準入力 (キーボード)を指定する。

• ファイル記述子 1 (>と同じ)は標準出力 (画面)を指定する。

• ファイル記述子 2は標準エラー (画面) を指定する。

次の例では， lsコマンドが存在しないファイル reportxを表示しようとす
ると，エラーは error ファイルにリダイレクトされます。その後，ファ
イル error の内容を表示します。

$ ls reportx 2> error
$ cat error
reportx not found
$
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上記の例では標準エラーだけがファイルにリダイレクトされますが，標準エ
ラーと標準出力の両方をリダイレクトするのが普通です。詳細は 6.2.3 項を
参照してください。

多くのコマンドの場合，標準出力と標準エラーとの違いを理解するのはむず
かしいものです。たとえば，ls コマンドを使用して存在しないファイル
を表示させようとすると，エラー・メッセージが画面に表示されます。 上
記の例のようにエラー・メッセージをファイルにリダイレクトしても，出
力は同じです。

6.2.2.2 C シェルのエラー・リダイレクション

C シェルにおける標準エラー・リダイレクションの一般的な形式は次のと
おりです。

( ( command > outfile) )>& errorfile

command 変数はオペレーティング・システムのコマンドです。 outfile

変数は，プロセスが標準出力を書き込むファイルの名前です。 >は標準エ
ラーをファイルにリダイレクトします。 errorfile変数は，プロセスが標
準エラーを書き込むファイルの名前です。なお，このコマンド形式のカッ
コは必ず必要です。

6.2.3 標準エラーと標準出力の両方のリダイレクト

これまでは，標準出力と標準エラーを別々にリダイレクトする方法について
説明しました。しかし，通常は標準出力と標準エラーを同時にリダイレクト
します。標準出力と標準エラーは，異なるファイルに書き込むことも，同じ
ファイルに書き込むこともできます。

Bourne，Korn，および POSIXシェルの場合，標準出力と標準エラーの両方
を異なるファイルにリダイレクトするための一般形式は次のとおりです。

command > outfile 2> errorfile

command変数はオペレーティング・システムのコマンドです。 outfile変
数はプロセスが標準出力を書き込むファイルの名前です。 2>記号はエラー
出力をリダイレクトします。 errorfile変数はプロセスが標準エラーを書
き込むファイルの名前です。 Cシェルの場合，標準出力と標準エラーの両方
を異なるファイルにリダイレクトするための一般形式は次のとおりです。

( command > outfile )>& errorfile
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command変数はオペレーティング・システムのコマンドです。 outfile変
数はプロセスが標準出力を書き込むファイルの名前です。 >&記号はエラー
出力をリダイレクトします。 errorfile変数は，プロセスが標準エラーを
書き込むファイルの名前です。 なお，このコマンド形式のカッコは必ず必
要です。詳細は 6.2.2.2 項を参照してください。

Bourne，Korn，および POSIXシェルの場合，標準出力と標準エラーの両方
を同じファイルにリダイレクトするための一般形式は次のとおりです。

command1 > outfile 2>&1 errorfile

command変数はオペレーティング・システムのコマンドです。 1> 記号は
標準出力をリダイレクトします。 outfile 変数は，プロセスが標準出力
を書き込むファイルの名前です。 2>&1記号は，標準エラー (ファイル記述
子 2)を標準出力 (>&1) に対応するファイル，outfileに書き込むように
シェルに指示するものです。

Cシェルの場合，標準出力と標準エラーの両方を同じファイルにリダイレク
トするための一般形式は次のとおりです。

command >& outfile

command変数はオペレーティング・システムのコマンドです。 outfile変
数は，プロセスが標準出力を書き込むファイルの名前です。 >&記号は，標
準出力と標準エラーを outfile で指定される同じファイルに書き込むよ
うにシェルに指示するものです。

6.3 複数プロセスの同時実行

オペレーティング・システムは複数の異なるプロセスを同時に実行すること
ができます。この能力により，Tru64 UNIXオペレーティング・システムは
マルチタスキング・オペレーティング・システムとなっています。これは，
複数のユーザのプロセスを同時に実行できるという意味です。

これらの異なるプロセスは，1人のユーザのものであっても複数のユーザのも
のであってもかまいせん。シェルのプロンプトに対し一度にコマンドを入力
する必要はありません。フォアグラウンド・プロセスとバックグラウンド・
プロセスの両方を同時に実行することもできます。以降の各項で，フォアグ
ラウンド・プロセスとバックグラウンド・プロセスについて説明します。
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6.3.1 フォアグラウンド・プロセスの実行

通常，コマンド行にコマンドを入力すると，結果が画面に表示されるのを待
ちます。シェルのプロンプトに対して 1つずつ入力されたコマンドは，フォ
アグラウンド・プロセスと呼ばれます。

ほとんどのコマンドは 1，2秒という短い時間で実行されます。しかし，コ
マンドのなかにはもっと長い実行時間を要するものもあります。実行時間の
長いコマンドをフォアグラウンド・プロセスとして実行すると，そのコマン
ドの実行が終了するまで，他のコマンドは実行できません。 このような場
合，実行時間の長いコマンドはバックグラウンド・プロセスとして実行しま
す。次の項では，バックグラウンド・プロセスについて説明します。

6.3.2 バックグラウンド・プロセスの実行

バックグラウンド・プロセスは，実行に長い時間がかかるコマンドでは，き
わめて有効です。実行時間の長いコマンドをフォアグラウンド・プロセスと
して入力すると画面を塞いでしまうため，このようなコマンドはバックグ
ラウンド・プロセスとして実行します。こうすれば，フォアグラウンドで
引き続き他の作業を実行することができます。

バックグラウンド・プロセスを実行するときは，コマンドの終わりにアン
パサンド (&) を付けます。プロセスをバックグラウンドで起動した後，
ワークステーションから他のコマンドを入力することによって，別の作
業を実行できます。

バックグラウンド・プロセスを作成すると，次のようになります。

• プロセス識別番号 (PID) が表示される。

システムで現在実行中のすべてのプロセスが追跡できるように，オペ
レーティング・システムは PIDを作成して割り当てます。 Kornおよび
POSIXシェルまたは Cシェルでは，ジョブ番号も割り当てられます。

• プロンプトが表示され，別のコマンドを入力できる。

• Cシェルでは，バックグラウンド・プロセスが完了するとメッセージ
が表示される。

バックグラウンド・プロセスを作成したら，その PID番号を書き留めておい
てください。 PID番号は，プロセスをモニタしたり終了したりするときに役
にたちます。詳しくは 6.4 節を参照してください。
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バックグラウンド・プロセスは，システムが行っている作業総量を増加させ
るため，システムの処理速度が遅くなる場合があります。 問題になるかど
うかは，システムの処理速度がどの程度遅くなるかによります。 また，シ
ステムのユーザが行っている他の作業の性質や，実行中のバックグラウン
ド・プロセスの数にもよります。

ほとんどのプロセスは，バックグラウンドで実行するときでも，出力を標
準出力します。 リダイレクトされない限り，標準出力はワークステーショ
ンに表示されます。 バックグラウンド・プロセスからの出力がシステムの
他の作業に干渉することもあるため，通常はバックグラウンド・プロセス
からの出力をファイルやプリンタにリダイレクトするほうが良いでしょ
う。 こうすれば，都合の良いときにいつでも出力を見ることができます。
出力のリダイレクションについての詳細は，この章の後で説明する例，お
よび 6.2 節を参照してください。

この章の後に示す例は，実行に数秒以上かかるコマンドを使用しています。

$ find / −type f −print

このコマンドはシステムにあるすべてのファイルのパス名を表示します。こ
こでは，findコマンドについて詳しく知っておく必要はありません。 プ
ロセスでどのように作業するかを具体的に示すために使用しているだけで
す。 findコマンドについて詳しく知りたい場合は，find(1) リファレン
ス・ページを参照してください。

次の例では，findコマンドをバックグラウンドで実行し ([&] を入力)，
その出力を dir.pathsという名前のファイルにリダイレクトします ([>]
演算子の使用)。

$ find / −type f −print > dir.paths &
24
$

バックグラウンド・プロセスが起動すると，システムはそれに PID (プロセ
ス識別)番号 (この例では 24)を割り当て，それを表示してから，次のコマン
ドの入力を促すプロンプトを表示します。実際に表示されるプロセス番号は
上の例と下の例で表示されている番号とは異なります。

Kornまたは POSIXシェルまたは Cシェルを使用している場合には，ジョブ
番号も割り当てられます。 Cシェルでは，上の例は次のようになります。

% find / −type f −print > dir.paths &
[1] 24
%
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ジョブ番号 [1]は PID 番号の左側に表示されます。

ps (process status) または jobsコマンド (Cシェル，Korn および POSIX
シェル)を使用して，プロセスの状態をチェックすることができます。ま
た，killコマンドでプロセスを終了することもできます。これらのコマ
ンドについては， 6.4 節を参照してください。

C シェルでは，バックグラウンド・プロセスが完了すると，次のような
メッセージが表示されます。

[1] 24 Done find / −type f −print > dir.paths

完了メッセージはジョブ番号と PID，状態 Done，および実行したコマ
ンドを表示します。

6.4 プロセスのモニタと終了

どのプロセスが実行中であるかを調べて，そのプロセスに関する情報を表示
するには，ps (process status)コマンドを使用します。 Kornおよび POSIX
シェルと Cシェルでは，jobsコマンドを使用してバックグラウンド・プロ
セスをモニタすることもできまます。

プロセスを終了する前に停止する必要がある場合は，kill コマンドを使用
してください。

以降の項では，プロセスをモニタおよび終了する方法について説明します。

6.4.1 プロセス状態のチェック

psコマンドを使用すると，フォアグラウンドとバックグラウンド両方のすべ
てのアクティブ・プロセスの状態がモニタできます。 Kornおよび POSIX
シェルと Cシェルでは，jobsコマンドを使用して，バックグラウンド・プ
ロセスだけをモニタすることもできまます。以降の項で，psコマンドと
jobs コマンドについて説明します。

6.4.1.1 ps コマンド

ps コマンドの形式は次のとおりです。

ps

例 6–1では，psコマンドは，ユーザのワークステーションに関連するすべて
のプロセスの状態を表示しています。
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例 6–1: ps コマンドからの出力

$ ps
PID TTY STAT TIME CMD
29670 p4 I 0:00.00 -sh (csh)

515 p5 S 0:00.00 -sh (csh)
28476 p5 R 0:00.00 ps

790 p6 I 0:00.00 -sh (csh)
$
PID プロセス識別子。システムは，各プロセスの起動時にプロセス識別番号 (PID番号)を割り

当てる。プロセスと特定の PID番号との間には一切関係がない。つまり，同じプロセスを
何度かスタートすれば，そのつど異なる PID番号を持つことになる。

TTY 制御端末デバイス名。 複数のワークステーションがあるシステムでは，このフィールド
にプロセスを起動したワークステーションを表示する。ワークステーションが 1 つし
かないシステムでは，このフィールドには consoleという指定か，1つまたは複数の
仮想端末の指定が表示される。

STAT シンボリック・プロセス状態。 システムは，4文字までの英数字で，プロセスの状態を表
示する。詳細は ps(1)リファレンス・ページを参照。

TIME コンピュータがこのプロセスに充てた時間が，psを入力した時からの分，秒，100
分の 1 秒単位で表示される。

CMD プロセスをスタートしたコマンド (あるいはプログラム) の名前。

-pフラグと PID番号を指定して psコマンドを使用すると，特定プロセスの
状態をチェックすることもできます。特定プロセスの状態をチェックするた
めの一般形式は次のとおりです。

ps −p PIDnumber

psコマンドはバックグラウンド・プロセスの状態も表示します。 実行中の
バックグラウンド・プロセスがある場合には，フォアグラウンド・プロセス
とともに表示されます。次の例では，findバックグラウンド・プロセスを
スタートした後，その状態をチェックする方法を示します。

$ find / −type f −print > dir.paths &
25
$ ps −p25
PID TTY TIME CMD
25 console 0:40.00 find

$
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バックグラウンド・プロセス状態は，そのプロセスが実行されている間は
何度でもチェックできます。次の例では，psコマンドで前述の find プ
ロセスの状態を 5 回表示します。

$ ps −p25
PID TTY TIME COMMAND
25 console 0:18:00 find

$ ps −p25
PID TTY TIME COMMAND
25 console 0:29:00 find

$ ps −p25
PID TTY TIME COMMAND
25 console 0:49:00 find

$ ps −p25
PID TTY TIME COMMAND
25 console 0:58:00 find

$ ps −p25
PID TTY TIME COMMAND
25 console 1:02:00 find

$ ps −p25
PID TTY TIME COMMAND
$

なお，6回目の psコマンドは状態情報を返しませんが，これは，最後の ps

コマンドが入力される前に findプロセスが終了したためです。

通常は，ここで説明している単純な psコマンドでも，プロセスについて必
要な情報はすべてわかります。ただし，フラグを使用すれば，ps コマンド
が表示する情報の種類を制御することができます。 最も便利な ps フラグ
の 1つは -eです。 -eを指定すると psは，ユーザの端末またはワークス
テーションに関連するプロセスだけでなく，すべてのプロセスに関する情報
を返します。 psコマンドの全フラグについての説明は，ps(1)リファレン
ス・ページを参照してください。

6.4.1.2 jobs コマンド

Kornおよび POSIXシェルと Cシェルは，バックグラウンド・プロセスが
作成されると，ジョブと PID の両方を表示します。 jobsコマンドは，
ジョブ番号に基づいて，すべてのバックグラウンド・プロセスの状態だけ
を報告します。

jobs コマンドの形式は次のとおりです。

jobs

-lフラグを追加すると，ジョブ番号と PIDの両方を表示します。
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次の例では，Cシェルにおいて findプロセスを起動し，その後，jobs -l

コマンドを使用して状態をチェックする方法を示します。

% find / −type f −print > dir.paths &
[2] 26
% jobs −l
[2] +26 Running find / −type f −print > dir.paths &
%

状態メッセージはジョブ ([2])と PID番号 (26)の両方，状態 Running,およ
び実行されたコマンドを表示します。

6.4.2 フォアグラウンド・プロセスの取り消し (Ctrl/C)

フォアグラウンド・プロセスを取り消す (実行中のコマンドを停止する)とき
は，Ctrl/Cを押します。コマンドは実行を停止し，システムはシェル・プロ
ンプトを表示します。 なお，フォアグラウンド・プロセスを取り消すこと
は，コマンド実行を停止することと同じです (第 1 章で説明)。

大部分の単純なオペレーティング・システム・コマンドは，プロセスの取り
消し方を示す例としては適当ではありません。コマンドの実行があまりに速
く，取り消す間もなく終わってしまうからです。ただし，次の findコマン
ドは実行に長い時間がかかるので，プロセスが 2，3秒間実行してから，
Ctrl/Cを押すことによって取り消すことができます。

$ find / −type f −print
/usr/sbin/acct/acctcms
/usr/sbin/acct/acctcoN1
/usr/sbin/acct/acctcon2
/usr/sbin/acct/acctdisk
/usr/sbin/acct/acctmerg
/usr/sbin/acct/accton
/usr/sbin/acct/acctprc1
/usr/sbin/acct/acctprc2
/usr/sbin/acct/acctwtmp
/usr/sbin/acct/chargefee
/usr/sbin/acct/ckpacct
/usr/sbin/acct/dodisk
Ctrl/C
$

システムはシェル・プロンプトを画面に返します。ここで，別のコマンドを
入力することができます。
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6.4.3 バックグラウンド・プロセスの取り消し (killコマンド)

バックグラウンド・プロセスを起動してから，そのプロセスを中止したく
なった場合は，killコマンドでプロセスを取り消すことができます。ただ
し，バックグラウンド・プロセスを取り消すには，そのプロセスの PID番
号が必要です。

プロセスの PID番号を忘れてしまった場合は，psコマンドを使用して，す
べてのプロセスの PID番号を表示させることができます。 Cシェルまたは
Kornまたは POSIXシェルを使用している場合には，jobsコマンドを使用
して，バックグラウンド・プロセスのみを表示させるほうが効率的です。

特定のプロセスを終了させるための一般形式は次のとおりです。

kill PIDnumber

ログインしてからの全プロセスを終了したい場合は，kill 0コマンドを使
用します。 kill 0を使用する場合には，PID番号は必要ありません。この
コマンドはすべてのプロセスを削除するため，注意して使用してください。

次の例では，別の findプロセスを起動し，その状態をチェックしてから，
終了する方法を示します。

$ find / −type f −print > dir.paths &
38
$ ps
PID TT STAT TIME COMMAND
520 p4 I 0:11:10 sh
38 p5 I 0:10:33 find
1216 p6 S 0:01:14 qdaemon
839 p7 R 0:03:55 ps
$ kill 38
$ ps
38 Terminated
PID TT STAT TIME COMMAND
520 p4 I 0:11:35 sh
1216 p6 S 0:01:11 qdaemon
839 p7 R 0:03:27 ps
$

コマンド kill 38がバックグラウンドの findプロセスを停止したので，2
番目の psコマンドは，PID番号 38に関する状態情報を返しません。 次の
コマンドを入力するまで，システムは終了メッセージを表示しません。
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なお，この例では，kill 38と kill 0 は同じ効果を持っています。な
ぜなら，この端末またはワークステーションからは 1つのプロセスしか
起動していないからです。

Cシェルでは，kill コマンドの形式は次のとおりです。

kill % jobnumber

次の例では，C シェルで別の findプロセスを起動し，jobs コマンドでその
状態をチェックしてから，終了する方法を示します。

% find / −type f −print > dir.paths &
[3] 40
% jobs −l
[3] +40 Running find / −type f −print > dir.paths &
% kill %3
% jobs −l
[3] +Terminated find / −type f −print > dir.paths
%

6.4.4 フォアグラウンド・プロセスの中断と再開 (Cシェルのみ)

システム資源を消費するプロセスを長時間実行している途中で，他のタスク
を急いで実行する必要が生じたときは，フォアグラウンド・プロセスを一旦
中断してから再開するとよいでしょう。

プロセスが完了するのを待たなくても，そのプロセスを一時停止 (中断)し，
もっと大切なタスクを実行してから，そのプロセスを再開することができま
す。プロセスを中断する機能は，Cシェルのユーザしか利用できません。

プロセスを中断するには Ctrl/Zを押します。ジョブ番号，状態 Suspended，
および実行したコマンドをリストしたメッセージが表示されます。

プロセスを再開する用意ができたら，フォアグラウンド・タスクとして，
次のようにジョブ番号 nを入力してください。

% n

バックグラウンドでプロセスを再開するときは，次のようにジョブ番号 nを
入力してください。

% n &

次の例では，findプロセスをスタートさせて中断し，その状態をチェック
してから再開し，その後，終了するものです。

% find / −type f −print > dir.paths &
[4] 41
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% jobs −l
[4] +41 Running find / −type f −print > dir.paths &
% Ctrl/Z
Suspended
% jobs −l
[4] +Stopped find / −type f −print > dir.paths
% 4 &
[4] find / −type f −print > dir.paths &
% kill %4
[4] +Terminated find / −type f −print > dir.paths

中断したプロセスは，fgコマンドで再開できます。あるいは，現在実行中
のプロセスがあまりに時間がかかり，キーボードを塞ぐ場合は，bgコマン
ドを使用してそのプロセスをバックグラウンドに入れて，他のコマンドを
入力することもできます。

次の例では，findプロセスをスタートさせて中断し，そのプロセスをバッ
クグラウンドに入れて，ファイルをコピーした後，そのプロセスをフォア
グラウンドで再開するものです。

% find / −type f −print > dir.paths
Ctrl/Z
Suspended
% bg
[5] find / −type f −print > dir.paths &
% cp salary1 salary2
% fg
find / −type f −print > dir.paths
%

6.5 ユーザとユーザのプロセスに関する情報の表示

Tru64 UNIXオペレーティング・システムには，現在システムを使用して
いるユーザと，そのユーザが何を実行しているか知らせる，次のようなコ
マンドがあります。

who 現在ログインしているユーザを表示する。

w 現在ログインしているユーザと，ユーザがワークステーション
で現在何を実行しているかを表示する。

ps au 現在ログインしているユーザと，ユーザが実行しているプロセ
スに関する情報を表示する。
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whoコマンドを使用すると，システムにログインしているユーザを確認でき
ます。たとえば，メッセージを送りたいときや，現在，その人の手を借りら
れるかどうか知りたいときは，特に有効でしょう。

例 6–2では，現在ログインしているユーザ全員が表示されます。

例 6–2: who コマンドからの出力

$ who
juan tty01 Jan 15 08:33
chang tty05 Jan 15 08:45
larry tty07 Jan 15 08:55
tony tty09 Jan 15 07:53
lucy pts/2 Jan 15 11:24 (boston)
$

whoコマンドは，システムにログインしている各ユーザのユーザ名，使用し
ているワークステーション，およびその人がログインした時刻を表示しま
す。また，ユーザがリモート・システムからログインしている場合には，そ
のシステム名も表示されます。たとえば，lucyは Jan 15の 11:24に，シ
ステム bostonからリモートでログインしています。

whoコマンドの実際の表示形式は，現在のロケールにより異なります。 ロ
ケールについての詳細は，付録 Cを参照してください。

who -uコマンドは，who コマンドの全情報のほかに，各ユーザの PID番
号，ワークステーションでの作業を終了した時点からの時間と分数も表示し
ます。 1分未満の作業はドット (.) で示されます。

例 6–3では，現在ログインしているユーザ全員が表示されます。

例 6–3: who -u コマンドからの出力

$ who −u
juan tty01 Jan 15 08:33 01:02 50
chang tty05 Jan 15 08:45 . 52
larry tty07 Jan 15 08:55 . 58
tony tty09 Jan 15 07:53 01:20 60
lucy pts/5 Jan 15 11:24 . 65 (boston)
$
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例 6–3 では，juan と tony が 1 時間以上作業をしていないのに対し，
chang，larry，および lucyは作業をやめてから 1分未満です。

これで，だれがシステムで作業しているかを調べる方法がわかりました。次
に，各ユーザが現在どんなコマンドを実行しているかを知りたい場合があ
るかもしれません。 wコマンドは，各ユーザのワークステーションで現在
実行中のコマンドを表示します。

例 6–4では，全ユーザ (User)と現在のコマンド (what)が表示されます。

例 6–4: w コマンドからの出力

$ w
11:02 up 3 days, 2:40, 5 users, load average: 0.32, 0.20, 0.00
User tty login@ idle JCPU PCPU what
juan tty01 8:33am 12 54 14 −csh
chang tty05 8:45am 6:20 26 mail
larry tty07 8:55 1:58 8 −csh
tony tty09 7:53 3:10 22 4 mail
lucy tty02 11:24 1:40 18 4 −csh
$

• tty: ユーザのワークステーション

• login@: ユーザのログイン時刻

• idle: ユーザがコマンドを入力してからの時間

• JCPU:現在のログイン・セッション中に使用された全 CPU 時間

• PCPU: 現在実行中のコマンドによって使用された CPU 時間

• what: ユーザが現在実行しているコマンド

場合によっては，現在のプロセス (フォアグラウンドとバックグラウンドの両
方)と，それを実行しているユーザの詳細なリストが必要になることもありま
す。このようなリストを表示させるには，ps auコマンドを使用します。
例 6–5では，5人のユーザとそのアクティブ・プロセスが表示されます。

例 6–5: ps au コマンドからの出力

$ ps au
USER PID %CPU %MEM VSZ RSS TTY S STARTED TIME COMMAND
juan 26300 16.5 0.8 441 327 p3 R 0:02:01 ps au
chang 25821 7.0 0.2 149 64 p4 R 0:12:23 mail −n
larry 25121 6.1 0.2 107 83 p22 R 26:25:07 lpstat
tony 11240 4.5 0.6 741 225 p1 R 1:57:46 vi
lucy 26287 0.5 0.1 61 28 p1 S 0:00:00 more
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例 6–5: ps au コマンドからの出力 (続き)

$

一般ユーザにとって最も大切なフィールドは USER，PID，TIME，および
COMMANDフィールドです。 その他のフィールドに関する情報は，ps(1)リ
ファレンス・ページを参照してください。

プロセスの使用 6–19





7
シェルの概要

この章では，オペレーティング・システムのシェルについて紹介します。こ
の章では次のような項目について説明しています。

• C シェルおよび Bourne，Korn，および POSIXシェルの目的と一般
機能の理解 ( 7.1 節)

• シェルの変更 ( 7.3 節)

• すべてのシェルに共通なコマンド入力エイドの使用 ( 7.4 節)

• シェル環境，ログイン・スクリプト，環境変数，およびシェル変数
の理解 ( 7.5 節)

• 環境変数とシェル変数の設定とクリア ( 7.7 節)

• シェルがシステム上でコマンドを見つける方法の理解 ( 7.8 節)

• ログアウト・スクリプトの作成 ( 7.9 節)

• 基本的なシェル・プロシージャの作成と実行 ( 7.10.1 項)

この章では，オペレーティング・システムのすべてのシェルに共通な機能を
取り上げるとともに，シェル間の相違についてもある程度説明します。 C
シェルおよび Bourne，Korn，または POSIXシェルの特殊機能についての詳
細は，第 8 章を参照してください。

7.1 シェルの目的

オペレーティング・システムへのユーザ・インタフェースはシェルと呼ばれ
ます。シェルは，ユーザが入力するコマンドを解釈し，要求されたプログラ
ムを実行して，その結果を画面に表示します。

Tru64 UNIXオペレーティング・システムには次のようなシェルがあります。

• Bourneシェル (システムの省略時のシェル)

• C シェル

• Korn シェル
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• POSIX シェル

システムに設定されているセキュリティ制限や，Kornシェルのライセンス
制限に合致すれば，いずれのシェルにもアクセスできます。すべてのシェル
は同じような基本的な機能を実行します。ユーザが実行したコマンドは，
シェルを介してシステムに伝えられます。

コマンドを解釈するだけでなく，シェルはプログラミング言語としても使用
できます。ユーザはコマンドを含むシェル・プロシージャを作成することが
でき，このシェル・プロシージャは，プログラムと同じようにコマンド行上
でシェル・プロンプトに対して実行できます。

シェル・プロシージャを実行するとき，ユーザの現在のシェルはサブシェル
を作成 (spawn)します。サブシェルとは，現在のシェルがプログラムを実行
するために新しく作成するシェルのことです。このため，シェル・プロシー
ジャが実行するコマンド (たとえば cd)は，シェル・プロシージャを起動した
シェルには影響を及ぼしません。

シェル・プロシージャを使用すると，長すぎるコマンドや大きく複雑なコ
マンド・シーケンス，および決まりきった反復的な作業を行うのが簡単に
なります。

シェル・プログラミングについての詳細は， 7.10 節を参照してください。

7.2 Cシェル，Bourneシェル，Kornシェル，および POSIX
シェルの機能の要約

オペレーティング・システムには，コマンド実行とプログラミングを可能に
するという 2つの機能を兼ね備えた次のようなシェルがあります。

• Bourne シェル (sh)

これはプログラミングで手軽に使用できる単純なシェルです。通常ドル
記号 ($)プロンプトが表示されます。 このシェルは，Cシェルや Korn
および POSIXシェルのような対話機能や複雑なプログラミング構造 (配
列や整数算術演算)を備えていません。

Bourne シェルには制限付きシェル (Rsh) もあります。 詳しくは，
7.2.2 項を参照してください。

• C シェル (csh)
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このシェルは対話用に設計されています。通常パーセント記号 (%)がシ
ステム・プロンプトとして表示されます。 Cシェルは，対話式にコマン
ドを入力する次のような機能を備えています。

– コマンド・ヒストリ・バッファ

– コマンド別名

– ファイル名補完

– コマンド行編集

これらの機能についての詳細は， 7.2.1 項を参照してください。

• Korn シェル (ksh)

このシェルは，Cシェルの使いやすさと Bourneシェルのプログラミン
グしやすさを組み合わせたものです。システム・プロンプトは通常ドル
記号 ($)です。 Kornシェルは次のような機能を備えています。

– C シェルの対話機能

– Bourneシェルの単純なプログラミング構文

– コマンド行編集機能

– 最速実行時間

– Bourne シェルとの上位互換性

Bourne シェルプログラムのほとんどは Korn シェルで実行で
きます。

これらの機能について詳細は， 7.2.1 項を参照してください。

• POSIX シェル (sh)

このシェルは，IEEE POSIX規格に準拠しています。 Kornシェルによ
く似ているので，本書では，Kornシェルと POSIXシェルをまとめて説
明します。この規格についての情報は，sh(1p)および standards(5)

リファレンス・ページを参照してください。

POSIXシェルは Kornシェルのもう 1つの指名子です。

7.2.1 C シェルおよび Korn シェルまたは POSIX シェルの機能に関
する詳細情報

Cシェルおよび Kornまたは POSIXシェルは，次のような対話機能を備え
ています。
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• コマンド・ヒストリ

コマンド・ヒストリ・バッファは入力されるコマンドを格納てし，ユー
ザがいつでもそれを表示できるようにします。このため，以前に入力し
たコマンド，または以前に入力したコマンドの一部を選択して，それ
を再度実行することができます。 この機能を使用すると，長いコマン
ドを改めて入力し直さなくても，再度使用できるため，時間が節約で
きます。 C シェルでこの機能を利用するには，.cshrcファイルにい
くつかの設定を行わなければなりませんが，Kornおよび POSIXシェ
ルでは，この機能は自動的に提供されます。

• コマンド別名

コマンド別名機能を使用すると，長いコマンド行を短縮したり，コマン
ドの名前を変更したりすることができます。これは，頻繁に使用する長
いコマンド行の別名を定義することによって行います。たとえば，ディ
レクトリ /usr/chang/reports/statusに何回も移動する必要があ
るとします。その場合は，たとえば別名 statusを作成して，コマン
ド行に statusと入力するだけで，いつでもそのディレクトリに移動
できるようにします。 さらに，別名機能を使用すれば，オペレーティ
ング・システムのコマンドに対して，もっと説明的な名前を作成する
こともできます。たとえば，mvコマンドに対して rename という別
名を定義することもできます。

• ファイル名補完

Cシェルでは，ファイル名補完機能とは，ファイル名の一部を入力する
と，シェルがユーザに代わってそれを補完してくれる機能で，入力の手
間を省いてくれるものです。 Escapeキーを押すと，シェルがユーザに
代わってファイル名を補完します。 Cシェルのファイル名補完機能につ
いての詳細は， 8.2.4 項を参照してください。

Kornまたは POSIXシェルでは，シェルに要求して，入力した部分名
に一致するファイル名のリストを表示させることができます。その
後，表示されたファイルのなかからファイルを選択することができま
す。 Kornまたは POSIXシェルのファイル名補完機能についての詳細
は， 8.4.5 項を参照してください。

Kornおよび POSIXシェルはインライン編集機能を備えています。この機能
により，以前に入力したコマンドを検索して，それを編集することができま
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す。この機能を使用するには，viや emacsのようなテキスト・エディタの
使用方法を知っておく必要があります。

これらのシェル機能の詳細については，第 8 章を参照してください。

7.2.2 制限付き Bourne シェル

オペレーティング・システムでは，指定ユーザに対し，制限付き Bourneシェ
ル (Rsh)で限定された機能を提供することによって，システム・セキュリティ
を拡張します。これらの指定ユーザがシステムにログインするときには，制
限付き Bourneシェルだけにアクセスする権利が与えられます。だれが制限
付き Bourneシェルにアクセスできるかは，システム管理者が決定します。

制限付きシェルは，より制御されたシェル環境を要求するインストレー
ションにとって有効です。 このため，システム管理者は，特権と機能が制
限されたユーザ環境を作成することができます。たとえば，システムのゲ
ストであるユーザは全員，ユーザ名 guestの下でしかアクセスできないと
します。システムにログインすると，ユーザ guestは制限付きシェルを
割り当てられます。

Rshの動作は，次の点を除いて shの動作と同じです。

• ディレクトリの変更

cd コマンドは起動できません。

• / を含むパス名またはコマンド名の指定

• PATH変数 または SHELL 変数の値の設定

これらの変数に関する詳細は， 7.5.2 項を参照してください。

• >および >>を使用した出力のリダイレクション

Rshに関する詳細は，sh(1b)リファレンス・ページを参照してください。
システム管理者が制限付きシェルを作成する方法については，システム
管理者に問い合わせてください。

7.3 シェルの変更

ユーザがシステムにログインすると，システム管理者が指定したシェルに自
動的に入ります。ただし，システム上に設定されているセキュリティ機能に
よっては，次のことを行うコマンドが入力できます。

• 実行しているシェルの確認
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• シェルの一時的変更

• シェルの永久的変更

以降の各項で，これらの操作について説明します。

7.3.1 実行しているシェルの確認

現在どのシェルを実行しているかを確認するときは，次のコマンドを入
力します。

echo $SHELL

実行しているシェルのファイル名が表示されます。

Bourneシェル (sh)を実行している場合は，次のような結果が出力されます。

$ echo $SHELL
/usr/bin/sh
$

表 7–1は，表示される各シェルのファイル名，および root以外のユーザに対
する省略時のシステム・プロンプトを示したものです。システムにより，シ
ステム・プロンプトは異なる場合があります。

表 7–1: シェルのファイル名と省略時のプロンプト

シェル シェル名 省略時のプロンプト

Bourne sh $

制限付き Bourne Rsh $

C csh %

Korn ksh $

POSIX sh $

7.3.2 シェルの一時的変更

システムのセキュリティ機能で許されている場合は，他のシェルを使用す
ることができます。

シェルを一時的に変更するときは，次のコマンドを入力します。

shellname
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shellnameは使用するシェルのファイル名です。コマンド行に入力する有
効なシェルのファイル名については，表 7–1を参照してください。シェルが
呼び出されると，正しいシェル・プロンプトが表示されます。

新しいシェルでの作業が終了したら，exitを入力するか Ctrl/Dを押すこと
によって，省略時のシェルに戻ることができます。

たとえば，Kornシェルが省略時のシェルの場合に，Cシェルに移り，その後
Kornシェルに戻るには，次のコマンドを入力します。

$ /usr/bin/csh
% exit
$

______________________ 注意 _____________________

制限付き Bourneシェルを使用している場合は，別のシェルに移
ることはできません。

7.3.3 シェルの永久的変更

システムのセキュリティ機能で許されている場合は，省略時のシェルを永久
的に変更することができます。 現在のシェルがC シェルである場合，省略
時のシェルを変更するには chshコマンドを使用します。 Cシェルを使用
していない場合には，システム管理者に問い合わせて，省略時のシェルを
変更してください。

Cシェルでは，省略時のシェルを変更するには，次のコマンドを入力します。

% chsh
Changing login shell for user.
Old shell: /usr/bin/csh
New shell:

新しいシェルの名前を入力してください。コマンド行に入力する有効なシェ
ル名については，表 7–1を参照してください。

なお，chshコマンドを入力した後，その変更を有効にするために，ログア
ウトしてから改めてログインしなければなりません。
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7.4 コマンド入力支援機能

オペレーティング・システムのすべてのシェルには，ユーザの作業を支援
する次のような機能があります。

• 複数コマンドおよびコマンド・リストを入力する機能

• パイプとフィルタ

• コマンドをグループ化する機能

• 引用

以降の各項で，これらの機能について説明します。

7.4.1 複数コマンドとコマンド・リストの使用

通常，シェルはコマンド行の最初のワードをコマンド名として解釈し，他の
ワードはすべてそのコマンドの引数として解釈します。シェルは普通，各コ
マンド行を単一のコマンドと考えます。ただし，表 7–2に示す演算子を使用
すれば，単一のコマンド行で複数のコマンドを実行することができます。

表 7–2: 複数コマンド演算子

演算子 動作 例

; コマンドを順次実行させる。 cmd1 ; cmd2

&& 現在のコマンドが成功した場合に，
次のコマンドを実行する。

cmd1 && cmd2

|| 現在のコマンドが失敗した場合に，
次のコマンドを実行する。

cmd1 || cmd2

| パイプラインを作成する。 cmd1 | cmd2

以降の項で，コマンドの順次実行 (;)，条件付きのコマンド実行 (||と&&)，
およびパイプラインの使用 (|)について説明します。

7.4.1.1 セミコロン (;) を使用したコマンドの順次実行

コマンドをセミコロン (;) で区切ると，1 行に複数のコマンドを入力するこ
とができます。

次の例では，シェルは ls を実行して，それが終了するのを待ちます。
ls が終了すると，シェルは whoを実行し，以下同様にして最後のコマン
ドまで実行します。

7–8 シェルの概要



$ ls ; who ; date ; pwd
change file3 newfile
amy console/1 Jun 4 14:41
Tue Jun 4 14:42:51 CDT 1999
/u/amy
$

なお，コマンドのどれかが失敗しても，その他のコマンドは順次実行さ
れます。

コマンド行を読みやすくするために，ブランクまたはタブを使用してコマ
ンドとセミコロン (;) を分離します。 この場合には，シェルはこのよう
なブランクやタブを無視します。

7.4.1.2 条件付きのコマンド実行

コマンドを 2 つのアンパサンド (&&) または縦線 (||) 演算子で接続する
と，シェルは最初のコマンドを実行し，それから次の条件で残りのコマ
ンドを実行します。

• &&

シェルは，現在のコマンドが完了した場合に限って，次のコマンドを
実行します。コマンドがゼロの値を返すと，正常に完了したことを意
味します。

• ||

シェルは，現在のコマンドが完了しない場合に限って，次のコマンド
を実行します。

アンパサンド (&&) 演算子の構文は次のとおりです。

cmd1 && cmd2 && cmd3 && cmd4 && cmd5

cmd1が成功すれば，シェルは cmd2を実行します。 cmd2が成功すれば，
cmd3を実行し，以下同様に，コマンドが失敗するか最後のコマンドが終
了するまで続きます。コマンドのどれかが失敗すれば，シェルはコマン
ド行の実行を停止します。

2本の縦線 (||) 演算子の構文は次のとおりです。

cmd1 || cmd2

cmd1が失敗すれば，シェルは cmd2を実行します。 cmd1が成功すれば，
シェルはコマンド行の実行を停止します。
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たとえば，コマンド mysortはソート・プログラムであり，ソート処理中
に一時ファイル (mysort.tmp)を作成するとします。 ソート・プログラム
が正常に終了すれば，一時ファイルを削除して，クリーンアップ処理を行
います。一方，プログラムが失敗した場合は，一時ファイルが削除されな
いことがあります。確実に mysort.tmpの削除を行うには，次のコマン
ド行を入力してください。

$ mysort || rm mysort.tmp
$

最初のコマンドが失敗した場合に限り，2番目のコマンドが実行されます。

7.4.2 パイプとフィルタの使用

パイプとは，2つの関連するコマンド間の一方向接続です。あるコマンドが
その出力をパイプに書き込み，もう一方のプロセスがその入力をパイプから
読み取ります。 2つ以上のコマンドがパイプ (|)演算子によって接続される
と，パイプラインを形成します。

図 7–1は，パイプラインを通る入力と出力の流れを示しています。最初のコ
マンド (cmd1)の出力は 2番目のコマンド (cmd2)の入力となり，2番目のコ
マンドの出力は 3番目のコマンド (cmd3)の入力になります。

図 7–1: パイプラインを通る流れ

ZK-0537U-AIJ

Cmd2
( )

Cmd3
( )Cmd1

フィルタとは，標準入力を読み取り，その入力を変換し，変換済みの入力を
標準出力に書き込むコマンドです。フィルタの典型的な使用例として，パイ
プライン中の中間コマンドとしてパイプ (|)演算子で接続して使用する方法
があります。たとえば，lsコマンドを使用して，現在のディレクトリから
階層の最下位までの全ディレクトリの内容を再帰的にリストし，その結果
を表示するには，次のコマンドを入力します。

$ ls −R | pg

この例では，pgコマンドがフィルタです。これは，pgコマンドが ls -Rコ
マンドからの出力を変換して，一度に 1画面ずつ表示するからです。
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フィルタでないコマンドのなかにも，そのコマンドにフィルタと同じような
機能を行わせるフラグを持つものがあります。たとえば，diff (ファイル比
較)コマンドは，通常 2つのファイルを比較し，その違いを標準出力に書き込
みます。 diffの普通の形式は次のとおりです。

diff file1 file2

しかし，どちらかのファイル名の代わりにダッシュ (--)フラグを使用すると，
diffは標準入力を読み取って，それを指定されたファイルと比較します。

次のパイプラインでは，lsは現在のディレクトリの内容を標準出力に書
き込みます。 diffコマンドは lsの出力を dirfileというファイルの内
容と比較して，相違箇所を一度に 1 ページずつ (pg コマンドで) 標準出
力に書き込みます。

$ ls | diff − dirfile | pg

次の例では，別の種類のフィルタ・プログラム (grep)を使用しています。

$ ls −l | grep r-x | wc −l
12

$

この例では，次のことが行われます。

• ls -l コマンドは現在のディレクトリの内容を詳細な形式でリスト
する。

• ls -lの出力が grep r-xの標準入力となる。

grep r-xはフィルタであり，標準入力中のファイルを検索して，許
可が r-xのパターンを探し，そのパターンを含むすべての行を標準出
力に書き込みます。

• grep r-xの標準出力は wc -lの標準入力となる。

wc -lは，標準入力中にある grepの基準に合致するファイル数を表
示します。

パイプラインを使用しないで同じ結果を得るには，次のようにします。

1. ls -l /user の出力をファイルに送る。

たとえば，次のように入力します。

$ ls −l > file1

2. file1を grep r-xの入力として使用し，grep の出力を別のファイ
ルにリダイレクトする。
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たとえば，次のように入力します。

$ grep r-x file1 > file2

3. grepの出力ファイルを wc -lの入力として使用する。

たとえば，次のように入力します。

$ wc −l file2

上記の手順から明らかなように，同じオペレーションでも，パイプラインを
使用すると，はるかに容易に行うことができます。

パイプライン中の各コマンドは，別個のプロセスとして実行されます。パイ
プラインは一方向 (左から右)にのみ作用し，また，パイプライン中の全プロ
セスは同時に実行できます。読み取るべき入力がないとき，または次のプロ
セスへのパイプが一杯になっているとき，プロセスは一時停止します。

7.4.3 コマンドのグループ化

シェルには複数のコマンドをグループ化する方法が 2通りあります。表
7–3 を参照してください。

表 7–3: コマンドをグループ化する記号

記号 動作

(commands) シェルはサブシェルを作成して，グループ化され
た commandsを別個のプロセスとして実行する。

{commands} シェルはグループ化された commandsをユニッ
トとして実行する。 中カッコ ({ })は Bourne，
Korn，および POSIXシェルだけで使用できる。

以降の項で，表 7–3 に示すコマンドをグループ化する記号について詳細
に説明します。

7.4.3.1 カッコ ( ) の使用

次のコマンドのグループ化では，シェルはカッコで囲まれたコマンドを別
個のプロセスとして実行します。

$ (cd reports;ls);ls

シェルはサブシェル (別個のシェル・プログラム)を作成して，ディレクトリ
reports に移動し，そのディレクトリ内のファイルをリストします。サ
ブシェル・プロセスが完了すると，シェルは現在のディレクトリ内のファ
イルをリストします (ls)。
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このコマンドを ( )を指定しないで入力した場合には，元のシェルがディレク
トリ reportsに移動して，そのディレクトリ内のファイルをリストした後，
そのディレクトリ内のファイルをもう一度リストします。 cd reports;ls

コマンドのためのサブシェルも，別個のプロセスも作成されません。

シェルは，カッコ ( )がコマンド行のどこにあっても認識します。 カッコを
本来の意味で (すなわち，コマンドのグループ化を行わずに) 使用するとき
は，左カッコまたは右カッコの直前にバックスラッシュ (\)を付加して，
カッコを引用してください。たとえば，\( のように指定します。

シェルにおける引用の詳細については， 7.4.4 項を参照してください。

7.4.3.2 中カッコ { } の使用

中カッコ { }の使用は Bourne，Korn，および POSIXシェルのみで有効です。

複数のコマンドを中カッコ { }で囲んでグループ化すると，シェルはサブ
シェルを作成せずにそれらのコマンドを実行します。次の例では，シェルは
dateコマンドを実行し，その出力を today.grpファイルに書き込んだ後，
whoコマンドを実行して，その出力を today.grpに書き込みます。

$ { date; who ;} > today.grp
$

コマンドが中カッコで囲まれていない場合，シェルは dateコマンドの出力
をディスプレイに表示し，whoコマンドの出力をファイルに書き込みます。

シェルはパイプラインとコマンド・リスト中の中カッコ { }を認識しますが，
左中カッコがコマンド行の先頭文字である場合に限ります。

7.4.4 引用

シェルにとって特殊な意味を持つ左山カッコ (<)，右山カッコ (>)，パイプ
(|)，アンパサンド (&)，アスタリスク (*)，疑問符 (?) などの文字を予約文字
といいます。 オペレーティング・システムの各シェルの予約文字について
は，第 8 章を参照してください。

予約文字を本来の意味で (すなわち，特殊な意味なしに) 使用するには，表
7–4に示すように，3種類のシェル引用規約のいずれかを使用して，その
文字を引用します。
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表 7–4: シェル引用規約

引用規約 動作

\ バックスラッシュ --- 単一の文字を引用する。

’ ’ 一重引用符 ---文字列を引用する (一重引用符自体を除く)。

" " 二重引用符---文字列を引用する ($，‘，および \を除く)。

以降の項では，表 7–4に示す引用規約について詳細に説明します。

7.4.4.1 バックスラッシュの使用 ( \ )

単一の文字を引用するときは，次のようにその文字の直前にバックスラッ
シュ ( \ ) をタイプします。

$ echo \?
?
$

このコマンドは単一の疑問符 (?) を表示します。

7.4.4.2 一重引用符の使用 (’ ’)

文字列を一重引用符で囲むと，シェルはその文字列内のすべての文字 (’自体
を除く)を本来の意味に解釈します。一重引用符は次の場合に役立ちます。

• ドル記号 ($)，抑音符 ( )` ，バックスラッシュ (\ ) などの予約文字を
シェルに解釈させたくないとき

• シェルに変数名を解釈させたくないとき

次の例は，変数名をシェルに解釈させずに表示したい場合に，一重引用符
を使用する方法を示しています。

$ echo ’The value of $USER is’ $USER
The value of $USER is amy
$

echoコマンドは，変数名 $USERが一重引用符内にある場合には，その変数
名をそのまま表示しますが，$USER が一重引用符の外にある場合には，そ
の値を解釈します。

変数代入については， 7.7.1 項を参照してください。
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7.4.4.3 二重引用符の使用 (" ")

二重引用符 (" ")は特殊な引用形式を提供します。二重引用符内では，予約
文字のドル記号 ($)，抑音符 ( )` ，およびバックスラッシュ (\ )は，それぞ
れの特殊な意味を持ちます。 シェルは，二重引用符内のその他のすべての
文字は本来の意味に解釈されます。 二重引用符は変数代入において最も頻
繁に使用されます。

次の例は，シェル変数の値を含むメッセージにおいて，山カッコ (通常は予
約文字)をそのまま表示したい場合に，二重引用符を使用する方法を示し
ています。

echo "<<Current shell is $SHELL>>"
<<Current shell is /usr/bin/csh>>
$

変数代入については， 7.7.1 項を参照してください。

7.5 シェル環境

ログインするといつも，省略時のシェルがユーザ固有の作業環境を定義して
維持します。ユーザの環境は，ユーザ識別やシステムのどこで作業している
か，またどんなコマンドを実行しているかなどの特性を定義します。

作業環境は環境変数とシェル変数の両方で定義されます。省略時のログイ
ン・シェルは環境変数を使用し，それらをユーザが作成するすべてのプロセ
スやサブシェルに渡します。シェル変数は現在のシェルだけで有効で，サブ
シェルには渡されません。

以降の項で，シェル環境，シェル環境の構成方法，およびシェル環境の調整
方法について説明します。

7.5.1 ログイン・プログラム

ログインすると必ず，login プログラムが実行されます。 このプログラムは
/etc/passwdファイルに格納されているデータを使用して，実際にログイ
ン・セッションを開始します。 /etc/passwdファイルには各システム・
ユーザについて記述した 1行の情報が含まれています。 この行には，ユー
ザ名，パスワード (暗号化された形式)，ホーム・ディレクトリ，および省
略時のシェルが記述されています。 /etc/passwdファイルについて詳細
は，第 5 章を参照してください。
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loginプログラムは，login: プロンプトに対してユーザ名を入力した後，
実行されます。このプログラムにより次の機能が行われます。

• Password: プロンプトを表示する (パスワードがある場合)。

• ユーザが入力したユーザ名とパスワードを，/etc/passwdファイルに
格納されているデータと照合して確認する。

• シェル環境に省略時の値を割り当てる。

• シェル・プロセスの実行を開始する。

• システム・ログイン・スクリプトおよびユーザ作成のログイン・スク
リプトを実行する。

詳細は 7.6 節を参照してください。

7.5.2 環境変数

シェル環境は，ユーザ固有の作業環境を定義して維持します。ユーザの作業
環境の特性の大部分は環境変数によって定義されます。

環境変数は名前と値から構成されます。たとえば，ユーザのログイン・ディ
レクトリ用の環境変数は HOME という名前であり，その値はログインす
るときに自動的に定義されます。

環境変数のなかには loginプログラムによって設定されるものもあります
が，ユーザのシェルに合わせてログイン・スクリプトで定義できるものも
あります。 たとえば，C シェルを使用している場合，環境変数は .cshrc

ログイン・スクリプトで設定するのが普通です。ログイン・スクリプトに
ついての詳細は， 7.6 節を参照してください。

表 7–5に，オペレーティング・システムのすべてのシェルで使用できる主な
環境変数の一覧を示します。これらの変数の値の大部分はログイン・プロセ
スで設定され，その後，セッション中に作成される各プロセスに渡されます。
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表 7–5: 主なシェル環境変数

環境変数 説明

HOME ログイン・ディレクトリ，つまりログインが完了する
と現在のディレクトリになるディレクトリの名前を
指定する。 cd コマンドは省略値として HOME の値を
使用する。この値は login プログラムで設定され，
個々のユーザが変更することはできない。

LOGNAME ユーザのログイン名を指定する。

MAIL メール・システムが新たなメールの到着を検出するため
に使用するファイルのパス名を指定する。 login プロ
グラムがユーザ名に基づいてこの変数を設定する。

PATH システムがコマンドの探索，発見，実行に使用するディ
レクトリとディレクトリ順を指定する。 この変数は
ユーザのログイン・スクリプトで設定される。

SHELL 省略時のシェルを指定する。 この変数は，login プ
ログラムにより，/etc/passwdファイルのエントリ
に指定されたシェルを使用して設定される。

TERM 使用している端末のタイプを指定する。 この変数は通
常，ユーザのログイン・スクリプトで設定される。

TZ 現在の時間帯とグリニッジ平均時との差を指定する。こ
の変数はシステム・ログイン・スクリプトで設定される。

LANG システムのロケールを指定する。ロケールは言語，テリ
トリ，および文字コード・セットの 3 つの部分から構
成される。 省略値は Cロケールであり，これは言語が
英語，テリトリが米国，コード・セットが ASCII であ
る。 LANG はログイン・スクリプトで設定できる。

LC_COLLATE 名前をソートするときとパターンに文字範囲が指
定されたときに使用する照合順序を指定する。 省
略値は ASCII 照合順序。LC_COLLATE はログイ
ン・スクリプトで設定できる。

LC_CTYPE ctype関数で使用される現在のロケールの文字分類規
則を指定する。 省略値は ASCII文字の分類。LC_TYPE
変数はログイン・スクリプトで設定できる。

LC_MESSAGES yes/no プロンプトに使用する言語を指定する。 省
略値はアメリカ英語であるが，システムによって
別の言語を指定することもできる。

LC_MONETARY システムの通貨表記形式を指定する。省略値はア
メリカの通貨表記形式。 LC_MONETARY 変数はロ
グイン・スクリプトで設定できる。
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表 7–5: 主なシェル環境変数 (続き)

環境変数 説明

LC_NUMERIC システムの数値形式を指定する。 省略値はア
メリカの数値形式。 LC_NUMERIC 変数はログイ
ン・スクリプトで設定できる。

LC_TIME システムの日時形式を指定する。 省略値はアメ
リカの日時形式。 LC_TIME 変数はログイン・
スクリプトで設定できる。

これらの環境変数の多くは，ログイン・プロセス中に，該当するログイン・
スクリプトによって設定できます ( 7.6 節を参照)。ただし，これらの値は再
設定することができます。また，省略値が定められていない変数についても
設定することができます。詳しくは 7.7.1 項を参照してください。

LANG，LC_COLLATE，LC_CTYPE，LC_MESSAGES，LC_MONETARY，
LC_NUMERIC，LC_TIMEの各変数についての詳細は，付録 Cを参照してくだ
さい。この付録では，言語および各国の習慣をサポートする他のシステム機
能のコンテキストにおける変数について説明しています。

ユーザ自身の環境変数を作成することもできます。 たとえば，システムに
よってはユーザが複数のメール・プログラムを利用できるものもあります。
たとえば，システムで mailと mhのメール・プログラムが利用でき，それぞ
れに固有のパス名があるとします。 その場合，各メール・プログラムのパ
ス名について変数を定義することができます。

オペレーティング・システムの各シェルに特有な環境変数についての詳細
は，第 8 章を参照してください。 オペレーティング・システムでサポート
するシェル環境変数の一覧については， sh(1b)，sh(1p)，csh(1)，および
ksh(1) のリファレンス・ページを参照してください。

7.5.3 シェル変数

シェル変数は現在のシェルに対してのみ有効であり，サブシェルには渡さ
れません。 したがって，シェル変数はそれらが定義されているシェルでし
か使用できません。 言い換えれば，シェル変数はローカル変数と考えるこ
とができます。
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シェル変数は，環境変数にすることにより，現在のシェルの外部からアク
セスできるようになります。環境変数についての詳細は， 7.7.1 項を参照
してください。

また，ユーザ自身のシェル変数を作成することもできます。たとえば，メー
ル・プログラムのなかには，PAGER変数を使用して，メールを表示するプロ
グラムを定義するものがあります。 メール・プログラムが mailx だとす
ると，PAGER 変数を定義して，メールの表示に moreプログラムを使用す
るようにできます。

シェル変数の設定方法については， 7.7.1 項を参照してください。

7.6 ログイン・スクリプトとユーザ環境

ログイン・スクリプトとは，ユーザ環境をセットアップするための一連の
コマンドが記述されているファイルです。ログイン・スクリプトには次の
2 種類があります。

• 特定のシェルのすべてのユーザのためのシステム・ログイン・スクリプト

このスクリプトはすべてのユーザの省略時の環境を作成するものであ
り，システム管理者によって保守されます。 Bourne，Korn，および
POSIXシェルでは，/etc/profileというシステム・ログイン・スク
リプトを使用します。 Cシェルでは /etc/csh.loginというスクリプ
トを使用します。 システム・ログイン・スクリプトのパス名について
は，表 7–6 を参照してください。

ログインすると，このファイルのコマンドがまず実行されます。

• 省略時のログイン・ディレクトリ内のローカル・ログイン・スクリプト

このスクリプトを使用すると，ユーザ環境を調整でき，該当するファ
イルはユーザが保守します。 たとえば，省略時の探索パスやシェル・
プロンプトを変更することができます。ユーザの省略時のシェルが
Bourne，Korn，または POSIXシェルの場合 ( 7.3 節を参照) のログイ
ン・スクリプトは .profile，C シェルの場合のログイン・スクリプ
トは .loginです。 ローカル・ログイン・スクリプトは，システム・
ログイン・スクリプトの後に実行されます。

省略時のシェルが Cシェルの場合 .cshrcファイルを使用して環境を調整す
ることもできます。 .cshrcはログイン時 (.loginの後)およびサブシェル
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の作成 (spawn)時に実行されます。 .cshrcファイルを使用すると変数がサ
ブシェルで自動的に有効になります。

Kornおよび POSIXシェルでは起動時に，ENV 環境変数によって設定され
ているファイルを実行します。この変数は通常 .profileファイルで設
定され，一般には $HOME ディレクトリにある別のファイル .kshrc また
は .envfile 等に対して設定されます。このような設定を行う場合には
.profileファイルに次のような記述を追加します。

ENV=~/.kshrc

このファイルには通常は，シェル変数，別名定義，関数定義などを記述しま
す。 本書では，このファイルを .kshrc とよびます。

システム・ログイン・スクリプトで基本的な環境は設定されるので，ユーザ自
身のログイン・スクリプトは必ず作成しなくてはならないわけではありませ
ん。システム管理者がローカル・ログイン・スクリプトを作成している場合
があるので，各ユーザはこれをエディタで編集して使用することができます。

システムに不慣れな場合は，すでに設定されている省略時の環境を使用した
いと思うかもしれません。しかし，システムに慣れるにしたがい，自分のロ
グイン・スクリプトを作成したり修正したいと思うようになるでしょう。

表 7–6に，Tru64 UNIXオペレーティング・システムの各シェルのシステ
ム・ログイン・スクリプトとローカル・ログイン・スクリプトを示します。
システムにログインするとシェルに応じて，すべてのスクリプトが実行
されます。さらに，任意のシェル・プロンプトに対して cshと入力する
と，.cshrcファイルが実行され，Cシェルのサブシェルが作成されます。

表 7–6: システムおよびローカルのログイン・スクリプト

シェル パス名 システム・ログイン・
スクリプト

ローカル・ログイン・
スクリプト

Bourne /usr/bin/sh /etc/profile .profile

Korn /usr/bin/ksh /etc/profile .profile
ENV

POSIX /usr/bin/posix/sh /etc/profile .profile
ENV

C /usr/bin/csh /etc/csh.login .login
.cshrc
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ホーム・ディレクトリにローカル・ログイン・スクリプトがあるかどうかを
確認するためには，ls -aコマンドを使用します。 このコマンドは，ドット
(.) で始まるすべてのファイルを，他のエントリと一緒に表示します。

次のカスタマイズ機能は，一般にログイン・スクリプトで設定されています。

• 端末特性

• 探索パスとその他の環境変数

• シェル変数

• umaskによる新しいファイルに対する最大許可 (第 5 章を参照)

• ワークステーションへのメッセージの許可または停止

• trapコマンド (Bourne，Korn，および POSIXシェルのみ)

• コマンド別名，ヒストリ変数(CシェルとKornまたは POSIXシェルのみ)

• システム状態情報とその他のメッセージの表示

• メールの有無のチェック

• ニュースの有無のチェック

システム・ログイン・スクリプトの内容をチェックして，ローカル・ログイ
ン・スクリプトで重複しないようにするとよいでしょう。たとえば，システ
ム・ログイン・スクリプトでニュースの有無をチェックしていれば，ローカ
ル・ログイン・スクリプトで同じことをする必要はありません。

ログイン・スクリプトの個々の例については，第 8 章を参照してください。

7.7 変数の使用

Tru64 UNIXオペレーティング・システムのすべてのシェルは，環境変数と
シェル変数を使用して，ユーザ環境の特性を定義します。 システム管理者
は，セット・アップ処理の一環として，適切なログイン・スクリプトで省略
時の環境変数およびシェル変数の値を設定しています。

大部分のユーザにとっては，省略時の環境変数およびシェル変数の値で十分
です。しかし，システムに慣れるにしたがい，一部の変数の値を修正したい
と思うようになるかもしれません。たとえば，シェル・プロンプトを定義す
る変数を再設定して，もっと自分独自のものにしたいと思うかもしれませ
ん。また，非常に長いディレクトリ・パス名を指定するシェル変数を設定し
て，そのディレクトリを使用するコマンドをタイプする時間を節約できるよ
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うにしたいと思うかもしれません ( 7.7.1 項に示す例を参照)。 あるいは，
シェル・プロシージャを作成するとき，変数を設定したほうが便利だと思
うかもしれません。 このように変数を創造的に使用すれば，作業環境が改
善できることがわかるでしょう。

環境変数のなかには再設定できるものもあれば，読み取り専用で再設定でき
ないものもあります。つまり，これらの変数は使用はできますが，修正はで
きません。 詳しくは，該当するシェルのリファレンス・ページ，sh(1b)，
sh(1p)， csh(1)， または ksh(1) を参照してください。

環境変数を再設定したり，ユーザ自身のシェル変数を定義するには，次のい
ずれかを行います。

• ログインするときにいつもその値が設定されているようにするには，
該当するローカル・ログイン・スクリプトを編集します。 詳しくは，
7.6 節を参照してください。

• 現在のログイン・セッションのためにだけその値を設定したい場合は，
コマンド行で環境変数を設定します。

ユーザはいつでも，任意の変数の値を参照したり表示することができます。
また，どの変数の値もクリアすることができます。

7.7.1 変数の設定

以降の各項で，変数値の設定，参照，表示，クリアの方法について説明
します。

7.7.1.1 Bourneシェル，Kornシェル，および POSIXシェルのシェル変数

Bourne，Korn，および POSIXシェルでは，変数は代入文で設定します。
変数設定のための一般形式は次のとおりです。

name = value

nameには変数名を指定します。 valueには，変数に代入する値を指定しま
す。コマンド行にはスペースを入れないようにしてください。

シェル変数をサブシェルで使用できるようにするには，次のように exportコ
マンドを入力します。

export name

シェル変数をエクスポートすると環境変数になります。
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Bourneシェルの場合は，2つのステートメントが必要になります。 Korn
および POSIXシェルでは，2 つのステートメントを次のように結合するこ
とができます。

export name = value

たとえば，placeという変数を，U. S. A.という値を代入することによっ
て作成できます。 その場合には，次の文を使用します。

$ place=’U. S. A.’
$

これ以後は，変数 placeは，その値を使用するのとまったく同様に使用す
ることができます。

もっといい例として，Bourneシェルを使用していて，シェル・プロンプトを
一時的に自分独自のものにしたいとします。省略時の Bourneシェル・プロ
ンプトは，PS1環境変数によって設定されるドル記号 ($)です。それを What

Shall I Do Next? >に設定するには，次のコマンドを入力します。

$ PS1=’What Shall I Do Next? >’
What Shall I Do Next? >

このシェル・プロンプトをサブシェルでも利用できるようにするには，次
のコマンドを入力します。

$ export PS1

この What Shall I Do Next? >というプロンプトはセッションを通して
有効です。この新しいプロンプトを永続的なものにしたい場合は，.profile

ファイルに同じ代入文と exportコマンドを入力してください。

もう 1 つ例を挙げると，タイプする時間を節約するため，何度も
使用する長いパス名の変数を定義したいとします。 ディレクトリ
/usr/sales/shoes/women/retail/reportsを表わす変数 reportsを定
義するには，次のように入力します。

$ reports=/usr/sales/shoes/women/retail/reports

変数を設定したのちに参照するには，変数名の前に$を入力します。変数参
照についての詳細は， 7.7.2 項を参照してください。

このセッション中に入力する任意のコマンドで変数 reportsを使用できま
す。 このプロンプトを永続的なものにする場合は，.profile ファイルに
同じ代入文を入力してください。
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7.7.1.2 C シェルの変数

Cシェルでは，環境変数は setenvコマンドを使用して設定します。 setenv

コマンドの一般形式は次のとおりです。

setenv name value

name には変数名を指定します。 value には，変数に代入する値を指定
します。

PATH環境変数を設定する例として， 7.8 節を参照してください。

シェル変数は set コマンドで設定します。 setコマンドの一般形式は次
のとおりです。

set name = value

nameには変数名を指定します。 valueには，変数に代入する値を指定し
ます。 value にスペースを含む場合には，式全体を一重引用符 (’) で囲
んでください。

たとえば，プロンプトを変更したいとします。 省略時の Cシェル・プロン
プトは %です。 それを Ready? >に変えたいときは，コマンド行に次の
ように入力します。

% set prompt=’Ready? >’
Ready? >

Ready? >プロンプトはセッションを通して有効です。 Ready? >プロン
プトから別のシェルを実行すると，その新しいシェルのプロンプトが表示
されます。この新しいプロンプトを永続的なものにする場合は，.cshrc

ファイルに同じコマンドを入力してください。

7.7.1.3 すべてのシェルにおける変数の設定

Tru64 UNIXオペレーティング・システムの任意のシェルで，環境変数また
はシェル変数を設定あるいは再設定するときは，次のいずれかを行います。

• ログインするときにいつもその値が設定されているようにするには，
該当するローカル・ログイン・スクリプトを編集します。 詳しくは，
7.6 節を参照してください。

• 現在のログイン・セッションのためにだけその値を設定したい場合
は，コマンド行から設定します。
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7.7.2 変数の参照 (パラメータ置換)

コマンド行で変数の値を参照するには，変数名の前にドル記号 ($)を入力し
ます。 $によって，現在使用しているシェルは変数名を変数の値に置き換え
ます。これはパラメータ置換と呼ばれるものです。

たとえば，長いパス名 /user/reports/Q1/march/sales を表わす変数
sales をあらかじめ定義しておいて，この変数を cd コマンドで使用した
いとします。 これを行うには，次のように sales 変数を指定して cdコマ
ンドを入力します。

$ cd $sales
$

その後，pwd コマンドを入力して，ディレクトリが変更されたことを確
認します。

$ pwd
/user/reports/Q1/march/sales
$

この例では，シェルは変数名 sales をディレクトリの実際のパス名
/user/reports/Q1/march/salesに置き換えます。

7.7.3 変数値の表示

自分のシェルに現在設定されているすべての変数の値を表示させることが
できます。変数値は，単独で表示することもグループとして表示するこ
ともできます。

単一の変数の値を表示するには，echo コマンドを次の一般形式で使用しま
す。

echo $ variable

variableには，値を表示させる変数を指定します。

たとえば，Kornシェルを使用している場合に，SHELL環境変数の値を表示
させたいとします。これを行うには，次のコマンドを入力します。

$ echo $SHELL
/usr/bin/ksh
$

Bourne，Korn，および POSIXシェルの場合，現在設定されているすべての
変数の値を表示するには，オプションなしで setコマンドを使用します。た
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とえば，次の例は Bourneシェルに現在設定されている値の一覧を表示しま
す (使用しているシステムにより出力は異なります)。

$ set
EDITOR=emacs
HOME=/users/chang
LOGNAME=chang
MAIL=/usr/mail/chang
PATH=:/usr/bin:/usr/bin/X11
PS1=$
SHELL=/usr/bin/sh
TERM=xterm
$

C シェルの場合，現在設定されているすべてのシェル変数の値を表示する
には，オプションなしで set コマンドを使用します。現在設定されてい
るすべての環境変数の値を表示するには，オプションなしで setenvコマ
ンドまたは printenv コマンドを使用します。

7.7.4 変数値のクリア

現在設定されている変数値のほとんどは削除することができます。ただし，
次の変数はクリアできないことに注意してください。

• PATH

• PS1 (Bourne，Korn，および POSIXシェル)

• PS2 (Bourne，Korn，および POSIXシェル)

• MAILCHECK (Bourne，Korn，および POSIXシェル)

• IFS (Bourne，Korn，および POSIXシェル)

これらの変数についての詳細は，該当するシェルのリファレンス・ページ，
sh(1b)，sh(1p)，csh(1)，または ksh(1)を参照してください。

Bourne，Korn，および POSIXシェルでは，環境変数とシェル変数の両方を
unsetコマンドでクリアします。 unsetコマンドの形式は次のとおりです。

unset name

name には変数名を指定します。

Cシェルでは，環境変数は unsetenvコマンドでクリアします。 unsetenv

コマンドの形式は次のとおりです。
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unsetenv name

name には変数名を指定します。

シェル変数は unset コマンドでクリアします。 unset コマンドの形式
は次のとおりです。

unset name

name には変数名を指定します。

たとえば，Kornシェルを使用している場合に，placeという変数を作成
し，その変数に U. S. A.という値を割り当てているとします。この変数を
クリアするには，次のように入力します。

$ unset place
$

変数の設定と参照についての詳細は，該当するシェルのリファレンス・
ページを参照してください。

7.8 シェルによるコマンドの見つけ方

ユーザがコマンドを入力すると，シェルはディレクトリのリストを探索し
て，コマンドを見つけます。このディレクトリのリストは PATH環境変数に
よって指定します。

多くのインストレーションでは，システム管理者が新規ユーザに対して省略
時の PATHディレクトリを指定します。しかし，経験を積んだユーザは，こ
れらの PATHディレクトリを変更する必要があるかもしれません。

PATH変数には，探索するディレクトリのリストが含まれ，各ディレクトリは
コロン (:) で区切られてます。シェルは，ディレクトリがリストされている
順に従って，ユーザの入力するコマンドを探索します。

PATHの値を確認するには， echoコマンドを使用します。たとえば，Cシェ
ルを使用しているときに，次のように入力したとします。

% echo $PATH
/usr/bin:/usr/bin/X11
%

この echoコマンドからの出力は，上記の例の探索順が次のとおりであるこ
とを示しています。なお，システムによって出力は異なります。

• /usr/binディレクトリが最初に探索される。
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• /usr/bin/X11ディレクトリが次に探索される。

一般に，PATH は適切なログイン・スクリプトで環境変数として設定さ
れます。 Bourne，Korn，および POSIX シェルでは，PATH 変数は通常
.profileスクリプトで設定されます。 C シェルでは，通常，.loginス
クリプトで設定されます。

探索経路を変更したい場合は，PATH 変数に新しい値を割り当てることがで
きます。たとえば，Bourneシェルを使用しているとき，いくつかのオペ
レーティング・システムのコマンドの代りに，ユーザ独自のコマンドを使用
することにしたとします。そこで，探索パスに $HOME/usr/bin/を追加し
ます。新しい PATH変数値を現在のログイン・セッションについて有効なも
のにしたい場合は，コマンド行に次のように入力してください。

$ export PATH=$HOME/usr/bin:/usr/bin:/usr/bin/X11
$

この新しい PATH変数値を将来の全セッションにわたって有効にしたい場合に
は，.profileスクリプトの PATH変数を修正してください。 .profileス
クリプトに対して行った変更は，次回ログインしたときに有効になります。

7.9 ログアウト・スクリプトの使用

セッションを終了すると自動的に実行されるログアウト・スクリプトを作成
することができます。ログイン・スクリプトと同様に，.logoutファイルは
ユーザのホーム・ディレクトリになければなりません。

ログアウト・スクリプトは次の目的に使用できます。

• 画面をクリアする。

• ログアウト・メッセージを表示する。

• ログアウト後，長いバックグウンド・プロセスを実行する。

• ファイル・クリーンアップ・ルーチンを実行する。

ログアウト・スクリプトを作成するには，次の手順に従います。

1. テキスト・エディタを使用して，ホーム・ディレクトリに .logoutと
いうファイルを作成する。

2. 実行させるコマンドをそのファイルに入力する。

概略については 1.2 節を参照。
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3. テキストを保管して，エディタを終了する。

4. 次のコマンドを入力して，.logoutファイルに適切な実行許可があ
ることを確認する。

$ chmod u+x .logout
$

必ずしも .logoutファイルを使用する必要はありません。これはユーザの
作業環境を改善する便利な手段です。

7.9.1 ログアウト・スクリプトとシェル

Cシェルを使用している場合，ログアウトすると .logoutスクリプトが自動
的に実行されます。

Kornまたは POSIXシェルを使用しているときに，ログアウト・スクリプト
を使用したい場合は，.profileスクリプトに特殊なトラップが設定されて
いることを確認しなければなりません。トラップとは，端末からの指定さ
れた信号を探して，指定のコマンドまたはコマンド・セットを実行するコ
マンド・シーケンスのことです。

.profileスクリプトに次の行が設定されていない場合には，テキスト・エ
ディタを使用して追加しなければなりません。

trap $HOME/.logout 0

この文は，ゼロ (0)信号を受信すると必ず .logoutスクリプトを実行する
ようシステムに指示するものです。 ゼロ (0) 信号は，ログアウトすると
きに自動的に発生します。

7.9.2 .logout ファイルの例

この項で示すサンプルの .logoutファイルは，次のことを行います。

• 画面をクリアする。

• システム名，ユーザ名，およびログアウト時刻からなるログアウト・
メッセージを表示する。

• 別れのメッセージを表示する。

• ログアウト後，バックグウンドでファイル・クリーンアップ・ルーチ
ンを実行する。
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番号記号 (#) で始まる行は，その下のコマンドについて説明しているコ
メント行です。

# Clear the screen
clear

# Display the name of your system, your user name,
# and the time and date that you logged out
echo ‘hostname‘ : ‘whoami‘ logged out on ‘date‘

# Run the find command in the background. This command
# searches your login directory hierarchy for all
# temporary files that have not been accessed in
# 7 days and then deletes them.
find ~ −name ’*.tmp’ −atime +7 −exec rm {} \; &

# A parting message
echo "Good Day. Come Back Soon"

7.10 シェル・プロシージャの使用 (スクリプト)

シェルは，コマンド行から入力されたコマンドを実行するだけでなく，
ファイルに含まれているコマンドを読み取って実行することができます。
このようなファイルは，シェル・プロシージャまたはシェル・スクリプト
と呼ばれます。

シェル・プロシージャの作成は簡単で，しかもそれを使用すると，より効率
的に作業を進めることができます。たとえば，頻繁に使用するコマンドを 1
つのファイルに入れておけば，プロシージャの名前だけを入力することに
よって，それらを実行することができます。 このようなことからも，シェ
ル・プロシージャを使用するとたいへん便利なことがわかるでしょう。した
がって，本来なら多数のコマンドをコマンド行に入力する必要がある反復的
な作業を行う場合に役立ちます。

シェル・プロシージャはコンパイルする必要のないテキスト・ファイルであ
るため，作成と保守が簡単です。

各シェルには固有のネイティブ・プログラミング言語があります。すべての
シェルにあてはまるプログラミング言語の機能を次に示します。

• 変数に値を格納する。

• 事前定義条件を検査する。

• コマンドを反復して実行する。
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• 引数をプログラムに渡す。

各シェルの特定のプログラミング機能についての詳細は，第 8 章を参照
してください。

7.10.1 シェル・プロシージャの作成と実行

シェル・プロシージャの作成と実行は，次の手順に従って行います。

1. 作業に必要なコマンドのファイルを作成する。

このファイルは，一般のテキスト・ファイルと同様に作成します。つま
り，viまたは他の編集プログラムを使用して行います。このファイル
には，任意のシステム・コマンドまたはシェル・コマンドを入れるこ
とができます。詳しくは， sh(1b)，sh(1p)，csh(1)，または ksh(1)の
リファレンス・ページを参照してください。

2. chmod +xコマンドを使用して，ファイルに x (実行)状態を付与する。

たとえば，コマンド chmod g+x reserveは，グループ (g)のすべての
ユーザに対して，reserveという名前のファイルを実行可能にします。
chmodコマンドについての詳細は，第 5 章を参照してください。

3. ファイル名を入力して，そのプロシージャを実行する。

そのプロシージャ・ファイルが現在のディレクトリにない場合はパ
ス名を入力します。

次に示す例は，ls -lコマンドの出力をファイル・サイズによってソートす
る，lssという名前の単純なシェル・プロシージャです。

#! /usr/bin/csh
# lss: sort and list
ls −l | sort −n +4

表 7–7 で lss の各行について説明します。

表 7–7: シェル・スクリプト例の説明

シェル・コマンド 説明

#! /usr/bin/csh シェル・プロシージャを実行する
シェルを指定する。a
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表 7–7: シェル・スクリプト例の説明 (続き)

シェル・コマンド 説明

#lss: list and sort シェル・プロシージャの目的を説
明するコメント行。

ls −l | sort −n +4 シェル・プロシージャのコマンド。この
プロシージャはディレクトリ内のファイ
ルをリストする (ls −l)。 ls −l コマン
ドからの出力は sort コマンドにパイプ
される (| sort −n +4)。 このコマンド
は ls −l 出力の最初の 4 カラムを読み
飛ばし，5番目のカラム (ファイル・サイ
ズ・カラム) を数値でソートしてから，
その行を標準出力に書き込む。

a詳細は 7.10.2 項を参照。

lss プロシージャを実行するには，lssと入力します。システムの出力
例は次のようになります。

$ lss
-rw-rw-rw- 1 larry system 65 Mar 13 14:46 file3
-rw-rw-rw- 1 larry system 75 Mar 13 14:45 file2
-rw-rw-rw- 1 larry system 101 Mar 13 14:44 file1
$

7.10.2 実行シェルの指定

特にCシェルと他のシェルとの間には構文上の違いが存在することがある
ため， シェル・プロシージャの実行に使用するシェルを指定したい場合が
あります。

省略時には，オペレーティング・システムは，ユーザが実行するシェル・プ
ロシージャはログイン・シェルと同じシェルで実行されるものと想定しま
す。 たとえば，ログイン・シェルが Kornシェルであれば，省略時には，
シェル・プロシージャはその同じシェルで実行されます。

省略値を無効にする機能は，多くのユーザが実行するシェル・プロシージャ
にとって非常に便利なものです。なぜなら，この機能によって，ユーザのロ
グイン・シェルにかかわらず，シェル・プロシージャを正しいシェルで実行
できるからです。この省略時の実行シェルを変更するには，次のコマンドを
シェル・プロシージャの 1行目に入れてください。

#!shell_path
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shell_path には，そのプロシージャを実行させるシェルの完全パス名
を指定します。

たとえば，シェル・プロシージャをCシェルで実行したい場合には，その
シェル・プロシージャの1行目は次のようになります。

#!/usr/bin/csh
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8
シェルの機能

この章では，他の章のように概念や入門的な知識の紹介ではなく，各シェル
についての簡略な参照情報を提供します。

この章は，第 7 章で説明しているシェルの概要については理解している
ことを前提に記述されています。

この章を読み終えると，次のことが可能になります。

• オペレーティング・システムのシェル相互間の主な違いを理解する
( 8.1 節)。

• オペレーティング・システムの各シェルの特殊機能を理解する ( 8.2節)。

• 各シェルのローカル・ログイン・スクリプトの特殊性を理解する
( 8.2.1 項)。

8.1 C，Bourne，Korn，および POSIXシェルの機能の比較

表 8–1 は C シェルおよび Bourne，Korn，および POSIX シェルの主な
機能を比較したものです。

表 8–1: C，Bourne，Korn，および POSIXシェルの機能

機能 説明 C Bourne Korn
または
POSIX

シェル・
プログラミング

ループ，条件文，および変数など
の機能を含むプログラム言語

有 有 有

シグナル・
トラップ

オペレーティング・システムから
送られる割り込みやその他のシグ
ナルをトラップするメカニズム

有 有 有

制限付きシェル 制御されたシェル環境に限定され
た機能を与えるセキュリティ機能

無 有 無

コマンド別名 長いコマンド行の短縮やコマン
ド名の変更が行える機能

有 無 有
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表 8–1: C，Bourne，Korn，および POSIXシェルの機能 (続き)

機能 説明 C Bourne Korn
または
POSIX

コマンド・
ヒストリ

コマンドを格納し，そのコマンド
の編集と再使用が行える機能

有 無 有

ファイル名補完 ファイル名の一部を入力する
と，システムが自動的にそれを
補完するか，あるいは選択肢の
リストを提示する機能

有 無 有

コマンド行編集 現在のコマンド行または以前に入力
したコマンド行の編集が行える機能

有 無 有

配列 データをグループ化し，名前
で呼び出す能力

有 無 有

整数算術 シェル内で算術関数を実行する能力 有 無 有

ジョブ制御 バックグラウンド・プロセスをモ
ニタし，それにアクセスする機構

有 無 有

シェルの機能についての詳細は，該当するシェルのリファレンス・ページ，
sh(1b)，sh(1p)，csh(1)，または ksh(1)を参照してください。

8.2 C シェルの機能

この節では，次のC シェルの機能について説明します。

• .cshrcスクリプトおよび .loginスクリプトの例

• メタキャラクタ

• コマンド・ヒストリおよび別名

• 組み込み変数およびコマンド

8.2.1 .cshrcスクリプトおよび .loginスクリプトの例

.cshrcログイン・スクリプトは，ローカル・シェル・プロセスのための変
数とオペレーティング・パラメータを定義することによって，ユーザの C
シェル環境をセットアップします。 .loginスクリプトは，セッションの開
始時に実行したい変数やオペレーティング・パラメータ，および，現在のロ
グイン・セッション中，すべてのシェル・プロセスで有効にしたい変数や
オペレーティング・パラメータを定義します。

8–2 シェルの機能



ログインすると， オペレーティング・システムは，まずホーム・ディレク
トリにある .cshrcファイルを実行し，次に .login ファイルを実行しま
す。 .loginスクリプトは，ログインしたときにだけ実行されます。 しか
し，.cshrcファイルは，サブシェルを作成するたびに実行されます。

次に示す .cshrc スクリプトでは，シェル変数，コマンド別名，およびコ
マンド・ヒストリ変数が設定されています。表 8–2で，スクリプトの各
部分について説明します。

# Set shell variables
set noclobber
set ignoreeof
set notify

# Set command aliases
alias h ’history \!* | more’
alias l ’ls −l’
alias c clear

# Set history variables
set history=40
set savehist=40

# Set prompt
set prompt = "\! % "

表 8–2: .cshrc スクリプト例の説明

コマンド 説明

シェル変数

set noclobber ファイルへの重ね書きを禁止する。これが
設定されていると，出力リダイレクション >
に制限を加えて，ファイルが誤って破壊さ
れないようにし，>>リダイレクションが
既存ファイルを参照するようにする。

set ignoreeof ログイン・セッションを終了させるため
に Ctrl/D を使用できないことを指定す
る。 代わりに，exit または logout コマ
ンドを使用しなければならない。

set notify バックグラウンド・プロセスが完了し
たときにユーザに通知する。

コマンド別名
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表 8–2: .cshrc スクリプト例の説明 (続き)

コマンド 説明

alias h ’history \!* | more’ more コマンドにパイプするコマンド・ヒ
ストリ・バッファの内容を定義する。 文字
列 \!* は，すべてのヒストリ・バッファ
をパイプするように指定する。

alias l ’ls −l’ ディレクトリ・ファイルを詳細なフォー
マットでリストする ls −l コマンドの
簡略名として，l を定義する。

alias c clear 画面をクリアする clear コマンドの簡
略名として，c を定義する。

ヒストリ変数

history=40 最後の 40 個のコマンドをヒストリ・バッ
ファに格納することをシェルに指示する。

savehist=40 最後の 40個のコマンドを格納して，次のロ
グイン・セッションの開始時ヒストリとし
て使用することをシェルに指示する。

プロンプト変数

set prompt = "\! % " プロンプトを現在のコマンドのコマンド番
号を表示するプロンプトに変更する。

次の .login スクリプトでは，ファイル作成の許可を設定し，PATH 環境
変数を設定し，エディタとプリンタを指定します。 表 8–3 で，スクリプ
トの各部分について説明します。

# Set file creation permissions
umask 027

# Set environment variables
set path=/usr/bin:/usr/local/bin:
set cdpath=.:..:$HOME
setenv EDITOR emacs
setenv MAILHOST boston
setenv PRINTER sales
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表 8–3: .login スクリプト例の説明

コマンド 説明

ファイル許可

umask 027 プログラムによって新たに作成されるすべ
てのファイルに対して設定される省略時の許
可から差し引く許可を指定する。 umaskの
値は，777 (実行可能プログラムの場合) また
は 666から差し引かれる。 実行可能プログ
ラムの場合，umask 値 027を設定すると，
所有者に対してはすべての許可を与え，同じ
グループのメンバに対しては読み取りおよび
実行の許可を与え，それ以外のユーザに対し
てはどの許可も与えないことになる。

環境変数

set path \
/usr/bin:/usr/local/bin:

探索パスを指定する。 この場合，
まず /usr/bin を探索し，次に
/usr/local/bin を探索する。

set cdpath=.:..:$HOME cdpath は，cd コマンドの探索パスを設
定する変数である。 この変数代入では，
cd コマンドが，現在のディレクトリ (.)，
親ディレクトリ (..)，ホーム・ディレクト
リ ($HOME) の順で，指定されたディレク
トリを探索するように指定する。

setenv EDITOR emacs ファイル編集を可能にするプログラムを実
行するとき，emacs を省略時のエディタと
して指定する。 たとえば，各種のメール・
プログラムでは，エディタを使用して，
メッセージを作成したり編集できる。

setenv MAILHOST boston boston をメール・ハンドリング・シ
ステムとして指定する。

setenv PRINTER sales プリンタ sales を省略時のプリン
タとして指定する。

8.2.2 メタキャラクタ

表 8–4は Cシェルのメタキャラクタについて説明したものです。メタキャラ
クタとは，シェルにとって特別な意味を持つ文字のことです。これらのメタ
キャラクタの意味は，シェル・スクリプト，ファイル名指定で使用される場
合，別の文字の引用，入出力で使用される場合，あるいは，可変の置換を示
すために使用される場合にグループ分けされます。

シェルの機能 8–5



表 8–4: C シェルのメタキャラクタ

メタキャラクタ 説明

構文

; 順次実行するコマンドを区切る。

| パイプラインを構成するコマンドを区切る。

&& 現在のコマンドが成功した場合に次のコマンドを実行する。

| | 現在のコマンドが失敗した場合に次のコマンドを実行する。

( ) 別個のプロセスとしてサブシェルで実行するコマ
ンドをグループ化する。

& コマンドをバックグラウンドで実行する。

ファイル名

/ ファイルのパス名の各部分を区切る。

? 先頭のドット (.) を除く任意の単一文字に対応する。

* 先頭のドット (.) を除く任意の文字シーケンスに対応する。

[ ] [ ] 内の文字のいずれかの文字に対応する。

~ ファイル名の先頭に使用する場合には，ホーム・
ディレクトリを指定する。

引用符

’…’ ’ ’で囲まれた文字をいずれも本来の意味で，つまり，シェルに
とって特殊な意味を加えることなく解釈するように指定する。

"…" 特別な引用形式を提供する。 $ (ドル記号)，‘ (抑音符)，および
\ (バックスラッシュ)文字はそれぞれの特殊な意味を保持する
が，" "で囲まれた他のすべての文字は本来の意味に，つまり，
シェルにとって特殊な意味を加えることなく解釈するように指
定する。 二重引用符は変数代入を行う際に有用である。

入出力

< 入力をリダイレクトする。

> 出力を指定ファイルにリダイレクトする。

<< 入力をリダイレクトし，シェルが入力を指定された
行まで読み取ることを指定する。

>> 出力をリダイレクトし，シェルが出力をファイルの終
わりに追加することを指定する。
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表 8–4: C シェルのメタキャラクタ (続き)

メタキャラクタ 説明

>& 診断および標準出力の両方をリダイレクトして，
ファイルに付加する。

>>& 診断および標準出力の両方を，既存ファイルの終
わりにリダイレクトする。

>! 出力をリダイレクトする。また，noclobber 変数が設定され
ている (ファイルの重ね書きを禁止する) 場合，その設定を無
視して，ファイルに重ね書きできるように指定する。

置換

$ 変数置換を指定する。

! ヒストリ置換を指定する。

: 置換修飾子の前に置く。

^ 特殊な種類のヒストリ置換に使用する。

‘ コマンド置換を指定する。

8.2.3 コマンド・ヒストリ

コマンド・ヒストリ・バッファは，入力されたコマンドを格納し，そのコ
マンドをいつでも表示できるようにします。 このため，以前に入力したコ
マンドやその一部を選択して，再実行することができます。 この機能を利
用すれば，長いコマンドを再入力しなくても再使用できるため，時間の節
約になります。

.cshrcファイルに，次の 3つのコマンドを記述することができます。

• set history=n

入力するコマンド行を格納するヒストリ・バッファを作成します。 nに
は，ヒストリ・バッファに格納するコマンド行の数を指定します。

• set savehist=n

現在のログイン・セッション中に入力したコマンド行を保存して，次の
ログイン・セッションで利用できるようにします。 nには，ログアウト
時にヒストリ・バッファに格納するコマンド行の数を指定します。

• set prompt=[\!] %

Cシェル・プロンプトに，各コマンド行の番号を表示させます。
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コマンド・ヒストリ・バッファの内容を見るときには，historyコマンド
を使用します。すると，次のような出力が表示されます (実際の表示は異
なります)。

[18] % history
3 set history=15
4 pwd
5 cd /usr/sales
6 ls −l
7 cp report report5
8 mv /usr/accounts/new .
9 cd /usr/accounts/new
10 mkdir june
11 cd june
12 mv /usr/accounts/new/june .
13 ls −l
14 cd /usr/sales/Q1
15 vi earnings
16 cd /usr/chang
17 vi status
18 history

[19] % _

コマンド・ヒストリ・バッファ内のコマンドを再実行するには，表 8–5に
示すコマンドを使用します。各コマンドは感嘆符 (!) で始まっています。
これは，ユーザがヒストリ・バッファ内のコマンドを使用していること
を C シェルに知らせるものです。

表 8–5: ヒストリ・バッファ内のコマンドの再実行

コマンド 説明

!! 直前のコマンドを再実行する。

!n n で指定したコマンドを再実行する。 たとえば，前述の
例で示したヒストリ・バッファの場合，!5 によって cd
/usr/sales コマンドが再実行される。

!−n 現在のコマンドに相対して以前のコマンドを再実行する。たとえ
ば，前述の例で示したヒストリ・バッファの場合，!-2 によって
コマンド番号 17 の vi status コマンドが呼び出される。
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表 8–5: ヒストリ・バッファ内のコマンドの再実行 (続き)

コマンド 説明

!string string によって指定される文字列で始まる最後に実行され
たコマンドを再実行する。 たとえば，前述の例で示したヒ
ストリ・バッファの場合，!cp によってコマンド番号 7 の
cp report report5 が呼び出される。

!?string string によって指定される文字列と同じ文字列を含む最後に
実行されたコマンド行を再実行する。 たとえば，前述の例で
示したヒストリ・バッファの場合，!?Q1 によってコマンド番
号 14 の cd /usr/sales/Q1 が呼び出される。

コマンド・ヒストリ・バッファを使用すると，以前のコマンド引数を再使用
することも以前のコマンド行を修正することもできます。これらの機能につ
いては，csh(1)リファレンス・ページを参照してください。

8.2.4 ファイル名補完

Cシェルでは，シェル・プロンプトに対してファイル名またはパス名の一部
を入力すると，シェルが自動的にその名前を照合して補完します。この機能
により，長い一意のファイル名を表示する場合に，時間の節約ができます。

たとえば，現在のディレクトリに meetings_sales_status というファ
イルがあるとします。 このファイルの詳細なリストを表示させるには，次
のコマンドを入力します。

% ls −l meetings Escape

システムは同じコマンド行に次のように表示します。

% ls −l meetings_sales_status

ここで，Return キーを押せばコマンドを実行できます。

ファイル名補完についての詳細は，csh(1)リファレンス・ページを参照
してください。

8.2.5 別名

コマンド別名機能を使用すると，長いコマンド行を短縮したり，コマンドの
名前を変更することができます。 これは，頻繁に使用する長いコマンド行
に対して別名を作成することにより行います。

たとえば，/usr/chang/reports/statusというディレクトリに頻繁に
移動する必要があるとします。 その場合には，status という別名を作成
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して，コマンド行にその別名を入力するだけで，いつでもそのディレク
トリに移動できるようにします。

さらに，別名を使用すると，コマンドに対してもっとわかりやすい名前を定
義することができます。たとえば，mv コマンドに対して rename という
別名を定義することもできます。

別名を作成するには，aliasコマンドを使用します。 aliasコマンドの形
式は次のとおりです。

alias aliasname command

aliasnameには，使用したい名前を指定します。 commandには，元のコ
マンドあるいは一連のコマンドを指定します。 command が複数の部分に
分かれている (間にスペースがある) 場合は，式全体を一重引用符 (’ ’)で囲
んでください。

たとえば，/usr/chang/reports/statusというディレクトリに移動する
ための別名 statusを作成するには，次のコマンドを入力します。

% alias status ’cd /usr/chang/reports/status’

別名を定義する場合には，通常 .cshrcファイルに記述して，ユーザ環境
の永続的な要素にします。 こうしておけば，ログインしたり，新しいシェ
ルを開始するたびに，その別名を使用することができます。例について
は， 8.2.1 項を参照してください。

すべての別名定義を表示するには，次のコマンドを入力します。

% alias

特定の別名定義を表示するには，次のように入力します。

% alias aliasname

aliasnameには，定義を表示させる特定の別名を指定します。

現在のログイン・セッションについて別名を削除するには，unaliasコマン
ドを使用します。 unaliasコマンドの一般形式は次のとおりです。

unalias aliasname

aliasnameには，削除する名前を指定します。

現在および将来のログイン・セッションのすべてについて別名を削除する
には，次のようにします。

1. 次のコマンドを入力する。
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% unalias aliasname

aliasnameには，削除する別名を指定します。

2. .cshrc ファイルを編集して，その別名定義を削除した後，ファイ
ルを保存する。

3. 次のコマンドを入力して，.cshrcファイルを再実行する。

% source .cshrc

Cシェルにおける別名使用の詳細については，csh(1)リファレンス・ページ
を参照してください。

8.2.6 組み込み変数

Cシェルには，値を代入できる変数が用意されています。これらの変数は，
後でコマンドで使用できる値を格納するのに非常に役立ちます。 さらに，
シェル自体が参照する変数を設定することによって，シェルの動作に直
接影響を与えることができます。

表 8–6では，一般ユーザにとって重要な Cシェルの組み込み変数について説
明しています。 Cシェルの組み込み変数の完全な一覧については，csh(1)リ
ファレンス・ページを参照してください。

表 8–6: 組み込み C シェル変数

変数 説明

argv シェルまたはシェル・スクリプトで使用できる 1つまたは複数の値。

cwd 現在のディレクトリのパス名。 この変数の値は，cd コマ
ンドを実行するたびに変更される。

home ホーム・ディレクトリのパス名。 この変数の省略値は，
/etc/passwd ファイルで指定される。

ignoreeof システムからログアウトするために Ctrl/D を使用できるかど
うかを指定する。これが設定されている場合は，ログアウトす
るには logout または exit を使用しなければならない。設定
されていない場合には，Ctrl/Dを使用してログアウトできる。
この変数は通常 .cshrc ファイルで設定される。

cdpath cd，chdir，または pushd コマンドでサブディレクトリを探
すとき，システムが探索する代替ディレクトリを指定する。こ
の変数は通常 .login ファイルで設定される。
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表 8–6: 組み込み C シェル変数 (続き)

変数 説明

noclobber ファイルに重ね書きできるかどうかを指定する。これが設定されてい
る場合は，出力リダイレクション >に制限を加えて，ファイルが誤っ
て破壊されないようにし，また >>リダイレクションが既存ファイル
を参照するようにする。この変数が設定されていれば，ファイルに重
ね書きができない。この変数は通常 .cshrcファイルで設定される。

notify バックグラウンド・プロセスが完了したことを知らせるかど
うかを指定する。 設定されている場合は，完了を通知する。
設定されていない場合は，完了したことを通知しない。 この
変数は通常 .cshrc ファイルで設定される。

path シェルがコマンドを見つけるために使用する探索パスを指定す
る。 この変数は通常 .login ファイルで設定される。

prompt C シェル・プロンプトのカスタマイズに使用できる。 この
変数は通常 .cshrc ファイルで設定される。

shell プログラムが新しいサブシェルを作成するときに作成されるシェル
を指定する。この変数は通常 .loginファイルで設定される。

status 最後に実行したコマンドがエラーなしで完了した (ゼロの値が返される)
か，エラーが生じて完了した (非ゼロの値が返される)かを指定する。

8.2.7 組み込みコマンド

表 8–7は，一般ユーザにとって重要な Cシェルのコマンドを説明していま
す。 Cシェルの組み込みコマンドの完全な一覧については，csh(1)リファレ
ンス・ページを参照してください。

表 8–7: 組み込み C シェル・コマンド

コマンド 説明

alias 別名定義を割り当てて，表示する。 a

bg 中断したプロセスをバックグラウンドに入れる。b

echo 引数をシェルの標準出力に書き込む。

fg 現在バックグラウンドで実行しているプロセスをフォ
アグラウンドに入れる。 b

history コマンド・ヒストリ・バッファの内容を表示する。 c

jobs 現在のバックグラウンド・プロセスのジョブ番号と
PID 番号を表示する。 b

logout ログイン・セッションを終了する。
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表 8–7: 組み込み C シェル・コマンド (続き)

コマンド 説明

rehash コマンド位置のハッシュ・テーブルを再計算するようシェルに指
示する。シェルの探索パスにあるディレクトリにコマンドを追加
したとき，シェルがそのコマンドを見つけられるようにしたい場
合に，このコマンドを使用する。 rehash を使用しない場合は，
ハッシュ・テーブルが当初作成されたときにそのコマンドがディ
レクトリになかったため，そのコマンドは実行できない。

repeat コマンドを指定回数だけ反復する。

set シェル変数値を割り当てて，表示する。d

setenv 環境変数値を割り当てる。d

source ファイル内のコマンドを実行する。 これにより，現在の
シェル環境を更新することができる。 e

time 指定コマンドの実行時間を表示する。

unalias 別名定義を削除する。a

unset 変数に割り当てられていた値を削除する。 d

unsetenv 環境変数に割り当てられていた値を削除する。d

aaliasおよび unaliasコマンドについての詳細は， 8.2.5 項を参照。
bbg，fg，および jobs コマンドについての詳細は，第 6 章を参照。
chistory コマンドについての詳細は 8.2.3 項を参照。
dset，setenv，unsetおよび unsetenvコマンドについての詳細は，第 7 章を参照。
esource コマンドについての詳細は， 8.2.5 項を参照。

8.3 Bourne シェルの機能

この節では，次の Bourneシェル機能について説明します。

• .profile ログイン・スクリプトの例

• メタキャラクタ

• 組み込み変数

• 組み込みコマンド
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8.3.1 .profile ログイン・スクリプトの例

ログイン・シェルが Bourneシェルである場合，オペレーティング・シス
テムは.profile ログイン・スクリプトを実行して，ユーザ環境をセット
アップします。

エクスポートされる .profileログイン・スクリプトの変数は，作成される
すべてのサブシェルおよびサブプロセスに渡されます。エクスポートされな
い変数は，ログイン・シェルだけで使用されます。

次の .profileログイン・スクリプトでは，シェル変数を設定してエクス
ポートし，ログアウト・スクリプトのためにトラップを設定し，また情報
を表示するようシステムに指示します。 表 8–8で，スクリプトの各部分に
ついて説明します。

# Set PATH
PATH=/usr/bin:/usr/local/bin:
# Export global variables
export PATH
# Set shell variables
PS1=’$LOGNAME $ ’
CDPATH=.:..:$HOME
# Set up for logout script
trap "echo logout; $HOME/.logout" 0
# Display status information
date
echo "Currently logged in users:" ; users

表 8–8: Bourneシェルの .profile スクリプト例の説明

コマンド 説明

探索パスの設定

PATH=/usr/bin:/usr/local/bin: 探索パスを指定する。 この場合，
まず/usr/bin が探索され，次に
/usr/local/bin が探索される。

探索パスのエクスポート

export PATH 実行するすべてのコマンドに探索パス
が渡されるように指定する。

シェル変数の設定
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表 8–8: Bourneシェルの .profileスクリプト例の説明 (続き)

コマンド 説明

PS1=’$LOGNAME $ ’ PS1 変数は Bourne シェル・プロンプト
を指定する変数であり，その省略値は $
である。 この変数代入は，プロンプトを
username $に変更するによう指定する。
たとえば，ユーザ名が amyである場合に
は，プロンプトは amy $ になる。

CDPATH=.:..:$HOME CDPATH変数は，cd コマンドの探索パス
を設定する。この変数代入では，cdコ
マンドが，現在のディレクトリ (.)，親
ディレクトリ (..)，ホーム・ディレクト
リ ($HOME) の順で，指定されたディレク
トリを探索するように指定する。

ログイン・スクリプトのセットアップ

trap "echo logout;
$HOME/.logout" 0

trap コマンドが終了信号 (0) を受
け取ると，シェルが logout を表示
して，.logout スクリプトを実行す
るように指定する。 a

状態情報の表示

date 日時を表示する。
atrap コマンドについての詳細は， 7.9.1 項を参照。

8.3.2 メタキャラクタ

表 8–9は，Bourneシェルのメタキャラクタ (シェルにとって特別な意味を
持つ文字)について説明しています。これらのメタキャラクタの意味は，
シェル・スクリプト，ファイル名指定で使用される場合，別の文字の引用，
入出力で使用される場合，あるいは，可変の置換を示すために使用され
る場合にグループ分けされます。

表 8–9: Bourne シェル・メタキャラクタ

メタキャラクタ 説明

構文

| パイプラインを構成するコマンドを区切る。

&& 現在のコマンドが成功した場合に次のコ
マンドを実行する。
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表 8–9: Bourne シェル・メタキャラクタ (続き)

メタキャラクタ 説明

| | 現在のコマンドが失敗した場合に次のコ
マンドを実行する。

; 順次実行するコマンドを区切る。

;; case 構造の構成要素を区切る。

& コマンドをバックグラウンドで実行する。

( ) 別個のプロセスとしてサブシェルで実行する
コマンドをグループ化する。

ファイル名

/ ファイルのパス名の各部分を区切る。

? 先頭のドット (.) を除く任意の単一文字に対応する。

* 先頭のドット (.) を除く任意の文字列に対応する。

[ ] [ ] 内のいずれかの文字に対応する。

引用符

\ 次の文字を本来の意味で，すなわち，シェルに対して特
殊な意味を加えることなく解釈することを指定する。

’…’ ’ ’で囲まれた文字(’を除く)をすべて本来の意味で，
すなわち，シェルにとって特殊 な意味を加える
ことなく解釈することを指定する。

"…" 特別な引用形式を提供する。 $ (ドル記号)，‘ (抑音
符)，および \ (バックスラッシュ)文字はそれぞれの特
殊な意味を保持するが，" "で囲まれた他の文字はす
べて本来の意味に，すなわち，シェルに対する特殊
な意味を加えることなく解釈することを指定する。
二重引用符は変数代入を行う際に有用である。

入出力

< 入力をリダイレクトする。

> 出力を指定ファイルにリダイレクトする。

<< 入力をリダイレクトし，シェルが入力を指定行
まで読み取るように指定する。

>> 出力をリダイレクトし，シェルが出力をファイル
の終わりに追加するように指定する。

2> 診断出力を指定ファイルにリダイレクトする。
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表 8–9: Bourne シェル・メタキャラクタ (続き)

メタキャラクタ 説明

置換

${…} 変数置換を指定する。

‘…‘ コマンド出力置換を指定する。

8.3.3 組み込み変数

Bourneシェルには，値を代入できる変数が用意されています。シェルは
これらの変数のいくつかを設定し，ユーザは全部の変数を設定または再
設定することができます。

表 8–10に，一般ユーザにとって重要な Bourneシェルの組み込み変数を示
します。 Bourneシェルの組み込み変数に関する完全な情報については，
sh(1b)リファレンス・ページを参照してください。

表 8–10: 組み込み Bourne シェル変数

変数 説明

HOME ログイン・ディレクトリ，つまりログインが完了すると
現在のディレクトリになるディレクトリの名前を指定す
る。 cd コマンドは省略時の値として HOME の値を使用す
る。 HOME は login コマンドで設定される。

PATH システムがコマンドを探索して実行するディレクトリを指定す
る。シェルはここで指定された順序でこれらのディレクトリを探
索する。通常，PATH変数は .profileファイルで設定される。

CDPATH cdコマンドが cdに対して指定された引数を探索するディレクト
リを指定する。 cdコマンドの引数が空であるか，スラッシュ (/)，
ドット (.)，またはドット・ドット (..) で始まる場合，CDPATHは無
視される。通常，CDPATHは .profileファイルで設定される。

MAIL ユーザのメールを格納するファイルのパス名。ユーザは MAILを
設定する必要があり，これは通常 .profileファイルで行う。

MAILCHECK シェルがメールの有無をチェックする頻度を秒数で指定する (省
略時の値は 600秒)。この変数の値を 0に設定すると，シェルは
各プロンプトを表示する前にメールの有無をチェックする。 通
常，MAILCHECK は .profile ファイルで設定される。

SHELL 省略時のシェルを指定する。この変数は .profile ファ
イルで設定されて，エクスポートされる。
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表 8–10: 組み込み Bourne シェル変数 (続き)

変数 説明

PS1 省略時の Bourneシェル・プロンプトを指定する。省略時の値は
$。 PS1は通常 .profileファイルで設定される。 PS1が設定さ
れていない場合，シェルは標準一次プロンプト文字列を使用する。

PS2 二次プロンプト文字列を指定する。二次プロンプト文字列とは，
ユーザがコマンド行を入力した後で，シェルがもっと多くの入力
を必要とするときに表示する文字列である。標準二次プロンプト
文字列は >の後にスペースが 1つ続いたものである。 PS2は通
常，ユーザの .profileファイルで設定される。 PS2が設定され
ていない場合，シェルは標準二次プロンプト文字列を使用する。

8.3.4 組み込みコマンド

表 8–11で，一般ユーザにとって重要な Bourneシェルのコマンドを示しま
す。 Bourneシェルの組み込みコマンドの完全な一覧については，sh(1b)リ
ファレンス・ページを参照してください。

表 8–11: 組み込み Bourne シェル・コマンド

コマンド 説明

cd ディレクトリの変更を可能にする。ディレクトリを指定しな
い場合には，HOME シェル変数の値が使用される。 CDPATH
シェル変数がこのコマンドの探索パスを定義する。 a

echo 標準出力に引数を書き込む。 b

export 指定された変数を，その後に実行されるコマンドの環境に
自動的にエクスポートするためにマークする。

pwd 現在のディレクトリを表示する。 c

set 変数値を代入して表示する。d

times シェルから実行されたプロセスの累積ユーザおよび
システム時間を表示する。

trap シェルが指定信号を受け取ると，指定コマンドを実行する。 d

umask 新しく作成されたすべてのファイルについて，差
し引く許可を指定する。 e

unset 変数に代入されていた値を削除する。 d

acdコマンドについての詳細は，第 4 章および sh(1)リファレンス・ページを参照。
bechoコマンドについての詳細は， 8.3.1 項および sh(1)リファレンス・ページを参照。
cpwd コマンドについての詳細は，第 2 章を参照。
dset，trap，および unset コマンドについての詳細は，第 7 章を参照。
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表 8–11: 組み込み Bourneシェル・コマンド (続き)
eumask コマンドについての詳細は，第 5 章および 8.2.1 項を参照。

8.4 Korn または POSIXシェルの機能

POSIX シェルは，IEEE POSIX.2 規格準拠を示す Korn シェルのもう 1
つの指名子です。この節では，次の Korn または POSIX シェルの機能に
ついて説明します。

• .profileおよび .kshrcログイン・スクリプトの例

• メタキャラクタ

• コマンド・ヒストリ

• コマンド行編集

• ファイル名補完

• 別名

• 組み込み変数およびコマンド

8.4.1 .profileおよび .kshrcログイン・スクリプトの例

ログイン・シェルがKornまたは POSIXシェルである場合，オペレーティン
グ・システムはホーム・ディレクトリにある .profileログイン・スクリプ
トを処理します。 .profileログイン・スクリプトは環境変数を定義しま
す。これらの変数は，ログイン・シェルで使用されるとともに，作成された
サブシェルやサブプロセスでも使用されます。 .profileログイン・スクリ
プトは，ログインしたときにだけ実行されます。

.kshrcログイン・スクリプトは，ローカル・シェル・プロセスのための変
数とオペレーティング・パラメータを定義することによって，Kornまた
は POSIXシェル 環境をセットアップします。 このログイン・スクリプト
は，サブシェルを作成するたびに実行されます。

______________________ 注意 _____________________

ホーム・ディレクトリに .kshrc ファイルを作成する前に，
.profileで ENV=$HOME/.kshrc環境変数が設定されて，エク
スポートされていることを確認してください。 1度これを行う
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と，.kshrcログイン・スクリプトはログイン時とサブシェルの
作成時に必ず実行されます。

次の .profileログイン・スクリプトでは，グローバル環境変数を設定して
エクスポートするとともに，シェル変数を設定します。表 8–12でスクリプ
トの各部分について説明しています。

# Set environment variables
PATH=/usr/bin:/usr/local/bin:
ENV=$HOME/.kshrc
EDITOR=vi
FCEDIT=vi
PS1="’hostname’ [!] $ "

# Export global variables
export PATH ENV EDITOR FCEDIT PS1

# Set mail variables
MAIL=/usr/spool/mail/$LOGNAME
MAILCHECK=300

表 8–12: Korn または POSIX シェルの .profile ログイン・スクリプトの
例の説明

コマンド 説明

環境変数の設定

PATH=/usr/bin:/usr/local/bin 探索パスを指定する。 この場合，
まず /usr/bin を探索し，次に
/usr/local/bin を探索する。

ENV=$HOME/.kshrc $HOME/.kshrc をログイン・スク
リプトとして指定する。

EDITOR=vi viを，シェル・プロンプトにおけるコ
マンド行編集とファイル名補完のための
省略時のエディタとして指定する。

FCEDIT=vi vi を，fc コマンドの省略時のエ
ディタとして指定する。 a
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表 8–12: Korn または POSIX シェルの .profile ログイン・スクリプトの
例の説明 (続き)

コマンド 説明

PS1="‘hostname‘ [!] $ " PS1 変数は Kornまたは POSIXシェル
のプロンプトを指定する変数で，その
省略時の値は $ である。 この変数を
代入すると，プロンプトを変更して，
hostname コマンドの出力の後に現在
のコマンドのコマンド番号とドル記号
($) を続けて表示する。たとえば，シ
ステム名が boston で，現在のコマン
ドの番号が 30 である場合，プロンプ
トは boston[30] $ となる。

グローバル変数のエクスポート

export PATH ENV EDITOR
FCEDIT PS1

PATH，ENV，EDITOR，FCEDIT，および
PS1の変数の値をすべてのサブシェルに
エクスポートするように指定する。

メール変数の設定

MAIL=/usr/spool/mail/$LOGNAME メール・システムが新たなメールの到
着を検出するために使用するファイル
のパス名を指定する。 この場合，メー
ル・システムは /usr/spool/mail
ディレクトリの下にあるユーザ名のサ
ブディレクトリを探索する。

MAILCHECK=300 シェルが 300秒 (5 分)ごとにメールを
チェックすることを指定する。

afcコマンドについての詳細は， 8.4.4 項を参照。

次の .kshrcログイン・スクリプトでは，シェル変数，コマンド別名，およ
びコマンド・ヒストリ変数が設定され，作成されたファイルに対する許可も
設定されます。表 8–13でスクリプトの各部分について説明します。

# Set shell variables
set −o monitor
set −o trackall

# Set command aliases
alias rm=’rm −i ’
alias rename=’mv ’
alias l ’ls −l’
alias c clear

# Set history variables
HISTSIZE=40
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# Set file creation permissions
umask 027

表 8–13: .kshrc ログイン・スクリプトの例の説明

コマンド 説明

シェル変数

set −o monitor シェルがすべてのバックグラウンド・プロ
セスをモニタし，プロセス終了時に完了メッ
セージを表示するように指定する。

set −o trackall ユーザの実行するすべてのコマンドをシェルが追
跡するように指定する。コマンドを追跡すると，
シェルはコマンドの位置を保存して，次にそのコ
マンドを入力するとき迅速に見つけてくれる。

コマンド別名

alias rm=’rm −i’ rm コマンドで，ファイル削除の確認を求
めるプロンプトを表示する −i オプショ
ンの使用を指定する。

alias rename=’mv’ rename を mv コマンドの新しい名前
として指定する。

alias l=’ls −l’ ディレクトリ・ファイルを詳細なフォーマットで
リストする ls −lコマンドの簡略名を定義する。

alias c=’clear’ 画面をクリアする clear コマンドの
簡略名を定義する。

ヒストリ変数

HISTSIZE=40 最後の 40 個のコマンドをヒストリ・バッファ
に格納するようにシェルに指示する。

ファイル許可の設定

umask 027 新しく作成されたすべてのファイルについての許
可を指定する。このコマンドは所有者に対しては
すべての許可を与え，同じグループのメンバに対
しては読み取りおよび実行の許可を与え，それ以
外のすべてのユーザに対してはどんな許可も与え
ない。 umaskはサブシェルへは継承されない。

8.4.2 メタキャラクタ

表 8–14は Kornまたは POSIXシェルのメタキャラクタについて説明したも
のです。メタキャラクタとは，シェルにとって特別な意味を持つ文字のこと
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です。これらのメタキャラクタの意味は，シェル・スクリプト，ファイル名
指定で使用される場合，別の文字の引用，入出力で使用される場合，あるい
は，可変の置換を示すために使用される場合にグループ分けされます。

表 8–14: Kornまたは POSIXシェルのメタキャラクタ

メタキャラクタ 説明

構文

| パイプラインを構成するコマンドを区切る。

&& 現在のコマンドが成功した場合に次のコマンドを実行する。

| | 現在のコマンドが失敗した場合に次のコマンドを実行する。

; 順次実行するコマンドを区切る。

;; case 構造の構成要素を区切る。

& コマンドをバックグラウンドで実行する。

( ) 別個のプロセスとしてサブシェルで実行するコマ
ンドをグループ化する。

{ } サブシェルを作成せずにコマンドをグループ化する。

ファイル名

/ ファイルのパス名の各部分を区切る。

? 語頭のドット (.) を除く任意の単一文字に対応する。

* 語頭のドット (.) を除く任意の文字列に対応する。

[ ] [ ] 内のいずれかの文字に対応する。

~ ファイル名の先頭に用いると，ホーム・ディレクトリを指定する。

引用符

\ 次の文字を本来の意味で，つまり，シェルに対する特殊な
意味を加えることなく解釈することを指定する。

’…’ ’ ’で囲まれた文字 (’を除く)を本来の意味で，つまり，シェルに
対する特殊な意味を加えることなく解釈することを指定する。

"…" 特別な引用形式を提供する。ドル記号 ($)，抑音符 (‘)，バックス
ラッシュ (\)，および右カッコ [)]文字はそれぞれの特殊な意味を
保持するが，" "で囲まれた他のすべての文字は本来の意味に，つ
まり，シェルにとって特殊な意味を加えることなく解釈すること
を指定する。二重引用符 (" ")は変数代入を行う際に有用である。

入出力
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表 8–14: Kornまたは POSIXシェルのメタキャラクタ (続き)

メタキャラクタ 説明

< 入力をリダイレクトする。

> 出力を指定ファイルにリダイレクトする。

<< 入力をリダイレクトし，シェルが入力を指定された
行まで読み取ることを指定する。

>> 出力をリダイレクトし，シェルが出力をファイルの終
わりに追加することを指定する。

>& 診断および標準出力の両方をリダイレクトして，
ファイルに付加する。

置換

${…} 変数置換を指定する。

% ジョブ番号の置換を指定する。

‘…‘ コマンド出力の置換を指定する。

8.4.3 コマンド・ヒストリ

コマンド・ヒストリ・バッファは，入力されたコマンドを格納し，いつで
もそのコマンドを表示できるようにします。 このため，以前に入力したコ
マンドやその一部を選択して，再実行することができます。 この機能を利
用すれば，長いコマンドを再入力しなくても再使用できるため，時間の節
約になります。

コマンド・ヒストリ・バッファの内容を見るときには，historyコマンド
を使用します。 すると，例 8–1 ような出力が表示されます (実際の出力
は異なります)。

例 8–1: ksh ヒストリの出力例

[18] $ history
3 ls −l
4 pwd
5 cd /usr/sales
6 ls −l
7 cp report report5
8 mv /usr/accounts/new .
9 cd /usr/accounts/new
10 mkdir june
11 cd june
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例 8–1: ksh ヒストリの出力例 (続き)

12 mv /usr/accounts/new/june .
13 ls −l
14 cd /usr/sales/Q1
15 vi earnings
16 cd /usr/chang
17 vi status

[19] $

コマンド・ヒストリ・バッファ内のコマンドを再実行するには，表 8–15
に示すコマンドを使用します。 各コマンドは英字 rで始まっていることに
注意してください。

表 8–15: ヒストリ・バッファ内のコマンドの再実行

コマンド 説明

r 直前のコマンドを再実行する。

r n nで指定したコマンドを再実行する。たとえば，前述の例で示し
たヒストリ・バッファの場合，r 5によって cd /usr/salesコ
マンドが実行される。

r −n 現在のコマンドに相対して以前のコマンドを再実行する。たとえ
ば，前述の例で示したヒストリ・バッファの場合，r -2によって
コマンド番号 16の cd /usr/changコマンドが呼び出される。

r string stringによって指定される文字列で始まる最後に実行されたコ
マンドを再実行する。 たとえば，前述の例で示したヒストリ・
バッファの場合，r cpによってコマンド番号 7の cp report

report5 が呼び出される。

ヒストリ・バッファ・コマンドの再実行についての詳細は，ksh(1)リファレ
ンス・ページを参照してください。

ヒストリ・バッファに格納するコマンドの数を増減したい場合は，.profile

ファイルで HISTSIZE変数を設定します。 この変数の形式は次のとおりで
す。

HISTSIZE= n

nには，ヒストリ・バッファに格納するコマンド行数を指定します。
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たとえば，ヒストリ・バッファに 15個のコマンドを格納するには，次のコマ
ンドを使用します。

HISTSIZE=15

Kornまたは POSIXシェルでは，現在のコマンド行を編集するだけでなく，
コマンド・ヒストリ・バッファに格納されているコマンドを再使用すること
もできます。この機能を使用するには，viや emacsのようなテキスト・エ
ディタの使用方法を知らなければなりません。これらの機能についての詳細
は，次の項を参照してください。

8.4.4 fc コマンドを使用したコマンド行編集

Kornまたは POSIXシェルでは，コマンド・ヒストリ・バッファ内のコマン
ド行を表示したり，編集したり，あるいはその両方をすることができます。
このため，以前に実行したコマンド行の一部を修正してから，そのコマン
ドを再実行することができます。

Kornまたは POSIXシェルのコマンド行編集機能は広範囲にわたっていま
す。この項では，最も基本的な機能だけを取り上げます。詳細については，
ksh(1)または sh(1p)リファレンス・ページを参照してください。

コマンド・ヒストリ・バッファを表示したり，その内容を編集したり，ある
いはその両方をするには，組み込みコマンドの fc (fix command)を使用しま
す。 fc コマンドには，次の 2つの形式があります。

fc [ -e editor ] [ -nlr ] [ first ] [ last ]

このコマンド形式を使用すると，バッファ内のコマンド行をいくつでも表
示して編集することができます。

• -e editor変数には，コマンド行の編集に使用したいエディタ (通常は
viまたは emacs)を指定します。 -eを指定しなければ，fcコマンドは
コマンド行を表示しますが，それを編集することはできません。

• -nフラグは，バッファ内のコマンド行を，番号を付けずに表示すること
を指定します。バッファ内のコマンド行を，番号を付けて表示すること
を指定するには，-lフラグを使用します。行番号や行番号の範囲を指
定しない場合は，入力した最後の 16行が表示されます。

• -rフラグは，バッファ内のコマンド行を逆順で表示することを指定し
ます。
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• firstおよび last変数には，バッファ内のコマンド行の範囲を指定し
ます。指定は番号でも文字列でも行うことができます。

-eフラグに対して省略時のエディタを指定したい場合は，.profileスクリ
プトで FCEDIT変数を定義します。 たとえば，emacsを省略時のエディタに
する場合は，次の変数定義を入力してください。

FCEDIT=emacs

fc -e - [ old=new] [ string]

このコマンド形式を使用すると，以前に入力した任意のコマンド行内の old

文字列を直ちに new文字列に置き換えることができます。

• -e - は，置換を行うことを指定します。

• old=newは，old 文字列を直ちに new文字列に置き換えることを指
定します。

• stringは，Kornまたは POSIXシェルが stringを含むバッファ内の
一番新しいコマンド行に対して編集を行うことを指定します。

次の項では，fc を使用する例をいくつか紹介します。

Kornまたは POSIXシェルでは，シェル・プロンプトで，viまたは emacs

エディタに類似したコマンド・セットを使用して，個々のコマンド行を編集
することもできます。 この機能についての詳細は，ksh(1)または sh(1p)リ
ファレンス・ページを参照してください。

8.4.4.1 コマンド行編集の例

コマンド行 15から 18までを表示するには，次のように入力します。

$ fc −l 15 18
15 ls −la
16 pwd
17 cd /u/ben/reports
18 more sales
$

同じコマンド行を，行番号ではなくコマンド文字列を指定することによっ
て，表示することもできます。次にその例を示します。

$ fc −l ls more
15 ls −la
16 pwd
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17 cd /u/ben/reports
18 more sales
$

viエディタを使用して，コマンド行 15から 18までを表示して編集するに
は，次のように入力します。

$ fc −e vi 15 18
ls −la
pwd
cd /u/ben/reports
more sales
~
~
~
~

編集を終えたら，:wq! コマンドを使用して，ファイルを書き込んで終了し
ます。ファイル内のそのコマンド行は再実行することができます。

echo hello コマンドを入力した直後，helloを goodbye に置き換えた
いとします。 置換を行って，コマンド行を再実行するには，次のように入
力します。

$ echo hello
hello
$ fc −e − hello=goodbye echo
echo goodbye
goodbye

fc コマンドとコマンド行編集についての詳細は，ksh(1)リファレンス・
ページを参照してください。

8.4.5 ファイル名補完

Kornまたは POSIXシェルでは，シェル・プロンプトに対してファイル名ま
たはパス名の一部を入力すると，シェルが自動的にその名前を照合して補完
します。基準と一致するファイル名またはパス名が 2つ以上存在する場合，
シェルは基準と一致するものをすべて表示します。

ファイル名補完メカニズムを使用するには，.profileファイルで EDITOR変
数を定義します。たとえば，viエディタを使用したい場合には，.profile

ファイルに次の変数定義を入力してください。

EDITOR=vi

ファイル名補完がどのように行われるかを具体的に示すため，使用して
いるエディタが vi であり，現在のディレクトリに salesreportjan，

8–28 シェルの機能



salesreportfeb，salesreportmar という 3つのファイルがあるとし
ます。 ls -lコマンドでファイル補完機能を使用するには，次のように入
力します。

$ ls −l salesreport Escape =
1) salesreportfeb
2) salesreportjan
3) salesreportmar
$ ls −l salesreport

システムは入力されたコマンドを再表示し，カーソルは salesreportの
終わりにあります。 ここで salesreportjanを選びたいとします。 その
場合には，a (viの appendコマンド) とタイプした後に，jan と入力して
Return キーを押してください。 すると，salesreportjan の詳細なリス
トが表示されます。

ファイル名補完についての詳細は，ksh(1) および sh(1p) リファレンス・
ページを参照してください。

8.4.6 別名

コマンド別名機能を使用すると，長いコマンド行を短縮したり，コマンドの
名前を変更することができます。これは，頻繁に使用するコマンド行に対し
て別名を作成することにより行います。

たとえば，頻繁にディレクトリ /usr/chang/reports/statusに移動す
る必要があるとします。 その場合には，別名 statusを作成して，コマン
ド行にその別名を入力すれば，いつでもそのディレクトリに移動できる
ようにします。

さらに，別名を使用すると，コマンドに対してもっとわかりやすい名前を
付けることができます。たとえば，mvコマンドに対して rename という
別名を定義することもできます。

別名を作成するには，aliasコマンドを使用します。 aliasコマンドの一
般形式は次のとおりです。

alias aliasname= command

aliasnameには，使用したい名前を指定します。 commandには，元のコ
マンド，あるいは一連のコマンドを指定します。 commandが複数の部分
に分かれている (間にスペースがある)場合は，式全体を一重引用符で囲
んでください。
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たとえば，/usr/chang/reports/statusというディレクトリに移動する
ための別名statusを作成するには，次のコマンドを入力します。

alias status=’cd /usr/chang/reports/status’

別名の定義は，通常 .kshrcファイルに入れておくことによって行います。
こうしておくと，ログインしたり，新しいシェルを開始するたびに，その別
名を使用することができます。例については， 8.4.1項を参照してください。

すべての別名定義を表示するには，次のコマンドを入力します。

$ alias

特定の別名定義を表示するには，次のように入力します。

% alias aliasname

aliasnameには，定義を表示させる特定の別名を指定します。

Kornまたは POSIXシェルでは，ユーザが作成した別名をエクスポートする
ことができます。エクスポートした別名は，作成されるすべてのサブシェル
にも渡されるため，シェル・プロシージャや新しいシェルを実行するとき
に，定義された別名を使用することができます。エクスポートしていない別
名は，ログイン・シェルでしか使用することができません。

別名をエクスポートするには，次の形式の aliasコマンドを使用します。

alias −x aliasname= command

-xフラグは別名をエクスポートすることを示します。 aliasnameには，使
用したい名前を指定します。 commandには，元のコマンド，あるいは一連の
コマンドを指定します。 commandが複数の部分に分かれている (間にスペー
スがある) 場合は，式全体を一重引用符で囲んでください。

たとえば，rm コマンドの別名定義をエクスポートするには，次のように入
力します。

alias −x rm=’rm −i ’

このコマンドは，次の 2つのいずれかの方法で入力することができます。

• ログインするたびに別名をエクスポートしたい場合は，.kshrcまたは
.profile ファイルを編集する。

• 現在のログイン・セッションでのみ別名をエクスポートしたい場合は，
コマンド行で別名をエクスポートする。

現在のログイン・セッションについて別名を削除するには，unaliasコマン
ドを使用します。 unaliasコマンドの一般形式は次のとおりです。
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unalias aliasname

aliasnameには，削除したい別名を指定します。

現在および将来のログイン・セッションのすべてについて別名を削除する
には，次のようにします。

1. 次のコマンドを入力する。

$ unalias aliasname

aliasnameには，削除したい別名を指定します。

2. .kshrcファイル (または，別名定義を含むファイル)を編集して，その
別名定義を削除した後，ファイルを保存する。

3. 次のコマンドを入力して，.kshrcファイルを再実行する。

$ . ./.kshrc

Kornまたは POSIXシェルは，この他にも別名機能を備えています。 Korn
または POSIX シェルにおける別名使用についての詳細は，ksh(1)または
sh(1p) リファレンス・ページを参照してください。

8.4.7 組み込み変数

Kornおよび POSIXシェルには，値を代入できる変数が用意されています。
シェルはこれらの変数のいくつかを設定し，ユーザは全部の変数を設定ま
たは再設定することができます。

表 8–16に，一般ユーザにとって重要な Kornまたは POSIXシェルの組み
込み変数を示します。 Kornまたは POSIXシェルの組み込み変数に関する
完全な情報については，ksh(1) または sh(1p)リファレンス・ページを参照
してください。
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表 8–16: 組み込み Korn または POSIXシェル変数

変数 説明

HOME ログイン・ディレクトリ名を指定する。 cdコマンドは省略時の値
としてHOMEの値を使用する。 Kornまたは POSIXシェル・プロ
シージャでは，HOME を使用すると，完全パス名を使用しなくても
すむ。これは，ログイン・ディレクトリのパス名を変更する際に
特に有用である。 HOME変数は loginコマンドで設定される。

PATH システムがコマンドを探索して実行するディレクトリを指定す
る。シェルはここで指定された順序でこれらのディレクトリを探
索する。通常，PATHは .profileファイルで設定される。

CDPATH cdコマンドが cdに対して指定された引数を探索するディレクト
リを指定する。 cdの引数が空であるか，スラッシュ (/)，ドット
(.)，またはドット・ドット (..) で始まる場合，CDPATHは無視され
る。通常，CDPATHは .profileファイルで設定される。

MAIL ユーザのメールを格納するファイルのパス名。 MAIL は通常
.profile ファイルで設定される。

MAILCHECK シェルがメールの有無をチェックする頻度を秒数で指定する (省略
時の値は 600秒)。この変数の値を 0に設定すると，シェルは各プ
ロンプトを表示する前にメールの有無をチェックする。 通常，
MAILCHECK は .profileファイルで設定される。

SHELL 省略時のシェルを指定する。この変数は .profileファイルで設
定されて，エクスポートされる。

PS1 省略時の Kornまたは POSIXシェル・プロンプトを指定する。省
略時の値は $。 PS1変数は通常 .profileファイルで設定される。

PS2 二次プロンプト文字列を指定する。二次プロンプト文字列とは，
ユーザがコマンド行を入力した後で，シェルがもっと多くの入力
を必要とするときに表示する文字列である。 標準二次プロンプ
ト文字列は >の後にスペースが続いたものである。 PS2変数は
通常 .profileファイルで設定される。

HISTFILE コマンド・ヒストリの格納に使用するファイルのパス名を指定す
る。この変数は通常 .profileファイルで設定される。

EDITOR シェル・プロンプトでのコマンド行編集とファイル名補完のた
めの省略時のエディタを指定する。 この変数は通常 .profile

ファイルで設定される。
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表 8–16: 組み込み Kornまたは POSIXシェル変数 (続き)

変数 説明

FCEDIT fcコマンドの省略時のエディタを指定する。この変数は通常
.profile ファイルで設定される。

HISTSIZE このシェルでアクセス可能な以前に入力したコマンドの数を指
定する。 省略時の値は 128。 この変数は通常 .kshrc ファイ
ルで設定される。

8.4.8 組み込みコマンド

表 8–17に，一般ユーザにとって重要な Kornまたは POSIXシェルのコマン
ドを示します。シェルの組み込みコマンドの完全な一覧，または，リストさ
れているコマンドの詳細については，ksh(1)または sh(1p)リファレンス・
ページを参照してください。これらのコマンドのほとんどには， 1.6.1 項で
説明している方法でアクセスできるリファレンス・ページもあります。

表 8–17: 組み込み Kornまたは POSIX シェル・コマンド

コマンド 説明

alias 別名定義を代入して表示する。 alias コマンドについての詳
細は， 8.4.6 項を参照。

cd ディレクトリの変更を可能にする。ディレクトリを指定しなけれ
ば，HOMEシェル変数の値が使用される。 CDPATHシェル変数がこ
のコマンドの探索パスを定義する。 cdコマンドについての詳細
は，第 4 章および csh(1)リファレンス・ページを参照。

echo 標準出力に引数を書き込む。

export 指定された変数を，その後に実行されるコマンドの環境に自動的
にエクスポートするためにマークする。 exportコマンドについ
ての詳細は， 8.4.1 項を参照。

fc コマンド・ヒストリ・バッファの内容を表示，編集，および再実
行できる。 fcコマンドについての詳細は， 8.4.4 項を参照。

history コマンド・ヒストリ・バッファの内容を表示する。 historyにつ
いての詳細は， 8.4.6 項 を参照。

jobs 現在のバックグラウンド・プロセスのジョブ番号と PID番号を表
示する。 jobsコマンドについての詳細は， 6.4.1 項を参照。
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表 8–17: 組み込み Kornまたは POSIXシェル・コマンド (続き)

コマンド 説明

pwd 現在のディレクトリを表示する。 pwd コマンドについての詳細
は，第 2 章を参照。

set 変数値を代入して表示する。 setコマンドについての詳細は，第
7 章を参照。

times シェルから実行されたプロセスの累積ユーザおよびシステム時間
を表示する。

trap シェルが指定信号を受け取ると，指定コマンドを実行する。 trap

コマンドについての詳細は，第 7 章を参照。

umask 新しく作成されたすべてのファイルに対し，作成するプログラムに
よって設定される省略時の許可から，差し引く許可を指定する。
umaskコマンドについての詳細は，第 5章および 8.4.1項を参照。

unalias 別名定義を削除する。unaliasコマンドについての詳細は，
8.4.6 項 を参照。

unset 変数に代入されていた値を削除する。 unset コマンドについ
ての詳細は，第 7 章を参照。
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9
System V 動作環境の使用

この章では，System V 環境，コマンド，サブルーチン，システム・コー
ルについて説明しています。 この章で説明しているコマンドによって，次
のことが可能になります。

• System V 動作環境の設定 ( 9.1 節)

• System V 動作環境へのアクセス ( 9.2 節)

• System V 動作コマンドの使用 ( 9.4 節)

System V動作環境は，SVID (System V Interface Definition)に定義されて
いる Base Systemおよび Kernel Extensionのすべてのコンポーネントに関
して，ソース・コード・インタフェースおよび実行時動作をサポートする代
替バージョンのコマンド，サブルーチン，およびシステム・コールで構成さ
れています。この System V環境の実装により，すべての SVID 2の機能と
SVID 3の機能がサポートされます。 System V環境には，すでに SVIDの要
件を満たしているシステム標準のコマンド，サブルーチン，およびシステ
ム・コールの代替バージョンは含まれません。

System V環境を設定すると，システム標準のコマンドおよび関数の代りに，
対応する System Vのコマンドおよび関数 (システム・コールおよびサブルー
チン)が使用されるようになります。 System Vの環境には次の 2つの方法
でアクセスすることができます。

• System Vコマンドおよびライブラリの絶対パス名を指定する。

• System V 環境のコマンドが，システム標準のコマンドより前に検索
されるように，PATH 環境変数を定義する。

PATH環境変数を設定するには， 9.1節の説明に従って，.profileまた
は .loginおよび .cshrcファイルを変更します。

System Vのシステム・コールはシステム標準のシステム・コールに依存して
ないので，System Vのシステム・コールを使用して構築されたアプリケー
ションを実行しても，性能上の障害は発生しません。
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図 9–1はオペレーティング・システム内の System V機能の位置付けを示し
た概念図です。この図から，System Vのシステム・コールは，カーネル・
レベルにあることがわかります。

図 9–1: System V 機能

C
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以降の各節で，System V環境にアクセスするための設定方法と，機能に
ついて説明します。

9.1 環境の設定

ログイン時に自動的に System V の環境にアクセスするには，Bourne，
Korn，または POSIXシェルを使用している場合は .profileファイルに，
C シェルを使用している場合は .login および .cshrcファイルにそれぞ
れコマンド行を追加します。 このコマンド行は PATH環境変数を変更し，
/bin または /usr/bin 等のシステム標準のコマンドが格納されている
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ディレクトリよりも先に，System V のコマンドが格納されているディレ
クトリが検索されるように設定します。 次のような System V環境設定ス
クリプトが利用できます。

• /etc/svid2_profileファイル (Bourne，Korn，または POSIXシェ
ル用)および /etc/svid2_loginファイル (Cシェル用)

それぞれ .profileまたは .loginおよび .cshrcファイルに追加する
と，SVID 2 の動作を実行します。

• /etc/svid3_loginファイル (Bourne，Korn，または POSIXシェル
用)および /etc/svid3_profileファイル (Cシェル用)

それぞれ .profileまたは .loginおよび .cshrcファイルに追加する
と，SVID 3 の動作を実行します。

たとえば，Bourne，Korn，または POSIXシェルを使用し，SVID 2の機能
を指定する場合，.profile ファイルに次の行を追加します。

if [ -f /etc/svid2_profile ]
then

. /etc/svid2_profile
fi

Cシェルを使用し，SVID 2の機能を指定する場合，.loginおよび .cshrc

ファイルに次の行を追加します。

if ( -e /etc/svid2_login ) then
source /etc/svid2_login

endif

ピリオド (.) と sourceコマンドはシェル固有です。シェル・コマンドについ
ての詳細は，該当するシェルのリファレンス・ページを参照してください。

9.2 環境設定スクリプトによる PATH環境変数の設定

SVID 2の動作を指定するスクリプトまたは SVID 3の動作を指定するスクリ
プトのいずれを選択しても，次のように System V環境を設定します。

• System V のみの変数 SVID2PATH を /etc/svid2path または
/etc/svid3pathの内容に定義する。

/etc/svid2pathおよび /etc/svid3pathファイルには， それぞれ
SVID 2および SVID 3のパスが定義されています。

• PATHの先頭に SVID2PATH/binおよび SVID2PATH/sbinを追加する。
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• SVID2PATHおよび PATHをエクスポートする。

• TZ 変数を適切な値に設定する。

SVID 2の機能を選択した場合にこの値を設定すると TZC変数が適切な
値に設定されます。タイム・ゾーン・フォーマットの詳細については，
『システム管理ガイド』を参照してください。

以後，System V コマンドが格納されているディレクトリ名は，
/etc/svid2pathまたは /etc/svid3pathファイルの内容を cat(1)コマン
ドで表示して確認することができます。

System V環境設定スクリプトを使用して PATH環境変数を変更すると，シス
テム管理者が各ユーザの .profileまたは .loginおよび .cshrcファイ
ルを変更しなくても，System V環境のパスが変更できます。システム管
理者は /etc/svid2pathおよび /etc/svid3pathファイルを変更するだ
けで，グローバル定義を行うことができます。

System V環境設定スクリプトが PATHを設定する方法については，次に示
す .profile を参照してください。 これは，SVID 2 用の System V 環
境設定スクリプトを指定します。

stty erase DEL kill ^U intr ^C quit ^X echo
TERM=vt100
PATH=:$HOME/bin:/usr/lib:/bin
MAIL=/usr/mail/$LOGNAME
EDITOR=vi
export MAIL PATH TERM EDITOR
if [ -f /etc/svid2_profile ]
then

. /etc/svid2_profile
fi

この例では，/etc/svid2path にある System V コマンドのパスが
/usr/opt/s5で，ログイン・ディレクトリが /usr/users/xxxであるとし
ます。前述の .profileファイルを使用してログインした後，PATHを表示
すると，次のように System Vコマンドへのパスが .profileファイルの 3
行目の PATH設定の先頭に追加されて表示されます。

% echo $PATH Return
/usr/opt/s5/bin:/usr/opt/s5/sbin:/usr/users/xxx/bin:/usr/lib:/bin

以後，シェル・コマンドを発行すると System V のコマンドを格納してい
るディレクトリが最初に検索されます。このパスにコマンドが見つからな
い場合は指定されたパスが順次検索されます。
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9.3 シェル・スクリプトの互換性

シェルの PATH環境変数を変更することによって，シェル・スクリプトの
互換性が達成されます ( 9.1 節で説明)。このため，System V のコマンド
のパスがシステム標準のコマンドのパスより先に検索されます。 PATH環
境変数が System V 環境用に設定されていると，C シェルまたは Bourne，
Korn，または POSIXシェルのいずれを使用している場合でも，シェル・
スクリプトは System V との互換性を持ちます。

9.4 System V のコマンド概略

表 9–1はシステム標準のコマンドとはオプションまたは機能が異なる System
Vのユーザ・コマンドの機能の概略です。詳細については，各コマンドのリ
ファレンス・ページを参照してください。

表 9–1: ユーザ・コマンドのまとめ

コマンド System V 動作

chmod(1) シンボリック・モードで保護モードを変更する場合，許可を
与えるユーザ群 (u，g，o)を省略すると umaskを無視し，
a (すべてのユーザ)を指定した場合と同じ動作をします。

df(1) -t オプションを指定すると，ディスク領域の合計が
表示されます。このとき，オプションでファイル・シ
ステム名またはデバイス名を指定できます。

ln(1) -fオプションを指定すると，指定されたリンクを作成する
前に既存のデスティネーションのパス名が削除されます。

ls(1) -C オプションが指定されている場合に限りマルチ・カ
ラムの出力を行います。 また -sオプションが指定され
ている場合，通常の 1024 バイト単位ではなく，512 バ
イト単位でファイルのサイズを出力します。

mailx(1) および
Mail(1)

System Vの mailxコマンドの機能をインクルードします。

sum(1) 省略時は語単位のアルゴリズムを使用し，-rオプ
ションが指定された場合にバイト単位のアルゴリズ
ムを使用します。 System V の sum コマンドでは，
省略時の checksum アルゴリズムがシステム標準の
sum コマンドのものと反対になります。

tr(1) -cオプションを指定した場合，必ず -Aオプションをイ
ンクルードします。 -Aオプションは ASCII コードが 8
進数の 1 から 377 の文字だけを対象にします。
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10
ネットワーク・ユーザおよびホストに関

する情報の収集

この章では，通信やファイル転送処理に必要なローカルおよびリモートの
ユーザまたはホストに関する情報を検索する方法について説明します。この
章で説明するコマンドを使用すると，次のことを行うことができます。

• 自身のネットワーク接続に関する情報の取得 (who am i コマンド，
10.1 節)

• 現在ローカル・システムにログインしているユーザ，およびそのユーザ
がログインした端末の確認 (whoコマンド， 10.1 節)

• 別のユーザに関する追加情報 (たとえば，フル・ネーム，オフィスの
所在地，電話番号，プロジェクト，計画など) の検索 (fingerコマン
ド， 10.2.1 項)

• talkコマンドまたは writeコマンドで相手の端末にアクセスできるか
どうかの判定 (fingerコマンド， 10.2.1 項および 10.2.2 項)

• リモート・ホストの使用状況に関する情報の分析およびソート (ruptime
コマンド， 10.3 節)

• 現在リモート・ホストにログインしているユーザの確認 (rwho コマ
ンド， 10.4 節)

• リモート・ホストがオンラインであるかどうかの判定 (ping コマン
ド， 10.5 節)

______________________ 注意 _____________________

この章で説明するコマンドは，すべての TCP/IPオペレーション
と同様に，ローカル・ホストおよびリモート・ホストのセキュリ
ティ機能の影響を受けます。 この章や関連するリファレンス・
ページの説明のとおりにコマンドが動作しない場合には，システ
ム管理者に問い合わせてください。
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10.1 ローカル・ホスト上のユーザの確認

ユーザ名とパスワードを入力してホスト・コンピュータにログインすると，
ユーザには固有の IDが割り当てられます。接続しているネットワークに関
してこの情報を確認するには，who am iという whoコマンドを使用してく
ださい。このコマンドを実行すると，次に示すユーザ情報が表示されます。

• ログイン名

• 端末名 (回線)

• ログインした時刻

• ネットワークに接続しているコンピュータ名

次の例は，lennonというユーザが，システム・プロンプト (%)から who

am iコマンドを入力して出力された結果です。

% who am i
lennon ttyp0 Jul 15 14:17 (walrus)

この例は，ユーザ lennonが 7月 15日の午後 2時 17分に walrusという
ホストからログインしたことを表しています。 ttyp0は使用した回線で，
walrusはネットワークに接続しているこの回線に対する名前です。

who am iコマンドを使用すると，ワークステーションで実行しているセッ
ションを追跡することができます。 セッションの中には，ユーザ自身によ
る別のホストへのリモート・ログインや，一緒に作業をしている人による
リモート・ログインがあります。 who am iコマンドについての詳細は，
who(1)リファレンス・ページを参照してください。

同じローカル・ホストに別のユーザがログインしているかどうかを確認する
には，who コマンドを使用してください。 次の例では，lennon がローカ
ル・ホスト londonのプロンプトに対して whoコマンドを入力しています。
この例では，現在，他に 3人のユーザが別々のノードから londonにログイ
ンしていることが表示されています。

london% who -M
lennon ttyp0 Jul 15 08:17 (walrus)
elvis ttyp2 Jul 15 07:55 (velvet)
burdon ttyp1 Jul 15 09:02 (animal)
sarjan ttyp4 Jul 14 16:47 (pepper)

whoコマンドによる出力は，who am i コマンドによる出力と同じフォー
マットです。
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10.2 ネットワーク・ユーザに関する情報の取得

fingerコマンドおよびそのオプションを使用すると，ローカル・ホストま
たはリモート・ホストにアカウントを持つユーザの情報を表示することがで
きます。指定するホストは，fingerdデーモン・サーバを実行しているか，
またはfingerdを起動するように構成された inetdデーモンがなければな
りません。 finger(1)リファレンス・ページの説明のとおりに fingerコマ
ンドが動作しない場合は，システム管理者にお問い合わせください。

finger コマンドの構文は，次のとおりです。

finger [ [ option ... ] [ user ... ] [ user@ host_name ... ] ]

オプションまたはユーザ名を指定しないで finger コマンドを実行する
と，ログインしているローカル・ホスト上のすべてのユーザに関して，次
の情報が表示されます。 ただし，これらの情報が表示されるのは，情報が
/etc/passwd ファイルにあるユーザに限ります。

• ログイン名

• フル・ネーム

• 端末の回線名，およびその回線が， writeコマンド ( 11.8 節を参照)
または talkコマンド ( 11.9 節を参照)で，他のユーザからメッセー
ジを受信できるかどうか

• アイドル時間

• ログイン時刻

• ユーザのオフィスの所在地

10.2.1 特定のユーザに関する情報の取得

fingerコマンドを使用する際に，ローカル・ホスト上のユーザのログイン
名を指定すると，指定しない場合よりも詳しい情報が表示されます。表示さ
れる追加情報は，次のとおりです。

• ユーザのホーム・ディレクトリおよびログイン・シェル

• ユーザのホーム・ディレクトリにある .planファイルおよび .project

ファイルの内容 (存在する場合)

次の例では，fingerコマンドを使用して，ローカル・ホストにアカウント
を持つユーザ smith に関する情報を表示しています。
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% finger smith
Login name: smith (messages off) In real life: John Smith
Office: LV05-3/T24
Directory: /usr/netd/r2/smith Shell: /bin/csh
On since Apr 9 16:20:56 on ttypb from wombat.lv5.dec.c
18 seconds Idle Time
Project: manual, "Communicating with Network Users"
Plan:

出力結果の最初の行にある messages offは，ユーザ smithが mesg nコ
マンドを .login ファイルに記述していることを表しています。 このコマ
ンドを記述しておくと，ユーザ smith の端末は，他のユーザから write

コマンドまたは talkコマンドによって送信される邪魔なメッセージを受
信しなくなります。

この例では，ユーザ smith が自分のホーム・ディレクトリに作成した
.project ファイルおよび .plan ファイルの内容も表示されています。
.projectファイルには 1行しか入力することができません。 .planファイ
ルには，ファイル・システムの許容限度まで行を入力することができます。
fingerコマンドは，ファイルの終端 (EOF)までのすべての行を表示します。

10.2.2 リモート・ホスト上のユーザに関する情報の取得

次の例は，fingerコマンドによって表示された，リモート・ホスト boston

上のユーザに関する情報を示しています。

% finger @boston
[boston]
Login Name TTY Idle When Office
amy Amy Wilson p0 4 Thu 10:00 345
chang Peter Chang *p1 2:58 Thu 10:16 103

この出力結果の最初の行にはリモート・ホスト名 boston，2行目には出
力の各フィールドに表示される情報の種類，3行目以降には各ユーザに対
して 1行ずつ情報が表示されます。 アスタリスク (*)は，ユーザ changが
mesg nコマンドを .loginファイルに記述して，他のユーザからの write

コマンドまたは talkコマンドによるメッセージを受信しないようにしてい
ることを示します。

10.2.3 リモート・ホスト上の各ユーザに関する情報の取得

リモート・ホスト havana上のユーザ luisに関する情報を表示するには，
次のように finger コマンドを実行してください。
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% finger luis@havana
Login name: luis In real life: Luis Aguilera
Directory: /users/luis Shell: /bin/csh
On since May 24 10:16:07 on ttyp2 from :0.0
58 minutes Idle Time
Project: baseball game simulation software
Plan:
Distribute with linked statistics module.

10.2.4 fingerコマンドからの出力のカスタマイズ

fingerコマンドには，必要なデータに応じて出力結果を変更できるオプショ
ンが用意されています。表 10–1に，各オプションとその説明を示します。

表 10–1: finger コマンドのオプション

オプション 説明

−b 簡易形式で出力する。

−f 各フィールドのタイトルを表示しない。

−h ユーザの .project ファイルを表示しない。

−i ユーザとアイドル時間のリストを表示する。

−l 他のオプションを無視して，詳細なフォーマットで出力する。

−m user がアカウント名であるとみなす。

−p ユーザの .plan ファイルを表示しない。

−q ユーザのログイン名，端末名，およびログイン
時間のみを表示する。

−s 他のオプションを無視して，簡潔なフォーマットで出力する。

−w 他のオプションを無視して，短い簡潔なフォー
マットで出力する。

finger コマンドについての詳細は，finger(1)リファレンス・ページを
参照してください。

10.3 リモート・ホストおよびユーザに関する情報の取得

本書で説明するコマンドを使用して，ネットワーク上でメッセージの送信や
ファイル転送を実行する前に，受信側のホストが現在オンラインであるかど
うかを確認しなければなりません。これを行うには，ローカルのネットワー
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クで rwhodデーモンを実行しているホストに対して動作する ruptimeコマ
ンドを使用します。

ruptimeコマンドを実行すると，次の情報が表示されます。

• ホスト名

• オンライン状態 (オンラインの場合は up，オフラインの場合は down)

• ホストがオンライン (またはオフライン)の状態になっている日数 (1日
より長い場合)，時間と分

• 現在，ホストにログインしているユーザの数 (オプションを指定すると，
セッションが 1時間以上アイドル状態であるユーザを含むことができる)

• ruptime要求の前の，5分，10分，または 15分間隔での負荷平均の統計

ruptime コマンドの構文は，次のとおりです。

ruptime [ [ option ... ] [ sort_option ] ]

オプションを指定しないで ruptimeコマンドを実行すると，ローカル・ネッ
トワーク上のホストに関する状態レポートは，ホスト名のアルファベット順
でソートされて表示されます。このレポートでは，ホストがオンライン (ま
たはオフライン) 状態になっている時間は，時間;分という形式で示されま
す。正の符号 (+)が含まれている場合は，時間が 1日 (24時間)を超えてい
ます。 次に表示の例を示します。

% ruptime
apple up 102+05:07 4 users, load 0.09, 0.04, 0.04
byblos up 3+03:17, 3 users, load 0.08, 0.07, 0.04
carpal up 2:28, 0 users, load 7.01, 5.02, 3.03
dull down 9+21:59
eager down 23+22:45
foobar up 3+01:44, 9 users, load 0.01, 0.02, 0.03
garlic up 14+01:35, 1 user, load 0.06, 0.12, 0.11
hiccup up 4+22:14, 19 users, load 6.37, 3.90, 2.71
jackal up 13+10:32, 26 users, load 0.70, 0.92, 0.95
starry up 16+21:08, 1 user, load 0.22, 0.14, 0.07
travel up 13+23:44, 7 users, load 1.01, 1.19, 0.5
trekky down 23+03:53
tribbl up 8+21:43, 0 users, load 0.00, 0.00, 0.00
trubbl up 14+02:34, 0 users, load 0.00, 0.00, 0.00
tunnel down 14+02:34
warp9 up 8+01:24, 9 users, load 0.01, 0.02, 0.03
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ある 1台のホストがオンラインであるかどうかの確認だけが必要になること
があります。このような場合には，次に示すホスト trekkyの例のように，
ruptimeコマンドの後にホスト名を入力してください。

% ruptime trekky
trekky down 23+03:53

この出力結果は，ホスト trekkyが，現在オンラインではないことを表し
ています。

10.5 節で説明する pingコマンドを使用しても，ホストがオンラインである
かどうかを確認することができます。 pingコマンドは，TCP/IP ネットワー
ク構成の各ホストに対して動作します。

リモート・ホストでコマンドを実行する場合には (第 13 章で説明)，-l オ
プションを指定して ruptimeコマンドを実行し，ホストのリソースが十
分かどうかを確認してください。 このコマンドを実行すると，ホストが負
荷平均の降順でソートされます。 次に，ruptime -lコマンドを実行した
結果の出力例を示します。

% ruptime -l
carpal up 2:28, 0 users, load 7.01, 5.02, 3.03
hiccup up 4+22:14, 19 users, load 6.37, 3.90, 2.71
travel up 13+23:44, 7 users, load 1.01, 1.19, 0.5
jackal up 13+10:32, 26 users, load 0.70, 0.92, 0.95
...

この例では，carpalと hiccup 以外のホストで使用量が少なくなってい
ます。 したがって，travel か jackal が使用目的に適していれば，どち
らかのホストにリモートでログインできます。

リモート・ホストを長い時間使用する必要がある場合は，セッションが 1時
間以上使用中のユーザ数だけでなく，そのホストを使用しているユーザの総
数を知らなければなりません。 リモート・ホスト上のユーザの総数を表示
するには，-a オプションを指定して ruptimeコマンドを使用してくださ
い。 次の2つの例のうち，最初の例はホスト travel 上の，2番目の例は
ホスト jackal 上のユーザの総数を示します。

% ruptime -a travel
travel up 13+23:44, 32 users, load 1.01, 1.19, 0.5

% ruptime -a jackal
jackal up 13+10:32, 29 users, load 0.70, 0.92, 0.95
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-aオプションおよび -lオプション (前述の例を参照) を指定したruptime

コマンドの実行結果から，ホスト travelおよび jackalには，ほぼ同数の
ユーザがいることがわかりますが，現在のホスト travelの使用状況として
は，(総数 32人のうち)ここ 1時間内にセッションを使用しているユーザは 7
人しかいません。これに対し，ホスト jackalは，ユーザの総数は travel

より少ないのですが，総数 29人のユーザのうち 26人がここ 1時間内にセッ
ションを使用しています。以上のことから，時間の経過にともない，ホスト
travelの使用量は，ユーザがログインするにつれて増加する可能性がある
が，ホスト jackalの使用量は，ユーザのほとんどがすでにログインしてい
るため，変わらないか減少する可能性があることがわかります。

他のオプション (-rオプションを除く)は，別の出力フィールドによりアル
ファベットの降順にソートします。 昇順にソートするには，コマンド行で
各オプションの後に -rオプションを指定してください。 ruptimeコマン
ドのオプションは，-r オプション以外のオプションと組み合わせて指定し
ないでください。 -r オプション以外のオプションと組み合わせて指定す
ると，コマンド行の最後に指定されたオプションのみが有効になります。
表 10–2に，各オプションについて説明します。

表 10–2: ruptime コマンドのオプション

オプション 説明

−a セッションが 1 時間以上アイドル状態であるユーザを含
め，すべてのユーザの情報を表示する。

−l 5，10，および 15分間隔の負荷平均によって出力をソートする。

−r ソート順を逆にする。

−t ホストのオンライン時間の長さによって出力をソートする。

−u ユーザ数によって出力をソートする。

ruptimeコマンドについての詳細は，ruptime(1)リファレンス・ページを
参照してください。

10.4 リモート・ホスト上のユーザに関する情報の取得

メッセージの送信またはファイル転送のコマンドを実行する前に，受信側の
ユーザがログインしているかどうかを確認する必要があります。 ローカル
のネットワーク上のリモート・ホストにユーザがログインしているかどう
かを確認するには，1人または複数のユーザ名を指定して rwhoコマンド
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を実行してください。 rwhoコマンドは，rwhod デーモンを実行している
ホストに対してのみ動作します。 不明な点がある場合は，システム管理者
に問い合わせてください。

rwhoコマンドを実行すると，次の情報が表示されます。

• ユーザ名

• ホスト名

• 開始の日付と時刻

• ユーザのセッションがアイドル状態であった時間 (分数)

rwho コマンドの構文は，次のとおりです。

rwho [ [ -a ] [ user ... ] ]

オプションを指定しないで rwhoコマンドを実行すると，1時間以上アイド
ル状態であるユーザを除いて，ローカル・ネットワーク上のホストに現在ロ
グインしているすべてのユーザが表示されます。ローカル・ネットワーク
では，通常，ユーザ数は数十人にものぼるため，情報が必要なユーザだけ
を指定するようにしてください。

-aオプションを指定すると，アイドル状態が 1時間以上のユーザを含めてす
べてのユーザが表示されますが，特定のユーザのみを指定することもできま
す。これによって，ユーザが 1時間以上アイドル状態かどうかに関係なく，
リモート・ユーザがログインしているかどうかを確認することができます。
次に，-aオプションを指定して rwhoコマンドを実行し，ユーザ wally，
becky，および smithについての情報を表示する例を示します。

% rwho -a wally becky smith
becky cygnus:pts0 Jan 17 11:20 :12
smith aquila:ttyp0 Jan 15 09:52 :22
wally lyra:pts7 Jan 17 13:15 1:32
wally lyra:pts8 Jan 17 14:15 1:01

この例のように，rwhoコマンドを実行した結果の出力は，アルファベット
順にユーザ名，次にホスト名が表示されます。アイドル時間の合計は，1時
間以上の場合，各セッションの開始時刻と日付の後にある最後のフィールド
に表示されます。 -aフラグが指定されていたので，出力には，1時間以上ア
イドル状態のユーザも含まれます。 -aフラグを指定しないで rwhoコマンド
を実行すると，ユーザ wallyに関する情報は表示されません。
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rwho コマンドについての詳細は，rwho(1) リファレンス・ページを参照
してください。

10.5 リモート・ホストがオンラインであるかどうかの判定

pingコマンドは，システム管理者がネットワーク伝送の問題を解決するため
に使用し，TCP/IPネットワークに構成されたホストに対して動作します。
ネットワーク・ユーザは，このコマンドを使用して，リモート・ホストが
現在オンラインであるかどうかを判断することができます。 たとえば，リ
モート・ホスト moonがオンラインであるかどうかを判定するには，ロー
カルのシステム・プロンプトから pingコマンドを入力してください。リ
モート・ホストがオンラインであることを確認する出力は，Ctrl/Cを押すま
で，次の例のように表示されます。

% ping moon
PING moon (130.180.4.108): 56 data bytes
64 bytes from 130.180.4.108: icmp_seq=0 ttl=255 time=42 ms
64 bytes from 130.180.4.108: icmp_seq=1 ttl=255 time=0 ms
64 bytes from 130.180.4.108: icmp_seq=2 ttl=255 time=0 ms
64 bytes from 130.180.4.108: icmp_seq=3 ttl=255 time=0 ms
Ctrl/C
----moon PING Statistics----
4 packets transmitted, 4 packets received, 0% packet loss
round-trip (ms) min/avg/max = 0/11/42 ms
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11
メッセージの送受信

この章では，次のコマンドのいずれか 1つを使用して行う，ネットワーク上
でのメッセージの送受信について説明します。

• mailx または Mail ( 11.2 節)

• write ( 11.8 節)

• MH (メッセージ・ハンドラ)プログラム ( 11.7 節)

• talk ( 11.9 節)

この章の例では，Mailではなく mailxプログラムを使用します。 mailxを
使用すると，次のようなタスクを実行することができます。

• ユーザへのメッセージの送信

• 送信前のメッセージの編集

• メッセージへのファイルの読み込み

• 着信メッセージの保存，および分類

第 12 章で説明しているように，mailx を使用してファイル全体を送信す
ることもできます。

writeコマンドおよび talkコマンドは対話形式で実行されます。この場
合，受信側がログインしていなければなりません。これらの対話式コマンド
を使用する前には，第 10 章で説明している次のコマンドを使用して，ユー
ザやホストの名前およびアクセスが可能かどうかを確認します。

• finger または who

ローカル・ホスト上のユーザを検索する。

• finger，rwho または ruptime

リモート・ホスト上のユーザを検索する。

• ping または ruptime

現在アクセス可能なホストを検索する。
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11.1 メール・メッセージのアドレス指定

mailx を使用すると，次の場所にいる 1人または複数のユーザに対して，
メッセージを送信することができます。

• ユーザのローカル・ホスト

• TCP/IPを介してユーザのローカル・ホストに接続されているリモー
ト・ホスト

• TCP/IP，DECnet，または UUCPアドレッシングを介した別のネッ
トワーク上のホスト

mailx コマンドの構文は次のとおりです。

mailx user [ @ { host | domain | host.domain}] ...

ローカル・ホスト上のユーザにメールを送信するには，mailxコマンドを入
力し，各ユーザに対してパラメータ userを指定してください。リモート・
ホスト上のユーザに送信する場合は，アットマーク (@)の後に，ホストの
位置を示す情報を追加しなければなりません。

たとえば，ホスト orangeから同じローカル・ホスト上のユーザ smithと
jonesにメールを送信するには，次のコマンドを入力してください。

orange% mailx smith jones

同じドメイン内の別のホスト pluto上のユーザ hobbesにメールを送信する
には，次のコマンドを入力してください。

orange% mailx hobbes@pluto

この例のユーザ hobbes が planetsという別のドメインにいる場合は，
次のコマンドに示すように，リモート・ネットワーク・ドメインの名前
を追加します。

orange% mailx hobbes@pluto.planets

ドメインは，名前をピリオド (.) で区切って宛先をさらに細かく区分すること
があります。 ネットワーク管理者によるネットワークの構成方法によって
は，次に示すコマンドの例のように，ドメイン名だけを指定して，別のドメイ
ンにあるリモート・ホスト上のユーザのアドレスを指定することができます。

orange% mailx hobbes@planets

メール・メッセージのアドレス指定については，必要に応じてシステム
管理者に問い合わせてください。

11–2 メッセージの送受信



11.2 mailxを使用したメール・メッセージの送信

この節では，mailxを使用してローカル・ホスト上のユーザへメッセージを
送信し，そのメッセージのコピーを他のユーザへ送信する方法について説明
します。例を開始するにあたって，まず，ユーザ Jonesは，ローカルのシス
テム・プロンプト orange%から mailxコマンドを次のように入力します。

orange% mailx suzuki Return

Return キーを押すと，Subject: プロンプトが表示されます。もう一度
Returnキーを押すと，表題は空白のままになります。 この例では，ユーザ
Jonesは次のように，メッセージの表題を入力してから Returnキーを押し，
続いてメッセージを書き始めます。

Subject: Baseball question Return

Are there any Japanese baseball simulation games?
I want to compare Sadharu Oh’s hitting statistics
to those of Hank Aaron. To do this, I need to set
up a simulated baseball season having each hitter
play for one year in the other player’s league.

次に示すように，ユーザ Jones は，空白行にピリオド (.) をタイプし，
Return キーを押して，メッセージの入力を終了します。

...
play for one year in the other player’s league.
. Return
Cc:

この例では，メッセージはまだ送信されず，代わりにプロンプト Cc: (carbon
copy)が表示されます。これは，ユーザ Jonesが，自分のホーム・ディレク
トリにある .mailrcファイルに set askccを追加して，メール・セッショ
ンをカスタマイズしているためです。メール・セッションのカスタマイズに
ついては， 11.6 節および付録 Dを参照してください。

Cc: プロンプトによって，他のユーザにコピーを送信することができます。
コピーを送信しない場合には，Returnキーを押して mailxを終了し，メッ
セージを送信してください。すると，テキストの終端を示すメッセージ
(EOT)と，その後にシステム・プロンプトが表示されます。

この例では，ユーザ Jonesは，Cc: プロンプトに対して， ローカル・ユーザ
の crantonと，リモート・ユーザの gillisおよび vincepのそれぞれ適
切なアドレスを指定します。 Returnキーを押して mailxを終了し，メッ
セージを送信すると，コピーが送信されます。
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...

Cc: cranton gillis@strato vincep@mlb.bbs.com Return
EOT
orange%

mailx プログラムは，アドレス指定エラーから回復することができます。
たとえば，ローカル・ホスト上の受信者が cranton である場合に， 間
違って crantomとタイプしたとすると，次のメッセージがすぐに画面に
表示されます。

crantom... User unknown

メッセージはユーザに送り返されます。ユーザはそれを保存して，正しい宛
先に送信し直すことができます。

リモート・ホスト上の未知のユーザにメッセージを送信すると，mailx が
それをユーザに送り返すまでに最長で 3日間かかることがあります。 送り
返されたメッセージの保存と再送信の方法については， 11.3.3.1 項を参照
してください。

11.2.1 メッセージの編集

メール・メッセージを送信する前に編集するには，Subject: プロンプトに
応答した後，次のエスケープ・コマンドのうちのいずれか 1つを入力して，
mailx 内でエディタを起動します。

• ~v の入力

ユーザの .mailrcファイルに set VISUAL を指定して設定したスク
リーン・エディタを起動する。

• ~e の入力

ユーザの .mailrc ファイルに set EDITOR を指定して設定したテ
キスト・エディタを起動する。

~eコマンドを使用して， mailx内でテキスト・エディタを起動するには，
新しい行の先頭に ~eを入力してください。チルダ (~)が表示されるまでは
数回入力する必要があるかもしれません。たとえば次のようになります。

Subject: network documentation meeting at 2 PM
Everyone, please bring the Table of Contents
for your manual so that we can look for areas
of overlapping subject matter and

11–4 メッセージの送受信
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ユーザの .mailrcファイルに set EDITOR=/usr/ucb/viが記述されてい
る場合，ユーザは viエディタを使用して，最初の行の綴りの間違いを訂正
して，メッセージを書き終えることができます。編集セッションを終了す
ると，mailxに戻ります。ユーザは，メッセージを書き終わって mailx

を終了するか，または，vi を再び呼び出して，メッセージを書き続けるこ
とができます。

11.2.2 メッセージの打ち切り

メッセージの送信を中断することがあります。メッセージを送信する前に打
ち切る方法には 2 通りあります。

11.2.2.1 Ctrl/C を使用したメッセージの打ち切り

ユーザは，メッセージ内の任意の場所で Ctrl/Cを 2回押して，メール・メッ
セージを打ち切ることができます。 Ctrl/C を 1回押すと，次のメッセー
ジが表示されます。

(Interrupt -- one more to kill letter)

この時点で，メッセージを打ち切るかどうかをもう一度検討することができ
ます。打ち切らない場合は，続けてテキストを入力してください。メッセー
ジを打ち切る場合は，もう一度 Ctrl/Cを押します。すると，次のメッセー
ジが表示されます。

(Last Interrupt -- letter saved in dead.letter)

これでメッセージは打ち切られ，mailx を終了して，システム・プロンプ
トが表示されます。

省略時の設定では，打ち切られたメッセージは，ユーザのホーム・ディレク
トリの dead.letterファイルに保存されます。打ち切られたメッセージを
保存しない場合は，set nosaveをユーザの .mailrcファイルに入力しま
す。詳細については， 11.6 節および付録 Dを参照してください。

dead.letterファイルには最後に打ち切られたメッセージだけが保存され
ます。メール・メッセージに打ち切られたメッセージを取り込むと，編集や
再送信ができます。 メッセージにファイルを取り込む方法についての詳細
は， 11.2.3 項を参照してください。

次に，Ctrl/Cを押してメール・メッセージを打ち切る例を示します。
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orange% mailx sally
Subject: Update to reference page files
What should the mailx(1) reference page include
about sending to remote users? Ctrl/C
(Interrupt -- one more to kill letter)
Ctrl/c
(Last Interrupt -- letter saved in dead.letter)
orange%

11.2.2.2 エスケープ・コマンドによるメッセージの打ち切り

空白行に ~qまたは ~xのエスケープ・コマンドを入力することによって，
メール・メッセージを打ち切ることができます。 Ctrl/Cを押してメッセー
ジを打ち切る方法とは異なり，このコマンドでは，再考するためのプロン
プトは表示されず，直ちにメッセージを打ち切ります。 ~q エスケープ・
コマンドは，打ち切られたテキストをユーザのホーム・ディレクトリの
dead.letterファイルに保存しますが， ~xは，.mailrcファイルに set

save と設定していても，保存しません。

次の例は，~xエスケープ・コマンドを使用して，メール・メッセージを打ち
切る方法を示しています。

orange% mailx sally
Subject: Update to reference page files
What should the mailx(1) reference page include
~x
orange%

チルダ (~)が表示されるまでに数回入力する必要があるかもしれません。

11.2.3 メッセージへのファイルの取り込み

メール・メッセージ内に，任意のファイル (未変換のバイナリ・ファイルは除
く)を取り込むことができます。アドレスの指定を誤って返却されたメール
を保存して再送信 ( 11.3.3.1 項参照)する場合や，ユーザのホーム・ディレク
トリの dead.letterファイルに保存している打ち切られたメッセージを編
集して再送信する場合に，この方法が使用されます。

前述の例では，dead.letterファイルには次のテキストが含まれています。

What should the mailx(1) reference page include
about sending to remote users?

追加情報を加えた後，このファイルをユーザ sallyに再送信すると仮定し
ます。 mailx 内では，~d エスケープ・コマンドを使用すると，現在の
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作業ディレクトリに関係なく，dead.letter のテキストがメール・メッ
セージに自動的に追加されます。

例 11–1では，ユーザ sallyへのメッセージを開始してから，~dコマンドに
よって dead.letter のテキストを追加します。

例 11–1: dead.letter ファイルへの取り込み

orange% mailx sally
Subject: the mailx(1) reference page
The uucp(1) reference page has formatting
information for sending to remote users.
~d
"/usr/staff/r2/sally/dead.letter" 2/76

ファイルを取り込むと，完全パス名とともに，そのファイルの行数 (2)お
よび文字数 (76) (Return キーまたは各行末の制御文字を含む)が表示され
ます。 この後，終了することも，続けてメッセージを書き込むこともでき
ますが，~pエスケープ・コマンドで表示されないインクルード・ファイル
の内容を参照したり，テキスト・エディタを使用してインクルード・ファ
イルの内容を変更したりすることもできます (たとえば，vi を使用したい
場合は ~v と入力します)。

______________________ 注意 _____________________

dead.letterファイルには，最後に打ち切られたメール・メッ
セージだけが保存されます。送信したいテキストが含まれている
ことを確認しなければなりません。

メール・メッセージにファイル (dead.letterを含む)を取り込むには，
~<，または ~rのいずれかのエスケープ・コマンドを指定してから，ファ
イル名を入力してください。 この 2つのコマンドはどちらも同様に動作し
ます。 ファイルのディレクトリが，mailx を入力したディレクトリと異な
る場合には，ファイル名の前に完全パス名または現在のディレクトリに対
する相対パス名を指定しなければなりません。

次の 例 11–2では，~<エスケープ・コマンドを使用して，現在の作業ディ
レクトリの下の environ ディレクトリから，strato_probというファ
イルを挿入します。
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例 11–2: mailxコマンドを使ったファイルの取り込み

orange% mailx sally
Subject: Dan, here’s the stratosphere data file
~< environ/strato_prob
"environ/strato_prob" 41/1309

mailxユーティリティによって，対話形式を使用しないでファイルを転送す
る方法については， 12.1.3 項を参照してください。

11.3 メール・メッセージの受信

メール・メッセージを受信する場合には，次のいずれかを選択できます。

• 任意のメッセージを読み込むかまたは削除する。

• メールの送信者およびその他の受信者に応答する。

• ファイルにメッセージを保存する。

• フォルダと呼ばれるメッセージの保存用ファイルに，トピックごとに
メッセージを分類する。

ユーザがログインしたとき，オペレーティング・システムのコマンドを入
力したとき，または Return キーを押したときに，新しいメールが到着し
ていれば，mailxプログラムはそれを通知します。 また，システム・プロ
ンプトから mailx コマンドを入力して，新しいメールが到着しているか
どうかを調べることもできます。

例 11–3では，ホスト orangeのユーザ Jonesが mailxを入力して，2件の
メッセージが到着していることを確認します。

例 11–3: mailx 環境に入る

orange% mailx
Mail $Revision: 1.1.6.4 $ Type ? for help.
"/usr/spool/mail/jones": 2 messages 1 new 1 unread
U 1 root Mon Jul 20 10:39 14/438 "System news"

>N 2 root Mon Jul 20 11:30 11/292 "Welcome"
?
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この例では，システム管理者 (root)からの 2件のメッセージが到着してい
ます。 1件は，以前の mailx のセッションから未読のメッセージ (1カラ
ム目に U と示される)であり，もう 1件は，新しく到着したメッセージで
す (Nで示される)。メッセージの最後に表示される疑問符 (?) は，mailx

のプロンプトです。 この表示のヘッダおよび 11.4 節で説明するように，
このプロンプトからもう 1つ疑問符を入力すると，使用可能な mailx の
コマンドのリストを表示することができます。

mailx プロンプトで Return キーを押すと，未読のメッセージ・リストに
(>)で示されている，メッセージ 2 を読むことができます。たとえば，例
11–4 のように実行できます。

例 11–4: mailx プロンプトでのメッセージ開封

? Return
Message 2:
From root Wed Aug 4 11:17:36 1999
Date: Wed, 4 Aug 1999 11:17:29 -0400
From: root (system administrator)
To: jones
Subject: Welcome

Welcome to the company computer network. I’m the
person who manages this system. If you have
questions or problems, send mail to root. You
can also send mail to manager or admin; messages
will be forwarded to me.

I will be on vacation for the next two weeks after
this week... starting Monday, August 10. I’ll be
stdin Space
back on Monday, August 24.
?

例 11–4では，PAGER変数が more (省略時の設定)に設定されているため，
stdinが表示されています。 PAGER変数が pgに設定されている場合には，
何も表示されません。 また，上記の例では，ユーザ Jonesが set crt=15

を .mailrcファイルに追加して，mailx環境をカスタマイズしているた
め， stdinはメッセージを 15行表示した後に表示されます。 .mailrcファ
イルの set crt=は， ページャ (pgまたは more) を呼び出す前に，残り
のメッセージの 1回に表示する行数を指定します。 例に示すように，メッ
セージが 15行を超える場合，set crtは，15行を表示した後にページャ
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を呼び出すよう mailx に指示します。 スペース・バーを押すと，次の 15
行が表示されます。 set crt=を使用して，自分の mailx 環境をカスタ
マイズするようにしてください。 カスタマイズしない場合には，長いメー
ル・メッセージが高速でスクロールするため，Hold Screenキーをすばやく
押さなければなりません。 mailxをカスタマイズする方法についての詳細
は， 11.6.2 項および付録 Dを参照してください。

他のメッセージを読むには，mailxプロンプトに対してメッセージ番号を入
力してください。メッセージのリストを再び表示するには， mailxプロン
プトで hを入力します。例 11–5では，ユーザ Jonesは，hコマンドを使用
してメール・メッセージのリストを表示します。最初のメッセージが未読で
あることを確認すると，? プロンプトから 1を入力してそれを読みます。

例 11–5: mailxプロンプトでの他のメッセージの開封

? h
U 1 root Mon Jul 20 10:39 14/438 "System news"

> 2 root Mon Jul 20 11:30 11/292 "Welcome"
? 1
Message 1:
From root Mon Jul 20 11:30:07 1999
Date: Mon, 20 Jul 1999 11:30:04 -0400
From: root (system administrator)
To: jones
Subject: System news

The newest release of the text processing
software will be installed after 5 o’clock
today. Send mail if you have questions or
concerns before or after the installation.

?

ユーザが現在読んでいるメッセージを現在のメッセージと呼びます。再読す
るには，Returnキーを押してください。次のメッセージを読むには，nを押
します。すると，このメッセージが現在のメッセージになります。 すべて
のメッセージを連続して読む場合は，各メッセージを読み終えるごとに n

を押します。これは，付録 Dで説明しているように， gonext 変数を修
正することによって変更することができます。
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11.3.1 メッセージの削除

ファイルまたはフォルダに格納する前後にユーザが削除しない限り，メッ
セージは mailxに保存されています。現在のメッセージを読後に削除する
には，mailxプロンプトに対して d を入力してください。別のメッセー
ジを削除する場合は，mailx プロンプトで，d コマンドの後にメッセージ
番号を入力してください。 dコマンドの後にメッセージ番号を並べて入力
すると，複数のメッセージを一度に削除することができます。 たとえば，
メッセージ 7および 9を削除するには，mailxプロンプトで次のコマンドを
入力してください。

? d 7 9

ある範囲のメッセージを削除するには，削除する最初のメッセージの番号
と最後のメッセージの番号の間にハイフンを使用して指定します。 たとえ
ば，メッセージ 7から 11までを削除する場合は，mailx プロンプトで次
のコマンドを入力してください。

? d 7-11

メッセージを誤って削除した場合は，u (undelete)コマンドを使用すると，
そのメッセージを回復することができます。たとえば，メッセージ 7を回復
するには，mailxプロンプトから次のコマンドを入力してください。

? u 7

x の代わりに，q または quitを入力して mailx を終了した場合，すでに
読んだメッセージで削除していないものは，ホーム・ディレクトリにあ
る，それまでに削除していないメッセージを保存するための mboxという
ファイルの最後に追加されます。

11.3.2 メッセージへの応答

メール・メッセージへの応答は，メール・メッセージへの送信と同様に実行
できます。 11.2 節で説明しているように，メッセージの編集，打ち切り，
メッセージへのファイルの取り込みを同様に選択できます。

メッセージを読んですぐに送信者に応答する場合は，例 11–6 のように，
メール・プロンプトから大文字の R (reply)コマンドを入力してください。
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例 11–6: メール・メッセージへの応答

Message 3:
From deedee Mon Jul 20 14:13:32 1999
Date: Mon, 20 Jul 1999 14:13:05 -0400
From: deedee (DeeDee Smith)
To: jones, mays@sf24.usernet, susannah@artwrk
Subject: Testing text-processing software

I think we should test the new text processing
software on the older machines as well as the
newer. Remember that many customers still have
the older models.

? R
To: deedee
Subject: Re: Testing text-processing software

I agree. Also, we should test different machine
configurations to determine if, for example,
it performs satisfactorily when run remotely.
.
EOT
?

R を入力すると，受信者および表題が表示されて，受信者を確認するこ
とができます。

小文字の r を入力すると，元のメールの送信者のほかに受信者にも応
答が送信されます。 例 11–6 では，deedee に応答が送信されるとき，
mays@sf24.usernetおよび susannah@artwrkにも送信されます。

______________________ 注意 _____________________

メール・メッセージの送信者にだけ応答する場合は，メール・プ
ロンプトで大文字の Rを入力してください。メール・メッセージ
の送信者とすべての受信者に応答する場合は，プロンプトで小文
字の r を入力してください。

例 11–6では，ユーザ Jonesの .mailrcファイルに set askccコマンドが
記述されていないため，Cc: プロンプトは表示されません。
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11.3.3 メッセージの保存

xまたは exitコマンドではなく， qコマンドを入力して mailxを終了す
る場合，読み終わったファイルは，ユーザのホーム・ディレクトリにあ
る mbox ファイルに保存されます。

もっと有効な方法でメール・メッセージを格納するためには，以下の項で
説明するように，個別に名前を付けたファイルやフォルダにそれらのメッ
セージを保存することができます。

11.3.3.1 ファイルへのメッセージの保存

ファイルに保存するメールには次のような種類のものがあります。

• ユーザが読む短いが重要なメッセージ

• mailxによって返送されたアドレス指定を誤ったメール・メッセージ

• 後で印刷してから読む長いメッセージ

ユーザが読む短いメッセージ，または mailxによって返送されたメール・
メッセージを保存する場合は，mailxプロンプトで sコマンドを入力して，
ファイル名を指定してください。

次の例では，mailxコマンドによる出力の 2番目の項目に，返送された
メッセージが表示されています。
orange% mailx
Mail $Revision: 1.1.6.4 $ Type ? for help.
"/usr/spool/mail/jones": 2 messages 1 new 1 unread
U 1 root Mon Jul 20 10:39 14/438 "System news"

>N 2 MAILER-DAEMON Wed Aug 5 09:39 19/498 "Returned mail: User unknown"
?

次の例で示すように，ユーザ Jonesは，この例の返送されたメッセージを
verify-resendというファイルに保存して，再送信する前に正しいアドレ
スを確認することを覚えておくようにします。

.

.

.
>N 2 MAILER-DAEMON Wed Aug 5 09:39 19/498 "Returned mail: User unknown"
? s verify-resend

ファイル verify-resendは，明示的にパス名を指定しない限り，現在の
ディレクトリに保存されます。 たとえば，ユーザ Jonesは，次のようにコ
マンドを入力すると，サブディレクトリ fix-later に，このファイルを
保存することもできます。

? s fix-later/verify-resend
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長いメッセージの場合に，オンラインでテキスト全部を読まずに保存するに
は，Ctrl/Cを押してメッセージのスクロールを中断し，mailxプロンプトを
表示させます。 この時点でメッセージを保存 (または削除) することができま
す。次の例では，ユーザ Jonesは，20ページのレポートからなるメッセー
ジ 1を受信します。 Ctrl/Cを押して mailx プロンプトを表示させ，ファ
イルを保存するためのコマンドを入力します。

? 1
Message 1:
From smith Wed Aug 5 16:43:42 1999
Date: Wed, 5 Aug 1999 16:43:41 -0400
From: smith (Cassandra Smith)
To: jones
Subject: 20-page report: host configuration results

Mortimer,

Here’s the report on host configuration that the
Ctrl/C
Interrupt
?s sys-config-report
"sys-config-report" [New file] 2147/48353
?dp

...

前の例では，ファイルを作成した後，ユーザ Jonesは，mailxプロンプトで
dp (delete-proceed: 削除して続行)を入力して，この 20ページの大きなファ
イルが mboxに保存されないようにし，次のメール・メッセージの読み込み
を開始します。 mailxコマンドの d (delete)を入力してから Returnキーを
押しても，同様の処理を行うことができます。

11.3.3.2 フォルダへのメッセージの保存

メッセージを参照情報で分類して，mboxファイル (それ自身がフォルダ)
のサイズを最小限にするには，フォルダと呼ばれるファイルにメッセージ
を保存します。 mbox 以外のフォルダを使用する前には，ユーザのホー
ム・ディレクトリにフォルダのサブディレクトリを作成し，.mailrc ファ
イルにフォルダへのポインタを追加する必要があります。 たとえば，ホー
ム・ディレクトリに sys-configというディレクトリを作成する場合は，
set folder=sys-config という行をユーザの .mailrc ファイルに追
加しなければなりません。
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フォルダにメッセージを追加するには，mailxコマンド sの後にフォルダ名
を指定してください。たとえば，ホスト構成についてのメッセージをそのト
ピックに関する他のメッセージと一緒に保存するには，次の例のように，
sys-configというフォルダにそのメッセージを書き込みます。

Message 7:
From smith Thu Aug 6 09:32:09 1999
Date: Thu, 6 Aug 1999 09:32:08 -0400
From: smith (Cassandra Smith)
To: jones
Subject: host configuration testing

According to the report that each LAN ...
? s sys-config
"sys-config [New file] 11/235

フォルダに最初のメッセージを保存すると，mailxはそのメッセージを格
納して，New fileというメッセージを表示します。そのフォルダにさら
に別のメッセージを保存すると，mailx はそれをファイルの最後に追加し
て，Appended というメッセージを表示します。

mbox以外のフォルダに保存されたメッセージを読むには，次の 2通りの方
法があります。

• シェル・プロンプトで，-fオプションとフォルダ名を指定して mailx

を起動する。

たとえば，sys-config フォルダを読むには，次のコマンドを入力
してください。

orange% mailx -f sys-config

• ユーザがすでに mailx にいる場合は，別のフォルダに切り替える
folder コマンドを使用する。

たとえば，sys-configフォルダを読んでいるときに，meetingsフォ
ルダを読みたい場合は，次のコマンドを入力します。

? folder meetings

フォルダを切り替える場合には，mailxは，クローズするフォルダに対して
変更を加えてから，新しいフォルダをオープンします。

引数を指定しないで folderコマンドを使用すると，現在使用しているフォ
ルダを確認することができます。 たとえば次のようになります。

? folder
"sys-config": 17 messages
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11.3.4 メッセージの転送

例 11–7 は，mailx の m コマンドと ~f エスケープ・コマンドを使用し
て，サブジェクト行とコメントを含めてメッセージ番号 3のメッセージを
ユーザ deedee に転送する例です。

例 11–7: Forwarding a Message

? m deedee 1
Subject: forwarding a message 2
I received this note from Gary. Do you agree? 3
~f 3 4
Interpolating: 3 5
(continue)
~p 6
-------
Message contains:
To: deedee
Subject: forwarding a message

I received this note from Gary. Do you agree?

From gary Wed Mar 4 16:10:48 1999
Date: Wed, 4 Mar 1999 16:10:48 -0500
From: To: csug@myhost.mydomain
Subject: Forwarding
Cc: smith
I think forwarding should be tomorrow’s topic.

Gary
(continue)
.
EOT

1 m コマンドでメッセージの作成を開始します。

2 新しいメッセージの件名を入力します。

3 新しいテキストを入力します。

4 mailxの ~fエスケープ・コマンドでメッセージ番号 3のメッセージを転送します。

5 mailxコマンドは，メッセージの読み取り中であることを示し，その後，入力の受け付けが可能になると
プロンプトを表示します。

6 転送するメッセージが正しく取り込まれていることを確認する場合は ~pエスケープ・コマンドを使
用します。
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この例に示すように，~fおよび ~pコマンドを入力した後，書き込みを続け
るか，または，メッセージを終了することができます。現在のメッセージを
転送する場合は，~f の後に番号を入力しないでください。

11.4 mailx からのヘルプ情報の参照

mailx を起動したときにメッセージが到着している場合は，次の行がヘッ
ダの先頭に表示されます。

Mail $Revision: 1.1.6.4 $ Type ? for help.

これは，mailxプロンプトで疑問符 (?) をタイプすると，例 11–8 に示す
ように，使用できる mailx コマンドの簡単な説明が表示されることを，
ユーザに知らせるためのものです。

例 11–8: mailxの help コマンドからの出力

? ?
Control Commands:

q Quit - apply mailbox commands entered this session.
x Quit - restore mailbox to original state.
! <cmd> Start a shell, run <cmd> and return to mailbox.
cd [<dir>] Change directory to <dir> or $HOME.

Display Commands:
t [<msg_list>] Display messages in <msg_list> or current message.
n Display next message.
f [<msg_list>] Display headings of messages.
h [<num>] Display headings of group containing message <num>.

Message Handling:
e [<num>] Edit message <num> (default editor is e).
d [<msg_list>] Delete messages in <msg_list> or current message.
u [<msg_list>] Recall deleted messages.
s [<msg_list>] <file> Append messages (with headings) to <file>.
w [<msg_list>] <file> Append messages (text only) to <file>.
pre [<msg_list>] Keep messages in system mailbox.

Creating New Mail:
m <addrlist> Create/send new message to addresses in <addrlist>.
r [<msg_list>] Send reply to senders and recipients of messages.
R [<msg_list>] Send reply only to senders of messages.
a Display list of aliases and their addresses.

============================ Mailbox Commands ==========================

11.5 メールの終了

mailx の終了に使用できるコマンドは，3つあります。

• q コマンド

シェル・プロンプトに戻り，読後削除していないメッセージを，ユーザ
のホーム・ディレクトリの mboxファイルに保存します。
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• x コマンドおよび exit コマンド

この 2つのコマンドは同じです。どちらも，ユーザのメールボックスを
変更しないでシェル・プロンプトに戻ります。

11.6 メール・セッションのカスタマイズ

新規ユーザのアカウントを設定するとき，システム管理者は，mailxの省略
時の設定を /usr/share/lib/Mail.rcファイルに定義します。 オペレー
ティング・システムで提供されるファイルには，次のような mailxの設定が
含まれていますが，ユーザはこれを変更することができます。

• set ask

Subject: プロンプトを表示します。

• set noaskcc

Cc: プロンプトを表示しません。

• set dot

空白行に 1つのドット (.) を入力すると，メール・メッセージが終了
するようにします。

• set nokeep

システムのメールボックスが空になったときに削除されます。この設定
は，ほとんどのユーザにとっては重要ではありません。

• set save

打ち切られたメッセージが，dead.letterファイルに保存されます。

ユーザは，ホーム・ディレクトリの .mailrcファイルに，別名を定義したり
変数を設定することにより，mailxセッションをカスタマイズすることがで
きます。次の例 11–9では，.mailrcファイルの例を示します。

例 11–9: .mailrc ファイルの例

alias sue susannah
alias wombats tom, jeff, craig, jim, ken
set ask
set askcc
set prompt=>
unset dot
set record=/usr/users/hale/outgoing
set folder=folder
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例 11–9: .mailrc ファイルの例 (続き)

set crt=20

11.6.1 メールの別名の作成

mailxの aliasコマンドを使用して，ユーザまたはユーザ・グループの代替
名を作成できます。

______________________ 注意 _____________________

mailxの aliasは，シェルが使用する aliasコマンドとは別の
コマンドです。シェルの aliasコマンドでメール・コマンドを
変更することはできません。

継続的に使用するメールの別名を定義するには，.mailrcファイルに alias

コマンドを記述して，別名と 1つまたは複数のログイン名を指定します。次
の .mailrcファイルでは，2 つの別名が定義されています。

alias sue susannah
alias wombats tom, jeff, craig, jim, ken

最初の別名は，sue という名前がユーザ susannahを意味するように定義
されています。これによって，ユーザは，sueという名前を使用して，
susannahにメールを送信することができます。 2番目の別名は，メッセー
ジを wombatsにアドレス指定することによって， Wombats というチーム
のメンバである tom，jeff，craig，jim，および kenにメールを送信す
ることができます。 この行を別の方法で .mailrc ファイルに記述する
と，次のようになります。

alias wombats tom,\
jeff,\
craig,\
jim,\
ken

バックスラッシュ (\)を使用すると，1つの長いコマンドを複数行に入力す
ることができます。
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mailxセッションで，引数を指定しないで aliasを使用すると，定義されて
いる別名を確認することができます。 また，その mailxセッションのみで
有効な一時的な別名を，mailxプロンプトから定義することもできます。

11.6.2 メール変数の設定

メール変数は，ユーザの .loginファイルに設定されている変数と同様で
す。 バイナリ，文字列，または数字のいずれかになります。

.mailrcファイルにバイナリのメール変数を設定するには，setコマンドの
後にオプション名を指定して入力してください。サンプルの .mailrcファ
イルには，次のバイナリ変数が含まれています。

set ask
set askcc
unset dot

• askを設定すると，mailxは，送信するメッセージの表題の入力を求
めるプロンプトを表示します。

• askccを設定すると，mailxは，送信するメッセージのコピーの受信
者を指定するように求めてきます。

• dotの設定を解除すると，行にピリオドだけを入力することによって
mailx のメッセージを終了することはできません。 この場合には，
Ctrl/Dを押してメッセージを終了しなければなりません。

文字列のメール変数は，文字または数を値として受け入れます。サンプルの
.mailrcファイルには，次の 3つの文字列変数があります。

set folder=folder
set record=/usr/users/hale/folder/outgoing
set crt=20

• folder変数は，ユーザのメール・フォルダを入れるためのサブディレ
クトリを定義します。 この変数を設定すると，mailx ユーティリティ
は，save folderコマンドを使用してメッセージを保存する際に，こ
のディレクトリにファイルとしてフォルダを作成します。 mailxユー
ティリティは，このファイル名をユーザのホーム・ディレクトリのサブ
ディレクトリとして解釈します。
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• record変数は，送信する各メッセージのコピーを，指定するファイル
に入れるように mailxに指示します。この変数を設定しなければ，自
動的にレコードが保持されることはありません。この例では，mailxが
通常のフォルダとして扱うファイルを指定しています。レコード・ファ
イルを選択するには，次のコマンドを使用します。

orange% mail -f outgoing

• crt変数は，ページャ・プログラムを呼び出す前に表示するメッセージ
の行数を mailx に指示します。

11.7 MH プログラム

mailxプログラムの代わりとして，MH (メッセージ・ハンドラ)プログラム
があります。MHプログラムは，シェル・プロンプトから実行したいコマン
ドを入力して使用する，小さなメール処理プログラムの集まりです。

MHプログラムはオプションであるため，ユーザのホストにインストールさ
れていないこともあります。 MHが利用できるかどうかを確認するには，
/usr/bin/mh ディレクトリを検索してください。

MHを使用するには，.cshrcファイルまたは .loginファイルの set path

行を編集して，パスに /usr/bin/mhディレクトリを追加しなければなりま
せん。その後，ログアウトして再びログインするか，または次のコマンド (C
シェルの場合)を入力することにより，シェルにパスの変更を通知します。

orange% source .login

パスが .cshrcに設定されている場合は，このコマンドで，.loginではな
く .cshrc を使用してください。

Bourne，Korn，または POSIX シェルのいずれかを使用している場合に
は，この情報を .profileファイルに追加し，次のコマンドを入力するこ
とによってシェルに通知します。

orange$ . .profile

MHプログラムを使用すると，フォルダは，mailxのフォルダとは異なる編
成になります。 新たに届いたメールや未読のメールは，inbox と呼ばれる
フォルダに保存されますが，ここには，ユーザが incコマンドを使用して，
システムのメールボックスに届くメールを移動します。新しいメールの挿入
は，毎回 incコマンドを入力して行わなければなりません。
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フォルダの選択は folderコマンドで行います。 フォルダ名を指定せずに
このコマンドを入力すると，folderは現在選択されているフォルダを表
示します。

folderコマンドにオプション -allを指定すると，フォルダのリストおよび
それぞれのフォルダ内にあるメッセージ数を表示します。

show，prev，および nextコマンドを使用すると，それぞれ現在のフォルダ
の，現在のメッセージ，前のメッセージ，および次のメッセージを読むこと
ができます。 showコマンドの後にメッセージ番号を指定すると，そのメッ
セージが現在のメッセージになります。たとえば次のようになります。

orange% show 7
Message 7:
From deedee Mon Jul 23 10:02:10 1999
Date: Mon, 23 Jul 1999 10:01:25 edt
To: hale
Subject: Cafeteria hours
Cc:
Status: R

I’m sorry you didn’t ask that sooner. The cafeteria
closes its breakfast service at 10. Lunch starts
at 11:30.

rmmコマンドは，現在のフォルダからメッセージを削除します。引数を指定
しないで rmmコマンドを使用すると，現在のメッセージを削除します。 1つ
または複数のメッセージ番号を指定すると，指定されたメッセージが削除
されます。たとえば，メッセージ 2，5，および 7を削除する場合は，次
のコマンドを入力してください。

orange% rmm 2 5 7

表 11–1に，ほとんどのMHコマンドをリストにします。 完全なリストは，
mh(1)リファレンス・ページを参照してください。各MHコマンドの詳細につ
いては，それぞれのコマンドのリファレンス・ページを参照してください。

表 11–1: MHプログラムのコマンド

コマンド 説明

ali 指定された別名のファイルを検索して，別名に対
応するアドレスを表示する。

anno メッセージに注釈を付けて，メッセージの配信，
転送，および応答を記録する。
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表 11–1: MHプログラムのコマンド (続き)

コマンド 説明

burst 転送されたメッセージから元のメッセージを取り出
し，転送ヘッダを破棄して，元のメッセージを現在
のフォルダの最後に追加する。

comp 新規にメール・メッセージを作成して，テンプレートを提供
し，エディタを起動してメッセージを完成できるようにする。

dist 現在のメッセージを，元の配信リストにないア
ドレスに再配信する。

folder フォルダを選択するか，または現在のフォルダを表示する。

folders すべてのフォルダと，各フォルダに含まれるメッ
セージの数をリストする。

forw 元のアドレス指定にはなかった受信者にメッセージを
転送する。 メッセージはカプセル化され (Forwarded
Message の通知を含む)，ヘッダが追加される。

inc システム・メールボックスのメールを，ユーザの
inbox フォルダに挿入する。

mark 現在のフォルダにある一連のメッセージに名前を付け
る。 こうしておくと，pick コマンドを使用して，この
方法でマークしたメッセージを選択できる。

mhl フォーマットされたMHメッセージをリストする。 moreコ
マンドの代わりに，メッセージの表示に使用できる。

mhmail 指定されたユーザにメールを送信する。 ユーザを指定しな
い場合，mhmail は，incコマンドと同じ動作をする。

msgchk システム・メールボックスや，新しく到着するメールを
受信するファイルをユーザに代わってチェックして，
新しいメッセージを検索する。 新しいメッセージが届
いている場合，msgchk はそれを通知する。

next 現在のフォルダまたは指定されたフォルダの，次
のメッセージを表示する。

packf フォルダを単一のファイルに圧縮する (各メッセージは通
常，個別のファイルとして保存される)。 packf コマン
ドを pack コマンドと混同してはならない。

pick 内容，シーケンス名，または他の基準に基づい
てメッセージを選択する。

prev 現在のフォルダの，前のメッセージを表示する。
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表 11–1: MHプログラムのコマンド (続き)

コマンド 説明

prompter メッセージ作成用の簡易エディタを呼び出す。 prompterコ
マンドは，comp，dist，forw，および replによって呼び
出されるため，prompter を直接呼び出す必要はない。

rcvstore 標準入力からのメッセージを直接フォルダに挿入する。

refile 現在のフォルダから，1 つまたは複数のフォルダ
にメッセージを移動する。

repl 現在のメッセージまたは指定するメッセージに応答する。

rmf フォルダ内のすべてのメッセージを削除した後，
フォルダ自身も削除する。

rmm フォルダからメッセージを削除する。メッセージ・ファイル
は実際には消去されない。代わりに，rmmは，ファイル名の
先頭に番号記号 (#)を付加することによってファイル名を変
更する。 ほとんどのホストでは，名前が番号記号で始まる
ファイルは，1日に 1度自動的に削除される。実際に削除さ
れるまでは，mvコマンドを使用してファイル名を変更するこ
とにより，削除されたメッセージを回復することができる。

scan フォルダ内のメッセージのリストを表示する。

send comp，prompter，またはその他のエディタを使用し
て作成したメッセージを送信する。

show メッセージの内容を表示する。

sortm フォルダ内のメッセージを，メッセージ・ヘッダの Date:
フィールドに基づいて，時間順にソートする。

whatnow 作成したばかりのメッセージの処理方法を指定するように求
める。ユーザは，応答する元のメッセージを再度調べたり，
新しいメッセージの編集を再開したり，または，メッセージ
の送信に関連する他のタスクを実行することができる。

whom メッセージのヘッダをアドレスにまで拡張し，オ
プションとしてメッセージがそれらのアドレスに送
信されたかどうかを検査する。

次の例は，MH の msgchk コマンドによる新規メッセージの報告を示し
ています。

orange% msgchk
You have new mail waiting, last read on date
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ユーザの最上位ディレクトリに .mh_profile ファイルを作成して，MH
の機能を変更することができます。 MHリファレンス・ページに，ユーザ
が変更できる機能についての説明があります。

11.8 writeを使用したメッセージの送受信

write コマンドを使用すると，同一または異なるホスト上の 2人のユーザ
が，ビデオ表示端末，またはメッセージを紙に印刷する方式のビデオ以外の
デバイス (テレタイプライタなど) 上での通信が可能になります。

writeコマンドでは，電話による通信が不可能な相手にメッセージを送るこ
とができます。特に，応答を必要としない場合に便利です。 11.9 節で説明
する talk コマンドも参照してください。

writeコマンドは受信者の端末画面にメッセージを表示します。ユーザは，
ホーム・ディレクトリの .login ファイルに mesg n コマンドを入力する
と，write および talk を介して通信できないようにすることができま
す。 スーパユーザ特権を持つユーザからのメッセージは，着信不能にする
ことはできません。

ローカル・ホストのユーザが writeおよび talkコマンドからのメッセージ
の受信を不能にしているかどうかを確認するには，fingerコマンドを使
用します。出力結果の最初の行に messages off 句が表示されているか
どうかを調べてください。次に例を示します。

Login name: smith (messages off) In real life: John Smith
...

リモート・ホストのユーザでは，writeおよび talkが使用不能の場合，
出力行の TTY フィールドにアスタリスク (*) が表示されます。次に例を
示します。

...
Login Name TTY Idle When Office
chang Peter Chang *p1 2:58 Thu 10:16 103

詳細は 10.2.2 項および finger(1)リファレンス・ページを参照してくださ
い。

送信しようとしている相手が，干渉を防ぐために，一時的に writeコマン
ドを使用不能にするコマンドを実行していることがあります。 その場合，
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送信者は，受信者が明示的に writeを無効にしている場合と同様，次のよ
うなメッセージを受け取ります。

Write: Permission denied

これは，受信者が明示的に writeを使用不能にした場合と同じです。

write コマンドは，受信者がログインしている場合にだけ使用できます。
10.1 節で説明しているように，whoコマンドを使用して現在のユーザをリス
トします。たとえば，ユーザ smithがログインしていないときに，write

を使用してメッセージを送信すると，次のようなメッセージがユーザの
端末画面に表示されます。

smith is not logged on

次の手順は，ユーザ wang とユーザ chung がともにローカル・ホスト
dancer にログインしている場合に，ユーザ wangがユーザ chungにメッ
セージを送信する方法を示しています。

1. ユーザ wang は，システム・プロンプトから write コマンドを入力
する。

dancer% write chung

write プログラムはベルを鳴らし，次のメッセージを chung の端末
画面に送信します。

message from wang tty04 Feb 14 10:32:45

接続が確立されると，ユーザ wangの端末のベルが鳴ります。

2. ユーザ wangはメッセージをタイプする。

各行ごとに Return キーを押し，Ctrl/Dを押してメッセージを終了し
ます。たとえば，wang は，ユーザ chungに，次のような 2行のメッ
セージを送信します。

The double-sided lab printer is working. Return
Re-send your job and I’ll check it. Return
Ctrl/D

3. wang が Ctrl/D を押す。

ユーザ chungの画面に EOF (ファイルの終端)シグナルが表示されて，
メッセージの終わりを知らせます。
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______________________ 注意 _____________________

Ctrl/D で受信者の画面に end-of-file (EOF) シグナルが表示され
ない場合，または，送信者の端末でベルが鳴らない場合は，シ
ステム管理者に問い合わせてください。

新しいメッセージ行の先頭で感嘆符 (!) を使用すると，シェル・プロンプト
にアクセスして，任意のオペレーティング・システムのコマンド (writeコ
マンドを含む)を実行することができます。 たとえば，wangが，chungに
現在のディレクトリからファイルを検索するように指示しなければならな
い場合に，現在のディレクトリ名を忘れてしまっても，次のように !pwd

コマンドを入力して，調べることができます。

dancer% write chung
You can copy the network user files from: Return
!pwd Return
/ufs/usr/staff/r0/net-dir/network_comm
!
/ufs/usr/staff/r0/net-dir/network_comm
Ctrl/D
dancer%

writeコマンドは対話式で使用できますが，メッセージの送信者および受信
者ともに，いつ相手のメッセージが終了して，応答を待っているかどうか
を判断するのは容易ではありません。たとえば，wangが次のコマンドを
入力したとします。

dancer% write chung

Wangは，この時点で chungの応答を待ちますが，chungも，wangが引き
続きメッセージを送信すると思って待つかもしれません。

問題を最小限に抑えるために，writeを対話式で使用するときは，簡潔で一
時的なプロトコルを決めるとよいでしょう。 たとえば，ユーザ wangは，
chung に送信するメッセージを次のように始めます。

dancer% write chung
I’ll mark the end of each message with ’ZZZ’ Return
and wait for a reply. Please do the same. Return
I’ll install a driver for the new printer. Return
Do you want to test it? ZZZ Return
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詳細は，write(1)リファレンス・ページを参照してください。

11.9 talkを使用したメッセージの送受信

talkコマンドを使用すると，同一のホストまたはリモート・ホスト上の別の
ユーザに，対話式で，writeを使用するよりも容易に，メッセージを送信す
ることができます。ただし，talkは，ビデオ表示端末だけで使用できます。

write コマンド同様，talkを使用して，電話で連絡できない相手にメッ
セージを送信することができます。また，writeコマンドと同様に，talk

コマンドは，メッセージを直接端末に送信して，応答が入力されるまで送信
を続行するため，受信者の作業を中断させる場合があります。

talk (および，前述のように write)からのメッセージ (スーパユーザ特権を
持つユーザからのメッセージを除く)の受信を不能にするには， .loginファ
イルに mesg nコマンドを入力します。受信者がこれを実行しているかどう
かを確認するには， 10.2.1 項または finger(1)リファレンス・ページで説明
しているように， fingerコマンドを使用してください。

オンラインの talkセッション時には，送信ウィンドウおよび受信ウィン
ドウが各ユーザの端末でオープンされます。 talkが受信ウィンドウに他
のユーザがタイプしている内容を表示する間に，ユーザは送信ウィンド
ウにタイプすることができます。

たとえば，同じローカル・ホスト apple上のユーザ hooverにメッセージを
送信するには，ユーザ coolidgeは，次の talkコマンドを入力します。

apple% talk hoover

すると，プログラムは，coolidge の端末画面を二分割して，上半分を
coolidgeに，下半分を hooverにそれぞれ割り当てます。

その後，次のメッセージが画面の最上部に表示されます。

[No connection yet]

接続が確立すると，次のメッセージが表示されます。

[Waiting for your party to respond]

このメッセージ後に，hoover の端末でベルが鳴り，次のメッセージが
表示されます。

Message from Talk_Daemon@apple at 16:18 ...
talk: connection requested by coolidge@apple
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talk: respond with: talk coolidge@apple

hoover がすぐに応答しない場合は，次のメッセージが coolidge の画
面に表示されます。

[Ringing your party again]

hoover が応答すると，接続が確立したことを通知するメッセージが
coolidgeの画面に表示されます。 各ユーザはこの時点でテキストを入力
することができます。画面がいっぱいになると，talkは，画面の初めの
部分からテキストを重ね書きしていきます。どちらのユーザも，Ctrl/Cを
押して通信を終了することできます。 talk セッションの終了時には，
次のように表示されます。

[Connection closing. Exiting]
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12
他のホストへのファイルのコピー

この章では，オペレーティング・システムのコマンドを使用して，次のタス
クを実行する方法を説明します。

• ローカル・ホストとリモート・ホストの間でファイルをコピーする
( 12.1 節)。

• ローカル・ホストとリモート・ホストの間でディレクトリ全体 (サブ
ディレクトリを含む) のファイルをコピーする ( 12.2 節)。

• 2つのリモート・ホスト間でファイルをコピーする ( 12.3 節)。

ファイルをコピーするためにリモート・ホストのホスト名またはオンライン
状態を確認する場合は，第 10 章で説明した finger，who，rwho，ping，
または ruptimeコマンドを使用してください。

この章で説明する方法の他にも，第 14 章で，UNIX間コピー・プログラ
ム (UUCP) を使用して，リモート・システム間でファイルをコピーする
方法について説明します。

______________________ 注意 _____________________

リモート・ホストのセキュリティ機能によって，ファイルをコ
ピーできるかどうかが決まります。ファイルをコピーできない場
合は，システム管理者に問い合わせてください。

12.1 ローカル・ホストとリモート・ホスト間でのファイル
のコピー

次のコマンドを使用して，ローカル・ホストとリモート・ホストの間でファ
イルをコピーすることができます。

• rcp コマンド

12.1.1 項で説明します。ディレクトリ全体のファイルをコピーする
場合は， 12.2 節を参照してください。 Tru64 UNIX オペレーティン
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グ・システムを実行しているホストは，他の UNIXベースのオペレー
ティング・システムを実行しているホストとの間で，rcpコマンドを使
用することができます。

• ftp コマンド

12.1.2 項で説明します。 ftpを使用すると，ftpをサポートするオ
ペレーティング・システムを使用しているホスト間で，ファイルをコ
ピーすることができます。

• mailx コマンド

12.1.3 項で説明します。

• write コマンド

12.1.4 項で説明します。

12.1.1 rcp を使用したローカル・ホストとリモート・ホスト間での
ファイルのコピー

rcpを使用して，ローカル・ホストからリモート・ホストに，またはリモー
ト・ホストからローカル・ホストにファイルをコピーする際には，次の
rcp構文のように，最初にコピー元のファイルを指定し，次に，コピー先
のファイルを指定します。

rcp [ option...] localfile hostname:file

localfile 変数には，コピーするローカル・ファイルを指定します。
hostname:file 変数については，hostnameにリモート・ホストを指定
し，コロン (:) に続けて，fileにローカル・ファイルのコピー先のファイ
ル名を指定します。

次の例では，rcpを使用して，ローカル・ファイル YTD_sum を，ローカ
ル・ホストの /usr/reportsディレクトリから，リモート・ホスト moonの
/usr/acctディレクトリの year-endファイルにコピーします。

% rcp /usr/reports/YTD_sum moon:/usr/acct/year-end

ローカル・ホスト上のファイルをリモート・ホストのユーザへ転送する
こともできます。 次の例では，ファイル YTD_sum を，ローカル・ホス
ト上の /usr/reportsディレクトリから，リモート・ホスト moon 上の
jones というユーザのホーム・ディレクトリの acct_summariesファイ
ルにコピーします。
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% rcp /usr/reports/YTD_sum jones@moon:acct_summaries

前述の各例のように使用すると，rcpコマンドは，元のファイルから作成し
たファイルに，新しい作成日と作成時間を割り当てます。また，rcpコマン
ドは，新しく作成したファイルが置かれているホストまたはユーザ・ディレク
トリに応じて，ファイルの読み取り，書き込み，実行の許可も割り当てます。

コピーした元のファイルの作成日時およびアクセス許可モードを新しい
ファイルでも変えたくない場合，次の例のように -p オプションを指定す
ることにより，YTD_sum の元の作成日時およびファイル・アクセス許可を
year-end ファイルに継承することができます。

% rcp -p /usr/reports/YTD_sum moon:/usr/acct/year-end

-pオプションを指定しない場合には，新しい作成日時が割り当てられ，ファ
イルのアクセス許可は，システム管理者がリモート・ホスト moonに割り当
てた省略時の値に設定されます。

次の例では，-pオプションにより，元のファイル YTD_sumと同じファイル
作成日時およびアクセス許可が acct_summariesファイルに継承されます。

% rcp -p /usr/reports/YTD_sum jones@moon:acct_summaries

-p オプションを指定しない場合は，新しい日付と時間が割り当てられま
すが，前の例とは異なり，ファイルのアクセス許可は，ユーザ jones が
.loginまたは .profileファイル内に umaskコマンドを使用して省略時の
値を設定している場合には，その値に設定されます。 umaskが .loginまた
は .profileファイルに設定されていない場合は，ファイルのアクセス許可
モードは，リモート・ホスト moonの省略時の値になります。 umaskの設定
についての詳細は，umask(1)を参照してください。

リモート・ホストからローカル・ホストにファイルをコピーする場合，次のよ
うな rcp構文を使用してください。 localfileがコピー先ファイルである
ために，コマンド行の最後に localfileが記述されている点以外，コマンド
構文はローカル・ファイルをリモート・ホストにコピーする場合と同様です。

rcp [ option...] hostname:file localfile

12.1.2 ftp を使用したローカル・ホストとリモート・ホスト間での
ファイルのコピー

ftpコマンドはファイル転送プロトコル (FTP)へのインタフェースです。こ
のコマンドには，ファイルのコピーというメイン・タスクをサポートする拡
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張サブコマンド (表 12–1，表 12–2，および表 12–3で説明)があります。
ftpコマンドを使用すると， ftpをサポートする 2つのホスト間で，ファイ
ルをコピーすることができます。

ftpコマンド・オプションの詳細については，ftp(1)リファレンス・ペー
ジを参照してください。 これらのオプションは，主にネットワーク管理タ
スクに使用します。

FTPを使用してファイルをコピーするには，次の手順で行います。

1. リモート・ホスト上にセッションを確立する。

2. ファイルをコピーする。

3. セッションを切断する。

ftp コマンドの構文は，次のとおりです。

ftp host_name

host_name 変数には，目的のホスト名を指定します。 コマンド行に
host_nameを指定しない場合は， ftpサブコマンド open (表 12–1で説明)
を使用して，リモート・ホストと接続しなければなりません。

ftpと入力すると，ftp>プロンプトが表示されます。これで，リモート・
ホストにログインできています。ここで，ftpサブコマンドを使用して，次
のタスクを実行することができます。

• ファイルをコピーする (表 12–1 参照)。

• ローカル・ファイルをリモート・ファイルに追加する (表 12–1参照)。

• 複数のファイルをコピーする (表 12–1参照)。

• リモート・ディレクトリの内容をリストする (表 12–2参照)。

• リモート・ホスト上の現在のディレクトリを変更する (表 12–2参照)。

• リモート・ホスト上のファイルを削除する (表 12–2参照)。

• ローカル・シェルにエスケープしてコマンドを実行する (表 12–3参照)。

例 12–1に，ローカル・ホスト earth上のユーザ aliceがリモート・ホスト
moonにログインし， ftpサブコマンドを使用して，現在の作業ディレク
トリのチェック，その内容の一覧表示，バイナリ・ファイルのコピー，お
よびセッションの終了を行う方法を示します。
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例 12–1: ftp を使用したファイルのコピー

earth% ftp moon 1
Connected to moon
220 moon FTP server (Version . . .) ready 2
Name(moon:alice): Return 3
Password: 4
230 User alice logged in 5
ftp> binary 6
200 Type set to I
ftp> pwd 7
257 "u/alice" is current directory
ftp> ls -l 8
200 PORT command successful.
150 Opening data connection for /bin/ls (192.9.200.1,1026) (0 bytes)
total 2

-rw-r--r-- 1 alice system 101 Jun 5 10:03 file1

-rw-r--r-- 1 alice system 171 Jun 5 10:03 file2

-rw-r--r-- 1 alice system 1201 Jun 5 10:03 sales
ftp> get sales newsales 9
200 PORT command successful.
150 Opening data connection for sales (192.9.200.1,1029) (1201 bytes)
226 Transfer complete.
local:sales remote:newsales
ftp> quit 10
221 Goodbye.
earth%

1 ユーザ aliceは，ローカル・ホスト earth のプロンプトから ftpコ
マンドを入力して，リモート・ホスト moonとの ftpセッションを開
始します。

2 接続を確認するメッセージが，ローカル・ホスト上に表示されます。

3 ユーザ aliceは，自分のログイン名がリモート・ホスト上のログイン名
と一致しているので，プロンプトに対して Returnキーを押します。

4 Password: プロンプトに対し，ユーザ aliceは，パスワードを正しく
入力しますが，パスワードは表示されません。

5 リモート・ホストへのログインが確認され，ftp> プロンプトが表示さ
れて，リモート・ホストとの ftpセッションが確立されます。

6 ユーザ aliceが ftp>プロンプトに対し binaryサブコマンドを入力し
て，ファイル転送タイプをバイナリに設定すると，FTPによって，200

Type set to Iという確認のメッセージが表示されます。
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7 ユーザ aliceは，pwdサブコマンドを入力して，現在の作業ディレクト
リを確認すると，FTPによって，u/alice is current directory

というメッセージが表示されます。

8 ユーザ aliceは，ls -lサブコマンドを入力して，現在の作業ディレク
トリに入っている，file1，file2，および salesを一覧表示します。

9 ユーザ aliceは，get サブコマンドを使用して，ファイル salesを
リモート・ホストからローカル・ホスト上の newsalesというファイ
ルにコピーします。

10 ユーザ aliceは，quitサブコマンドを入力して ftpセッションを終了
し，ローカルのシステム・プロンプトに戻ります。

______________________ 注意 _____________________

ファイル転送は，リモート・ホスト上のセキュリティ機能に依
存します。ファイルをコピーできない場合は，システム管理
者に問い合わせてください。

表 12–1に，ファイルをコピーしたり，ftpを終了させる ftpサブコマンド
を示します。ここで説明する binary，get，および quitサブコマンド
は，例 12–1 で使用されています。

表 12–1: ホストへの接続とファイルのコピーを行う ftpサブコマンド

サブコマンド 説明

account [password] Tru64 UNIXリモート・ホストから，そのホス
トのリソースにアクセスするために必要なパス
ワードを送信する。 passwordを指定しなけれ
ば，ユーザはパスワードの入力を要求される。
パスワードは画面上には表示されない。

ascii ファイル転送タイプを省略時の値であるネッ
トワーク ASCII に設定する。 たとえば，
PostScriptファイルは ASCIIファイルである。

binary ファイル転送タイプをバイナリ・イメージに設
定する。 これは，非 ASCII ファイルをコピー
するときに必要である。たとえば，実行可能
ファイルは非 ASCII ファイルである。
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表 12–1: ホストへの接続とファイルのコピーを行う ftpサブコマンド (続き)

サブコマンド 説明

bye ファイル・コピー・セッションを終了して，
FTP を出る。 quit と同じ。

get remfile locfile リモート・ファイル remfileをローカル・ホス
トのファイル locfileにコピーする。 locfile
を指定しない場合は，リモート・ファイル名
が，ローカル・ファイル名にそのまま使用さ
れる。 runique サブコマンドも参照。

mget remfile [locfile] 1つまたは複数の指定ファイル (remfile)を，
リモート・ホストからローカル・ホストの現
在のディレクトリの locfile にコピーする。
ワイルドカードや，パターン照合を行うメタ
キャラクタもサポートされている。

mput locfile [remfile] 1 つまたは複数の指定ファイル (locfile)
を，ローカル・ホストからリモート・ホス
ト上の remfile にコピーする。 ワイルド
カードや，パターン照合を行うメタキャラ
クタもサポートされている。

open host [port] host をコマンド行で指定しなかった場合に，
そのホストとの接続を確立する。 port を指定
すると，FTPはそのポートでサーバとの接続
を試みる。 autologin 機能が設定されている
場合には (省略時の設定)，FTPはユーザをリ
モート・ホストへログインさせようとする。

put locfile [remfile] ローカル・ホスト上のファイル locfile を，
リモート・ホスト上の remfileにコピーする。
remfileを指定しない場合，FTPはリモート・
ファイル名としてローカル・ファイル名を使用
する。 sunique サブコマンドも参照。

quit ファイル・コピー・セッションを終了し
て，FTP を出る。bye と同じ。

recv remfile [locfile] リモート・ホスト・ファイル remfileを，ロー
カル・ホストのファイル locfile にコピーす
る。 recv は，get と同様に動作する。
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表 12–1: ホストへの接続とファイルのコピーを行う ftpサブコマンド (続き)

サブコマンド 説明

runique get処理時に，ローカルのコピー先ファイルに対
して一意のファイル名を作成するかどうかの切
り替えを行う。この一意のローカル・ファイル
名機能がオフ (省略時の設定)の場合，FTPは，
ローカル・ファイルを重ね書きする。 オンの
場合は，ローカルのコピー先ファイルに指定し
たものと同じ名前のローカル・ファイルがあれ
ば， FTPは，指定したローカルのコピー先ファ
イル名に拡張子 .1を付加する。

すでに .1の付いた同じ名前のローカル・ファイ
ルがある場合には，FTPは，指定した名前に拡
張子 .2を付加する。この処理は，99になるま
で同様に繰り返される。それでもFTPが一意の
名前を付けることができない場合には，エラー
が報告され，ファイルのコピーは行われない。
なお，runiqueは，シェル・コマンドから作成
したローカル・ファイル名には影響しない。

send locfile [remfile] ローカル・ファイル locfile を，リモー
ト・ホストの remfileファイルに格納する。
send は，put と同様に動作する。

sunique put処理時に，リモートのコピー先ファイルに対
して一意のファイル名を作成するかどうかの切り
替えを行う。この一意のリモート・ファイル名
機能がオフ (省略時の設定)の場合，FTPは，リ
モート・ファイルを重ね書きする。オンの場合
は，リモートのコピー先ファイルに指定したも
のと同じ名前のリモート・ファイルがあれば，
runique と同様に，リモートの FTP server
が，リモートのコピー先ファイルの名前を修正
する。ただし，FTP serverが，リモート・ホ
スト上でサポートされていなければならない。

表 12–2に，ファイルをコピーする前に，必要であれば，現在のディレクト
リの確認，変更，作成，あるいはディレクトリ内のファイルの一覧表示を行
う ftpサブコマンドについて説明します。ここで説明する pwdおよび ls

サブコマンドは，例 12–1 で使用されています。
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表 12–2: ディレクトリおよびファイルを操作するための ftpサブコマンド

サブコマンド 説明

cd remotedir リモート・ホスト上の作業ディレクトリを
remotedir に変更する。

cdup リモート・ホスト上の作業ディレクトリを現在の
ディレクトリの親ディレクトリに変更する。

delete remfile 指定したリモート・ファイルを削除する。

dir [remdir] [locfile] リモート・ディレクトリ remdir にあるファ
イルのリストを，ローカル・ホスト上のファ
イル locfile に書き込む。

lcd [directory] ローカル・ホスト上の作業ディレクトリを変更
する。 directory を指定しない場合は，ユー
ザのホーム・ディレクトリに移動する。

ls [remdir] [locfile] リモート・ディレクトリ remdirの簡潔なフォー
マットの一覧表示を，ローカル・ホスト上の
ファイル locfile に書き込む。

mkdir [remdir] 指定したディレクトリをリモート・ホ
ストに作成する。

pwd リモート・ホストの現在のディレクト
リ名を表示する。

rename from to リモート・ホスト上のファイルの名前を変更する。

rmdir remdir リモート・ホストからリモート・ディレク
トリ remdir を削除する。

表 12–3に，直接，または ftp内からシェルを呼び出すことによって，ヘル
プおよび状態情報を提供する ftpサブコマンドについて説明します。

表 12–3: ヘルプおよび状態情報を得るための ftpサブコマンド

サブコマンド 説明

!command [option] ローカル・ホスト上に対話式のシェルを呼び出す。

? subcommand についてのヘルプ・メッセージを
表示する。 subcommand を指定しない場合，
FTP は利用できるサブコマンドの一覧を表示
する。 help サブコマンドも参照。

help [subcommand] ヘルプ情報を表示する。 ? サブコマンドも参照。
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表 12–3: ヘルプおよび状態情報を得るための ftpサブコマンド (続き)

サブコマンド 説明

status 現在の転送モード (ASCII またはバイナリ)，
接続状態，タイムアウト値などを含む，ftp
の現在の状態を表示する。

verbose 詳細 (verbose) モードを切り替える。 詳細モー
ドがオン (省略時の設定)の場合，FTP は，リ
モートの FTP server から受け取るすべての応
答を表示する。 また，終了したすべてのファ
イル転送の統計情報も表示する。

ファイルをコピーする別の方法として，簡易ファイル転送プロトコル (TFTP)
へのインタフェースである tftpコマンドがあります。 ftpとは異なり，
ファイルのコピー以外のタスクを実行するためのサブコマンドはありませ
ん。スーパユーザまたはオペレーティング・システムのインストール担当者
のタスク (たとえば，オペレーティング・システムのカーネルのコピーなど)
を実行する場合にだけ使用してください。 これは，リモートの tftpサー
バ・デーモン tftpdへのファイル・アクセス権が制限されているためです。
詳細は，tftp(1)リファレンス・ページを参照してください。

12.1.3 mailxを使用したローカル・ホストとリモート・ホスト間での
ASCII ファイルのコピー

mailxコマンドは，第 11章で説明しているように，メール・メッセージを送
受信するために最も頻繁に使用されますが， ASCIIファイルをローカル・ホ
ストまたはリモート・ホストにコピーすることもできます。次の構文で示す
ように，左山カッコのリダイレクション記号 (<)を使用すると，mailxによ
り，ASCIIファイルを 1人または複数のユーザにコピーすることができます。

mailx [ option...] recipient... < filename

recipient変数には，ファイル filenameの送り先である 1人または複数
のユーザ名，あるいは mailx の別名を指定します。

たとえば，ファイル scheduleを複数のユーザに送信するには，次のよう
に，メッセージの表題を示す -s オプションを指定して，mailxコマンド
を使用します。

% mailx -s "games" tom jeff craig jim ken < schedule
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Wombats というチームの 5人のメンバに対して wombatsというメール別
名を作成する ( 11.6.1 項参照)と，次に示すように，ファイルをその別名に
送信することができます。

% mailx -s "games" wombats < schedule

12.1.4 writeを使用したローカル・ホストとリモート・ホスト間での
ファイルのコピー

writeコマンドは， 11.8 節で説明しているように，他のユーザにメッセー
ジを書き込むために最もよく使用されますが，ローカル・ホストまたはリ
モート・ホストにファイルをコピーすることもできます。 writeとタイプし
た後に，受信者のユーザ名，左山カッコのリダイレクション記号 (<)，および
送信するファイル名を入力してください。たとえば，現在のディレクトリに
ある letterという名前のファイルをユーザ mariaに送信するには，ホス
トのプロンプトで次のコマンドを入力します。

% write maria < letter

12.2 ローカル・ホストとリモート・ホスト間でのディレクト
リのコピー

-rオプションを指定して rcpコマンドを使用すると，ファイルの入ってい
るディレクトリ全体 (つまり，すべてのサブディレクトリ内のファイルおよび
ディレクトリも含む) を，ローカル・ホストとリモート・ホストの間で再帰
的にコピーすることができます。

ローカル・ホストからリモート・ホストにディレクトリを再帰的にコピーす
るには，次の構文を使用します。

rcp -r localdirectory hostname:directory

localdirectory変数には，再帰的にコピーするローカル・ディレクトリを
指定します。 hostname:directory変数については，hostnameにリモー
ト・ホストを指定し，コロンに続けて，directoryにローカル・ディレクト
リのコピー先のリモート・ディレクトリ名を指定します。

次の例では，rcp -rを使用して，/usr/reportsディレクトリを，ローカ
ル・ホストからリモート・ホスト moon上の /user/status/newdataディ
レクトリに再帰的にコピーします。

% rcp -r /usr/reports moon:/user/status/newdata
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ローカル・ホスト上のディレクトリを，リモート・ホストのユーザに再帰的
にコピーすることもできます。次の例に，ローカル・ホスト上のディレクト
リ /usr/reportsを，リモート・ホスト moonのユーザ smithのホーム・
ディレクトリにある /user/status/newdataというディレクトリにコピー
する方法を示します。この例では， 12.1.1 項で説明しているように， -pオ
プションを使用して，新しいディレクトリにコピーされるディレクトリおよ
びファイルに元の作成日時とアクセス許可モードを残しています。

% rcp -p -r /usr/reports smith@moon:/user/status/newdata

リモート・ホストからローカル・ホストにディレクトリを再帰的にコピーす
るには，次に示すような rcp構文に従ってください。 localdirectoryが
コピー先ファイルであるためにコマンド行の最後に記述されている以外は，
このコマンドの構文は，ディレクトリをローカル・ホストからリモート・
ホストに再帰的にコピーする場合と同じです。

rcp -r hostname:directory localdirectory

12.3 2つのリモート・ホスト間でのファイルのコピー

ローカル・ホストから rcpを使用して，あるリモート・ホスト上のファイル
を別のリモート・ホスト上のファイルにコピーすることができます。 これ
は，次の rcp 構文を使用して行います。

rcp remhost1:filesend remhost2:file-recv

remhost1変数には，送信するファイルのあるリモート・ホストを指定しま
す。この後ろにコロン (:)，および送信するファイル filesendが続きま
す。 remhost2:file-recvについては，remhost2にコピー先のリモー
ト・ホストを指定し，file-recvに remhost1からのファイルのコピー
先であるファイル名を指定します。 file-recvにディレクトリ名だけを
(次の例に示すように)指定すると，filesendは，同じファイル名でその
ディレクトリにコピーされます。

次の例では，rcpを使用して，sparkファイルを，リモート・ホスト flint

上の /u/cave/fred ディレクトリから，リモート・ホスト stone 上の
/u/hut/barneyディレクトリにコピーしています。

% rcp flint:/u/cave/fred/spark stone:/u/hut/barney
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13
リモート・ホストでの作業

この章では，次の作業を可能にするコマンドの使用方法について説明します。

• ローカル端末からリモート・ホストにログインする ( 13.1 節)。

• リモート・ホスト上で指定したコマンドを実行する ( 13.2 節)。

• Telnet プロトコルを使用して，リモート・ホストにログインする
( 13.3 節)。 rloginがサポートされていない場合は，代わりに telnet

を使用する。

______________________ 注意 _____________________

すべてのリモート・ログインは，リモート・ホスト上のセキュリ
ティ機能の影響を受けます。リモート・ホストにログインできな
い場合は，システム管理者に問い合わせてください。

これらのコマンドを使用する前に，正確なホスト名や，リモート・ホストへ
のアクセスが現在可能であるかどうかを調べる必要があります。第 10 章で
説明している finger，who，rwho，ruptime，および pingコマンドを
使用して，これらの情報を取得してください。

13.1 rloginを使用したリモート・ホストへのログイン

rlogin を使用して，リモート・ホストにログインできます。コマンド
の構文は次のとおりです。

rlogin [-l user ] host_name

-lオプションを使用すると，自分のローカル・ユーザ名以外のリモート・
ユーザ名を指定できます。 host_name変数には，リモート・ホストを指
定します。
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次に，ローカル・ホストと同じログイン名があるリモート・ホスト boston

にログインする手順を示します。

1. リモート・ホスト名を指定して，rloginコマンドを入力する。

次に例を示します。

% rlogin boston
Password:

2. パスワードを入力する。

システム・プロンプトが表示されると，リモート・ホストにログインで
きたので，コマンドを入力することができます。

3. 接続をクローズしてローカル・ホストに戻るには，Ctrl/Dを押す。

ローカル・ホストとはログイン名が異なるリモート・ホスト上にアカウント
がある場合は，次の手順に示すように，-l オプションを使用して，リモー
ト・ホストにログインしなければなりません。

1. リモート・ログイン名とリモート・ホスト名を指定して，rlogin -lコ
マンドを入力する。

次に例を示します。

% rlogin -l celtic boston
Password:

2. ログイン名 celtic用のパスワードを入力する。

システム・プロンプトが表示されると，リモート・ホストにログインで
きたので，コマンドを入力することができます。

3. 接続をクローズしてローカル・ホストに戻るには，Ctrl/Dを押す。

次の場合には，rlogin はパスワードの入力を求めません。

• リモート・ホスト上の /etc/hosts.equiv ファイル内にローカル・
ホストがリストされている場合

• リモート・ホスト上のホーム・ディレクトリにある .rhostsファイル
にホスト名 (および必要に応じてユーザ名)がリストされている場合

rlogin についての詳細は，rlogin(1)リファレンス・ページを参照して
ください。
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13.2 rshを使用したリモート・ホスト上でのコマンドの実行

rshコマンドを使用すると，ログインしなくても，UNIXベースのリモー
ト・ホスト上で 1つのコマンドを実行することができます。複数のコマンド
を続けて実行する必要がある場合は，rloginまたは telnetを使用して，
リモート・ホストにログインしなければなりません。

rsh コマンドの構文は次のとおりです。

rsh [-l user] host_name command

-lオプションを使用すると，ログイン名 userがローカル・ホストとは異な
るリモート・ホストにログインすることができます。 -lオプションを指定
しなければ，rshは，ローカル・ホストとリモート・ホストのログイン名が
同じであるとみなします。 host_name変数には，リモート・ホスト名を指
定します。 command変数には，実行するコマンドを指定します。

______________________ 注意 _____________________

リモートで実行するコマンドを指定しない場合，rshはリモー
ト・ホストへのログイン情報の入力を求めます。

rsh を使用するには，次に示す条件のどちらかがあてはまらなければな
りません。

• リモート・ホスト上の /etc/hosts.equivファイルにローカル・ホス
トがリストされている。

• リモート・ホスト上のホーム・ディレクトリにある .rhostsファイル
にホストがリストされている。

次の例では，rsh は，リモート・ホスト上のファイルをローカル・ホスト
上のファイルに追加します。ホスト remhost2上のリモート・ファイル
remfile2は，ローカル・ファイル locfileに追加されます。

% rsh remhost2 cat remfile2 >> locfile

13.3 telnetを使用したリモート・ホストへのログイン

telnetコマンドを使用して，リモート・ホストにログインすることができ
ます。 telnetコマンドは Telnetプロトコルをインプリメントしています。
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telnetを使用すると，次の処理を行うことができます。

• リモート・ホストにログインする。

• リモート・ホスト上のオペレーティング・システム・コマンドを実行
する。

• telnet サブコマンド (表 13–1 参照) を入力して，リモート・セッ
ションの管理を行う。

telnet コマンドの構文は次のとおりです。

telnet [ host_name [ port]]

host_name変数には，リモート・ホストを指定します。ホスト名を省略
した場合は，Telnetユーティリティの起動後に，openサブコマンドを使
用して，接続を確立することができます。例 13–1に，telnetコマンドを
使用してリモート・ホスト starにログインし，telnetサブコマンドの
status を使用し，接続を終了する手順を示します。

portを指定しない場合，Telnetプロトコルは，省略時のポートで Telnet
サーバと接続しようとします。

例 13–1: telnet コマンドの使用

% telnet star 1
Trying 16.69.224.1... 2
Connected to star.milkyway.galaxy.com. 3
Escape character is ’^]’.

(star.milkyway.galaxy.com) (ttyra) 4

login: username 4 5
Password: 6 7

% ^] 8
telnet> status 8 9
Connected to star.milkyway.galaxy.com. 10
Operating in single character mode
Catching signals locally
Remote character echo
Local flow control
Escape character is ’^]’.
11

% ^D 12
Connection closed by foreign host. 13
% telnet star 1 14
Trying 16.69.224.1...
Connected to star.milkyway.galaxy.com.
Escape character is ’^]’.

(star.milkyway.galaxy.com) (ttyra)

login: username
Password:
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例 13–1: telnet コマンドの使用 (続き)

% ^] 8
telnet> q 15
Connection closed. 16

1 host_nameに storを指定して telnetコマンドを入力しています。省略時のポートが使用されます。

2 telnet ユーティリティは，接続使用としているアドレスを認識しています。

3 telnet ユーティリティは接続を完了し，接続したホストを認識しています。

4 リモート・ホスト・システムは自分自身を認識しており，ユーザ・ログインのためのプロンプトを表
示しています。

5 そのホスト・システムにおけるユーザ名が入力されています。

6 リモート・システムは，ユーザ・パスワードのためのプロンプトを表示しています。

7 そのホスト・システムにおけるユーザ・パスワードを入力しています。 セキュリティ上の理由で，入
力したパスワードは画面には表示されません。

8 省略時のエスケープ・シーケンスCtrl/] が押され，telnetサブコマンド・プロンプト telnet>が
表示されています。

9 プロンプトに対して status サブコマンドが入力されています。

10 何行かの状態情報が表示されています。 表示される内容はシステムの構成によって異なります。

11 Return キーを押すとリモート・ホスト・プロンプトが表示されます。

12 ホストのプロンプトに Ctrl/Dを入力し，Telnet セッションを終了させています。

13 リモート・ホストによって接続がクローズされています。

14 接続とログインが繰り返されています。

15 telnet> サブコマンド・プロンプトに q サブコマンドが入力され，Telnetセッションが終了して
います。 Ctrl/D を使用することもできます。

16 ローカルの telnet ユーティリティは接続をクローズしています。

引数を指定しないで telnetコマンドを入力すると，telnet>プロンプトで
示される telnetサブコマンド・モードにアクセスすることができます。

telnetサブコマンドについては，表 13–1で説明します。サブコマンドを
入力する前には，エスケープ・シーケンス Ctrl/]を入力しなければなりませ
ん。このシーケンスは，telnetプログラムに対して，続いて入力する情報
がテキストでないことを知らせます。エスケープ・シーケンスを入力しなけ
れば，telnetはサブコマンドをテキストとして解釈します。
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各サブコマンドは，コマンドを一意に識別できるだけの英字を入力するだけ
でかまいません。たとえば，quitコマンドについては，qを入力するだけ
で十分です。 telnetサブコマンドの全リストについては，telnet(1)リ
ファレンス・ページを参照してください。

表 13–1: telnet サブコマンド

サブコマンド 説明

? [subcommand] ヘルプ情報を表示する。 サブコマンドを指定すると，
そのサブコマンドについての情報が表示される。

close telnet 接続をクローズして，telnet コマ
ンド・モードへ戻る。

display [argument] 引数を指定しなければ，すべての設定値および
切り替え値を表示する。 指定した場合は，引数
に対応する値だけをリストする。

open host [port] 指定したホストへの接続をオープンする。ホスト指
定は，ホスト名またはドット表記 10 進数形式のイ
ンターネット・アドレスのどちらでもよい。ポート
が指定されなければ，telnet は，省略時のポート
で telnet のサーバに接続しようとする。

quit 接続をクローズし，telnet プログラムを終了す
る。 コマンド・モードで Ctrl/D を押しても，接続を
クローズして，終了することができる。

status 現在のモードや現在接続されているリモート・ホ
ストを含めて，telnet の状態を示す。

z SHELL 環境変数で指定するローカル・ホスト上のシェ
ルをオープンする。 Ctrl/Dを押してシェルを終了する
と，telnet はリモートのセッションに戻る。
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14
UUCPネットワーク・コマンド

この章では，UNIX間コピー・プログラム (UUCP)について説明します。
UUCPを使用すると，次の処理を行うことができます。

• リモート・ホスト上でタスクを実行する ( 14.3.2.3 項)。

• ローカル・ホストとリモート・ホスト間でファイルの転送を行う
( 14.5 節)。

• バックグランド・モードで作業を行う。

• ローカル・ホストとリモート・ホストの切り換えを行いながら，同時
に，どちらか一方または両方のホストでタスクを実行する。

UUCPについての補足情報は，uucp_intro(7)リファレンス・ページを参照
してください。 UUCPシステム管理およびタスクの概要については，『ネッ
トワーク管理ガイド』を参照してください。

UUCPを使用すれば，非同期式ハード配線回線，ネットワーク，または電話
回線 (両端でモデムを使用)を，次のものに接続することができます。

• 別のワークステーション

• UNIXベースのオペレーティング・システムを実行する別のコンピュータ

• UNIXベース以外のオペレーティング・システムを実行するコンピュー
タ (この場合には特別なハードウェアおよびソフトウェアが必要)。

14.1 UUCP パス名規約

UUCPパス名は，次に示す例外を除いて，使用するオペレーティング・シス
テムの規約に準拠します。

• 相対パス名は，すべての UUCPコマンドで使用できるわけではあり
ません。使用できない場合には，コマンドを再入力して，完全パス
名を使用してください。
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• UUCPをサポートするホスト上では，他のホストとの間でのデータ転送
用に /usr/spool/uucppublic ディレクトリがセットアップされま
す。このディレクトリの簡潔な指定形式は ~uucp です。

• リモート・ホスト上のファイルのパス名には，ホスト名の後ろに感嘆
符 (!) を付けなければなりません。 たとえば，sea!/research/new

は，ホスト sea 上のディレクトリ /research にあるファイル new

を指定します。

• ファイルを指定するときに，ネットワーク・パスの他にリモート・ホス
ト名が必要な場合があります。 Bourne，Korn，または POSIXシェルで
ファイルを指定する場合には，各ホスト名の後に感嘆符 (!) を付けて
ください。 たとえば，gem!car!sea!/research/cells は，ホスト
sea上のディレクトリ /researchにあるファイル cellsを指定しま
す。これは，ホスト car を介して到達可能であり，carは，ホスト
gemを介して到達可能です。 Cシェルでは，感嘆符 (!) の前にバック
スラッシュ (\)を付けなければ，誤って解釈されることがあります。
次のように記述してください。

gem\!car\!sea\!/research/cells

14.2 UUCPをサポートするホストの検索

ローカル・ホストから UUCPコマンドを使用してリモート・ホストと通信す
るには，UUCPプロトコルをサポートしているホストを確認しなければなり
ません。ローカル・ホストから UUCPコマンドを使用して通信できるすべ
てのホストのリストを表示するには，UUCP uunameユーティリティを使用
します。次に，uunameコマンドを使用した場合の出力例を示します。

% uuname
elvis
fab4
Y107

この例では，3 つのリモート・ホストが，UUCP を使用してローカル・ホ
ストにアクセス可能であることを示しています。ローカル・ホストを識別
するには，-lオプションを指定して uuname コマンドを使用します。た
とえば，次のように入力します。

% uuname -l
music
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互換性にあるホスト間で UUCP コマンドを使用することにより，ホスト
music上のユーザは，ホスト elvis，fab4または Y107との間でファイル
の送受信を行うことができます。

詳細は uuname(1)リファレンス・ページを参照してください。

14.3 リモート・ホストへの接続

UUCPコマンドを実行する前に，ローカル・ホストをリモート・ホストに接
続しなければなりません。リモート・ホストに接続するには，次の 3のコマ
ンドを使用することができます。

• cu コマンドおよび tip コマンド

これらのコマンドは全二重接続を確立するため，リモート・ホストに直
接ログインしているような感触を得ることができます。この接続によっ
て，ホスト間でのデータの同時転送が可能になります。

• ct コマンド

接続されている端末にダイアルし，モデムおよび電話回線を介してログ
インすることにより，リモート接続を確立することでができます。

______________________ 注意 _____________________

リモート接続は，ローカル・ホストおよびリモート・ホスト上の
セキュリティ機能の影響を受けます。詳細についてはシステム管
理者に問い合わせてださい。

14.3.1 cuを使用したリモート・ホストへの接続

cuコマンドとそのオプションを使用すると，リモート・ホストに接続して，
ログインした後，ローカル・ホストからリモート・ホスト上でタスクを実行
することができます。 2つのホスト間で切り換えを行うことによって，両方
のホスト上でタスクを実行することができます。ローカル・ホストとリモー
ト・ホストが同じオペレーティング・システムを使用している場合には，ロー
カル・ホストからリモート・ホストにコマンドを入力することもできます。
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14.3.1.1 cu を使用した名前によるリモート・ホストへの接続

次の手順は，cu コマンドを使用して，ローカル・ホスト earth からリ
モート・ホスト moonに接続し，moonにログインして，そこからコマンド
を入力する方法を示しています。

1. ローカルのシステム・プロンプトで，次の cuコマンドを入力する。

メッセージが表示されて接続が確認されます。

earth% cu moon
Connected

リモート・ホストのログイン・プロンプトが表示されます。

リモート・ホストによっては，ログイン・プロンプトが表示されるまで
に，Returnキーを何回か押さなければならない場合があります。

2. ログイン・プロンプトからホスト moonにログインする。

ホスト moonのシステム・プロンプトが表示されます。

3. ホスト moonがサポートするコマンドを入力する。

たとえば，/usr/geog/crater/earthsideディレクトリの内容を表示
するには，システム・プロンプトで次のコマンドを入力します。

moon% ls /usr/geog/crater/earthside
copernicus.dat
tycho.dat
moon%

______________________ 注意 _____________________

この例は，すべての cu接続で使用できるわけではありません。
簡単な一般例として示しています。詳細については，システム管
理者に問い合わせてください。

リモート・ホストにログインした後は，リモート・ホストとローカル・ホス
トは同時に実行しているため，両ホストの間で切り換えを行うことができま
す。 ローカル・ホストに戻ってコマンドを入力するには，コマンドの前に
チルダと感嘆符 (~!) を付けて入力するか，あるいはローカル・ホストのプ
ロンプトが表示されるのを待ってから，コマンドを入力してください。 リ
モート・ホストに戻るには，Ctrl/Dを押します。
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14.3.1.2 cu を使用した直接接続のリモート・ホストの指定

直接接続のリモート・ホストに接続するには，cuコマンドで -lオプション
を使用して，2台のコンピュータを接続しているハード配線回線名を指定し
てください。このような回線名のほとんどは，標準デバイス名 ttyのバ
リエーションです。

-l オプションを指定して cuコマンドを実行し，名前のわからない (ただ
しハード配線デバイス ttyd0を使用する) リモート・ホストに接続するに
は，次のように入力します。

earth% cu -lttyd0
Connected

接続が確立されると，リモート・ホスト moonにログインして，コマンドを
実行することができます。 14.3.1.1 項の手順を参照してください。

ローカル・ホストに戻るには，コマンドの前にチルダと感嘆符 (~!) 付け
てを入力するか，あるいはローカルのシステム・プロンプトが表示される
のを待ってから，コマンドを入力してください。リモート・ホストに戻る
には，Ctrl/D を押します。

______________________ 注意 _____________________

-lオプションを使用し，さらにリモート・ホスト名を入力して
も，エラー・メッセージは表示されません。この場合 cuは，-l

オプションで指定された回線を無視して，要求されたホスト名で
最初に接続可能な回線に接続しようとします。接続できても，希
望するホストではないことがあります。

14.3.1.3 cuを使用した電話回線によるリモート・ホストへの接続

リモート・ホストが UUCPを介してローカル・ホストと通信できるように
セットアップされていない場合には，cuを使用すると，電話回線を介してリ
モート・ホストに接続できます。 この接続のためには，次の条件が満たさ
れていなればなりません。

• ローカル・ホストおよびリモート・ホストの両方がモデムに接続さ
れている。
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• リモート・モデムの電話番号を知っていて，そのホストに有効なロ
グイン権限がある。

次の例は，cuコマンドを使用して，外線の電話番号が 1-612-555-6789であ
るリモート・ホストに接続する方法を示しています。 -s オプションで，
伝送速度 300ボーを指定します。 外線番号の 9をダイアルする必要がある
場合には，ローカルのシステム・プロンプトから，次のように cu コマ
ンドを入力します。

earth% cu -s300 9=16125556789
Connected

接続が確立されたら，リモート・ホストにログインして，コマンドを実行す
ることができます。 14.3.1.1 項で説明している手順を参照してください。

ローカル・ホストに戻るには，コマンドの前にチルダと感嘆符 (~!) を付
けて入力するか，あるいはローカルのシステム・プロンプトが表示される
のを待ってから，コマンドを入力してください。リモート・ホストに戻る
には，Ctrl/D を押してください。

-sオプションを使用して伝送速度を指定しない場合は，省略時の設定によ
り，/usr/lib/uucp/Devicesのデータから適切な速度が選択されます。

セキュリティ機能を追加する場合には，-nオプションを使用して，電話番号
の入力を求めるプロンプトを表示させます。 このオプションは，psコマン
ドによる電話番号の表示を抑制します。 -nオプションを指定しない場合に
は，入力した番号を cuコマンドで表示します。

表 14–1に，cuコマンドのオプションとその説明をまとめます。 詳細は，
cu(1)リファレンス・ページを参照してください。

表 14–1: cu コマンドのオプション

オプション 説明

−sspeed リモート・ホストへのデータ伝送速度を指定する。 ほ
とんどの作業では，UUCP のインストレーション時
に設定され，/usr/lib/uucp/Devices のデータに
基づく省略時の速度で十分である。

−e | −o リモート・ホストに送信するデータのパリティに対し，偶
数の場合には -e，奇数の場合には -o を指定する。

−h -h を指定すると，ローカル・エコーをエミュレート
して，端末が半二重モードに設定されている他のホ
ストへの呼び出しをサポートする。
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表 14–1: cu コマンドのオプション (続き)

オプション 説明

−d -d を指定すると，診断トレースを出力する。

−n -n を指定すると，cu により電話番号の入力を求めるプロ
ンプトを表示する (セキュリティ機能の追加)。

−lline 2台のコンピュータ間での通信用のデバイス (回線)名を指定
する。省略時の設定は，非同期のハード配線回線，またはモ
デムなどの自動ダイアラが接続されている電話回線である。
サイトに複数の通信回線がある場合には，cuリンク用に特定
の回線を指定することもある。

通常は，回線またはデバイスを指定する必要はない。 UUCP
インストレーション時に設定された省略時の設定で十分であ
る。 リモートのコンピュータに接続したいが， その名前が
わからない場合には，-l オプションと標準デバイス名 tty

のバリエーション (たとえば -ltty1)を指定して，cu コマ
ンドを入力する。 サイトのデバイス名については，システ
ム管理者に問い合わせる。

−t 「自動応答」を設定している端末にダイアルして，carriage
returnを carriage return/linefeedにマップする。

host_name 接続を確立するリモート・ホスト名を指定する。

telno モデムを使用してリモート接続する際の電話番号を指定する。

14.3.1.4 ローカルの cu コマンド

cuコマンドでリモート・ホストに接続すると，ローカルの cuコマンドを使
用して，次のタスクを実行できます。

• ローカル・ホストおよびリモート・ホスト間で切り換えを行う。

• ローカル・ホスト上のディレクトリを変更する。

• ローカル・ホストおよびリモート・ホスト間でファイルをコピーする。

• リモート接続を終了する。

一時的にローカル・ホストに戻って作業を行うには，リモートのシステ
ム・プロンプトに対してチルダと感嘆符 (~!) を入力し，次の形式のローカ
ルのシステム・プロンプトが表示されるのを待ちます。 この場合，local

はローカル・ホストの名前です。
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~ [ local] !

ローカルのシステム・プロンプトが表示されるまで待たなくても，ローカ
ル・ホストにアクセスする ~! を入力した直後に，コマンドを入力することも
できます。たとえば，cuでリモート・ホスト moonに接続しているときに，
次のコマンドを入力すると，ローカル・ホスト earthに戻り，catコマンド
を使用して，/usr/crew/r2/asimov/AIファイルを読むことができます。

moon% ~!cat /usr/crew/r2/asimov/AI

頻繁に実行するタスクで使用する，次の 3つの cuローカル・コマンドがあ
ります。リモート・ホストで作業を続けながら，これらのコマンドをリモー
ト・ホストから入力すると，ローカル・ホスト上でタスクを実行できます。
これらのコマンドの前には，チルダとパーセント記号を付けます。

~%cd directory_name ローカル・ホスト上のディレクト
リを変更する。

~%take from [to] リモート・ホストからローカル・ホス
トへファイルをコピーする。

~%put to [from] ローカル・ホストからリモート・ホス
トへファイルをコピーする。

たとえば，cuを使用してリモート・ホスト moonに接続しているとき，次の
コマンドを入力することにより，ローカル・ホスト earthの現在のディレ
クトリを，/usr/geog/oceanから /usr/geog/ocean/pacificに変更
できます。

moon% ~%cd pacific

cu でリモート・ホスト moon に接続しているとき， リモートのシステ
ム・プロンプトから，次の ~%takeローカル・コマンドを入力することに
より，ファイル /usr/ETI/clavius を，ローカル・ホスト earth 上の
/usr/NASA/decode へコピーできます。

moon% ~%take /usr/ETI/clavius /usr/NASA/decode

cuでリモート・ホスト moonに接続しているとき， リモートのシステム・
プロンプトから，次の ~%put ローカル・コマンドを入力することにより，
ローカル・ファイル /usr/NASA/jupiter を，リモート・ホスト上の
/usr/ETI/clavius/hal9 へコピーできます。

moon% ~%put /usr/NASA/jupiter /usr/ETI/clavius/hal9
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______________________ 注意 _____________________

~%takeおよび ~%putコマンドを使用する前には，コピー先ディ
レクトリが存在することを確認してください。 uucpコマンドと
は異なり，これらの cuローカル・コマンドは，ファイル転送の
間に中間ディレクトリを作成しません。

~%takeおよび ~%putを使用して転送できるのは ASCIIファイルだけです。
たとえば，PostScriptファイルは ASCIIファイルですが，実行可能ファイル
は ASCII ファイルではありません。

14.3.1.5 cu を使用したローカル・コンピュータの複数のリモート・コンピュータ
への接続

cuコマンドを入力して，ホスト Xをホスト Yに接続し，ホスト Yにログイ
ンしてから，そこで再び cuコマンドを入力して，ホスト Zに接続できま
す。これによって，1つのローカル・ホスト・コンピュータ Xと，2つのリ
モート・ホスト・コンピュータ Yおよび Zを使用できるようになります。

ホスト Zにログインすると，そのホスト上でオペレーティング・システムの
コマンドを実行できます。次のようにすると，Zから他のホスト上でコマン
ドを実行できるようになります。

• ホスト X でコマンドを実行するには，コマンドの前にチルダ (~)を 1
つ付ける。

• ホスト Y でコマンドを実行するには，コマンドの前に 2 つのチル
ダ (~~) を付ける。

表 14–2に，最も一般的に使用される cuローカル・コマンドを示します。他
の cuローカル・コマンドについての詳細は，cu(1)リファレンス・ページを
参照してください。
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表 14–2: ローカルの cu コマンド

コマンド 説明

~. リモート・コンピュータからログアウトして，リモー
ト接続を終了する。

モデムを使用し，電話回線を介してリモート・ホスト
と接続する場合には，このコマンドは常に動作すると
は限らない。 動作しない場合には，Ctrl/Dを押して
ログアウトする。 その後，プロンプトからチルダと
ピリオド (~.) を入力し，Return キーを押して，リ
モート接続を終了する。

~! セッションをリモート・ホストからローカル・ホスト
へ戻す。プロンプトに対してチルダと感嘆符 (~!) を
タイプした後，任意のコマンドを入力する。 リモー
ト・ホストに戻るには，Ctrl/D を押す。

cu接続が確立されると，~! (リモートからローカル
へ)，または Ctrl/D (ローカルからリモートへ)を入力
することによって，2 つのホストを切り換えること
ができる。

~%cd directory_name ローカル・ホストの現在のディレクトリを，
directory_name 変数で指定したディレクトリ
に変更する。 ディレクトリ名を指定しなけれ
ば，ホーム・ディレクトリに戻る。

~%take source [dest] リモートからローカル・ホストにファイルをコ
ピーする。 ローカル・ホスト上の dest コピー先
ファイルを指定しなければ，~%take コマンドは，
リモート・ファイルをローカル・ホストにコピー
して，同じファイル名を割り当てる。

~%put source [dest] ローカルからリモート・ホストにファイルをコ
ピーする。 リモート・ホスト上の dest コピー先
ファイルを指定しなければ，~%putコマンドは，
ローカル・ファイルをリモート・ホストにコピー
して，同じファイル名を割り当てる。

~$cmd ローカル・ホスト上で cmd コマンドを実行し，
リモート・シェルで実行するために，出力を
リモート・ホストに送信する。

14.3.2 tipを使用したリモート・ホストへの接続

tipコマンドとそのオプションを使用すると，リモート・ホストに接続し
て，ログインし，ローカル・ホストからリモート・ホスト上でタスクを実行
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できます。 2つのホスト間で切り換えを行うことによって，各ホスト上でタ
スクを実行することができます。ローカル・ホストとリモート・ホストが同
じのオペレーティング・システムを使用している場合には，ローカル・ホス
トからリモート・ホストにコマンドを入力することができます。

14.3.2.1 tipを使用した名前によるリモート・ホストへの接続

次の手順は，tipコマンドを使用して，ローカル・ホスト earthから，リ
モート・ホスト moonに接続し，moonにログインして，そこからコマンド
を入力する方法を示しています。

1. ローカルのシステム・プロンプトで，次の tipコマンドを入力する。

メッセージが表示されて接続が確認されます。

earth% tip moon
Connected

リモート・ホストのログイン・プロンプトが表示されます。

リモート・ホストによっては，ログイン・プロンプトが表示されるまで
に，Returnキーを何回か押さなければならない場合があります。

2. ログイン・プロンプトからホスト moonにログインする。

ホスト moonのシステム・プロンプトが表示されます。

3. システム・プロンプトが表示されるのを待って，ホスト moon がサ
ポートするコマンドを入力する。

たとえば，/usr/geog/crater/darksideディレクトリの内容を表示
するには，システム・プロンプトから次のコマンドを入力します。

moon% ls /usr/geog/crater/darkside
copernicus.dat
tycho.dat
moon%

______________________ 注意 _____________________

この例は，すべての tip接続で使用できるわけではありません。
簡単な一般例として示しています。詳細については，システム管
理者に問い合わせてください。
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リモート・ホストにログインした後は，リモート・ホストとローカル・ホス
トは同時に実行しているため，両ホストの間で切り換えを行うことができま
す。 ローカル・ホストに戻ってコマンドを入力するには，コマンドの前に
チルダと感嘆符 (~!) を付けて入力するか，あるいはローカル・ホストのプ
ロンプトが表示されるのを待ってから，コマンドを入力してください。 リ
モート・ホストに戻るには，Ctrl/Dを押します。

14.3.2.2 tipを使用した電話回線によるリモート・ホストへの接続

次の条件を満たしている場合には，tipコマンドを使用し，電話回線を介し
てリモート・ホストに接続できます。

• ローカル・ホストおよびリモート・ホストの両方がモデムに接続さ
れている。

• リモート・モデムの電話番号がわかっているか，あるいはリモート・ホ
ストのエントリが /etc/remote に存在する。

次の手順では，tipコマンドを使用して，内線の電話番号が 555-1234のリ
モート・ホストに伝送速度 300のボー・レートで接続しています。

1. ローカル・プロンプト jupiterから，次の tipコマンドを入力する。

メッセージが表示されて接続が確認されます。

jupiter% tip -300 5551234
Connected

2. Return キーを押す。

リモート・ホストによっては，リモート・ホストのログイン・プロン
プトが表示されるまでに，Return キーを数回押さなければならない場
合があります。

3. リモート・ホストのログイン・プロンプトからログインする。

ローカル・ホストとの接続は引き続きオープンされているので，ローカ
ル・ホストまたはリモート・ホストの両方で作業ができます。
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______________________ 注意 _____________________

伝送速度を指定しなければ，省略時の設定により，tipコマンド
は 1200 ボー・レートを使用します。

次の手順では，tipコマンドを使用して，外線の電話番号が 1-612-555-9876
のリモート・ホストに伝送速度 300のボー・レートで接続しています。

1. 外線番号の 9をダイアルする必要がある場合には，ローカル・ホスト
earthのプロンプトから，次の tipコマンドを入力する。

メッセージが表示されて接続が確認されます。

earth% tip -300 9,16125559876
Connected

2. Return キーを押す。

リモート・ホストによっては，リモート・ホストのログイン・プロン
プトが表示されるまでに，Return キーを数回押さなければならない場
合があります。

3. リモート・ホストのログイン・プロンプトからログインする。

ローカル・ホストとの接続は引き続きオープンされているので，ローカ
ル・ホストまたはリモート・ホストの両方で作業ができます。

/etc/remoteファイルおよび /etc/phonesファイルのカスタマイズについ
ての詳細は，『ネットワーク管理ガイド』，および remote(4)と phones(4)

のリファレンス・ページを参照してください。

表 14–3に，tipコマンド・オプションとその説明を示します。 詳細は，
tip(1) リファレンス・ページを参照してください。
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表 14–3: tip コマンドのオプション

オプション 説明

-baud_rate リモート・ホストへのデータ伝送速度を指定する。省略時の
値は 1200 ボー。

UUCP のインストール時に設定され，サイト用にカスタマ
イズされたボー・レートは，接続に使用するハードウェア
に従って構成される。

−v .tiprc ファイルから読み取った (詳細モード) 任
意の変数を表示する。

host_name 接続するリモート・ホストを指定する。ローカル・ホス
トとリモート・ホスト間でのシステム通信のセットアッ
プ方法に従って，tip コマンドは，ハード配線回線，ま
たはモデムと電話回線を使用して接続する。

telno モデムを使用してリモート接続する際の電話番号を
指定する。 リモート・ホスト名が tip で認識されな
い (つまり，/etc/remote ファイルにエントリがな
い) 場合には，この方法を使用する。

14.3.2.3 ローカルの tip コマンド

tipコマンドでリモート・ホストに接続しているときに，ローカル・コマ
ンドを使用して，次のタスクを実行できます。

• ローカル・ホストとリモート・ホスト間で切り換えを行う。

• リモート・ホストからローカル・ホスト上のディレクトリを変更する。

• ローカル・ホストとリモート・ホスト間でファイルをコピーする。

• リモート接続を終了する。

一時的にローカル・ホストに戻ってコマンドを入力するには，リモートのシ
ステム・プロンプトからチルダと感嘆符 (~!) を入力します。ローカルのシ
ステム・プロンプトが次の形式で表示されます。ここで，shellはローカル
のシェル名であり，pmtはローカルのシェル・プロンプトです。シェル・プ
ロンプトは，C シェルに対しては %，Bourne，Korn，または POSIXシェ
ルに対しては $ が表示されます。

~ [ shell ] pmt!

リモート・ホストに戻るには，ローカルのシステム・プロンプトで Ctrl/D
を押します。 tip プロセスを終了するには，チルダをタイプして Ctrl/D
(~^D) を押します。
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リモート・ホストで作業を続けながら，リモート・ホストから次の tipコマ
ンドを使用すると，ローカル・ホストでタスクを実行できます。これらコマ
ンドは前にチルダを付けて使用します。

~c directory_name ローカルのディレクトリを変更する。

~t from [to] リモート・ホストからローカル・ホスト
にファイルをコピーする。

~< リモート・ホストからローカル・ホスト
にファイルをコピーする。

~p from [to] ローカル・ホストからリモート・ホスト
にファイルをコピーする。

~> ローカル・ホストからリモート・ホスト
にファイルをコピーする。

たとえば，tip でリモート・ホスト moonに接続しているとき，次のコマ
ンドを入力して，ローカル・ホスト earth 上の現在のディレクトリを，
/usr/geog/polarから /usr/geog/polar/arcticに変更できます。

moon% ~c arctic

tipでリモート・ホスト moonに接続しているとき，次のコマンドを入力し
て，/usr/darkside/temp/datファイルを，ローカル・ホスト earth上
の /usr/NASA/bios/tempファイルにコピーできます。

moon% ~t /usr/darkside/temp/dat /usr/NASA/bios/temp

tipでリモート・ホスト moonに接続しているとき，次のコマンドを入力し
て，ローカルの /usr/NASA/bios/warnファイルを，リモート・ホスト上
の /usr/darkside/temp/changeファイルにコピーできます。

moon% ~p /usr/NASA/bios/warn /usr/darkside/temp/change

______________________ 注意 _____________________

~tおよび ~pコマンドで転送できるのは ASCIIファイルだけで
す。たとえば，PostScriptファイルは ASCIIファイルですが，オ
ブジェクト (コード)ファイルは ASCIIファイルではありません。

~tも ~pも，ファイル転送エラーをチェックしませんが，uucpコ
マンドには，この確認の機能があります。
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14.3.2.4 tip コマンドを使用したローカル・ホストから複数のリモート・ホスト
への接続

tipコマンドを入力して，ホスト Xをホスト Yに接続し，ホスト Yにログ
インしてから， そこで tipコマンドを入力し (Yが tipコマンドをサポー
トする場合)，ホスト Z に接続することができます。これによって，1つ
のローカル・ホスト・コンピュータ X と，2つのリモート・ホスト・コン
ピュータ Yおよび Z を使用できるようになります。

ホスト Zがホストである場合には，ログインすると，ホスト Z上でオペレー
ティング・システムのコマンドを実行できます。次のようにすると，Zから
他のホスト上でコマンドを実行できるようになります。

• ホスト X 上でコマンドを実行するには，コマンドの前にチルダ (~)
を 1 つ付ける。

• ホスト Y 上でコマンドを実行するには，コマンドの前に 2 つのチル
ダ (~~) を付ける。

______________________ 注意 _____________________

チルダ (~)で始まるコマンド・シーケンスは，チルダがコマンド
行の先頭にある場合にのみ，tipによって解釈されます。

表 14–4 に，最も一般的に使用される tip ローカル・コマンドを示しま
す。 他の tip ローカル・コマンドについての詳細は，tip(1) リファレン
ス・ページを参照してください。

14–16 UUCP ネットワーク・コマンド



表 14–4: ローカル tip コマンド

コマンド 説明

~Ctrl/D

~.
リモート・コンピュータからログアウトして，リ
モート接続を終了する。

モデムを使用し，電話回線を介してリモート・ホ
ストと接続する場合には，このコマンドは常に
動作するとは限らない。動作しない場合には，
Ctrl/Dを押してログアウトする。その後，プロ
ンプトから ~Ctrl/Dを入力し，Returnキーを押
して，リモート接続を終了する。

~! セッションをリモート・ホストからローカル・
ホスト上のシェルへ戻す。プロンプトに対して
チルダと感嘆符 (~!) をタイプした後，任意のコ
マンドを入力する。リモート・ホストに戻る
には，Ctrl/Dを押す。

tip接続が確立されると，~! (リモートからロー
カルへ)，あるいは Ctrl/D (ローカルからのリモー
トへ)を入力することによって，2つのホストを
切り換えることができる。

~c directory_name ローカル・ホスト上の現在のディレクトリを，
directory_name 変数で指定したディレクト
リに変更する。ディレクトリ名を指定しなけ
れば，ホーム・ディレクトリに戻る。

~t source [dest] リモートからローカル・ホストにファイルをコ
ピーする。ローカル・ホスト上の dest コピー
先ファイルを指定しなければ，~tコマンドは，
リモート・ファイルをローカル・ホストにコ
ピーして，同じファイル名を割り当てる。

~p source [dest] ローカルからリモート・ホストにファイルをコ
ピーする。リモート・ホスト上の dest コピー
先ファイルを指定しなければ，~pコマンドは，
ローカル・ファイルをリモート・ホストにコ
ピーして，同じファイル名を割り当てる。
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表 14–4: ローカル tip コマンド (続き)

コマンド 説明

~< リモートからローカル・ホストにファイル
をコピーする。 tip コマンドは，リモー
ト・ホスト上で リモート・ファイルやロー
カル・ファイル名の表示に使用するコマン
ド文字列 (たとえば, cat filename) の入力
を求めるプロンプトを表示する。

~> ローカルからリモート・ホストにファイルをコ
ピーする。 tipコマンドはローカル・ファイル名
の入力を求めるプロンプトを表示し，そのファイ
ルを標準入力と同様にリモート・ホストへ送信す
る。 ~>コマンドを実行する前に，この入力を認識
するよう，リモート・ホストのコマンドをセット
アップしなければならない。たとえば，remote%
cat > destination-fileのように行う。

______________________ 注意 _____________________

tipプログラムは，システム・プロンプトとシステムの割り込み
文字列に対応する文字列を使用をして， ~<または ~>コマンドに
よるファイル転送の終了をシグナル通知します。これらの値は，
/etc/remoteファイルに定義されます。 詳細は，remote(4)リ
ファレンス・ページを参照してください。

14.3.3 ctを使用したモデムによるリモート端末への接続

モデムを備えたリモート ASCII 端末のユーザは，ctコマンドを使用する
と，モデムと電話回線を介して，ローカル・ホストと通信できます。リモー
ト端末のユーザは，接続後，ローカル・ホストにログインして，作業を行う
ことができます。使用できる電話回線がない場合には，ctコマンドはメッ
セージを表示して，回線が使用できるまで待つかどうかを尋ねます。

ct コマンドは，次のような場合に有効です。

• 機密性の高い通信が必要な場合

ローカル・ホストはリモート端末と接続しているため，リモート・ユー
ザは，ローカル・ホストの電話番号を知る必要がありません。 ローカ
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ル・ユーザは，ctを入力することによって，リモート・ユーザの作業
をモニタすることができます。

• 電話接続の費用が，ローカル・サイトまたはリモート端末の特定のアカ
ウントに (コレクト・コールのように) チャージされる場合

-hオプションを省略すれば，コレクト・コールをエミュレートすること
ができます。リモート端末のユーザは，-hオプションを指定しない
で ct コマンドを入力できます。

次の ct の機能は，特定の環境で有効です。

• 接続が確立されるか，あるいは設定された時間が経過するまで，番号を
ダイアルし続けるように，ct に指示することができる。

• 2つ以上の電話番号を指定して，接続が確立されるまで，ctが各モデム
にダイアルするように設定できる。

______________________ 注意 _____________________

通常，リモート端末のユーザは，ローカル・ホストのユーザを呼
び出して，ctセッションを要求します。このような接続が頻繁に
発生する場合には，システム管理者はUUCPを設定して，指定さ
れた時間に，1つまたは複数の指定端末に対し，ローカル・ホス
トが自動的に ctを実行するようにします。 UUCPのカスタマイ
ズについての詳細は，システム管理者に問い合わせてください。

たとえば，同じサイトにあるリモート端末のモデムに接続するには，次のコマ
ンドを入力してください。リモート・モデムの電話番号は 7-6092とします。

earth% ct 76092
Allocated dialer at 1200 baud
Confirm hang_up? (y to hang_up)

コマンドを入力すると，接続を確認するメッセージが表示され，現在使用
中の他の電話回線を中断するか，あるいはコマンドを取り消すかを入力
するプロンプトが表示されます。

次の例は，ctコマンドを使用して，市内電話番号が 555-0043であるリモー
ト端末モデムに接続する方法を示しています。この例では，外線番号とし
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て 9 を指定し，モデム回線を 2 分間待つように指示する -w オプション
を指定しています。

earth% ct -w2 9=5550043
Allocated dialer at 1200 baud
Confirm hang_up? (y to hang_up)

前述の例と同様に，現在使用中の他の電話回線を中断するか，あるいはコマ
ンドを取り消すかを入力するプロンプトが表示されます。

次の例は，ctコマンドを使用して，ローカル・ホスト earthから，市外電
話番号が 1-201-555-7824であるリモート端末のモデムに接続する方法を示し
ています。この例では，外線番号として 9を指定し，モデム回線を 5分間待
つように指示する -wオプションを指定しています。

earth% ct -w5 9=12015557824
Allocated dialer at 1200 baud
Confirm hang_up? (y to hang_up)

現在使用中の他の電話回線を中断するか，あるいはコマンドを取り消すかを
入力するプロンプトが表示されます。

詳細は，ct(1)リファレンス・ページを参照してください。

表 14–5に，ctコマンドのオプションと必要なエントリを示します。

表 14–5: ct コマンドのオプション

オプション 説明

−wminutes ctコマンドが回線を待つ最大時間を分単位で指定する。 ctコマ
ンドは，接続が確立されるか，指定された時間が経過するまで，
リモートのモデムに 1 分間隔でダイアルする。

-wオプションを指定すると，接続が確立できなかった場合に，通
常 ctが表示するメッセージを抑制する。

−xnumber ローカル・ホスト上でのコマンド実行時の標準エラー出力について
の詳細情報を作成する。これは，デバッグの際に参照する。デバッ
グ・レベル numberは，0～ 9の数字。推奨する省略時の値は 9。

−v ct コマンドで，実行中のナレーティブを標準エラー
出力に送信できるようにする。

−h ct によって，現在の接続が切断されないようにする。

−sspeed ct のデータ伝送速度を指定する。省略時の値は 1200 ボー。
ボー・レートは，接続する端末のボー・レートに設定する。
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表 14–5: ct コマンドのオプション (続き)

オプション 説明

telno リモート・モデムの電話番号を指定する。市内電話番号また
は市外電話番号を入力し，外線用の 9 や，その他のアクセス・
コードを表す 2 次ダイアル・トーンを指定する。

2 次ダイアル・トーンの後ろには等号 (=) を使用し (9=)，
555-5092のように，遅延にはハイフン (-)を指定する。電話番
号は 31文字まで，また下記のいづれも含むことができる。

0 ～ 9 の数字
ハイフンまたはダッシュ (-)
等号 (=)
アスタリスク (*)
番号記号またはポンド記号 (#)

14.4 uuxを使用したリモート・ホスト上でのコマンドの実行

uuxコマンドを使用すると，ローカル・ホスト上で作業しながら，リモー
ト・ホスト上でコマンドを実行することができます。リモート・ホストにコ
マンドが存在しない場合には，uuxは実行されず，リモート・ホストがその
ことをメールで通知します。コマンドが実行されて出力を生成する場合 (た
とえば catや diff)には，uuxに，指定のホスト上のファイルに出力を書き
込むようにさせることができます。

______________________ 注意 _____________________

機密保護のため，uuxを介したコマンドの使用を制限しているサ
イトがあります。 また，ローカル・ホストにエンハンスト・セ
キュリティ機能が設定されている場合には，uuxを介したリモー
ト・ホスト上での特定のコマンドの実行に影響があります。詳細
については，システム管理者に問い合わせてください。

uuxコマンドの構文は，使用するシェルのコマンド・インタプリタが特殊文
字を処理する方法によって決まります。この構文は，Bourne，Korn，およ
び POSIXシェルでは同じですが，C シェルでは異なります。

どのシェルから uuxを使用するかに関係なく， デスティネーションの指定
には次の 2 つの方法があります。
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uux [ option...] " commandstring > destination"

uux [ option...] commandstring \{ destination \}

最初の構文では，右山カッコ (リダイレクション記号) (>)は，リモート・コ
マンドの出力を，デスティネーションのディレクトリまたはファイルに向
けます。 二重引用符 (" ")は，リダイレクション記号の右山カッコ (>)が特
殊文字であるため，コマンド全体を囲みます。コマンド行で次のいずれか
の文字を使用する場合には，必ずその文字またはコマンド全体を二重引用
符 (" ") で囲んでください。

• 左山カッコ (<)

• 右山カッコ (>)

• セミコロン (;)

• 垂直バーつまりパイプ (|)

• プラス記号 (+)

• 左大カッコ ([)

• 右大カッコ (])

• 疑問符 (?)

2番目の構文では，デスティネーション名を中カッコ ({ })で囲みます。 中
カッコは，シェル・コマンド・インタプリタでの特殊文字であるため，各中
カッコの前にはバックスラッシュ (\)をタイプしなければなりません。バッ
クスラッシュがなければ，中カッコが誤って解釈される恐れがあります。

デスティネーション・ファイルのパス名を指定する場合には，完全パス名
または ~userに続くパス名を使用できます。 この場合，user はユーザの
ログイン・ディレクトリ名です。

出力ファイルには「書き込み」許可のステータスが必要です。 あるター
ゲット出力ファイルの許可がどのように設定されているか不明な場合に
は，コマンドの結果を /usr/spool/uucppublic ディレクトリへ出力し
てください。シェルからは簡単に，このディレクトリを ~uucp と指定す
ることができます。
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14.4.1 Bourne シェル，Kornシェル，または POSIX シェルからの
uux の使用

次の例は，uuxコマンドが，オペレーティング・システムのコマンド cat

を使用して，ホスト gemにある /u/doc/F1ファイルを，ホスト skyにあ
る /usr/doc/F2ファイルと連結する方法を示したものです。結果はホス
ト gem 上の /u/doc/F3ファイルに入ります。
uux "gem!cat gem!/u/doc/F1 sky!/usr/doc/F2 > gem!/u/doc/F3"

次の例では，タスクは前のコマンドと同じですが，リダイレクション記号
ではなく，中カッコ ({ }) を使用して，uux コマンド行にデスティネー
ションを指定しています。 タスクは前のコマンドと同じですが，出力先は
暗黙指定です。
uux gem!cat gem!/u/doc/F1 sky!/usr/doc/F2 \{gem!/u/doc/F3\}

14.4.2 C シェルからの uux の使用

前の項と同じ操作を C シェルで行うには，次の uuxコマンドのいずれか
1 つを入力してください。

uux "gem\!cat gem\!/u/doc/F1 sky\!/usr/doc/F2 > gem\!/u/doc/F3"

次の例では，暗黙のデスティネーション出力ファイルを使用しています。

uux gem\!cat gem\!/u/doc/F1 sky\!/usr/doc/F2 \{gem\!/u/doc/F3\}

次の 2つの例では，uuxコマンドは catコマンドを使用して，acct6ファイ
ルをリモート・ホスト bostonから， ローカル・ホスト上のパブリック・
ディレクトリにある acct6ファイルへの出力として送信します。

uux "cat boston\!/reports/acct6 > ~uucp/acct6"

次の例では，暗黙のデスティネーション出力ファイルを使用します。

uux cat boston\!/reports/acct6 \{~uucp/acct6\}

14.4.3 その他の uuxの機能およびヒント

uuxコマンドでは，ローカル・ホストを省略時のホストとするため，コマン
ド行にローカル・ホストを指定する必要はありません。たとえば，diffコ
マンドを実行して，ホスト car上の /u/F1ファイルを， ホスト sea上の
/u/F2 ファイルと比較し，その結果をローカル・ホストの /u/F3 ファイ
ルに入れるには，次のコマンドを使用します。

uux "diff car!/u/F1 sea!/u/F2 > /u/F3"
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また，次の例のように，感嘆符だけを使用して，ローカル・ホストを表
すことができます。

uux "!diff car!/u/F1 sea!/u/F2 > !/u/F3"

diffまたは catなどのコマンドでパス名ソース・ファイルを指定する場
合には，リモート・ホストが解釈するシェルのパターン照合文字を含め
ることができます。

疑問符 (?)
アスタリスク (*)
左大カッコ ([)
右大カッコ (])

これらの文字は，2つの バックスラッシュ (\ … \)または二重引用符 (" …

")で囲み，uux がコマンドをリモート・ホストに送信する前に，ローカル
のシェルがその文字を解釈しないようにします。デスティネーション名に
は，パターン照合文字を使用しないでください。

左山カッコ (<)，右山カッコ (>)，セミコロン (;)およびパイプ (|)のシェル
文字を使用する場合には， それらの文字をバックスラッシュ (\ … \)また
は二重引用符 (" … ")で囲むか，コマンド行全体をバックスラッシュまた
は二重引用符で囲んでください。

______________________ 注意 _____________________

シェルのリダイレクション文字，2つの左山カッコ (<<)および 2
つの右山カッコ (>>)は，UUCPでは使用できません。

表 14–6に，uux コマンドのオプションおよび必要なエントリをまとめま
す。詳細は，uux(1)リファレンス・ページを参照してください。

表 14–6: uux コマンドのオプション

オプション 説明

−n コマンドがデスティネーション・ホスト上で実行できなかっ
た場合に，通常 mailxを介して送られる通知を取り消す。

-nと -zオプションは，相互に排他的である。

−z デスティネーション・ホスト上でコマンドが実行できなかっ
た場合に，mailxを介してメッセージを送信する。

-nと -zオプションは，相互に排他的である。
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表 14–6: uux コマンドのオプション (続き)

オプション 説明

−j リモートのコマンドを実行する uux が要求するジョ
ブ識別番号を表示する。 この番号は uustat コマンド
で使用する。 詳細は 14.8.1 項を参照。

cmd_string 指定したホストが受けつけるコマンドを指定する。コマン
ド・フォーマットについての詳細は， 14.4 節を参照。

dest_name リモート・ホストで実行するコマンドの出力を格納するた
めのホストおよびファイルを指定する。たとえば，リモー
ト・ホスト上のディレクトリにあるすべてのファイルの一
覧を表示する場合は，uux コマンドを使用して適切なデ
スティネーション名を入力すれば，ローカル・ホスト上
のファイルに結果を入れることができる。 デスティネー
ション・フォーマットの詳細は， 14.4 節を参照。

14.5 UUCPを使用したファイルの送受信

UUCPプロトコルをサポートする UNIXベースのコンピュータでは，uucp

コマンドを使用して，あるコンピュータから別のコンピュータに，1つま
たは複数のファイルをコピーできます。 uucpを使用すると，次のように
ファイルをコピーできます。

• ローカル・ホストとリモート・ホスト間

• 2 つのリモート・ホスト間

• 中間ホストを介した 2 つのホスト間

• ローカル・ホスト内

多くのサイトでは，ファイル転送を円滑に行うために，パブリックのUUCP
ディレクトリ usr/spool/uucppublicを作成して，利用できるようにして
います。このディレクトリは，すべてのユーザによる読み取りおよび書き込
みアクセスが可能で，セキュリティ制限を回避します。 このディレクトリ
は， uucpコマンドでは，~uucpまたは ~/で簡単に指定できます。

______________________ 注意 _____________________

uucpを介したファイル転送は，転送を行うホスト上のセキュリ
ティ機能の影響を受けます。 uucpユーティリティは，ファイル
転送が失敗した場合に，エラー・メッセージを表示しません。詳
細は，システム管理者に問い合わせてください。
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システム管理者は，リモート・ユーザによる不正な使用を防止する
ために，セキュリティ制限を定義しているので，ファイル転送でア
クセスできるのは，一部のディレクトリおよびファイルのみです。

14.5.1 Bourneシェル，Kornシェル，および POSIXシェルでの UUCP
を使用したファイルのコピー

Bourne，Korn，または POSIXシェルからは，コピー先ファイルのホスト名
の前に指定する感嘆符 (!) の前にバックスラッシュ (\)を付けなくても，
uucpファイル名を指定できます。 たとえば，ローカル・ホスト earthの
starファイルを，リモート・ホスト sky上のパブリック・ディレクトリ
にある /sun/statsファイルにコピーするには，次のコマンドを入力して
ください。

earth% uucp star sky!~/sun/stats

同じファイルをコピーするときに，明示的に /usr/spool/uucppublic

ディレクトリを識別するには，次のコマンドを入力します。

earth% uucp star sky!/usr/spool/uucppublic/sun/stats

ローカル・ホストからはアドレスがわからないリモート・ホストに，ファイ
ルをコピーする場合は，そのリモート・ホストのアドレスがわかっている別
のホストを介して行います。この方法でローカル・ファイルをリモート・ホ
ストにコピーするには，まず，1つまたは複数の中間ホストにファイルを送
信します。このとき，各ホスト名は感嘆符 (!) で区切ります。 たとえば，
ローカル・ファイル starを，リモート・ホスト sky上の /sun/statsファ
イルへコピーする場合に， まず，中間ホスト mlkwayを介して送信するに
は，次のコマンドを入力してください。

earth% uucp star mlkway!sky!~uucp/sun/stats

ローカル・ホストから uucpを使用して，リモート・ホストからローカル・
ホストにファイルをコピーできます。たとえば，リモート・ホスト biochem

から /cells/type1ファイルを，ローカル・ファイル /dna/sequenceに
コピーするには，ローカル・ホスト earth から次のコマンドを入力して
ください。

earth% uucp biochem!/cells/type1 /dna/sequence

複数のファイルをリモート・ホストからローカル・ホストにコピーする場
合には，パターン照合文字を使用してファイルを指定することができま
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す。 たとえば，リモート・ホスト moon上の /geog/surveyディレクト
リから，名前が report で始まるすべてのファイルを， ローカル・ホスト
earth上のパブリック・ディレクトリ ~uucpへコピーするには，次のコマ
ンドを入力します。

earth% uucp moon\!/geog/survey/report* ~uucp

14.5.2 Cシェルでの UUCPを使用したファイルのコピー

C シェルでは，感嘆符 (!) は特別な意味を持っています。コマンド・イン
タプリタが誤って解釈しないように，パス名で使用する場合には，感嘆符
の前にバックスラッシュ (\)を付けてください。

たとえば，ローカル・ホスト earthの /usr/NASA/ctrl-specsファイル
を，リモート・ホスト luna7 上のパブリック・ディレクトリ ~uucpにコ
ピーするには，ローカル・ホストから次のコマンドを入力します。

earth% uucp /usr/NASA/ctrl-specs luna7\!~uucp

リモート・ホスト luna7上の /usr/reports/exobioディレクトリにある
plan9ファイルを，ローカル・ホスト earthのパブリック・ディレクトリ
~uucp にコピーするには，次のコマンドを入力します。

earth% uucp luna7\!/usr/reports/exobio/plan9 ~uucp

リモート・ホスト luna7 上の /sensory/visual/earthrise ディレク
トリにある名前が msg で始まるすべてのファイルを，ローカル・ホスト
earth のパブリック・ディレクトリ ~uucp にコピーするには，次のコマ
ンドを入力します。

earth% uucp luna7\!/sensory/visual/earthrise/msg’*’ ~uucp

ここで，ソース・ファイル名で使用しているパターン照合文字のアスタリス
ク (*)は，誤って解釈されないように一重引用符で囲みます。

次の例では，同じファイルが ~uucpにコピーされますが，誤って解釈されな
いように，ソース・ファイルのパス名全体を二重引用符で囲みます。

earth% uucp "luna7\!/sensory/visual/earthrise/msg*" ~uucp

表 14–7に，uucpコマンドのオプションおよび必要なエントリをまとめま
す。詳細は，uucp(1)リファレンス・ページを参照してください。
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表 14–7: UUCP コマンドのオプション

オプション 説明

−d ソース・ファイルを，リモート・ホスト上のファ
イルにコピーする際に必要な，中間ディレクトリ
を作成する。デスティネーション・パス名を指定
して uucpを入力すれば，必要なディレクトリが
作成される。 -dオプションは省略時の設定。

−f ファイル転送中に，中間ディレクトリ
を作成しない。

−j 転送処理のジョブ識別番号を表示する。 ジョブ
識別番号は，uustatコマンドで使用して転送の
ステータスを確認したり，転送を終了するために
uustat -kで使用する。詳細は 14.8.1項を参照。

−m リモート・ホスト上にファイルがコピーされた
ことを確認するために，uucpが要求者へメー
ルを送信することを指定する。 ローカル転送
の場合には，メールは送信されない。

−nusername リモート・ホスト上の受信者 usernameに，ファ
イルが送信されたことを通知する。 ローカル転
送の場合には，メールは送信されない。

source_file 送信または受信するファイルのパス名を指定する。
UUCPパス名についての詳細は， 14.1節を参照。

destination_name コピーを受信するファイル (またはディレクト
リ) のパス名を指定する。 デスティネーショ
ン・ファイルのパス名についての詳細は，
14.5.1 項および 14.5.2 項を参照。

14.6 uutoと uupickを使用したファイルのコピー

uutoコマンドでは，指定したファイルをコピー先ホスト上のパブリック・
ディレクトリにコピーし，受信者は uupickを介してそのファイルを入手で
きます。 rmailプログラムが，受信者にファイルの到着を通知します。

______________________ 注意 _____________________

すべてのファイル転送は，ローカル・ホストおよびリモート・ホ
スト上のセキュリティ機能の影響を受けます。詳細は，システム
管理者に問い合わせてください。
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たとえば，ローカル・ホスト moe から /usr/bin/data/junk ファイル
を，リモート・ホスト stoogeのユーザ curlyに送信するには，次のコマ
ンドを入力します。

moe% uuto /usr/bin/data/junk stooge!curly

uutoコマンドが，ファイルをホスト stooge上の /usr/spool/uucppub-

lic/receive/curly/moe ファイルにコピーします。次に，rmailユー
ティリティにより，ファイルが到着したことを通知するメール・メッセー
ジが，ユーザ curly に送信されます。メッセージを受信すると，ユーザ
curly は，uupick コマンドを入力してファイルにアクセスし，保存，移
動，または削除が行えるようになります。 次の例では，ユーザ curlyは，
ホスト stoogeで uupickコマンドを入力します。 uupickからは，次のよ
うな応答が返ってきます。

stooge% uupick
from system moe: file junk
?

ユーザ curlyは，uupickの疑問符 (?) プロンプトから dおよび qオプショ
ンを入力して，ファイルを削除し uupickを終了します。

? d
? q

表 14–8 は，uupick の ? プロンプトから入力する uupick ファイル処
理オプションの一覧です。

表 14–8: uupick コマンドのオプション

オプション 説明

* 使用可能な uupickファイル処理オプションを表示する。

Return uupick が次のファイルに進むようにする。

a [dir] パブリック・ディレクトリにあるすべての uutoファイルを，
ローカル・ホスト上の指定したディレクトリへ移動する。
ディレクトリは完全パス名または相対パス名を使用して指定
する。省略時の値は，uupickを入力したディレクトリ。

d d オプションは，uupick で取得した現在の
ファイルを削除する。

m [dir] 完全パス名または相対パス名で指定したディレクトリにファ
イルを移動する。 省略時の値は現在のディレクトリ。

p ファイルを表示する。
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表 14–8: uupick コマンドのオプション (続き)

オプション 説明

q

Ctrl/D
パブリック・ディレクトリにあるファイルの表示，移
動または削除を行うことなしに，uupick を終了でき
る。 Ctrl/D を押しても終了できる。

! command オペレーティング・システムのプロンプトに戻りコマンドを実
行できる。コマンドを実行すると，制御は uupickに戻る。

詳細は，uupick(1)リファレンス・ページを参照してください。

14.7 uutoを使用したファイルのローカル送信

uutoを使用して，同じローカル・ホスト上の別のユーザに，ファイルを
送信することもできます。 ただし，受信者には，ファイルの転送を知らせ
るメール・メッセージは送信されません。たとえば，ユーザ shemp は，
同じローカル・ホスト stooge上のユーザ larryに，次のように，ファイ
ル /usr/bin/data/status を送信できます。

stooge% uuto /usr/bin/data/status larry

表 14–9は，uutoコマンドのオプションおよび必要なエントリの一覧です。
詳細は，uuto(1)リファレンス・ページを参照してください。

表 14–9: uuto コマンドのオプション

オプション 説明

−m uutoが，指定したユーザ名およびホストにソース・ファ
イルをコピーしたことを，送信者に通知する。

−p 通常，uutoは，ソース・ファイルを /usr/spool/uucp-
public/receive /username/host/file にコピー
する。 -p オプションは，指定したホスト上のパブ
リック・ディレクトリにソース・ファイルのコピーを
転送する前に，ローカル・ホスト上のスプール・ディ
レクトリにソース・ファイルを送信する。
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表 14–9: uuto コマンドのオプション (続き)

オプション 説明

file_name ソース・ファイルのパス名。

destination_name ソース・ファイルをコピーする先のパス名。
destination_nameには，ファイルを受信するユーザ名
を必ず含み，その形式は host!usernameである。 ここ
で，hostはリモート・コンピュータ名であり，username
は受信側のユーザ名である。ローカル・ホスト上にファ
イルをコピーする場合には，destination_name は，
ファイルを送信するユーザ名だけでもよい。

14.8 UUCPユーティリティのジョブ状態の表示

UUCPユーティリティには，uustat，uulogおよび uumonitorという 3
つのコマンドがあります。これらのコマンドは UUCPジョブの状態情報
を表示します。詳細は以降の項で説明します。

14.8.1 uustat コマンド

uustat コマンドは，次のような情報や機能を提供することによって，
UUCP ジョブをサポートします。

• uucpおよび uutoによって要求されたファイル転送の状態情報

• uuxによって要求されたコマンド実行の状態情報

• リモート・コンピュータ上で実行するためにキューに登録されてい
るジョブの制限付き制御

• uucpからのコピー要求の取り消し

uustatによる状態レポートは，この形式を基本として，ワークステーショ
ンの画面に表示されます。 uustatオプションを使用すると，表示形式を
変更することができます。

jobid date/time status system_name username size file
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______________________ 注意 _____________________

すべての状態表示は，ローカル・ホストおよびリモート・ホスト
上のセキュリティ機能の影響を受けます。 詳細はシステム管理
者に問い合わせてください。

オプションを指定しないで uustatを入力すると，保留状態のキューが最
後にクリーンアップされてから入力された，すべての UUCP コマンドに
関する状態情報が表示されます。

特定のユーザが要求したジョブの状態をレポートするには，次に示すよ
うに，-u オプションを使用します。ここでは，ユーザ hughが要求した
ジョブ状態を表示します。

% uustat -u hugh

uustatのオプションを使用すると，現在のキューおよび保留状態のキュー
に関する 2種類の情報を作成することができます。 uustat -qコマンド
では，現在のキューに関する情報を出力し，1つまたは複数のリモート・
ホスト上で，実行するためにキューに入っている UUCPジョブや，現在実
行中の UUCPジョブを表示します。 uustat -aコマンドでは，保留状態
のキューに関する情報を出力し，設定した時間内に実行されなかったすべ
てのジョブを表示します。

______________________ 注意 _____________________

設定時間が経過したら，保留状態のキューのエントリを，
uucleanup コマンドを使用して手動で削除するか，または
uudemon.cleanuスクリプトによって自動的に削除してくださ
い。 uudemon.cleanuスクリプトには，/etc/cronデーモン
で起動する /usr/spool/cron/crontabs/uucpにエントリが
あります。 UUCPキューのクリーンアップについての詳細は，
uucleanup(8)リファレンス・ページを参照するか，システム管理
者に問い合わせてください。

14.8.1.1 uustatのオプションを使用した保留状態のキュー出力の表示

保留状態のキューに入っているすべてのUUCPジョブの状態を確認するに
は， 次のように uustat -a を実行してください。
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% uustat -a
sunC3113 Thu Jun 04 17:47:25 1999 S sun doc 289 D.car471afd8
gemN3130 Thu Jun 04 09:14:30 1999 R gem geo 338 D.car471bc0a
seaC3120 Wed Jun 03 16:02:33 1999 S sea doc 828 /u/doc/tt
seaC3119 Wed Jun 03 12:32:01 1999 S sea msg rmail doc

この出力例には，次の 7つのフィールドがあります。

• フィールド 1 -- 操作のジョブ ID。

ローカルのコンピュータ上のプロセスを取り消す必要がある場合に
は，次の例のように，-k オプションを指定して，uustatコマンド
を入力します。

% uustat -k seaC3119

• フィールド 2 -- UUCPコマンドを入力した日時。

• フィールド 3 --ジョブがファイルを送信する場合は S，受信する場合
は R。

• フィールド 4 --コマンドが入力されたホスト名。

• フィールド 5 -- コマンドを実行したユーザ名。

• フィールド 6 --ファイルのサイズ。リモート実行の場合 (最後の出力行)
は，リモート・コマンド名 (rmail)。

• フィールド 7 --フィールド 6にサイズが表示された場合 (最初の 3行の
出力行)は，このフィールドにはファイル名が表示される。

ファイル名は，/u/doc/ttなどのユーザが指定した名前，または，
D.car471afd8のように，リモート実行に関連して UUCP が内部的
にデータ・ファイルに割り当てた名前です。

特定のホストによって要求された保留状態のキューにあるすべての UUCP
ジョブの状態をレポートするには，次のように uustat -sを実行してくだ
さい。ここで示されている出力例は，ホスト skyに関するものです。

% uustat -s sky
skyNlbd7 Wed Jun 03 12:09:30 1999 S sky doc 522 /user/doc/A
skyClbd8 Wed Jun 03 12:10:15 1999 S sky doc 59 D.3b2a12ce4924
skyC3119 Wed Jun 03 12:11:18 1999 S sky doc rmail msg

この出力は，コマンド uustat -a -s skyで生成される出力と同じです。
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14.8.1.2 uustat オプションを使用した現在のキュー出力の表示

各ホスト上にある現在実行中，あるいは実行するためにキューに入ってい
るすべての UUCP ジョブの状態を確認するには，次のように，uustat

-q コマンドを実行します。

% uustat -q
sea 3C Mon Jul 13 09:14:35 1999 NO DEVICES AVAILABLE
sun 2C Mon Jul 13 10:02:22 1999 SUCCESSFUL
gem 1C (2) Mon Jul 13 10:12:48 1999 CAN’T ACCESS DEVICE

この出力例には，次の 5つのフィールドがあります。

• フィールド 1 -- ホスト名。

• フィールド 2 --ホストの保留状態のキューに入っているコマンド・ファ
イル (C)または実行ファイル (X)の数。

• フィールド 3 --ファイルが保留状態のキューに入っている日数 (1 日
以上の場合)。

• フィールド 4 -- UUCPがフィールド 1のホストと通信を試みた最後の
日時。

• フィールド 5 --対話の状態メッセージ。

詳細は，uustat(1)リファレンス・ページを参照してください。

表 14–10 は，uustat コマンドのオプションおよび必要なエントリの一
覧です。

表 14–10: uustat コマンドのオプション

オプション 説明

−a 元の UUCP コマンドを入力したユーザに関係なく，保留状
態のキューに入っているすべてのジョブについて情報を表
示する。

−k jobid jobidで指定した UUCPプロセスを取り消す。 jobidで指
定した UUCPコマンドを入力した場合にのみ，ジョブを取り
消すことができる。 また，スーパユーザ特権を持っていれ
ば，UUCP 要求も取り消すことができる。
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表 14–10: uustat コマンドのオプション (続き)

オプション 説明

−m UUCPを使用して別のコンピュータと最後に通信しようとし
たときの状態をレポートする。たとえば，UUCPによる要求
が実行された場合，状態は成功としてレポートされ，ジョブ
が完了しなかった場合には，Login failedなどのエラー・
メッセージがレポートされる。

−p ロック・ファイルのすべての PID番号に対して， ps -flp

(process status: a full, long list of specified process IDs: 指定
されたプロセス IDに関する完全で詳細なリストによる処理
状態の表示)を実行する。このオプションの使用は，スーパ
ユーザ特権を持つユーザのみ使用可能。

−q 各ホストについて，現在キューに入っているジョブを一覧表
示する。これらのジョブは，実行を待っているか，または実
行中のいずれかである。ホストに状態ファイルがある場合に
は，UUCPは，その日付，時刻，および状態情報をレポート
する。 プロセスが完了すると，UUCP は現在のキューから
ジョブ・リストを削除する。

−r jobid ジョブ識別番号で指定した UUCPプロセスを復活させる。こ
のオプションを使用すると，保留状態のキューにあるファイ
ルに現在の日時のマークを付けて，割り当てたジョブの変更
時間が経過するまで，クリーンアップ処理によってこれらの
ファイルが削除されないようにすることができる。

−shost 指定したホスト上で実行するためにユーザが入力した，すべ
ての UUCP 要求の状態をレポートする。

−uusername usernameのユーザによって，実行するために入力されたすべ
ての UUCP 要求の状態をレポートする。

-shostおよび -uusernameオプションを指定して uustat

コマンドを実行すると，特定のホスト上の特定のユーザに
よって入力されたすべての UUCP 要求についての状態レ
ポートを得ることができる。

14.8.2 uulogコマンドを使用した UUCPログ・ファイルの表示

ローカル・ホストによって uucp，uutoまたは uuxコマンドが使用される場
合には， UUCPログ・ファイルが作成されます。ログ・ファイルは，各リ
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モート・ホストおよび各デーモンに対して作成されます。 uulogコマンドを
使用すると，これらのログ・ファイルを表示できます。 uulogは，ホストに
よる uucp，uutoおよび uuxコマンド要求の要約を表示します。

uulogコマンドは，次に示すデーモンのいずれかのアクティビティに関する
ログ・ファイルの内容を表示します。

• uucpおよび uutoによって呼び出される uucicoデーモン

このデーモンのアクティビティは，/usr/spool/uucp/.Log/uu-

cico/host にログが取られます。

• uuxによって呼び出される uuxqt デーモン

このデーモンのアクティビティは，
/usr/spool/uucp/.Log/uuxqt/host にログが取られ
ます。

uuxqtログ・ファイルだけを表示するには，次のように uulogの -xオプ
ションを使用します。

% /usr/lib/uucp/uulog -x

uulog コマンドを使用すれば，uucico ログ・ファイル，または任意のホ
ストに対するファイル転送のログ，あるいはどちらかのログ・ファイルの
最後の指定された数行のみを表示することもできます。 たとえば，ホスト
sky に対する uucico ログ・ファイルを表示するには，次のように，-s

オプションを使用します。

% /usr/lib/uucp/uulog -s sky

ホスト skyに対するファイル転送ログの最後の40行を表示するには，次に示
すように，-fオプションと行数を指定します。

% /usr/lib/uucp/uulog -f sky -40

表 14–11は，uulogコマンドのオプションおよび必要なエントリの一覧で
す。
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表 14–11: uulog コマンドのオプション

オプション 説明

−f host 指定された hostのファイル転送ログに対して tail -fを実行
し，ログ・ファイルの最後を表示する。 Interruptキー・シーケ
ンスを使用すると，ファイルを終了してプロンプトに戻る。

−s[host] 指定されたホストに関係するコピー要求についての情報
を出力する。 ホストが指定されない場合には，すべての
ホストについての情報が表示される。

−x[host] 指定されたホストに関する uuxqt ログ・ファイルを表
示する。 ホストが指定されない場合には，すべてのホ
ストについての情報が表示される。

−number ログ・ファイルの最終 number 行を表示する。 行数は number
によって決まる。このパラメータの適用についての詳細は，
tail(1) リファレンス・ページを参照してください。

14.8.3 UUCP 状態のモニタ

uumonitorコマンドは，ジョブのバックログ，一時的なシャットダウン，あ
るいは電話番号またはログイン・パスワードのいずれかの変更によって状
態が変更したホストを検出する際に有効です。

uumonitor出力は，次の 6つのフィールドから構成されます。

• フィールド 1 -- ホスト名。

• フィールド 2 --リモート・ホストで実行するためにキューに入って
いるコマンド・ファイルの数。

多過ぎる場合 (ホストにもよるが，たとえば 100～1000個)には，バッ
クログの原因を判断しなければなりません。

• フィールド 3 --リモート・ホストからのリモート実行要求の数。

• フィールド 4 --最後に実行したリモート・ホストへの接続試行の結果。

• フィールド 5 --リモート・ホストへのログインの失敗数 (ダイヤルの
失敗を除く)。

20より大きい場合には，これ以上実行されません。

• フィールド 6 --最後の状態エントリの時刻。

詳細は，uumonitor(8)リファレンス・ページを参照してください。
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A
vi 入門

この付録では，viの機能の概要を説明します。さらに詳しく知りたい場合
は，vi(1)リファレンス・ページを参照してください。 また，vi について
の書籍は多数出版されています。

この付録は，3つのセクションに分かれています。 最初のセクションでは vi

の基本的な機能について説明しています。 2つ目のセクションでは，作業の
効率を上げるためのより高度なテクニックについて説明しています。 3つ目
のセクションでは，exコマンドの利用について説明しています。

どのようなコンピュータ・システムでも，メモ書きから Cプログラムの修正
まで，テキスト・ファイルの編集が最も基礎的な作業となります。 viは，
たいていのコンピュータ・ユーザにとって，毎日の作業に特に役に立ちま
す。 viを使用すると，すばやく簡単にファイルをオープンして編集し，
結果を保存することができます。

viテキスト・エディタは，次のような主要な機能はすべて備えています。

• 迅速な処理，特に起動時とグローバル操作の速度において優れています。

• フル・スクーン編集およびスクロール機能があります。

• テキスト入力と編集は，別々のモードで行われます。

• exエディタ・コマンドを使用したグローバル置換と複合編集コマン
ドがあります。

• オペレーティング・システム・レベルのコマンドが使用できます。

• システム・パラメータやキーボード・マッピングのカスタマイズが
できます。

この付録では，viの基本的な機能の使い方について説明します。これを読
み終えると，次のことができるようになります。

• 新しいファイルを作成して保存する ( A.1.1 項)および ( A.1.3 項)。

• 既存のファイルをアクセス (オープン) する ( A.1.2 項)。
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• ファイル内でカーソルを移動する ( A.1.4 項)。

• 新しいテキストを入力する ( A.1.5 項)。

• 既存のテキストを変更する ( A.1.6 項)。

• 文字列を検索する ( A.2 節)。

• テキストの移動やコピーを行う ( A.2 節)。

• グローバル置換を行う ( A.3.1 項)。

• テキストの一部または全部をファイルに書き出す ( A.3.2 項)。

• テキスト・ブロックの削除，移動，コピーを行う ( A.2.2 項 および
A.3.3 項)。

• 編集環境をカスタマイズする ( A.3.4 項)。

A.1 入門

この節では，viを使用して次のことを行う方法について説明します。

• ファイルを作成する。

• ファイルを保存する。

• ファイル内で自由にカーソルを移動させる。

• テキストを作成する。

• テキストを削除する。

• テキストを修正する。

A.1.1 ファイルの作成

この付録の例では，my.file というファイルを使用しています。 このファ
イルを作成するには，次に示すように viコマンドを入力します。

$ vi my.file Return

すると，画面は次のようになります。

~
~
~
~
~
~
~
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~
~
"my.file" [New file]

行頭にチルダ (~)が表示されている行は，ファイル内の空白行を示していま
す。 my.file は空のファイルであるため，ファイル内の全行の先頭にチ
ルダ (~) が表示されます。

viエディタには，コマンド・モードと入力モードの 2つのモードがありま
す。 viを開始したときには，コマンド・モードになっています。 コマン
ド・モードでは，入力する文字はテキスト操作のためのコマンドとして解釈
されます。入力モードでは，入力する文字はテキストとして解釈されます。

viコマンドで新しいファイルを作成するとき，vi エディタはコマンド・
モードになっています。つまり，viはコマンドが入力されるのを待ってい
ます。ここでは，my.fileが空であるため，viを入力モードにしてファイ
ルにテキストを入力できるようにします。

viを入力モードにするには，次のようにタイプします。

i

iコマンドは画面上には表示されません。 viエディタは入力モードになり，
これからタイプする文字はすべてテキストとして解釈されます。

次に示すサンプルのテキストでは，最後に入力した行で Escape キーを使
用し，:wqコマンドで，ファイルを保存して vi エディタを終了している
ことに注意してください。 サンプルのテキストどおりにタイプしてくださ
い。 間違えたときには，バックスペース・キーを使用して修正してくださ
い。 Return の指示があるところでは，Returnキーを押して次のテキス
ト行に移動してください。

You can use this text file Return
to experiment with vi. Return
The examples shown here Return
will teach you the basics of vi. Escape
~
~
~
~
~
:wq

"my.file" 4 lines, 108 characters
$
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______________________ 注意 _____________________

使用している端末またはワークステーションのセットアップ方法
によっては，Escapeキーが異なる機能を実行するようにプログ
ラムされていることがあります。 その場合には，キーボードの
ファンクション・キーのいずれか (おそらくF11)が，エスケー
プ機能を実行するようにセットアップされている可能性があり
ます。 Escapeキーが正しく動作しない場合には，システム管理
者に問い合わせてください。

viが入力モードのときに Escapeキーを押すと，viはコマンド・モードに戻
ります。コマンド・モードに戻ると，タイプする文字はすべてコマンドとし
て解釈されます。 :wqコマンドは，my.fileという名前でファイルを現在の
ディレクトリに書き込んで (保存する)，viエディタを終了します。

:wqコマンドは，他の viコマンドと大きく異なっています。これは，:wq

コマンドが viコマンドではなく，exコマンドであるためです。 viがコマ
ンド・モードであるときにコロン (:) をタイプすると，コロンが画面の下に
表示されるのがわかるでしょう。 コロン (:) は，vi内から exコマンドを
開始します。 どの exコマンドも，vi がコマンド・モードのときに実行さ
れます。 コマンドの後には Return キーを押して，コマンドの入力が終了
したことを exに知らせなければなりません。 exコマンドについての詳細
は， A.3 節を参照してください。

viがどちらのモードかわからなくなった場合には，Escapeキーを数回押し
てコマンド・モードにいることを確認してください。システムによっては，
viがコマンド・モードのときに Escapeキーを押すと，ベルが鳴るように
構成されていることがあります。

viでの Escapeキーの使用や別の終了方法については，この付録の後の節で
詳しく説明します。

my.fileに入力したテキストは，この付録の残りの例で使用します。
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A.1.2 既存のファイルのオープン

viでは，新規にファイルを作成するにも，既存のファイルをオープンするに
も，次に示す同じ構文を使用します。

vi filename

my.file ファイルをオープンするには，次のように vi コマンドを入力
します。

$ vi my.file

画面は次のようになります。

You can use this text file
to experiment with vi.
The examples shown here
will teach you the basics of vi.

~
~
~
~
~
~
"my.file" 4 lines, 108 characters

ファイルに入力したテキストが画面の上に表示されます。チルダではじまる
行はファイル内の空行を表しています。画面の最下行には，ファイルの名
前，ファイルの行数および文字数が表示されます。

A.1.3 ファイルの保存と vi の終了

前述の例では，:wqコマンドでファイルを保存して，viエディタを終了
することを学びました。ファイルを保存して終了する方法には，次に示
す方法もあります。

• ファイルを保存して，編集作業は継続する。

• ファイルを保存して，viを終了する。

• ファイルに対して行った変更を保存しないで，viを終了する。

大きなテキスト・ファイルに対して，多量の情報を追加したり，削除した
り，大規模な変更を行っている場合には，頻繁に (たとえば 10分ごと)保
存して重要なデータが失われないようにします。 write コマンドを使用す

vi 入門 A–5



ると，ファイル全体が現在のディレクトリに書き込まれます。 write コ
マンドの形式は次のとおりです。

:w filename

filenameはオプションであり，別のファイル名で保存する場合にのみ指
定します。 filenameを省略した場合には，自動的に現在のファイル名で
保存されます。 :wコマンドを入力すると，現在のファイル名，行数，お
よび文字数が画面の下に表示されます。新しいファイル名を入力した場合
には，その新しいファイル名が表示されます。

______________________ 注意 _____________________

:wコマンドに新しいファイル名を指定すると，新しいファイル
名と元のファイル名の 2つファイルが現在のディレクトリに保
存されます。

ファイルの変更が終了すると，ファイルの保存と viの終了を同時に行うこ
とができます。 writeおよび quitコマンドの形式は次のとおりです。

:wq

:wqコマンドは，同じ名前でファイルを保存して viを終了し，シェル・プ
ロンプトに戻ります。

ファイルに対して行った変更を保存しないで viを終了する方法もありま
す。 これは，間違って多数の行を削除してしまい，初めからやり直したい
場合などに役立ちます。この場合には，viを終了すると，ファイルは元
の状態に戻ります。 ただし，ファイルが元の状態に戻るのは，現在の編集
セッションでファイルを保存していない場合に限ります。変更を保存しない
で vi を終了するには，次のように入力します。

:q!

:q! コマンドでファイルを終了しても，ディレクトリから削除されることは
ありません。ファイルはディレクトリに残っていますが，ファイルに対して
行った変更は含まれていません。

表 A–1に，ファイルの保存や viエディタの終了に使用するコマンドをま
とめています。
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表 A–1: write および quit コマドのまとめ

コマンド 説明

:w ファイル全体を現在のファイル名で保存す
る。vi エディタは終了しない。

:w filename ファイル全体を新しいファイル名で保存する。
viエディタは終了しない。新しいファイル名と
元のファイル名がディレクトリに存在する。

:wq ファイル全体を現在のファイル名で保存し
て，同時に vi エディタを終了する。

:q! ファイルを終了し，viエディタも終了する。ファ
イルを最後に保存した以降の変更は保存しない。

A.1.4 ファイル内での移動

my.fileをクローズしている場合には，次のコマンドを使用して，再オープ
ンします。

$ vi my.file

カーソルはファイルの最初の文字のところ，つまり，You の Yのところに
あるはずです。

この付録で前述したように，viを起動したときにはコマンド・モードに
なっています。コマンド・モードでは，入力した文字はファイルへのテキス
ト入力ではなく，コマンドとして扱われます。

A.1.4.1 カーソルの移動 (上，下，左，右)

viがコマンド・モードのときには，キーボード上のいくつかのキーが移動
キーとして使用されます。次の英字キーでカーソル移動を制御します。

• h --カーソルを 1 文字左へ移動させる。

• j -- カーソルを 1行下へ移動させる。

• k -- カーソルを 1行上へ移動させる。

• l --カーソルを 1 文字右へ移動させる。

移動キーを使用して，カーソルを experimentという語の最初の文字のとこ
ろへ移動させてみてください。 次のようにタイプします。

lllj
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キーボードに矢印キーがある場合には，矢印キーを使用してカーソルを上下
左右に移動させることができます。ただし，h，j，k，lの各キーを使用す
れば，指をキーボードの定位置から離さずに入力できるので，入力スピード
を上げることができます。キーボードによっては，h，j，k，lの各キーは
繰り返し型のキーなっており，キーを押したままにしておくと，キーを離す
までそのキーの動作を繰り返します。たとえば，jを押したままで，ファイ
ルの行を迅速にスクロールすることができます。

コマンド・モードでは，Returnキーはカーソル移動キーと同様に動作しま
す。 Return キーを押すと，カーソルは次の行の先頭に移動します。 この
動作は，カーソルを次行の同じ文字位置に移動させる jキーとは異なり，
Return キーはカーソルを次行の先頭に移動させます。

コマンド・モードでは，ハイフン (− )はカーソルを前行の先頭に移動させま
す。この機能はファイル内で逆にスクロールする場合に役立ちます。この動
作は，前行の同じ文字位置に移動させる k キーとは異なり，(− )はカーソ
ルを前行の先頭に移動させます。

ここで説明したとおりにカーソルが動くことを確認したら，次の項に進む前
に，カーソルを experimentの最初の文字に戻してください。

A.1.4.2 カーソルの移動 (語，行，文，パラグラフ)

wコマンドを使用して，カーソルを単語単位で移動させることもできます。
wコマンドは，カーソルを次の文字の先頭に移動します。 たとえば，with

という単語の先頭にカーソルを移動させるには，次のようにタイプします。

w

また，bコマンドを使用すると，カーソルを 1つ前の単語の先頭まで戻すこ
とができます。たとえば，experimentという単語の先頭にカーソルを移動
させるには，次のようにタイプします。

b

b コマンドを使用しないで，単語の先頭から次のようにタイプするとど
うなるでしょうか。

llllb

カーソルは，experimentの先頭に戻ります。
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この単語移動コマンドは，必要な場合には，次テキスト行，または前テキス
ト行にラップします。 次のようにタイプして，カーソルを textという単
語の先頭に移動させてください。

bbb

カーソルが逆方向に移動して，前行にラップすることに注意してください。

ここで，他の移動コマンドも紹介しておきましょう。 ゼロ (0)はカーソル
を現在のテキスト行の最初にカーソルを移動させ，ドル記号 ($)はカーソ
ルを現在のテキスト行の最後に移動させます。

右カッコ [ ) ]はカーソルを次の文の先頭に移動させ，左カッコ [ ( ]はカーソル
を前の文の先頭に移動させることができます。

右中カッコ (}) でカーソルは次のパラグラフの先頭に移動し，左中カッコ ({)
で前のパラグラフの先頭に移動します。

A.1.4.3 ファイル内でのカーソルの移動とスクロール

大きなファイルでは，制御キーを押すことによって，画面単位でカーソ
ルを移動させることができます。

• Ctrl/F --カーソルを 1画面先に移動させる。

• Ctrl/B --カーソルを 1画面後ろに移動させる。

• Ctrl/D -- 画面を半分下方 (前) にスクロールさせて，カーソルを移
動させる。

• Ctrl/U --画面を半分上方 (後ろ) にスクロールさせて，カーソルを移
動させる。

次に示す英大文字のコマンドは，カーソルを広範囲に移動させます。

• H -- カーソルをホーム (Home)位置，つまりファイルの先頭に移動さ
せる。

• G --カーソルをファイルの最終行に移動 (Go)させる。

A.1.4.4 移動コマンドのまとめ

viエディタには他にも多くの移動コマンドがあります。 この付録で基本を
習得した後，詳しくは vi(1)リファレンス・ページを参照してください。

vi 入門 A–9



表 A–2にカーソル移動コマンドの一覧を示します。カーソル移動キーは vi

がコマンド・モードのときのみ有効です。

表 A–2: カーソル移動コマンド一覧

コマンド 説明

h カーソルを 1 文字左に移動させる。

j カーソルを同じ文字位置で 1 行下に移動させる。

k カーソルを同じ文字位置で 1 行上に移動させる。

l カーソルを 1 文字右に移動させる。

Return キー カーソルを次行の先頭に移動させる。

− カーソルを前の行の先頭に移動させる。

w カーソルを次の単語の先頭に移動させる。

b カーソルを前の単語の先頭に移動させる。

0 カーソルを現在の行の先頭に移動させる。

$ カーソルを現在の行の終わりに移動させる。

) カーソルを次の文の先頭に移動させる。

( カーソルを前の文の先頭に移動させる。

} カーソルを次のパラグラフの先頭に移動させる。

{ カーソルを前のパラグラフの先頭に移動させる。

Ctrl/D 画面を半分下方へスクロールさせる。

Ctrl/F カーソルを 1 画面先へ移動させる。

Ctrl/B カーソルを 1 画面後ろへ移動させる。

Ctrl/U 画面を半分上方へスクロールさせる。

H カーソルをホーム位置 (ファイルの先頭文字)に移動させる。

G カーソルをファイルの最終行へ移動させる。

A.1.5 新しいテキストの入力

ファイルに新しいテキストを入力するには，vi は入力モードでなければな
りません。 入力モードでは，タイプした文字は直接ファイルのテキストと
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して挿入されます。 入力モードからコマンド・モードに戻るには，Escape
キーを 1 回押します。

テキストの挿入に使用するコマンドはいくつかありますが，どのテキスト挿
入のコマンドが入力されても，viは自動的に入力モードになります。

この項の練習を始める前に，まず my.file をオープンし，カーソルを最
初の行にある単語 textに移動させてください。

初めて my.fileにテキストを入力したときのように，挿入コマンドを使用し
て，textの直前に newを挿入します。カーソルを textの最初の tの上に
置き，次の挿入コマンドをタイプして，viを入力モードにします。

i

次に，newという単語を入力して，スペース・バーを 1回押します。

new Space

入力モードを出るには，Escapeキーを押します。

Escape

カーソルは，new と textの間のスペースにあるはずです。

iコマンドを入力すると，カーソルのある文字の直前からテキストの挿入を
開始します。このため，カーソルが単語の最初の文字にあるときにテキスト
を挿入する場合は，スペース・バーを押して単語と単語の間にスペースを入
れるようにしなければなりません。

テキスト挿入に使用するもう 1つのコマンドは，追加 (a)コマンドです。
挿入コマンドとは異なり，aコマンドは入力した文字をカーソル位置の直
後に追加します。 a コマンドがどのように動作するかをみるため，カーソ
ル移動キーを使用してカーソルを youの uに移動させた後，次のようにタ
イプしてください。

a
, too, Escape

viテキスト・エディタは入力されたテキストを Youの後ろに追加します。
カーソルは 2つ目のコンマの上にあるはずです。

o コマンドは，カーソルのある行の下に新しい行を作成し，その行の先頭
からテキストを挿入できるようにします。このファイルの終わりに文を追
加するため，次のように Return キーを 3回押して，カーソルをファイル
の最終行に移動させます。
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Return
Return
Return

カーソルは，will に移動します。 ここで，次のようにタイプすると，
カーソルのある行の下に新しい行が作成され，vi は自動的に入力モードに
なります。

o

次のテキスト例を入力してください。 Returnのところでは，必ず Return
キーを押してください。入力が終了したら，Escapeキーを押してコマン
ド・モードに戻ります。

New text can be easily entered Return
while in input mode. Escape

画面は次のようになっているはずです。

You, too, can use this new text file
to experiment with vi.
The examples shown here
will teach you the basics of vi.
New text can be easily entered
while in input mode.
~
~
~
~
~
~

Oコマンドを使用すると，現在の行の上に新しい行を作成して，その行の先
頭からテキストを挿入することができます。このコマンドは，ファイルの先
頭に新しいテキストを追加するときにたいへん便利ですが，ファイルの中の
どこで使用してもかまいません。練習としてこのコマンドを使用し，新しい
行を作成してテキストを入力するには，まず，カーソルをファイルの 1行目
に移動させます。 カーソル移動コマンド Hを使用できることを思い出して
ください。その後，次のようにタイプします。

O
Opening a new line is easy. Escape

viテキスト・エディタは Escapeキーが押されると，コマンド・モードに
戻ります。
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vi エディタには，入力モードに入るコマンドがもう 2つあります。 I コ
マンドと Aコマンドです。 Iコマンドは，現在の行の最初の文字の前にテ
キストを挿入し， A コマンドは，現在の行の最後の文字の後にテキスト
を挿入します。

次のようにタイプして，行の先頭にテキストを挿入する練習をしてください。

I
Inserting text is easy. Space Escape

行の終わりにテキストを追加するには，次のようにタイプします。

A
Really! Escape

画面は次のようになっているはずです。

Inserting a line is easy. Opening a new line is easy. Really!
You, too, can use this new text file
to experiment with vi.
The examples shown here
will teach you the basics of vi.
New text can be easily entered
while in input mode.
~
~
~
~
~
~

表 A–3に，ファイルにテキストを挿入したり追加するために使用するコマン
ドの一覧を示します。 これらのコマンドはコマンド・モードで実行します
が，これらのコマンドを入力すると， viは自動的に入力モードになります。

表 A–3: テキスト挿入コマンド一覧

コマンド 説明

i カーソル位置の直前にテキストを挿入する。

a カーソル位置の直後にテキストを追加する。

I カーソルのある行の先頭にテキストを挿入する。

A カーソルのある行の終わりにテキストを追加する。

o カーソルのある行の下に新しい行を作成する。

O カーソルのある行の上に新しい行を作成する。
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A.1.6 テキストの編集

ここまでは，新しいテキストをファイルに追加する方法を学習しました。と
ころで，テキストに変更を加える必要がある場合にはどうするのでしょうか。
viエディタには，テキストの削除や変更のためのコマンドが用意されていま
す。たとえば，my.fileの 6行目にある easilyという単語を削除するに
は，カーソルをこの単語の先頭文字に移動させて，次のようにタイプします。

dw

これは，削除コマンド dと，移動コマンド wを組み合わせたものです。 実
際，viのコマンドの多くは，移動コマンドと組み合わせて，動作の持続期間
を指定することができます。 viコマンドの一般形式は，次のとおりです。

[number][command]motion

command は動作コマンドを表し，motionは移動コマンドを表します。
numberはオプションであり，コマンドを繰り返す回数を表します。この一
般形式を使用して，カーソルをすばやく移動させることもできます。

これを説明する前に，まず，H をタイプして，カーソルを my.fileの先頭
に移動させてください。 ここで，カーソルを4単語先に移動させてみま
しょう。 次のように入力します。

4w

カーソルが 4 単語先に移動して，5 番目の単語 easy の最初の文字の上
に来ます。

A.1.6.1 単語の削除

コマンドの一般形式を使用して，このテキスト・ファイルの最後の 5文字を
削除することができます。 Returnキーを数回押してカーソルを最後の行の
先頭に移動させてから，次のように入力します。

5dw
:w

1行全体を削除するには，4単語ではなく，5単語の削除が必要です。これ
は，行の最後についているピリオドも 1文字として数えるためです。単語削
除コマンドを使用するときには，句読点もそれぞれ 1単語として数えます。
時々ファイルの保存を行うことを思い出してもらうため，この例では :wコ
マンドを使用してファイルを write (保存) しています。
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単語の一部だけを削除する場合は，xコマンドを使用します。 xコマンドは
一度に 1文字を削除します。カーソルを examplesの sまで移動して，この
コマンドを使用してみましょう。 xキーを 1回押すと，sが削除されます。

A.1.6.2 行の削除

ddコマンドは一度に 1行全体を削除するためのコマンドです。 ddコマンド
に数字を指定して，複数行を削除することもできます。たとえば，カーソル
を 6行目 (Newで始まる行)に移動させて，次のようにタイプしてください。

2dd

ファイルの 6行目と 7行目 (7 行目は空)が同時に削除されます。 dd コマ
ンドは，数字を指定しなくても使用できます。その場合には，一度に 1行
ずつ削除されます。

Dコマンドは，現在カーソルがある行のカーソル位置からその行の終わりま
でをクリアしますが，行そのものは削除しません。カーソルが行の先頭にあ
る場合には，行全体がクリアされます。 このコマンドを使用すると，dwコ
マンドなどのように語数を指定する必要がないため，作業をスピードアップ
することができます。 このコマンドは，行全体を書き換える場合に便利で
す。カーソルを行の先頭に置き，Dコマンドに続けてテキスト挿入コマンド
(i，I，a，Aのいずれか)を入力すると，少ないキー入力で，現在の行のテ
キストをクリアして，新しいテキストを再入力することができます。

A.1.6.3 テキストの変更

テキストの変更コマンド cを使用すると，削除と入力モードへの移行が組
み合わされた動作を行うことができます。 このコマンドは dコマンドと同
じ一般形式を取ります。 new textというテキストを almost new demo

に変更するには，まず，new の先頭の文字にカーソルを移動してから，次
のコマンドを入力します。

2cw

テキストはすぐには消えません。ドル記号 ($)が変更範囲の最後 (textの最
後の t)に表示され，viは自動的に入力モードになります。ここで入力した
テキストがドル記号までの既存のテキストを重ね書きし，必要に応じて変更
範囲は広がります。 次の新しいテキストを入力してください。

almost new demo Escape
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A.1.6.4 テキスト編集コマンドのまとめ

これまでの項で説明したように，テキスト編集コマンドは移動コマンドと
一緒に使用することにより，編集力をアップすることができます。 テキス
ト編集コマンドは数字と組み合わせて使用すると，複数の単語や行を同時
に変更したり削除することができます。表 A–4 に，テキスト編集に使用
するコマンドの一覧を示します。

表 A–4: テキスト編集コマンドのまとめ

コマンド 説明

cw カーソルのある単語を新しく入力するテキストに変更す
る。 必要な長さのテキストを新しく入力することができ
る。 Escape キーを押して，変更の終了を知らせる。

ncw n 個の単語を新しく入力するテキストに変更する。新
しく入力するテキストは n 個の単語である必要はな
い。 必要な単語数のテキストに変更できる。 Escape
キーを押して，変更の終了を知らせる。

D カーソル位置からその行の終わりまでのテキストをクリアす
る。行そのものは削除しないため，テキストを追加できる。

dd カーソルのある行を削除する。

ndd カーソルのある行から n 行を削除する。

dw カーソルのある単語を削除する。

ndw カーソルのある単語から n 語を削除する。

x カーソルのある文字を削除する。

A.1.7 コマンドの取り消し

変更を行った後で，それが間違っていることに気づいた場合，次のコマンド
を実行していなければ，間違いを正すことができます。 uコマンドは，最後
に入力したコマンドを取り消します。次のようにタイプして，最後のコマン
ド 2cw を取り消してみてください。

u

2cwコマンドを実行した後，別のコマンドを実行していない場合には，文字
列 almost new demoが new textに戻ります。
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大文字の Uコマンドは，カーソルのある行に対して行われたすべての変更を
取り消して，その行を元の状態に戻します。 Uコマンドは，カーソルを別
の行に移動させていない場合にだけ有効です。

A.1.8 編集の終了

この付録の練習を終えたら，ファイルを保存して viを終了します。変更内
容を保存してから viを終了させるには，次のように入力します。

:wq Return

変更内容を保存しないで viを終了させるには，次のように入力します。

:q! Return

これで，viを使用してファイルの編集ができるようになりました。次の各
節で，生産性を上げるための高度なテクニックや環境をカスタマイズする
方法を説明します。

A.2 高度なテクニックの使用

この節では，文字列を検索したり，テキストを移動させたり，コピーやペー
ストを行う方法について説明します。文書が大きくなるにつれ，こうしたテ
クニックを駆使すると，効率的に作業することができます。

A.2.1 文字列の検索

大きな文書では，特定の文字列をテキストの中で探すのは，たいへん時間の
かかる作業です。スラッシュ ( /)コマンドを使用して，ファイル内で文字列
を検索することができます。スラッシュ (/ )を入力すると，検索するテキス
ト文字列を入力するように求められます。 Returnキーを押すと，viは入力
した文字列が最初に現れる位置を検索します。

my.fileをまだオープンしていない場合には，そのファイルを再オープンし
ます。この付録で説明したカーソル移動キーを使用して，文書の先頭に移動
します。文字列 thを検索するには，次のように入力します。

/th Return

スラッシュ ( /)を入力するとすぐに，/ が画面の最下行に表示されます。これ
はコロン ( :) を入力する場合と同様です。文字列 thを入力すると，画面の最
下行にエコー (表示)されます。検索する文字列を入力し間違えた場合には，
バックスペース・キーを使用して訂正できます。
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Returnキーを押すと，入力した文字列が最初に現れる位置にカーソルが移動
します。この例の場合は，thisという単語の thに移動します。

n コマンドは，前回検索した文字列が次に現れる位置を検索します。次
のように入力してみてください。

n

カーソルは文字列が次に現れるところ，つまり，withの th の位置に移
動します。

同様に，Nコマンドも検索文字列が次に現れる位置を検索しますが，nコマ
ンドと逆方向に検索します。

疑問符 (?) コマンドも，文字列の検索を開始するために使用されますが，?

コマンドはファイルを逆方向に検索します。逆方向に検索する場合，nコマ
ンドで，カーソルは逆方向に移動して前にある文字列を検索し，Nで順方向
に検索します。 / で検索する場合の全く逆になります。

A.2.2 テキストの削除と移動

テキスト・ブロックを移動するには，まず，移動するテキストを選択しま
す。選択する方法はすでに説明済みです。削除 (d)コマンドは，テキスト行
を削除するだけでなく，ペースト・バッファへのコピーも行います。 一度
ペースト・バッファに入れると，カーソルの位置を決めた後，小文字の p

コマンドを使用して，カーソル位置の後にテキストを移動 (ペースト) させ
ることができます。

カーソルをファイルの 1行目に移動させて，次のようにタイプします。

dd

するとその行は削除され，ペースト・バッファにコピーされます。カーソル
は，ファイルの次の行に移動します。バッファにコピーされた行を，カーソ
ルがある行の次の行に戻すには，次のようにタイプします。

p

大文字の P (Paste) コマンドは，テキストをカーソルのある行の下ではな
くに上にペーストします。

文字や単語のブロックを削除すると，削除されたテキストは現在の行の新し
い位置にペーストされます。たとえば，canという単語を，withという単
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語の直前に移動させるには，次のコマンドを使用します。ここでは，大文字
の Pコマンドを使用することに注意してください。

/
can Return
dw
/
with Return
P

A.2.3 テキストのコピー

テキストのコピーは，移動の場合と同様の方法で行います。ただし，テキス
ト削除コマンド d の代わりに，ヤンク (yank) コマンド y を使用します。
y コマンドは，指定したテキストをファイルから削除することなくペース
ト・バッファにコピーします。構文は d コマンドの場合と同じです。ま
た，yy コマンドを使用すると，ddと同じように，テキスト行全体をペー
スト・バッファにコピーすることもできます。

たとえば，ファイルの最初の 2行を，そのすぐ下にコピーするには，ファイ
ルの 1行目にカーソルを移動させてから，次のコマンドを入力します。

2yy
j
p

jを使用して，カーソルを 1行下に移動しておかなければ，コピーした 2行
は，2行目の後ではなく，1 行目の後にペーストされます。

A.2.4 その他の vi の機能

他の viの機能も紹介します。 vi(1)リファレンス・ページには，利用できる
コマンドの一覧が示されています。特に次のコマンドが便利です。

J カーソルのある行と次の行を結合して 1行にする。

.
直前のコマンドを繰り返す。

s カーソル位置の文字を，次に入力する文字テキス
トに置き換える。
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x カーソル位置の文字を削除する。

~
カーソル位置の文字が小文字ならば大文字に，大
文字ならば小文字に変換する。

! オペレーティング・システムのコマンドを，カー
ソルがある行で実行し，テキストを出力されたも
のと置き換える。

Ctrl/L 画面表示に何か問題が発生した場合に，画面をク
リアする。 画面上の出力に混乱が生じた場合に
は，Ctrl/L を押す。

A.3 ex コマンドの利用

viスクリーン・エディタは，exライン・エディタをベースに設計されてい
ます。ベースになっている exライン・エディタを利用することにより，テ
キスト・ファイル全体や，ファイル内の広範囲にわたる部分で一括変換を行
うことができます。 exコマンドには，viコマンド内からコロン (:) コマン
ドを使用してアクセスできます。 :wqや :q! といった編集内容を書き込む
コマンドやエディタの終了に用いる ex コマンドについては，この付録の
前の節ですでに紹介しています。

コロン (:) コマンドを使用すると，exによってエディタ画面の最下行にコロ
ン (:) ではじまるコマンド行が表示されます。 各 exコマンドの最後には
Returnキーを押します。また，viコマンド Qを使用すると，exを半永久
的に入力することができます。このコマンドは，ユーザが明示的に viに戻
るまで，処理を exに引き渡します。偶然にこのような状態になることがよ
くあります。そのような場合に viに戻るには，次のように，コロン (:) プ
ロンプトに対して viとタイプしてから，Returnキーを押します。

:vi Return
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exコマンドは，テキスト・ファイル中の行ブロックに対し，次の一般構文に
従って動作します。

: [ address [, address]] command

commandとその引数は，1番目と 2番目の addressとその間の行に対して
処理を行います。 1つのアドレスだけを指定する場合，コマンドは指定行に
ついてのみ有効です。アドレスを指定しない場合には，コマンドは現在の行
についてのみ有効です。アドレスを指定するには，いくつかの方法がありま
す。 次に，一般的なアドレス指定の方法を示します。

line number アドレスを絶対行番号で指定する。

/pattern/ パターンを含む次の行を指定する。

.
カーソルのある行を指定する。

$ ファイルの最後の行を指定する。

address±lines アドレス行からの相対オフセットを指
定する。

% ファイルの全行を指定し，両方のアドレ
スの代わりに使用する。

以降の各項で，便利な exコマンドと，exのカスタム機能をいくつか紹介し
ます。コマンドの詳細な一覧については，ex(1)リファレンス・ページを
参照してください。

A.3.1 置換

最も一般的な置換作業，おそらく ex の作業の中でも最も一般的な作業
は，ある単語またはフレーズのグローバル置換です。 これは，s コマンド
を使用して行います。前出の my.fileファイルをクローズしている場合
には，再オープンしてください。すべての "is" を "was" に置き換えるに
は，次のコマンドを使用します。
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:%s/is/was/g Return

この置換コマンドは，% アドレスにより，ファイル内の全行に適用されま
す。スラッシュ ( /)はセパレータとして使用されます。コマンドの終わりに
g引数が指定されている場合は，各行でパターンが見つかるたびにすべて (グ
ローバルに)置き換えられます。 g引数が指定されていない場合には，各行
で 1 回しか置き換えられません。

置換を行うときは，目的どおりに実行されたかどうかを確認する必要があり
ます。上記のコマンド行では，isがすべて wasに変換されたため，thisが
thwas に変換されたことに注意してください。

c 引数を g引数と一緒に指定すると，置換のたびに確認することができま
す。確認の形式は少し複雑ですが，グローバル置換をすると問題がありそう
な場合には，この方法をお勧めします。

置換時の確認の例として，次のコマンドを入力して thwas を this に
戻します。

:%s/thwas/this/gc Return

画面の下には，次のプロンプトが表示されます。

You, too, use thwas new text file
^^^^^

次の例で示すように，yとタイプして Returnキーを押します。すると，次
の置換に関して確認が求められます。

You, too, use thwas new text file
^^^^^y Return

You, too, use thwas new text file
^^^^^

yをタイプして Returnキーを押します。 Hit return to continueとい
うプロンプトに対しては，次のようにもう一度 Returnキーを押します。

You, too, use thwas new text file
^^^^^y

You, too, use thwas new text file
^^^^^y Return

[Hit return to continue] Return

これで，2箇所で見つかった thwasという単語が thisに戻りました。 vi

はコマンド・モードに戻り，カーソルは最後に置換が行われた行の先頭
に来ます。
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次に，サンプルのファイルで，別の置換をしてみましょう。まず，$ (最後
の行の先頭へ移動する)，o (新しい行を作成する)，yy (コピー)，p (ペース
ト)の各コマンドを使用して，次のように，新しいテキスト行を 3行ファ
イルに追加します。

:$ Return
o
Some new text with a mispelling. Escape
yy
p
p
p

これで，新しいテキストが 4行増えたことになり，どの行にもスペルミスの
ある単語 mispellingが含まれています。

このスペルミスを訂正するには，次のコマンドのいずれかを入力します。

:1,$s/mispelling/misspelling/ Return

または，

:5,8s/mispelling/misspelling/ Return

最初の例では，アドレス 1,$は，1行目 (1)からファイルの最終行 ($)まで置
換を行うことを示しています。 2番目の例では，5,8は 5行目から 8行目ま
での行に対して置換を行うことを指定しています。変更は各行で 1回ずつな
ので，g 演算子を使用する必要はありません。

A.3.2 ファイル全体または一部の書き込み

:wqコマンドは特殊な exコマンドで，ファイル全体を書き込みます。この
コマンドは，書き込みコマンド wと終了コマンド qの機能を組み合わせたも
のです。終了コマンドが取ることのできる引数は感嘆符 (!) だけです。この
コマンドは，変更内容を保存しないで強制終了します。

w コマンドは，アドレスやファイル名の引数を取ることができるため，テ
キストの一部を別のファイルに保存することができます。 たとえば，テキ
ストの最初の 3行を新しいファイル，my.new.fileに保存するには，次
のコマンドを使用します。

:1,3w my.new.file Return
"my.new.file" [New file] 3 lines, 130 characters
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A.3.3 テキスト・ブロックの削除

exの削除コマンドは，viと同様，dです。現在の行からファイルの終わり
までを削除するには，次のコマンドを使用します。

:.,$d Return

A.3.4 ユーザ環境のカスタマイズ

exエディタには，ユーザの vi環境をカスタマイズするメカニズムが 2種類
用意されています。 1つは，:setコマンドを使用して環境変数を設定す
る方法であり，もう 1つは，:mapコマンドを使用して，キー・シーケン
スを viコマンド・キーにマップする方法です。

環境変数を設定する場合，ブール変数は optionまたは no optionとして
割り当てるか，あるいは，option=valueとして割り当てます。環境変数の
完全な一覧は，ex(1)リファレンス・ページに記載されています。表 A–5
に，一般的な変数をいくつか示します。

表 A–5: vi の一般的な環境変数

変数 説明

errorbells エラー発生時に，ベルを鳴らすことを指定
する。 これが省略時の設定。

ignorecase 検索時には大文字，小文字の区別を無視すること
を指定する。省略時の設定は noignorecase。

number 行番号を左端に表示することを指定する。
省略時の設定は nonumber。

showmatch 対になった小カッコや中カッコを入力する
ときに，カーソルが対の一方の文字に移動
してから改行することを指定する。 省略
時の設定は noshowmatch。

tabstop タブ間のスペース数を指定する。 省略
時の値は tabstop=8。
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表 A–5: vi の一般的な環境変数 (続き)

変数 説明

wrapscan 検索時に，ファイルの先頭または最後でラップする
ことを指定する。 省略時の設定値は wrapscan。

wrapmargin 画面の端から指定文字数分だけ自動的に右マージ
ンを作成する。カーソルが指定された右マージン
に達すると，新しい行が自動的に作成され，入
力中の単語は次の行に送られる。 省略時の値は
wrapmargin=0。

wrapmargin 変数は，ユーザの好みの値に設定
する方がよい。設定しない場合，viは省略時の
値である 0 を使用する。 省略時の値を使用する
と，カーソルは画面の行末に来ると次の行に移
る。この場合，入力中の単語は 2行にまたがって
表示される。

次のコマンドを使用して，サンプル・ファイルに行番号を表示させてく
ださい。

:set number Return

行番号を削除するには，次のコマンドを入力します。

:set nonumber Return

:mapコマンドは，viコマンド・キーに viコマンドのシーケンスを割り当
てます。 :mapコマンドの構文は次のとおりです。

:map key sequence Return

このコマンド・シーケンスが，該当するキーに割り当てられているコマンド
の代わりにキーに割り当てられます。コマンド・シーケンスは，マップした
いキー・ストロークと同じでなければなりません。 ただし，Returnキー，
Escapeキーなどの特殊キーや，Ctrlキーと同時に押すキーの前には，Ctrl/V
をタイプします。 qキーや vキーには関連するコマンドがないので，マップ
にはこれらのキーを使用することをお勧めします。

たとえば，テキストに "This space held for new text" という行を挿入する
キー・シーケンスをマップするには，次のようなコマンドを使用します。

:map q oThis space held for new text Ctrl/V Escape Return
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上記の例では，エスケープ文字の前に Ctrl/Vをつけていることに注意して
ください。

A.3.5 カスタマイズした内容の保存

カスタマイズした環境を永久保存するには，該当する exコマンドを，ホー
ム・ディレクトリにある .exrc という名前のファイルに入れます。この
ファイルに入れたコマンドは，viや ex を入力するたびに有効になりま
す。このファイルの中では，vi コマンドの (:) を使用する必要はありませ
ん。 なぜなら，これらのコマンドは基礎となる exエディタから直接読み
取られるからです。

たとえば，ファイルの行番号が常に表示され，前の項で示したシーケンスを
マップし，5文字分の自動右マージン設定を行うように環境をカスタマイ
ズするには，viを使用して，ホーム・ディレクトリの .exrcファイルを
オープンし，次の行を追加します。

set number
map q oThis space held for new text Ctrl/V Escape
set wrapmargin=5

このファイルに書き込んだ後，サンプル・ファイルをオープンして，望みど
おりの環境設定が行われたことを確認してください。
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B
edによるファイルの作成および編集

この付録では，行編集プログラム edを使用して，テキスト・ファイルを
作成，編集 (修正)，表示，保存する方法を説明します。システムに他の編
集プログラムがある場合には，そのプログラムでこれらの作業を行っても
かまいません。

edの操作方法を学習するには，この付録にある例題をシステム上で実際に実
行してみるといいでしょう。例は次第に内容が難しくなるので，1題ずつ順
序正しく進んで行くことが大切です。また，例題どおりに実行して，画面の
表示が本書の例と一致するようにしてください。

例題の中では，ユーザがタイプするところはすべて太字で印刷されていま
す。説明の中で何かを入力するように指示がある場合は，その行の情報をす
べてタイプして，Returnキーを押します。

edは行エディタなので，ファイルの内容は 1行ずつしか編集できません。
画面には他のテキストが表示されていても，編集できるのは現在の行だけで
す。画面編集プログラムを使用した経験がある場合には，そのプログラムと
edとの違いをよく認識しておいてください。 たとえば，ed プログラムで
は，矢印キーを使用して，現在の行を変更することはできません。

B.1 テキスト・ファイルと編集バッファ

ファイルとは，ある名前の下で，コンピュータにまとめて格納されたデータの
集まりです。普通のファイル・フォルダが，コンピュータに入ったものだと
考えてください。ファイルには，手紙やレポート，あるいはその他の文献を
収めたり，コンピュータ・プログラムのソース・コードを入れたりします。

編集バッファは一時的な記憶域であり，作業中のファイルを保持するところ
です。 これは，一般の机の上に当たる部分です。テキスト・ファイルで
作業を行う場合，テキスト・ファイルを編集バッファに置き，そのファイ
ルに変更を加え (編集し)，その後，バッファの内容を永久的な記憶域に転
送 (コピー)します。
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この付録では，edエディタを使用して，テキスト・ファイルを作成，表
示，保存，編集 (修正)する方法を説明します。

B.2 テキスト・ファイルの作成と保存

テキスト・ファイルを作成して保存するには，次の手順に従ってください。
詳細については，以降の項で説明します。

1. シェル・プロンプトから，次のコマンドを入力する。

$ ed filename

filenameには，作成または編集するファイルの名前を指定します。

2. ? filenameのメッセージが表示された場合には，次の追加コマン
ドを入力する。

a

3. テキストを入力する。

4. テキストの追加を終了するには，新しい行の先頭でドット (.) を入力
する。

5. 次のコマンドを入力して，編集バッファの内容をファイル filename

にコピーする。

w

6. edプログラムを終了するには，次のコマンドを入力する。

q

B.2.1 ed プログラムの起動

ed プログラムを起動するには，ed filename形式のコマンドをシェル・
プロンプト ($) の後に入力します。

次の例では，ed afileコマンドにより edプログラムを起動して，afile

という名前のファイルで作業を行うことを示します。

$ ed afile
?afile
_

edプログラムは，?afile というメッセージを表示します。これは，そうい
う名のファイルが存在しないことを意味します。ここで，a (追加)サブコマ
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ンドを使用して，afileを作成し，テキストを入力することができます。 こ
のサブコマンドについては，次の項目で説明します。

B.2.2 テキストの入力 − a (追加) サブコマンド

ファイルにテキストを追加するには，aを入力します。サブコマンド aは，
ユーザが入力するテキストを編集バッファに追加するように edに対して指
示します。そのファイルにすでにテキストが入っている場合には，サブコマ
ンド aは新しいテキストをファイルの終わりに追加します。

テキストをタイプし，各行末で Returnキーを押します。テキストを全部入
力し終わったら，新しい行の先頭にドット (.) を入力します。

______________________ 注意 _____________________

行末で Returnキーを押さない場合には，行末まで入力すると，
edプログラムが自動的にカーソルを次の行に移動します。 ただし
画面上で何行入力しても，Returnキーが押されるまで edプログ
ラムは入力されたテキストをすべて 1行と見なします。つまり，
入力行が (ワークステーションの表示設定に基づいて) 次の行に
ラップされるということです。

次の例は，afileファイルにテキストを入力する方法を示しています。

a
The only way to stop
appending is to enter a
line that contains only
a dot.
.
_

バッファにテキストを追加するのを一旦やめてから，また追加したくなった
場合には，もう一度 aサブコマンドを入力します。 テキストをタイプし，
入力が終了したら，新しい行の先頭にドット (.) を入力して，テキスト・
バッファへの追加を停止します。

テキストの入力中に間違ってタイプした場合には，Returnキーを押す前に訂
正できます。バックスペース・キーを使用して，間違って入力した文字を消
します。 その後，正しい文字をその位置に入力します。
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B.2.3 テキストの表示 − p (プリント) サブコマンド

p (プリント) サブコマンドを使用して，編集バッファの内容を表示させ
ることができます。

1行だけ表示させるには，サブコマンド npを使用します。 nには行番号を指
定します。たとえば，次のように入力します。

2p
appending is to enter a
_

数行を表示させるには，n,mpサブコマンドを使用します。 nには開始行番
号，mには終了行番号を指定します。たとえば，次のように入力します。

1,3p
The only way to stop
appending is to enter a
line that contains only
_

特定の行からバッファの終わりまでをすべて表示させるには，n,$p サブコ
マンドを使用します。 nは開始行番号，$ はバッファの最終行を意味しま
す。次の例では，1,$p でバッファ内の全行が表示されます。

1,$p
The only way to stop
appending is to enter a
line that contains only
a dot.
_

______________________ 注意 _____________________

この付録の多くの例では，1,$p を使用してバッファの内容を表
示しています。 これらの例では，サブコマンド 1,$p はオプ
ションですが，便利です。 このコマンドを使用すると，例中の
サブコマンドが意図したとおりに動作するかどうかを確認する
ことができます。 他に，ed には，もう 1つ ,pという便利な用
法があります。これは，1,$pと同等のサブコマンドであり，
バッファの内容を表示します。
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B.2.4 テキストの保存 − w (書き込み) サブコマンド

w (書き込み)サブコマンドは，バッファの内容をファイルに書き込んだり，
コピーしたりします。ファイルの全部または一部を，もとの名前，または新
しい名前で保存することができます。 いずれの場合にも，edは指定された
ファイルのもとの内容をバッファからコピーしたデータで書き換えます。

B.2.4.1 同じファイル名でのテキストの保存

もとのファイル名でバッファの内容を保存するには，w サブコマンドを入
力します。

w
78
_

ed プログラムは，バッファの内容を afile という名前のファイルにコ
ピーして，ファイルにコピーされた文字数 (78) を表示します。この数字
には，空白や，Return (改行とも呼ばれる) などの画面上では見えない文字
も含まれます。

wサブコマンドは，編集バッファの内容には影響を与えません。ファイルの
コピーを保存した後，バッファの内容の編集作業を続けることができます。

格納されたファイルは，次に wを使用してバッファの内容をそのファイルに
コピーするまで，変更されません。 安全のため，ファイルの編集作業中に
は，定期的にファイルを保存することをおすすめします。こうしておくと，
変更を行ったが保存したくない場合や間違いがあった場合に，以前に保存し
たファイルを使用して，そこからやり直すことができます。

______________________ 注意 _____________________

u (取り消し)サブコマンドは，edサブコマンドで最後に修正した
前の状態にバッファを戻します。 uで取り消すことのできるサブ
コマンドは，a, c, d, g, G, i, j, m, r, s, t, vおよび Vです。

B.2.4.2 別のファイル名でのテキストの保存

同じファイルのコピーが複数必要なことがよくあります。たとえば，手紙
のオリジナル文を 2つのファイルに入れておき，1つは保管用，もう 1つ
は変更用にすることができます。
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これまでに説明した例を実行している場合には，オリジナルのテキストが
入っている afile という名前のファイルがあります。このファイルのコ
ピーをもう 1つ作成するには (内容をバッファに入れたままで)，w filename

形式のサブコマンドを，次の例のように使用します。

w bfile
78
_

この時点では，afileと bfileは，同じバッファの内容をコピーしたもので
あるので，内容は同じです。ただし，afileと bfileは別個のファイルな
ので，相互の内容に影響を与えずに一方の内容を変更することができます。

B.2.4.3 ファイルの一部の保存

ファイルの一部を保存するには， n,mw filename形式のサブコマンドを使
用します。このサブコマンドでは，変数は次のように使用されます。

n 保存するファイルの部分の先頭行番号を指定する。

m 保存するファイルの部分の最終行番号 (または，1行
だけ保存する場合はその行の番号)を指定する。

filename 別のファイルの名前を指定する (オプション)。

次の例では，wサブコマンドは，バッファの 1行目と 2行目を cfileという
名前の新しいファイルにコピーします。

1,2w cfile
44
_

edは，cfileに書き込まれた文字数 (44)を表示します。

B.2.5 edプログラムの終了 − q (終了) サブコマンド

edプログラムを終了するには，q (終了)サブコマンドを入力します。 たと
えば，次のようにします。

q
$ _
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______________________ 注意 _____________________

ed プログラムを終了すると，バッファの内容は失われます。
バッファ内のデータを保存するには，ed プログラムを終了する
前に，wサブコマンドを使用して，バッファの内容をファイル
にコピーします。

qサブコマンドを入力すると，シェル・プロンプト ($)に戻ります。

バッファを変更したが，内容のコピーをまだ保存していない場合，qサブコ
マンドは ? というエラー・メッセージを表示します。このときには，wサブ
コマンドでバッファの内容を保存するか，再び qを入力して，バッファの内
容をコピーしないで edプログラムを終了します。

B.3 ファイルの編集バッファへのロード

ファイルを編集する前に，そのファイルを編集バッファにロードしなければ
なりません。ファイルのロードは，edプログラムを起動するとき，あるい
は，プログラムの実行中に行うことができます。

ed プログラムの起動時にファイルをロードするには，次のコマンドを入
力します。

ed filename

このコマンドにより，ed が起動し，filenameというファイルが編集バッ
ファにロードされます。

edプログラムの実行中にファイルを編集バッファにロードするには，次のう
ちどちらかのコマンドを入力します。

• e filename

バッファの以前の内容をすべて消去してから，filename ファイルを
編集バッファにロードします。

• nr filename

filenameファイルをバッファの n行目の後に読み取ります。 nを指定
しない場合，edはそのファイルを編集バッファの終りに追加します。
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B.3.1 ed (編集) コマンド

edプログラムの起動時にファイルを編集バッファにロードするには，edコ
マンドの後にファイル名を入力します。次の edコマンドは，edプログラム
を起動して，ファイル afileを編集バッファにロードします。

$ ed afile
78
_

edプログラムは，編集バッファに読み取った文字数 (78)を表示します。

edがファイルを見つけることができなかった場合，?filenameというメッ
セージが表示されます。そのファイルを新規に作成する場合には，a (追
加) サブコマンド ( B.2.2 項参照) と，w (書き込み) サブコマンド ( B.2.4 項
参照) を使用します。

B.3.2 e (編集) サブコマンドの使用

edプログラムを起動すると，e (編集)サブコマンドを使用してファイルを
バッファにロードすることができます。 e サブコマンドは，バッファの内
容を新しいファイルで書き換えます。 eサブコマンドを， B.3.3 項で説明
する rサブコマンドと比較してみてください。 rサブコマンドは，新しい
ファイルをバッファに追加します。

______________________ 注意 _____________________

新しいファイルをバッファにロードすると，バッファの以前の内
容は新しいファイルで重ね書きされてしまいます。 wサブコマン
ドを使用してバッファのコピーを保存してから，新しいファイル
をバッファに読み取るようにしてください。

次の例では，サブコマンド e cfileは，cfileという名前のファイルを編
集バッファに読み取り，afileを置換します。次に，e afileサブコマン
ドで cfile が消去され，afileが再びバッファに読み取られます。 e サ
ブコマンドを実行するたびに，ed プログラムはバッファに読み取った文字
数を返します (44 と 78)。

e cfile
44
e afile
78
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_

edがファイルを見つけることができなかった場合，? filenameという
メッセージを表示します。 そのファイルを新規に作成する場合には，a (追
加)サブコマンド ( B.2.2 項を参照)と，w (書き込み)サブコマンド ( B.2.4 項
を参照) を使用します。

ed プログラムを終了しなくても，複数のファイルを一度に 1つずつ編集
することができます。 eサブコマンドを使用して，ファイルをバッファに
ロードし，ファイルの修正が終了したら，wサブコマンドを使用して，修正
したファイルのコピーを保存します。 wサブコマンドの詳細については，
B.2.4 項を参照してください。次に，再び eサブコマンドを使用して，別の
ファイルをバッファにロードします。

B.3.3 r (読み取り) サブコマンドの使用

edプログラムを起動すると，r (読み取り) サブコマンドを使用して，ファ
イルをバッファに読み取ることができます。 rサブコマンドはファイルの
内容をバッファの内容に追加します。 rサブコマンドは，バッファの内容
を消去しません。 r サブコマンドを， B.3.2 項で説明した eサブコマンド
と比較してみてください。 e コマンドは，新しいファイルを読み取る前
にバッファの内容を削除します。

rサブコマンドを使用して，ファイルをバッファ内の特定の場所に読み取る
ことができます。 たとえば，4r cfileサブコマンドは，行番号 4の後に
cfileというファイルを読み取ります。 edプログラムは，その後バッファ
内の行番号をつけ直します。行番号を指定しない場合には，rサブコマンド
は，新しいファイルをバッファの内容の終りに追加します。

次の例では，rサブコマンドを行番号を指定して使用する方法を示します。

1,$p
The only way to stop
appending is to enter a
line that contains only
a dot.
3r cfile
44
1,$p
The only way to stop
appending is to enter a
line that contains only
The only way to stop
appending is to enter a
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a dot.
_

サブコマンド 1,$pで afileの 4行を表示します。次に，3r cfileサブコ
マンドが，cfile の内容をバッファ内の行番号 3の後にロードして，バッ
ファに 44文字が読み取られたことを示します。 次のサブコマンド 1,$pが
バッファの内容を再び表示して，rサブコマンドでバッファ内の行番号 3の
後に cfile が読み込まれたことが確認できます。

システム上で例題を実行している場合には，次に進む前に，以下の作業
を行ってください。

1. バッファの内容を cfile ファイルに保存する。

w cfile

2. バッファに afile ファイルをロードする。

e afile

B.4 現在の行の表示と変更

edプログラムは行エディタです。つまり，edでは，バッファの内容を一度
に 1行ずつ編集します。ある時点において作業できる行を現在の行といい，
この行はドット (.) で示されます。ファイルの別の部分を編集するには，現
在の行を変更しなければなりません。

現在の行を表示させるには，次のサブコマンドを入力します。

p

現在の行の行番号を表示するには，次のサブコマンドを入力します。

.=

______________________ 注意 _____________________

矢印キーを使用して，現在の行を変えることはできません。 現
在の行を変えるには，以降の項で説明する ed サブコマンドを
使用します。
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バッファ内で位置を変更するには，次のうちのいずれかを行います。詳細に
ついては，以降の項で説明します。

1. 現在の行を行番号 nに設定するには，次のサブコマンドを入力する。

n

2. 現在の行をバッファ内で 1行ずつ前に進めていくには，Return キーを
押す。

3. 現在の行をバッファの中で 1 行ずつ後に戻していくには，ダッシュ
(−) を入力する。

4. 現在の行をバッファの中で n行前に進めていくには，次のサブコマン
ドを入力する。

.+n

5. 現在の行をバッファの中で n 行後ろに戻していくには，次のサブコ
マンドを入力する。

.-n

B.4.1 バッファ内での位置付け

最初にファイルをバッファにロードする場合，ファイルの最後の行が現在
の行になります。 ファイルで作業を行っているときには，通常，現在の行
を何回も変えます。 現在の行およびその行番号はいつでも表示することが
できます。

現在の行を表示するには，p を入力します。

p
a dot.
_

pサブコマンドは，現在の行 (a dot.) を表示します。 afileを読み取ってか
ら現在の行を変更していないので，現在の行はバッファ内の最後の行です。

現在の行の行番号を表示するには，.= を入力します。

.=
4
_
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afile には 4 行あり，現在の行がバッファ内の最後の行であるため，.=

サブコマンドは 4 を表示します。

また，$ (バッファの最後の行を表わす記号)を =サブコマンドと一緒に使用
して，バッファ内の最後の行を判断することもできます。

$=
4
_

$=サブコマンドを使用すると，バッファ内の行数を簡単に知ることができま
す。 edの $記号はシェル・プロンプト ($)とは何の関係もありません。

B.4.2 バッファ内での位置の変更

バッファ内の位置の変更 (現在の行の変更) は，次のいずれかの方法で
行います。

• 行番号 (絶対位置) を指定する。

• 現在の行に相対して前または後に移動する。

現在の行を特定の行に移すには，行番号を入力します。 edは新しい行番号
を表示します。次の例では，afileの最初の行が現在の行になります。

1
The only way to stop
_

Returnキーを押すとバッファ内を 1行ずつ前に進んでいき，新しい現在の
行を次の例のように表示します。

appending is to enter a

line that contains only

a dot.

?
_

バッファの最後の行の次に移動しようとすると，edは，エラー・メッセージ
? を表示します。バッファの最後の行の次には移動できません。

現在の行を，バッファの最後の行に設定するには，$を入力します。

現在の行を，バッファ内で 1行ずつ後ろに戻すには，次に示すようにマイ
ナス符号 (−) を次々と入力します。
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-
line that contains only
-
appending is to enter a
-
The only way to stop
-
?
_

バッファの最初の行より上に移動しようとすると，edは，エラー・メッセー
ジ ? を返します。バッファの最初の行より先には移動できません。

現在の行を，バッファの中で一度に 2行以上前に移動するには，.nを入力し
ます。 n は移動する行数を指定します。

.2
line that contains only
_

.2 は .+2 の簡略な形式です。

現在の行を，バッファの中で一度に 2行以上後に移動するには，サブコマン
ド .-nを入力します。 n は移動する行数を指定します。

.-2
The only way to stop
_

B.5 テキストの探索

特定の単語や文字列がある行の行番号がわからない場合，文脈探索を使用し
てその行を探すことができます。

文脈探索は，次のいずれかを行います。

• 順方向に探索する場合には，次のサブコマンドを入力する。

/string to find/

• 逆方向に探索する場合には，次のサブコマンドを入力する。

?string to find?

次の項で，テキストを探索する方法について詳しく説明します。
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B.5.1 バッファ内での順方向探索

バッファ内を順方向に探索するには，文字列をスラッシュ ( / / )で囲んで入
力します。

/only/
line that contains only
_

文脈探索 (/only/)は，現在の行の次の行から始まり，文字列 "only"を含む
次の行を探索して表示します。そして，その行が現在の行になります。

edが該当する文字列を探索の先頭行からバッファの最終行までの間で見つけ
ることができなかった場合は，探索を 1行目から現在の行まで続けて行いま
す。 edがバッファ全体を探索しても文字列が見つからない場合には， エ
ラー・メッセージ ? を表示します。

/random/
?
_

文字列を一度探索すると，// を入力することで同じ文字列をもう一度探索す
ることができます。次の例では，onlyという文字列を一度探索した後，同
じ文字列をもう一度探索します。

/only/
The only way to stop
//
line that contains only
_

B.5.2 バッファ内での逆方向探索

バッファ内を逆方向に探索するのは，順方向に探索する場合と同様に行いま
す。ただし，逆方向の探索では，文字列を疑問符 (?) で囲みます。

?appending?
appending is to enter a
_

文脈探索は，現在の行の 1行前から始まり，文字列 appendingを含む最初
の行を探します。そして，その行が現在の行になります。 edがバッファ全
体を探索しても該当する文字列を見つけることができない場合は，現在の行
で探索を中止して，エラー・メッセージ ? を表示します。
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逆方向に文字列探索した後，?? を入力すると，同じ文字列をもう一度逆
方向に探索することができます。 これは，ed が探索する文字列を記憶
しているためです。

B.5.3 探索方向の変更

スラッシュ ( / )と疑問符 (?) の探索文字を交互に使用することにより，ある
文字列の探索の方向を変えることができます。

/only/
line that contains only
??
The only way to stop
_

文字列を探索するときに行き過ぎてしまった場合などに，探索方向が変えら
れるので便利です。

B.6 置換 − s (置換)サブコマンド

s (置換)サブコマンドを使用すると，ある文字列 (1つ以上の文字)を別の文
字列で置き換えることができます。 sサブコマンドは，一回に 1行または複
数行に対して処理を行います。このサブコマンドは，特に，タイプミスやス
ペルミスを訂正する場合に便利です。

置換を行うには，次のいずれかを行います。

• 現在の行で最初に見つかる oldstring (旧文字列)を，newstring (新
文字列)に置き換えるには，次のサブコマンドを入力する。

s/ oldstring / newstring /

• 行番号 nで最初に見つかる oldstringを，newstringに置き換えるに
は，次のサブコマンドを入力する。

n s/ oldstring / newstring /

• 行番号 n から m までの各行で最初に見つかる oldstring を，
newstringに置き換えるには，次のサブコマンドを入力する。

n,m s/ oldstring / newstring /

次の各項で，置換方法について詳しく説明します。
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B.6.1 現在の行での置換

現在の行で置換を行う前に，まず変更したい行が現在の行であることを確認
します。次の例では，/appending/ (探索)サブコマンドで，変更する行を
探します。次に，s/appending/adding text/p (置換)サブコマンドで，
現在の行にある文字列 appendingを adding textに置き換えます。その
後，p (プリント) サブコマンドで，変更した行を表示します。

/appending/
appending is to enter a
s/appending/adding text/p
adding text is to enter a
_

______________________ 注意 _____________________

操作を簡単にするため，p (プリント)サブコマンドを sサブコマン
ドに追加することができます。たとえば，s/appending/adding

text/pのように指定します。これにより，置換の結果を確認す
るために pサブコマンドを別にタイプする手間が省けます。

s サブコマンドは，該当する行で最初に見つけた文字列だけを置き換えま
す。 1行にあるすべての該当する文字列を置き換える方法については，
B.6.4 項を参照してください。

B.6.2 特定の行での置換

特定の行で置換を行うには，次の形式のサブコマンドを使用します。

n s/ oldstring / newstring /

nは，置換を行う行の番号です。次の例では，sサブコマンドで行番号 1に
移動し，文字列 "stop"を "quit"に置き換えて，新しい行を表示します。

1s/stop/quit/p
The only way to quit
_

s サブコマンドは，指定行で最初に見つけた該当文字列だけを置き換えま
す。 1行にあるすべての該当する文字列を置き換える方法については，
B.6.4 項を参照してください。
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B.6.3 複数行での置換

複数行で置換を行うには，次の形式のサブコマンドを使用します。

n,m s/ oldstring / newstring /

n は置換を行う先頭行であり，mは最終行です。次の例では，sサブコマ
ンドは，バッファ内の各行で最初に見つかった文字列 "to"を "TO"に置き
換えます。

1,$s/to/TO/
1,$p
The only way TO quit
adding text is TO enter a
line that contains only
a dot.
_

1,$pサブコマンドはバッファの内容を表示するので，置換が行われたこ
とを確認できます。

B.6.4 すべての該当文字列の置換

通常，s (置換)サブコマンドは，指定行で最初に探索された該当文字列のみ
を置き換えます。ただし，g (グローバル)演算子を指定すると，1行または
複数行にあるすべての該当文字列を置き換えることができます。

1 行についてグローバル置換を行うには，次の形式のサブコマンドを使
用します。

n s/ oldstring / newstring /

次の例では，3s/on/ON/gpは，行番号 3で探索されたすべての文字列 "on"
を "ON" に置き換えて，新しい行を表示します。

3s/on/ON/gp
line that cONtains ONly
_

複数行についてグローバル置換を行うには，次の形式のサブコマンドで，行
のグループを指定します。

n,m s/ oldstring / newstring /g

次の例では，1,$s/TO/to/gは，バッファ内のすべての行で，文字列 "TO"
を文字列 "to" に置き換えます。
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1,$s/TO/to/g
1,$p
The only way to quit
adding text is to enter a
line that cONtains ONly
a dot.
_

B.6.5 文字の削除

sサブコマンドを使用して，文字列を削除する (つまり，文字列を空列で置
き換える)ことができます。文字を削除するには，s/oldstring// 形式
でサブコマンドを指定します。このとき，最後の 2つの /の間にはスペー
スを入れないでください。

次の例では，ed は文字列 "adding" を行番号 2 から削除し，変更した行
を表示します。

2s/adding//p
text is to enter a
_

B.6.6 行頭と行末での置換

次の 2つの特殊文字を使用すると，行頭あるいは行末で置換を行うことが
できます。

^ (カレット) 行頭で置換を行う。

$ (ドル記号) 行末で置換を行う。この場合には，ド
ル記号 ($)はバッファ内の最後の行を表
していない。

行頭で置換を行うには，s/newstring/ (新文字列) サブコマンドを使用し
ます。 次の例では，最初のs サブコマンドで，文字列 "Remember"を行番
号 1の先頭に追加します。 2 番目のs サブコマンドは，文字列 "adding"
を行番号 2 の先頭に追加します。

1s/^/Remember,/p
Remember, The only way to quit
2s/^/adding/p
adding text is to enter a
_
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行末で置換を行うには，s/$/newstring (新文字列)形式のサブコマンドを
使用します。 次の例では，s サブコマンドで，文字列 "Then press Enter."
を行番号 4 の末尾に追加します。

4s/$/ Then press Enter./p
a dot. Then press Enter.
_

Thenの前にスペースを 2つ入れて，2つの文を分けていることに注意して
ください。

B.6.7 文脈探索の使用

変更する行の行番号がわからない場合には，文脈探索を使用して探すことが
できます。文脈探索についての詳細は， B.5 節を参照してください。

操作を簡単にするため，次の形式のように，文脈探索と置換を組み合わせて
ひとつのサブコマンドにすることができます。

/ string to find/ s/ oldstring / newstring /

次の例では，edは文字列 ", The"を含む行を探して，その文字列を ", the"に
置き換えます。

/, The/s/, The/, the/p
Remember, the only way to quit
_

探索文字列を置換する文字列として使用することもできます。この場合は，
/string to find/s//newstring/という形式のサブコマンドを使用しま
す。次の例では，edは，文字列 "cONtains ONly"を含む行を探し，その文
字列を "contains only"に置き換えて，変更された行を表示します。

/cONtains ONly/s//contains only/p
line that contains only
_

B.7 行の削除 − d (削除) サブコマンド

d (削除)サブコマンドを使用して，バッファから 1つ以上の行を削除できま
す。 d サブコマンドの一般形式は，次のとおりです。

starting line,ending line d

行を削除した後，ed は現在の行を，削除された行の次の行に設定します。
バッファの最終行を削除した場合には，バッファに残っている最後の行が
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現在の行となります。削除後，edはバッファに残っている行の番号を付
けなおします。

バッファから行を削除するには，次のようにします。

• 現在の行を削除するには，次のサブコマンドを入力する。

d

• 行番号 nをバッファから削除するには，次のサブコマンドを入力する。

nd

• 行番号 n から m までをバッファから削除するには，次のサブコマン
ドを入力する。

n,md

以降の各項で，行を削除する方法について詳しく説明します。

B.7.1 現在の行の削除

現在の行を削除する場合には，dを入力します。次の例では，1,$pサブ
コマンドはバッファの内容を全部表示し，$サブコマンドがバッファの最
終行を現在の行にします。

1,$p
Remember, the only way to quit
adding is to enter a
line that contains only
a dot. Then press Enter.
$
a dot. Then press Enter
d
_

最後に，dサブコマンドが，現在の行 (この場合，バッファ内の最後の行)
を削除します。

B.7.2 特定の行の削除

削除する行の行番号がわかっている場合は，nd形式のサブコマンドを使用し
ます。次の例では，2dサブコマンドでバッファから行番号 2を削除します。

2d
1,$p
Remember, the only way to quit
line that contains only
_

B–20 ed によるファイルの作成および編集



1,$pサブコマンドによりバッファの内容を表示して，その行が削除された
ことを確認します。

B.7.3 複数行の削除

複数行をバッファから削除するには， n,md形式のサブコマンドを使用しま
す。 nは削除する複数行の先頭行番号であり，mは最終行番号です。

次の例では，1,2dサブコマンドは行番号 1および 2を削除します。

1,2d
1,$p
?
_

1,$pサブコマンドはメッセージ ? を表示して，バッファが空であることを
示します。

システムで実際に例題を実習している場合は，次の節に進む前にバッファ
の内容をリストアします。次の例で，バッファの内容をリストアする方
法を示します。

e afile
?
e afile
78
_

この一連のコマンドは，元のファイル afileのコピーをバッファ内に読み
込みます。

B.8 テキストの移動 − m (移動)サブコマンド

m (移動)サブコマンドを使用して，複数行をバッファの中のある位置から
別の位置に移動することができます。移動後，移動された最後の行が現
在の行になります。

テキストを移動するには，次の形式のサブコマンドを入力します。

x,y m z

xは移動するグループの先頭行番号，yは移動するグループの最終行番号，
z は移動先の直前の行番号です。

次の例では，1,2m4 サブコマンドは，バッファの最初の 2行を行番号 4の
直後に移動します。
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1,2m4
1,$p
line that contains only
a dot.
The only way to stop
appending is to enter a
_

1,$pサブコマンドは，バッファの内容を表示して，移動が完了したことを
示します。

複数行をバッファの先頭に移動するには，移動先の行番号として，ゼロ (0)
を指定します。次の例では，3,4m0サブコマンドにより，行番号 3と 4
をバッファの先頭に移動します。

3,4m0
1,$p
The only way to stop
appending is to enter a
line that contains only
a dot.
_

1,$pサブコマンドは，バッファの内容を表示して，移動が行われたことを
示します。

複数行をバッファの末尾に移動するには，移動先の行番号として，$ を指
定します。

1,2m$
1,$p
line that contains only
a dot.
The only way to stop
appending is to enter a
_

B.9 テキスト行の変更 − c (変更)サブコマンド

c (変更)サブコマンドを使用して，1行または複数の行を，1行または複
数の新しい行と置き換えることができます。 cサブコマンドは，まず置き
換えたい行を削除した後，a (追加)サブコマンドと同様に新しい行を入力
できるようにします。 新しいテキストを入力し終わったら，次の行にドッ
ト (.) だけを入力します。

c サブコマンドの一般形式は，次のとおりです。
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starting line,ending line c

テキスト行を変更するには，次のようにします。

1. 次の形式のサブコマンドを入力する。

n,m c

nは削除するグループの先頭行番号，mは削除するグループ (または 1行
だけ) の最終行番号を指定します。

2. 新しい行をタイプして，各行の終わりでは Returnキーを押す。

3. 最後の行にドット (.) だけを入力する。

次の各項で，テキストを変更する方法について詳しく説明します。

B.9.1 1 行のみの変更

テキストを1行だけ変更するには，c (変更)サブコマンドに行番号を 1つだけ
指定します。この 1行を必要な行数で置き換えることができます。

次の例では，2cサブコマンドで行番号2をバッファから削除した後，新しい
テキストを入力することができます。

2c
appending new material is to
use the proper keys to create a
.
1,$p
The only way to stop
appending new material is to
use the proper keys to create a
line that contains only
a dot.
_

行にドット (.) だけを入力すると，ed によるバッファへのテキストの追加
が終了します。 1,$pサブコマンドは，バッファの内容全体を表示して，
変更が行われたことを示します。

B.9.2 複数行の変更

テキスト行を 2行以上変更するには，cサブコマンドで変更したい範囲の先
頭行番および最終行番号を指定します。 この複数行は 1行以上で置き換え
ることができます。
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次の例では，2,3cサブコマンドで行番号 2と 3をバッファから削除した
後，新しいテキストを入力しています。

2,3c
adding text is to enter a
.
1,$p
The only way to stop
adding text is to enter a
line that contains only
a dot.
_

行にドット (.) だけを入力すると，ed によるバッファへのテキストの追加
が終了します。 1,$pサブコマンドは，バッファの内容全体を表示して，
変更が行われたことを示します。

B.10 テキストの挿入 − i (挿入)サブコマンド

i (挿入)サブコマンドを使用して，バッファに 1行以上の新しい行を挿入で
きます。新しい行を挿するバッファの位置を決めるには，行番号を指定する
か，または文脈探索を使用します。 iサブコマンドは，指定された行の直前
に新しい行を挿入します。 iサブコマンドを， B.2.2 項で説明している aサ
ブコマンドと比較してください。 aサブコマンドは，新しい行を指定行の後
に挿入します。テキストを挿入するには，次のようにします。

1. 次のいずれかのサブコマンドを入力する。

ni

nは，新しい行が直前に挿入される行の行番号です。

/string/i

string は，新しい行が直前に挿入される行に含まれている文字列
を指定します。

2. 新しい行を入力する。

3. 最後の行の先頭にドット (.) を入力する。

次の各項で，テキストを挿入する方法について詳しく説明します。

B.10.1 行番号の使用

新しい行を挿入する先の行番号がわかっている場合は，挿入サブコマンドを
ni 形式で使用できます。 n には行番号を指定します。入力した新しい行
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はバッファ内の行番号 nの前に挿入されます。 iサブコマンドを終了する
には，最後にドット (.) だけの行を入力します。

次の例では，まず，1,$pサブコマンドでバッファの内容を表示します。つ
ぎに，4iサブコマンドが行番号4の直前に新しい行を挿入します。

1,$p
The only way to stop
adding text is to enter a
line that contains only
a dot.
4i
--repeat, only--
.
1,$p
The only way to stop
adding text is to enter a
line that contains only
--repeat, only--
a dot.
_

4iを入力した後に，新しいテキスト行を入力し，次の行にドットだけを入力
して，iサブコマンドを終了します。 2回目の 1,$pサブコマンドでバッ
ファの内容が表示され，新しいテキストが挿入されたことを示します。

B.10.2 文脈探索の使用

iサブコマンドで新しい行を挿入する位置を指定するもうひとつの方法に文
脈探索があります。 /string /i形式のサブコマンドを使用して stringを
含む行を探し，その行の直前に新しい行を挿入します。 新しい行の挿入が
終了したら，行の先頭でドットを入力します。

次の例では，/dot/iサブコマンドにより，文字列 "dot"を含んでいる行の直
前に新しいテキストを挿入します。

/dot/i
and in the first position--
.
1,$p
The only way to stop
adding text is to enter a
line that contains only
--repeat, only--
and in the first position--
a dot.
_
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1,$pサブコマンドでバッファの内容をすべて表示し，新しくテキストが挿
入されたことを示します。

B.11 行のコピー − t (転送) サブコマンド

t (転送)サブコマンドを使用して，バッファ内のある位置にある行を，他
の位置にコピーすることができます。 t サブコマンドは，元の行に影響
を与えません。

t サブコマンドの一般形式は，次のとおりです。

starting line,ending line t line to follow

行をコピーするには，次の形式のサブコマンドを入力します。

n,m tx

n はコピーする範囲の先頭行番号，mはコピーする範囲の最終行番号，x

はコピー先の直前の行番号です。

行をバッファの先頭にコピーするには，コピー先の直前の行番号として，ゼ
ロ (0)を指定します。行をバッファの最後にコピーするには，コピー先の直
前の行番号として，ドル記号 ($) を指定します。

次の例では，1,3t4サブコマンドで行番号 1から 3までをコピーし，その内
容を行番号 4 の後に挿入します。

1,3t4
1,$p
The only way to stop
adding text is to enter a
line that contains only
--repeat, only--
The only way to stop
adding text is to enter a
line that contains only
and in the first position--
a dot.
_

1,$pサブコマンドはバッファの内容をすべて表示して，ed により行のコ
ピーが挿入され，もとの行はそのまま残っていることを示します。
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B.12 ed からのシステム・コマンドの使用

edプログラムを終了せずにシステム・コマンドを使用する方が便利なこと
があります。その場合には，感嘆符 (!) を使用すると，edプログラムか
ら一時的に出ることができます。

edからシステム・コマンドを使用するには，次のように入力します。

!command

次の例では，!lsコマンドで一時的に edプログラムを停止して，ls (リ
スト) システム・コマンド (現在のディレクトリ内のファイルをリストする
コマンド) を実行します。

!ls
afile
bfile
cfile
!
_

lsコマンドは現在のディレクトリにあるファイルの名前 (afile, bfile,

cfile)を表示した後，! を表示します。 lsコマンドが実行され，続けて
ed を使用できます。

edプログラム内からどのシステム・コマンドでも使用できます。別の edプ
ログラムを実行して，ファイルを編集した後，元の edプログラムに戻るこ
ともできます。 2番目の edプログラムから，3番目の edプログラムを実行
したり，システム・コマンドを使用したりすることもできます。

B.13 ed プログラムの終了

これで edプログラムの紹介を終わります。ファイルを保存して，edプログ
ラムを終了するには，次の手順に従ってください。

1. w コマンドを次のように入力する。

w

2. q コマンドを次のように入力する。

q

wサブコマンドおよび qサブコマンドの詳細については，それぞれ， B.2.4項
および B.2.5 項を参照してください。
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他の edの機能については，ed(1)リファレンス・ページを参照してください。

ed で作成したファイルの印刷方法の詳細については，第 3 章を参照して
ください。
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C
国際化機能の使用

この付録では，Tru64 UNIXオペレーティング・システムの国際化機能に
ついて説明します。 これらの機能により，ユーザは，それぞれの言語，習
慣，地域 (ロケール)に応じた方法で，データを処理したり，システムと
対話することができます。

この付録を読み終えると，次のことができるようになります。

• ロケールの概念の理解 ( C.1 節)

• ロケールにより影響を受ける関数の理解 ( C.2 節)

• ロケールが設定されているかどうかの判断 (必要な場合) ( C.3 節)

• ロケールの設定 (必要な場合) ( C.4 節)

• ロケールあるいはロケールのアスペクトの変更 (必要な場合)

ユーザ・サイトが米国内にあり，アメリカ英語とその表記規約を使用する場
合は，システムの省略時の設定がアメリカ英語であるため，ロケールを設
定する必要はありません。

ユーザ・サイトが米国外の場合は，多くの場合，システム管理者がロケール
を設定しています。ロケールがすでに設定されている場合には，この付録に
ざっと目を通して国際化機能の概要について学ぶだけでかまいません。しか
し，ロケールが設定されていない場合には，この付録の情報は非常に重要で
すので，必ず目を通してください。

C.1 ロケール

Tru64 UNIXは国際化されたオペレーティング・システムなので，さまざ
まな方法で情報を表示することができます。 ロケールを指定することによ
り，言語，国，文化習慣に適した方法で情報を処理したり表示するように，
オペレーティング・システムに指示することができます。 ロケールの指定
方法については， C.4 節を参照してください。
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ロケールは一般に，言語，テリトリ，コード・セットという 3つの要素か
ら構成されます。 3つとも，情報の処理および表示方法を指定する上で重
要な要素です。

• 言語―使用言語を指定する (例: ドイツ語，フランス語，英語)。

• テリトリ―地域を指定する (例: ドイツ，フランス，英国)。

• コード・セット―ロケールに使用するコード化文字セットを指定する
(例: ISO 8859/1, ISO Latin-1コード・セット)。

ここで，コード・セットについて簡単に説明します。

UNIXシステムでは従来から，ASCIIコード・セットを使用してアメリカ英
語を表記しています。アルファベット (A から Z，aから z)の各英字，数
字，制御文字，および記号を，標準バイト 8ビット中の 7ビットによって一
意に表現します。しかしながら，新しいコード・セットの追加，または従来
のコード・セットの拡張により，英語以外の文字のサポートが必要になりま
した。大半のプログラムは ASCIIに依存しているため，一般に使用される
コード・セットはすべて ASCIIから始まり，そこから作成されていきます。

標準バイトの 8ビットすべてを使用すると，1つのコード・セットで多数の
アルファベット使用言語をサポートすることができます。最も普及している
コード・セットは，ISO 8859と呼ばれる一連のコード・セットです。最初
のコード・セットは ISO 8859/1，2番目は ISO 8859/2と続き，ISO 8859/10
まであります。 ISO 8859/1コード・セットは，一般に Latin-1 (ラテン 1)と
呼ばれ，英語およびその他の西ヨーロッパの言語をサポートしています。

中国語や日本語などのアジアの言語の表意文字をすべてサポートするには，
文字のコード化に 2バイト以上を必要とします。 複数バイトの文字コード
化を使用する数多くのコード・セットがアジアの言語に対して開発されて
いますが，複数バイトの文字コード化は一連の ISO 8859 コード・セッ
トではサポートされていません。

Unicodeおよび ISO/IEC 10646標準では，アジア圏の言語を含めすべての言
語に関して同じルールで文字を処理することができるユニバーサル文字セッ
ト (UCS)を定義しています。 32ビット値をベースにした UCS-4エンコー
ディング・フォーマットは，ほとんどすべての言語をサポートし，UNIX
システムに加えて Windows NT でも使用されているため，各ロケール用の
コード・セットとして注目されまじめています。
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C.2 ロケールがデータの処理と表示に与える影響

これまで説明したように，情報がどのように処理されて表示されるかは，シ
ステムで指定されているロケールによって決まります。ロケールは特に次の
点に関してソフトウェアの動作に影響を与えます。

• データの照合 (ソート)

• 日付/時刻の表示フォーマット

• 通貨/数字の表記フォーマット

• 表示メッセージ

• yes/no 応答プロンプト

次の各項で，上記のそれぞれ関して詳しく説明します。

C.2.1 照合

照合とは，一連の要素を特定の順序に整列させる処理です。照合は必ず，各
種のルールに従います。 英語では使用されない照合のルールを必要とする
言語もいくつかあります。

• マルチ・レベル

言語によっては，同じ 1次位置にソートされる文字グループを持つもの
があります。この場合には，追加のルールを適用して，この同じグルー
プ内の文字の順序を決定します。 たとえば，フランス語では，a，á，
à，âはすべて，同じ 1次位置にソートされます。これらの文字で始まる
単語は同じ位置で照合され，その後，グループ内でソートされます。次
の例では，フランス語における正しい順序で単語をソートしています。

a
á
abord
âpre
après
âpreté
azur

• 1 対 2 の文字マップ

言語の中には，特定の単一文字が 2文字として処理されるものがありま
す。たとえば，ドイツ語の ßは ssとしてソートされます。
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• 多対 1 の文字マップ

言語によっては，1つの文字列が単一の要素として処理されます。たと
えば，スペイン語では，ch と llのシーケンスはアルファベットの中で独
特の要素として処理されます。次の例では，伝統的なスペイン語の正し
い順序で単語をソートしています。

canto
construir
curioso
chapa
chocolate
dama

• 無視される文字

照合ルールによっては，特定の文字を無視します。 たとえば，ハイフ
ン (-)を無視する文字として定義している場合，文字列 re-locateと
relocateは同じ位置にソートされます。

______________________ 注意 _____________________

(Aから Z，aから z)の範囲にアルファベットのすべての文字が含
まれるとは限りません。 たとえば，デンマーク語ではアルファ
ベットの zの後にソートされる文字が 3文字あります。

C.2.2 日付/時刻フォーマット

世界中のそれぞれの国では，それぞれ異なるフォーマット規約によって日
付と時刻を表現します。日付と月を指定する場合，アメリカでは一般に
次のフォーマットで表現します。

Tuesday, May 22, 1996

一方，フランスでは次のようなフォーマットを使用します。

mardi, 22 mai 1996

次の例は，1996 年 3月 20日を表すために使用するフォーマットです。 各
フォーマットは必ずしもその国で唯一の表記方法というわけではありません。

• 3/20/96 (アメリカ)

• 20/3/96 (イギリス)
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• 20.3.96 (フランスおよびドイツ)

• 20-III-96 (イタリア)

• 96/3/20 (日本)

• 8/3/20 (日本，年号を使用)

日本の年号を使用したフォーマットでは，年 (上の例では 8)は現在の天皇が
即位してからの年数です。

日付と同じように，時刻を表現する規約も数多くあります。 アメリカでは
a.m. と p.m. を指定して 12時制で表しますが，他の多くの国では，24時
制で表します。

12時制/24時制表示の違いだけでなく，句読点の使い方も異なります。たと
えば，次のような表記方法があります。

• 3:20 p.m. (アメリカ)

• 15h20 (フランス)

• 15.20 (ドイツ)

• 15:20 (日本)

利用可能な日付/時刻フォーマットとその使用方法については，date(1)リ
ファレンス・ページを参照してください。

C.2.3 数字と通貨のフォーマット

数字や通貨の値をフォーマットするために使用する文字は，国によって異
なります。アメリカでは，小数点 (整数と小数を区切る文字) としてピリオ
ド (.) を使用し，千の位を表す区切り文字としてコンマ (,) を使います。
ヨーロッパのほとんどの国々では，この逆です。次に，数字のフォーマッ
トの例を示します。

• 1,234.56 (アメリカ)

• 1.234,56 (フランス)

次に，通貨フォーマットの例を示します。

• $1,234.56 (アメリカ，ドル)

• kr1.234,56 (ノルウェイ，クローネ)

• SFrs.1,234.56 (スイス，スイス・フラン)
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また，通貨単位では 3桁以上の小数桁が必要なこともあります。

C.2.4 メッセージ

プログラムには英語で書かれたメッセージが埋め込まれていることがありま
す。国際化されたプログラムでは，メッセージはプログラムとは別のファイ
ルに収められ，プログラム内でメッセージ・システムへの呼び出しが行われ
てメッセージが表示されます。別のファイルに収められたメッセージを翻訳
することにより，プログラムに翻訳メッセージを表示させることができるよ
うになります。翻訳済みのメッセージが利用できる場合には，ユーザはそれ
ぞれの国の言語でシステムと対話することができます。

C.2.5 Yes/No プロンプト

多くのプログラムは，肯定または否定で応答する質問を行います。 このよ
うなプログラムでは通常，英語文字列の yまたは yes，nまたは noを入
力します。 国際化されたプログラムでは，それぞれの言語に対応した文字
や単語を入力することができます。 たとえば，フランス語では，o または
oui が入力できるようにします。

C.3 ロケールが設定されているかどうかの判断

システムが自国の言語や規約に従って動作している場合は，ロケールが正
しく設定されていると考えることができます。

ロケールが正しく設定されているかどうかわからない場合には，次のよう
に locale コマンドを入力して，ロケール環境変数の現在の設定を表示
させます。

% locale
LANG=fr_FR.ISO8859-1
LC_COLLATE="fr_FR.ISO8859-1"
LC_CTYPE="fr_FR.ISO8859-1"
LC_MONETARY="fr_FR.ISO8859-1"
LC_NUMERIC="fr_FR.ISO8859-1"
LC_TIME="fr_FR.ISO8859-1"
LC_MESSAGES="fr_FR.ISO8859-1"
LC_ALL=
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ロケール環境変数 ( C.4.1 項を参照) は，メッセージ，照合，コード・セッ
ト，数字フォーマット，通貨フォーマット，日付/時刻フォーマット，yes/no
プロンプトなどに使用するロケール名を定義します。

LANG
LC_COLLATE
LC_CTYPE
LC_NUMERIC
LC_MONETARY
LC_TIME
LC_MESSAGES
LC_ALL

LANG 変数だけにロケールが設定されている場合は，LANG の設定が，
LC_COLLATE，LC_CTYPE，LC_NUMERIC，LC_MONETARY，LC_TIME およ
び LC_MESSAGESの各ロケール・カテゴリ変数に省略時の値として設定さ
れます。 この場合，ロケール・カテゴリ変数に LANGの値とは別の値を設
定することも可能です。 LC_ALL 変数が設定されている場合は，その他の
すべてのロケール変数の設定が無視されます。

C.4 ロケールの設定

ロケールを指定する場合には，言語，テリトリ，およびコード・セットを示
すロケール名を指定します。 Tru64 UNIXオペレーティング・システムで
は，ロケール名は次のフォーマットに従います。

lang_terr.codeset

各変数は，次のとおりです。
lang

言語名を 2文字の小文字に省略したもの。省略形は，『ISO 639 Code
for the Representation of Names of Languages』に指定されている。
たとえば，en (English)，fr (French)，de (ドイツ語の Deutsch)，
ja (Japanese)。

terr

テリトリ名を2文字の大文字で省略したもの。省略形は『ISO 3116
Code for the Representation of Names of Countries』に指定されて
いる。 たとえば， US (United States)，NL (the Netherlands)， FR

(France)，DE (ドイツ語の Deutschland)， JP (Japan)。
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codeset

コード・セットを識別する文字列。 たとえば，ISO8859-1 (ISO
8859/1)，SJIS (Shift Japanese Industrial Standard)，AJEC (Advanced
Japanese EUC)。

完全なロケール名は，en_US.ISO8859-1 (英語，アメリカ向けの統合
規約)，fr_FR.ISO8859-1 (フランス語，フランス向けの統合規約)，
de_DE.ISO8859-1 (ドイツ語，ドイツ向けの統合規約) などのようにな
ります。

ロケールは，各ユーザまたはシステム管理者のどちらでも設定することが
できます。 システム管理者がサイトのロケールを設定した場合には，その
システムだけでなく，サイト内の全システムに対して省略時のロケールが
すでに指定されていると考えられます。必要であれば，ユーザは省略時の
指定を変更することができます。

ロケールを設定するには，1つまたは複数の環境変数にロケール名を割り当て
ます。 LANG環境変数は，ロケールのすべての要素 (コード・セット，照合順
序，数字，通貨，および日付/時刻フォーマット，メッセージなど) をカバーす
るので，この変数にロケール名を割り当てるのが最も簡単な設定方法です。

表 C–1は，単一バイトのヨーロッパ向けロケールのサブセットをインストー
ルした場合に使用できるロケールの一覧です。他の言語用のソフトウェア・
サブセットがインストールされている場合には，利用できるロケールが異な
ることがあります。 使用できるロケールについては，l10n_intro(5)リファ
レンス・ページを参照してください。

表 C–1: ロケール名

言語 国 コード・セット ロケール名

− − ASCII C

− − ASCII POSIX

デンマーク語 デンマーク Latin-1 da_DK.ISO8859-1

ドイツ語 スイス Latin-1 de_CH.ISO8859-1

ドイツ語 ドイツ Latin-1 de_DE.ISO8859-1

ギリシャ語 ギリシャ Latin-7 el_GR.ISO8859-7

英語 イギリス Latin-1 en_GB.ISO8859-1
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表 C–1: ロケール名 (続き)

言語 国 コード・セット ロケール名

英語 アメリカ Latin-1 en_US.ISO8859-1

スペイン語 スペイン Latin-1 es_ES.ISO8859-1

フィンランド語 フィンランド Latin-1 fi_FI.ISO8859-1

フランス語 ベルギー Latin-1 fr_BE.ISO8859-1

フランス語 カナダ Latin-1 fr_CA.ISO8859-1

フランス語 スイス Latin-1 fr_CH.ISO8859-1

フランス語 フランス Latin-1 fr_FR.ISO8859-1

イタリア語 イタリア Latin-1 it_IT.ISO8859-1

オランダ語 ベルギー Latin-1 nl_BE.ISO8859-1

オランダ語 オランダ Latin-1 nl_NL.ISO8859-1

ノルウェー語 ノルウェー Latin-1 no_NO.ISO8859-1

ポルトガル語 ポルトガル Latin-1 pt_PT.ISO8859-1

スウェーデン語 スウェーデン Latin-1 sv_SE.ISO8859-1

トルコ語 トルコ Latin-9 tr_TR.ISO8859-9

Cロケールは，システムにロケールが設定されていない場合の省略時の設定
です。 POSIXロケールは Cロケールと同等であり， POSIXロケールと Cロ
ケールに対して指定されている ASCIIコード・セットには，英語のアルファ
ベットの文字だけが含まれます。

C.4.1 ロケール・カテゴリ

表 C–2に，ロケール関数に影響を及ぼす環境変数を示しています。

表 C–2: ロケール関数に影響を及ぼす環境変数

環境変数 説明

LC_COLLATE 文字列のソート，およびパターン内の文字範囲の決
定に使用する照合順序を指定する。

LC_CTYPE 文字分類 (コード・セット) 情報を指定する。

LC_MONETARY 通貨フォーマットを指定する。
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表 C–2: ロケール関数に影響を及ぼす環境変数 (続き)

環境変数 説明

LC_NUMERIC 数字フォーマットを指定する。

LC_MESSAGES 翻訳版が利用できる場合に，システム・メッセージを表
示する言語を指定する。 さらに，この変数は肯定 /否定
プロンプトに使用する文字列も指定する。

LC_TIME 日付/時刻フォーマットを指定する。

LC_ALL 前述のすべての変数および LANG環境変数の指定を変更する。

LANG変数と同様，表 C–2に示しているすべての環境変数にはロケール名を
代入することができます。たとえば，会社は米国にあるが，従業員の多くは
スペイン語を使用しているとします。この場合には，LANG環境変数をスペ
イン語のロケール名に設定し，LC_NUMERICおよび LC_MONETARY変数をア
メリカ英語のロケール名に設定することができます。明示的に LC_NUMERIC

および LC_MONETARY 変数を設定すると，LANGによって暗黙に設定され
る指定を変更します。ただし，LC_CTYPE，LC_MESSAGES，LC_TIME，
LC_COLLATE変数は，スペイン語ロケールに設定されたままです。 Cシェル
の場合，上記のように設定するには，次の変数を割り当ててください。

setenv LANG es_ES.ISO8859-1
setenv LC_NUMERIC en_US.ISO8859-1
setenv LC_MONETARY en_US.ISO8859-1

Bourne，Korn，および POSIXシェルの場合には，次のように割り当てま
す。

LANG=es_ES.ISO8859-1
export LANG
LC_NUMERIC=en_US.ISO8859-1
export LC_NUMERIC
LC_MONETARY=en_US.ISO8859-1
export LC_MONETARY

特定の言語やソフトウェア・アプリケーションの要求を満たすために，同じ
ロケールの異なるバージョンがローカルに用意されていることがあります。
このようなロケール名には後ろにアットマーク (@)と修飾子フィールドが付
いています。たとえば，電話帳で使用する照合順序が辞書で使用する照合順
序と異なる言語があります。ある言語の標準的なロケールが辞書の照合順序
を定義している場合には，そのロケールにもう 1つのバージョンを用意し
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て，電話帳の照合順序をサポートします。この場合，ロケールの代替バー
ジョンの名前は，en_RF.ISO8859-1@phoneのようになります。

C.4.2 ロケール設定の制約

ロケールを設定すれば環境を調整することができますが，間違って設定して
しまうことがないとはいえません。以降の項で，ロケール変数を定義する場
合に起こる可能性がある問題点について説明します。

C.4.2.1 ロケール設定が有効でない

ロケールの種々のアスペクトに対して，ありそうもないロケール名の組み合
わせを定義してしまうことがありますが，これを防止する方法はありませ
ん。たとえば，LANG環境変数をフランス語のロケールに設定し，LC_CTYPE

変数をノルウェイ語のロケールに設定したとします。おそらく望ましくない
結果が生じてしまうでしょう。フランス語に訳されたメッセージには，ノル
ウェイ語で指定されていない文字が含まれています。 LANGの他にロケール
変数を定義した場合には，ユーザの責任においてロケール設定の組み合わせ
が有効であることを確認しなければなりません。

C.4.2.2 ファイル・データがロケールに対応していない

ファイルの作成時に設定されていたロケールをシステムが識別する方法はあ
りません。 したがって，システムでは，異なるロケールを使用したファイ
ルのデータ処理を防ぐことはできません。たとえば，LANG変数がドイツ
語のロケールに設定されていたときに作成されたファイルを自分のシステ
ムにコピーしたとします。 自分のシステムで LANGがフランス語のロケー
ルに設定されている場合に， そのファイルに対し grepコマンドを使用し
て文字列を検索しようとすると，grepコマンドはフランス語の照合およ
びパターン照合規則をドイツ語のデータに適用することになります。 ファ
イルに入っているデータの言語を調べ，それに合わせてロケールを設定す
るのはユーザの責任です。

C.4.2.3 LC_ALLの設定は他のロケール変数を上書きする

LC_ALL変数に指定した値は，その後に LC_COLLATEなど，そのカテゴリだ
けに作用する変数を設定しても，すべてのロケール環境変数の値として使用
されます。 LC_ALLの影響を取り消す唯一の方法は，unsetenv LC_ALLコ
マンドを入力することによって，この変数の定義を解除することです。
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LC_ALL 変数は System V 環境に慣れているユーザのための変数です。
System V環境では LC_ALLを設定するかもしくは個々のすべてのロケール・
カテゴリ変数を設定して，ロケールの設定を行います。
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D
mailxセッションのカスタマイズ

表 D–1に記載している設定を .mailrcファイルに記述しておくと，mailx

セッションを永久的にカスタマイズすることができます。一時的な設定につ
いては，付録 Fの unset コマンドを参照してください。

表 D–1: mailxセッションをカスタマイズする変数

変数 型 説明

allnet バイナリ ネットワーク内でログイン名が一致する
ものを，すべて同じものとして扱う。

append バイナリ メッセージを受信した順序で mbox
ファイルに保存する。 つまり，最初
に受信したメッセージがそのファイル
の最初のメッセージになる。 この変
数を設定しなければ，メッセージは
逆順で保存され，ファイルの最初の
メッセージが最新のものになる。 こ
の変数を設定すると，mailx プログ
ラムの実行速度が向上する。

ask バイナリ メッセージを送信する際に表題の入
力を求めるプロンプトを表示する。
空白行を入力すると，表題を付けず
にメッセージが送信される。

askcc バイナリ 送信するメッセージのコピーの受信者の
入力を求めるプロンプトを表示する。

autoprint バイナリ 現在のメッセージを削除すると，
次のメッセージが自動的に表示され
る。 この変数を設定しなければ，
メッセージを削除しても mailx は次
のメッセージを表示しない。 いずれ
の場合にも，次のメッセージが新た
に現在のメッセージになる。

bang 文字列 viのように，感嘆符 (!) の特殊処理が
エスケープ・コマンド行でできる。

cmd 文字列 縦線つまりパイプ (|) コマンドを
使用する際に実行する省略時のコ
マンドを指定できる。
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表 D–1: mailxセッションをカスタマイズする変数 (続き)

変数 型 説明

conv 文字列 sendmail 用に UUCP 形式のアドレス
を変換する方法を指定できる。

crt 数値 ビデオ・ディスプレイ (CRT)端末に対し
て使用する。 moreプログラムを使用し
て，メールを一画面ずつ表示する。 指
定する値により，ページャを起動する前
に表示するメッセージの行数を mailx

に通知する。 たとえば，次のように設
定する。

set crt=20

DEAD 文字列 dead.letterに対して別のディレクト
リを指定できる。 省略時の設定では，
デッド・レターは $HOME/dead.letter
に書き込まれる。

debug バイナリ デバッグ情報を表示する。

dot バイナリ ピリオドだけが入力された行を
メッセージの終了として解釈する。
unset dot と set ignoreeof は
同時には指定しない。

EDITOR 文字列 editコマンドまたは ~eエスケープを
使用する際に使用するテキスト・エディ
タのパス名を指定する。 たとえば，次
のとおり。

set EDITOR=/usr/ucb/ex

CRT端末である場合は，この変数にス
クリーン・エディタを指定することがで
きる。 この表の後で説明する VISUAL

変数を参照。

escape 文字列 エスケープ文字 (メッセージの書き込み
中にエスケープ・コマンドを実行する文
字)を指定できる。省略時の設定はチ
ルダ (~)。 単一の文字を指定する。

excode 文字列 発信メール・メッセージの文字変換を行
う際に使用するロケールを指定できる。
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表 D–1: mailxセッションをカスタマイズする変数 (続き)

変数 型 説明

folder 文字列 メール・フォルダを格納するた
めのディレクトリを指定する。
/usr/users/hale のようにスラッ
シュで始まる名前は，絶対パス名で
ある。 スラッシュで始まっていな
い名前は，ホーム・ディレクトリに
対する相対パス名である。 たとえ
ば，コマンド set folder=folder
は，/usr/users/hale/folder
ディレクトリを示す。

gonext バイナリ これが設定されている場合は，Return
だけを押すと，次のメール・メッセージ
が表示される。 設定されていない場合
は，現在のメッセージが再表示される。

header バイナリ mailx の起動時に，メッセージの
ヘッダを出力する。

hold バイナリ 読み終わったメッセージを，mbox
ではなく，ユーザのシステム・メー
ルボックスに保存する。

ignore バイナリ Ctrl/C の割り込みを無視して，アット
マーク (@)としてエコーする。 この変
数は，付録 F で説明する ignore コ
マンドとは別のものである。

ignoreeof バイナリ 発信メッセージの終了を示す Ctrl/Dを
無視する。 set ignoreeof と unset
dot は同時には設定しない。

indentprefix 文字列 ~m コマンドを使用して，取り込んた
メール・メッセージのテキストの各行頭
に挿入する文字列を指定できる。

keep バイナリ ユーザのシステム・メールボックスが空
の場合に，mailx がそれを削除するの
ではなく，切り詰めるようにする。 こ
れは，セキュリティの観点から，シス
テム・メールボックスに特別な許可を
設定している場合に便利である。 この
変数が設定されていなければ，システ
ム・メールボックスは空になると削除さ
れる。 したがって，新たにシステム・
メールボックスを作成するときは，必要
な許可を再設定しなければならない。
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表 D–1: mailxセッションをカスタマイズする変数 (続き)

変数 型 説明

keepsave バイナリ メールを終了しても，保存されたメッ
セージが削除されないようにする。 通
常，メッセージを他のファイルまたは
フォルダに保存すると，mailx プログ
ラムはメッセージにマークを付け，ユー
ザが mailxを終了すると，システム・
メールボックスからそのメッセージを
削除する。 この変数を設定すると，
mailx はこれらのメッセージをシステ
ム・メールボックスに残しておく。

lang 文字列 メール・メッセージの表示に使用す
るロケールを指定できる。

LISTER 文字列 folders コマンドによって実行され
るコマンドを指定できる。

MBOX 文字列 mbox フォルダのディレクトリを指
定できる。 通常，mbox フォルダ
は $HOME/mbox にある。

metoo バイナリ ユーザ自身がメンバである別名に
メールを送信する際，受信者リスト
にユーザ自身も含める。 この変数を
設定しなければ，ユーザ自身がメン
バである別名に送信したメッセージ
のコピーは受信しない。

noheader バイナリ mailx の起動時に，ヘッダおよびバー
ジョン識別子を表示しない。

nosave バイナリ mailx が，打ち切られたメッセージを
dead.letter としてホーム・ディレ
クトリに保存しないようにする。

onehop バイナリ 他にも受信者がいるメッセージに応答す
る場合，その受信者のアドレスは発信人
のアドレスに関連していることがある。
この変数を指定すると，強制的に，受信
時のパスを通らず，メッセージが直接配
信されるため，効率が向上する。

outfolder バイナリ mailx が，folder で指定したディ
レクトリに発信メール・メッセージ
を保存するようにする。

page バイナリ パイプ (|) コマンドによって 処理
されるメッセージの間にフォーム・
フィードを挿入する。
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表 D–1: mailxセッションをカスタマイズする変数 (続き)

変数 型 説明

PAGER 文字列 メッセージを表示する際に使用される
ページング・プログラムを指定できる。
たとえば，次のように指定する。

PAGER=/usr/bin/more

または
PAGER=/usr/bin/pg

prompt 文字列 mailx の起動時に mailx プロンプ
トを変更できる。 たとえば，次の
とおり。 prompt=>>>

quiet バイナリ 最初に起動したときのバージョンと，
type コマンドを使用するときのメッ
セージ番号を表示しない。

record 文字列 mailx がすべての発信メッセー
ジのコピーを保存するファイル
の名前を指定する。

Replayall バイナリ reply コマンドと Reply コマン
ドの機能を逆にする。

save バイナリ メール・メッセージを dead.letter
に保存できるようにする。

sendwait バイナリ メーラによってメッセージが処理さ
れるまで，mailx を待機させる。 こ
のオプションを指定すると，メッセー
ジが配信されるまでユーザは待たなけ
ればならないため，ユーザにとっては
効率が低下することになる。

SHELL 文字列 ~コマンドまたは ~! コマンドの起動時
に使用するシェルを指定できる。

screen 数値 headersコマンドの使用時に，一画面
に表示されるメッセージ数を指定する。

sendmail 文字列 メール・メッセージの送信に使用する
プログラムのパス名を指定する。 こ
の変数を指定しなければ，mailx は省
略時の配信システムを使用する。 代
わりの送信システムについては，シス
テム管理者に問い合わせる。

showto バイナリ 発信人名ではなく受信者名をメッセー
ジ・ヘッダに表示する。
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表 D–1: mailxセッションをカスタマイズする変数 (続き)

変数 型 説明

sign 文字列 ~aコマンドの使用時に，メール・メッ
セージに挿入する文字列を指定できる。

Sign 文字列 ~Aコマンドの使用時に，メール・メッ
セージに挿入する文字列を指定できる。

toplines 数値 top コマンドで出力する行数を指定
する。 省略時の値は 5 行。

verbose バイナリ mailx を詳細モードで起動する。 実
際のメッセージの配信は端末に表示さ
れる。 これは，コマンド行で -v フ
ラグを使用するのと同様である。 こ
の変数は，主にデバッグ目的で使用
される。 例 D–1 では，verbose 変
数の使用方法を示している。

VISUAL 文字列 visualコマンドまたは ~vエスケープ
を使用する際に使用されるスクリーン・
エディタのパス名を指定する。 たとえ
ば，次のように指定する。

set VISUAL=/usr/ucb/vi

CRT端末である場合は，EDITOR 変数
にスクリーン・エディタを指定すること
もできる。すると，edit (~e) また
は visual (~v)のどちらも同じエディ
タを呼び出す。

次の例は，表 D–1で説明した verbose変数の使用方法を示しています。
この変数により，mailxがメッセージを送信すると，展開された別名が
表示されます。

例 D–1: mailx 詳細モード

? set verbose 1
? alias 2
smith csug@solo.my.company.com smith@my.company.com smith
? mailx tg 3
Subject: Conference Room
Starting tomorrow, our weekly meeting will be
moved to Meeting Room 4.

DAL
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例 D–1: mailx 詳細モード (続き)

. 3
EOT
csug@solo.my.company.com... Connecting to (local)...
about to exec
csug@solo.my.company.com... Sent
smith,smith@my.company.com... Connecting to

your.company.com (smtpr)...
220 your.company.com ESMTP Sendmail 8.7.6/UNX 1.7
(1.1.10.5/28Jun99-0151PM) Tue, 25 Nov 1999

09:52:10 -0500 (EST)
>>> HELO solo.my.company.com
250 your.company.com Hello solo.my.company.com

[255.255.255.0],
pleased to meet you

>>> MAIL From:250 ... Sender ok
>>> RCPT To:250 Recipient ok
>>> RCPT To:250 Recipient ok
>>> DATA
354 Enter mail, end with "." on a line by itself
>>> .
250 JAA0000022475 Message accepted for delivery
>>> QUIT
221 your.company.com closing connection
smith@my.company.com,smith... Sent 4
? q 5

1 verbose 変数を設定しています。

2 alias コマンドをパラメータなしで実行すると，別名の内容が表示されます。

3 別名 tg にメッセージを送信しています。

4 メッセージが送信されると別名が展開されて表示されます。

5 q コマンドで mailx セッションを終了しています。
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E
mailx セッションでのエスケープ・コマ

ンドの使用

エスケープ・コマンドまたはエスケープと呼ばれる特殊なコマンドがあり
ます。 これらのコマンドは，メッセージの作成プロセスにおいて，さまざ
まな機能を実行できます。

エスケープ・コマンドを使用するには，コマンドの前にチルダ (~)を付け，
行に単独で入力します。チルダは，現在の編集環境からエスケープしてその
後に続くコマンドを実行することを mailxにシグナル通知するため，エス
ケープ文字と呼ばれます。 escapeメール変数を設定することにより，エス
ケープ文字を変更することができます。メッセージ行の 1文字目にチルダを
入力する場合は，チルダを 2つ入力してください。

表 E–1に，エスケープ・コマンドを説明します。

表 E–1: メール用エスケープ・コマンド

コマンド 機能

~~ メール・メッセージの本文にチルダ (~)文字
を入力できる。

~!command ユーザが入力するシェル command を実行
する。

~? エスケープ・コマンドの要約を出力する。

~:command

~_command
指定されたメール・コマンドを実行する。
メッセージの再表示のようなハウスキーピン
グ・タスクの実行に有効。

たとえば，~:10と入力すると，mailxプロ
ンプトでメッセージ番号 10を入力したとき
のように，メッセージ番号 10 が選択され
て表示される。

~a sign に設定された文字列をメール・メッ
セージに挿入する。

mailx セッションでのエスケープ・コマンドの使用 E–1



表 E–1: メール用エスケープ・コマンド (続き)

コマンド 機能

~A Sign に設定された文字列をメール・メッ
セージに挿入する。

~baddress_list address_list に指定された名前を Bcc:

(秘密コピー)リストに挿入する。

~caddress_list 指定された名前を Cc: (コピー)リストに追
加する。

~C コアをダンプする。

~d ホーム・ディレクトリにある dead.letter

というファイルをメッセージに取り込む。異
なるファイルをポイントするためにメール変
数 DEAD が使用される。

~e メール変数 EDITORで指定されたエディタを
起動して，メッセージを編集する。

~f [msg_list] 現在のメッセージまたは指定されたメッセー
ジをユーザのメッセージに読み込む。

~F[msg_list] ~f コマンドと同様の機能であるが，
discard，ignore，または retainなどのコマ
ンドに関係なく，すべてのヘッダを含めて
取り込まれる。

~h メッセージ・ヘッダ・フィールドを編集す
る。このコマンドは，一度に 1つのフィー
ルドを表示して，そのフィールドが変更でき
るようにする。フィールドの終わりにテキス
トを追加したり，削除キーを使用したり，あ
るいは，Ctrl/Uを押し，フィールド全体を消
去して入力し直すことができる。このコマン
ドを使用する際には注意が必要。

~i string 指定された変数の値をメール・メッセージ
に挿入する。

たとえば，コマンド ~aは，シグネチャを
メッセージに挿入するコマンド ~i signと
同じ。
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表 E–1: メール用エスケープ・コマンド (続き)

コマンド 機能

~m[msg_list] 現在のメッセージまたは指定されたメッセー
ジを，1 タブ分だけ右にシフトして挿入す
る。 indentprefixメール変数が設定され
ている場合，この値はタブ・ストップの前に
挿入される。 新しいメッセージに追加して
メッセージを転送する場合に，区別できる。

~M[msg_list] ~mと同様の機能であるが，discard，ignore，
または retainなどのコマンドに関係なく，す
べてのヘッダを含めて取り込まれる。

~p 作成中のメッセージを端末に表示する。メッ
セージが正しいか，または，表題や受信者リ
ストが正しいかを確認する場合に有効。

~q

~Q
Ctrl/C を 2 回押した場合のように，現在の
メッセージを打ち切る。

~rfile

~<file

~<!shell_cmd

指定されたファイルをメール・メッセージに
読み込む。引数が感嘆符 (!) で始まる場合，
文字列の残りは，任意のシステム・コマンド
として認識され，標準出力がメール・メッ
セージに挿入される。

~ssubject 以前の表題の代わりに，subjectを新しい
表題にする。

~tname… 名前をメッセージの To: リストに追加する。

~v メール変数 VISUALで指定されたエディタを
起動して，メッセージを編集する。
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表 E–1: メール用エスケープ・コマンド (続き)

コマンド 機能

~wfile 指定されたファイルにメッセージを書き込
む。

~|command

~^command
指定されたコマンドに，メッセージをパイ
プする。これは，メッセージにグローバル
変更を行う場合に有効。 たとえば，新しい
メッセージにメッセージを取り込む場合，次
のコマンドを使用すると，sed エディタを
使用して，各行の先頭に山カッコとスペース
を付加できる。

~|sed ’s/^/> /’

その後にテキストが追加できる。 結果は，
次のとおり。

> This is the text of the message
> you have included.
>
This is the text you add yourself.
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F
mailx コマンドの使用

mailxプログラムにはたくさんのコマンドがあり，その一部については，付
録 Dおよび付録 Eで説明しました。表 F–1で説明するコマンドは，mailx

環境をより効果的に使用するためのものです。このほか，mailx(1)リファレ
ンス・ページには，特別な場合にのみ有効なコマンドのリストがあります。

表 F–1: mailx プログラムのコマンド

コマンド 説明

= 現在のメッセージ番号をエコーする。

# メール・スクリプト・ファイルにコメン
トを書く場合に使用する。

!command ユーザが入力するシェル・コマンドを実行する。

-[n] 直前のメッセージまたは n個前のメッセージ
を選択して表示する。 たとえば，-4は，4つ
前のメッセージを指定する。 メールボック
スにあるメッセージ数より前に戻ろうとする
と，エラー・メッセージが表示される。

?
help

ヘルプ情報が表示される。

alias
alias alias
alias alias name…
group
g

引数を指定しなければ，現在の別名をリストす
る。引数を 1つ指定すると，その別名だけを表
示する。 2つ以上の引数を指定すると，最初の
引数に指定した別名で，2番目以降の引数をそ
のメンバとして，別名を作成する。 groupコ
マンドは，alias コマンドと同じである。

alternates [alt_list] alt_listにリストしたアドレスによって
ユーザを参照するように mailx に通知す
る。 alt_list を指定しない場合は，代替
名の現在のリストを表示する。

chdir path cd path cdシェル・コマンドを実行した場合と同様に，
現在のディレクトリを指定されたパス名に変更
する。ただし，chdirで指定したディレクトリ
は，ユーザが mailx環境下にいる間だけ有効。
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表 F–1: mailx プログラムのコマンド (続き)

コマンド 説明

copy [msg_list] file
co [msg_list] file
c [msg_list] file

現在のメッセージまたは指定されたメッセージ
をファイルにコピーする。 fileが存在する場
合，メッセージは追加される。 このコマンド
は，saveと同様に機能するが，コピー・メッ
セージにマークを付けて，mailx セッション
を終了する際に削除することはしない。

Copy [msg_list]
C [msg_list]

msg_list にある最初のメッセージの作成者
から名前を取ったファイルに，指定された
メッセージを保存する。 ただし，メッセー
ジに保存のマーク付けはされない。 この点
を除けば，Save コマンドと同じ。

delete [msg_list]
d [msg_list]

現在のメッセージまたは指定されたメッセージ
を削除する。 undelete コマンドを使用する
と，誤って削除したメッセージを回復できる。

discard [field_list] ignore サブコマンドと同じ機能。

dp
dt

現在のメッセージを削除して，次にアク
ティブなメッセージを表示する。

echo string 指定の文字列をエコーする。 シェルの
echo コマンドと同じ。

edit [msg_list]
e [msg_list]

EDITOR で指定されたエディタを起動して，
msg_list をエディタへロードする。 行わ
れた変更は，メール・セッションを終了す
る際，msg_list に保存される。

exit

ex
システム・メールボックスを更新しない
で，mailx を終了する。

file [file]
fi [file]
folder [file]
fo [file]

メール・ファイルまたはメール・フォルダを
選択する。 ファイルを指定しなければ，現在
のパスとファイル名，および現在のファイル
にあるメッセージ数を表示する。 ファイル
またはフォルダを指定した場合には，現在の
メール・ファイルに加えた変更が表示され，
指定したファイルが読み込まれる。

folders フォルダ・ディレクトリ内のフォル
ダ名をリストする。

followup message
fo message

メッセージに応答し，そのメッセージの送信
者から名前を取ったファイルに，その応答を
保存する。 record オプションが設定されて
いる場合，その設定は上書きされる。
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表 F–1: mailx プログラムのコマンド (続き)

コマンド 説明

Followup [msg_list]
F [msg_list]

msg_listの最初のメッセージに応答し，その
メッセージを msg_listにある各メッセージの
作成者に送信する。表題は最初のメッセージか
ら取られ，応答は，最初のメッセージの作成者
から名前を取ったファイルに保存される。

from [login]
f [login]

アクティブなメッセージのヘッダを表示す
る。 ログイン名を指定すると，指定された
ログイン名から送信されたすべてのアクティ
ブなメッセージが表示される。

headers [n]
h [n]

アクティブなメッセージのヘッダをリスト
する。screen 変数の値が，表示するヘッダ
数として使用される。 screen 変数の説明に
ついては，付録 D を参照。 メッセージが 1
画面に収まらない場合には，zコマンドを使
用して，前方または後方に 1 画面ずつスク
ロールできる。 メッセージ番号を指定した場
合，headers コマンドは，指定されたメッ
セージを1画面の範囲内で表示する。

hold [msg_list]
ho [msg_list]
preserve [msg_list]
pre [msg_list]

現在のメッセージまたは指定されたメッセージ
を mbox ファイルに転送しないで，ユーザの
システム・メールボックスに保存する。

if condition
i condition
else
e
endif
en

mailxサブコマンドを条件付きで実行するため
の構文。 condition が真の場合，if の後に
記述されているサブコマンドが実行される。
conditionが偽の場合は，elseの後に記述さ
れているサブコマンドが実行される。 elseは
必須ではないが，endifは必須。 condition
は，メールを送信する場合の send，またはメー
ルを受信する場合の receiveのどちらか。

ignore [field...] printコマンドまたは typeコマンドを使用す
る際に，mailxが，ヘッダの指定されたフィー
ルドを省いてメッセージを表示するようにす
る。 このコマンドは，付録 Dで説明している
ignore変数とは異なる。引数を指定しないで
ignoreコマンドを入力すると，現在省略され
ているフィールドのリストが表示される。

list
l

使用可能な mailx サブコマンドのリ
ストを表示する。

local ローカル・ホストの他の名称をリストする。

mail user_name
m user_name

指定されたユーザにメッセージを送信する。
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表 F–1: mailx プログラムのコマンド (続き)

コマンド 説明

mbox [msg_list] 現在のメッセージまたは指定されたメッ
セージが mbox に転送されるようにマーク
を付ける。 .mailrc ファイルで hold 変
数を設定している場合に有効。

more [msg_list] PAGER で定義したページャ・プログラムを
使用して，msg_listのメッセージを表示す
る。 page サブコマンドと同機能。

More [msg_list] more サブコマンドと同機能であるが，省略
されているヘッダ・フィールドも表示する。
more および ignoreサブコマンドを参照。

new [msg_list]
New [msg_list]

msg_listの各メッセージに，まだ参照されて
いないものとしてマークを付ける。 unread
および Unread サブコマンドと同機能。

page [msg_list] PAGER で定義したページャ・プログラムを
使用して，msg_listのメッセージを表示す
る。 more サブコマンドと同機能。

Page [msg_list] page と同機能であるが，省略されてい
るヘッダ・フィールドも表示する。 More
サブコマンドと同機能。

pipe [msg_list]
[shell_command ]
pi [msg_list]
[shell_command ]
| [msg_list] [shell_command]

msg_listを shell_commandにパイプする。
メッセージは，読み込むものとして処理される。
引数が指定されない場合は，現在のメッセージ
が，cmd に指定されたコマンドへパイプされ
る。 pageオプションが設定されていると，各
メッセージの後に改ページ文字が挿入される。

next
n
+

Return

次のメッセージを表示する。

Print [message]
P [message]
Type [message]
T [message]

ignoreコマンドによって指定されたヘッダ・
フィールドもすべて含めて，現在のメッセージ
または指定されたメッセージを表示する。

print [message]
p [message]
type [message]
t [message]

ignoreコマンドで指定されたヘッダ・フィー
ルドを省略して，現在のメッセージまたは
指定されたメッセージを表示する。
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表 F–1: mailx プログラムのコマンド (続き)

コマンド 説明

quit
q

mailxプログラムを終了して，システム・メー
ルボックスを更新する。 hold変数を設定して
いない場合は，削除，保存，または保持されな
かったメッセージはすべて，mboxファイルに転
送される。 hold変数を設定している場合は，
これらのメッセージはすべてシステム・メール
ボックスに残され，既読としてマーク付けされ
る。メッセージを保存しないでセッションを終
了するには，exitサブコマンドを使用する。

Reply
R
Respond

メッセージに応答する。そのメッセージがユー
ザ・グループ宛に送信された場合，Replyお
よび Respond コマンドによる応答は，その
メッセージの発信者だけに送信される。

reply
r
respond

メッセージに応答する。 そのメッセージ
がユーザ・グループ宛に送信された場合，
reply コマンドおよび respond コマンド
による応答は，そのメッセージを受信した
すべてのユーザに送信される。

retain [field_list] printサブコマンドまたは typeサブコマンド
でメッセージを表示する際に保持されるヘッダ
のリストに，field_listで指定したヘッダ・
フィールドを追加する。 type および print
を使用すると，保持されないフィールドを含
め，メッセージ全体が表示される。引数を指
定しないで retain を実行すると，現在保持
されているフィールドがリストされる。

save [msg_list]
file
s [msg_list]
file

現在のメッセージまたは指定されたメッセー
ジをファイルに保存する。 指定されたファ
イルの内容が削除されないように，メッセー
ジは，そのファイルに追加される。

Save [msg_list]
S [msg_list]

指定されたメッセージを，最初のメッセージの
作成者から名前を取ったファイルに保存する。
ファイル名は，作成者の名前からネットワー
ク・アドレス部分を取り除いたものになる。

set [variable]
se [variable]

変数を指定しないで入力すると，設定している
オプションがすべて表示される。 変数を指定
すると，そのオプションが設定される。 使用
可能な変数については，付録 D を参照。

shell
sh

対話式でシェルを呼び出す。

source file
so file

ファイル (通常は .mailrc) からメール・
コマンドを読み取る。

mailx コマンドの使用 F–5



表 F–1: mailx プログラムのコマンド (続き)

コマンド 説明

size [msg_list]
si [msg_list]

msg_list のメッセージの行数および
文字数を表示する。

top [msg_list]
to [msg_list]

現在のメッセージまたは指定された各メッセージ
の最初の数行を表示する。表示される行数は，
toplines変数で指定される。省略時の値は 5。

touch [msg_list] msg_listのメッセージを，まだ読んでいない
場合にも，mailxプログラムを終了すると，シ
ステム・メールボックスからユーザ個人の mbox
に転送されるようにマーク付けする。それらの
メッセージは，未読としてmboxに保存される。
touchコマンドを使用すると，msg_listの最
後のメッセージが，現在のメッセージになる。

unalias alias_list 指定された別名を削除する。

undelete msg_list
u msg_list

指定されたメッセージの削除を取り消す。

unread [msg_list]
Unread [msg_list]
U [msg_list]

msg_list の各メッセージを未読とし
てマーク付けする。 new および New サ
ブコマンドと同機能。

unset [variable]
uns [variable]

オプションの設定を取り消す (解除する)。
たとえば，.mailrc ファイルに set hold
コマンドが記述されている場合，unset コ
マンドを使用して，現在の mailx セッショ
ンの間，hold 変数を無効できる。

version
ve

mailx コマンドのバージョン・バ
ナーを表示する。

visual
v

VISUALメール変数で指定されたエディタを起
動して，現在のメッセージを編集する。

write
[msg_list] file
w [msg_list]
file

現在のメッセージまたは指定されたメッセージ
を，指定したファイルに保存する。 saveコマン
ドと同機能であるが，writeは，各メッセージ
の本文のみを保存する。ヘッダは削除される。

z[+]
z[-]

メッセージを前方または後方に 1 画面分ず
つスクロールする。 screen 変数で 1 画面
に表示するメッセージ数の指定が可能 (付録
D を参照)。前方に 1 画面分スクロールする
場合は，z または z+ を入力し，後方にスク
ロールする場合は，z- を入力する。
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G
アクセス制御リスト (ACL)

ここでは，アクセス制御リスト (ACL)を使用して，特定のユーザおよびユー
ザのグループに対してファイルおよびディレクトリ・アクセス許可を設
定する方法について説明します。

ACLは，ファイルおよびディレクトリに関する Tru64 UNIXのアクセス許可
を拡張するものです。 ACLを使用して，特定のユーザおよびグループにファ
イルおよびディレクトリに関するアクセス許可を設定することができます。
ファイルやディレクトリに設定されている通常のアクセス許可に加え，ACL
は各ユーザあるいはグループに対する特別なアクセス許可を設定します。

ファイルには，ACLが 1つだけ対応付けられます。ディレクトリには，
アクセス ACL，デフォルト・アクセス ACL，デフォルト・ディレクトリ
ACLの 3つの ACLを対応付けることができます。アクセス ACLは，誰が
そのファイルあるいはディレクトリに対してアクセスできるかを決定しま
す。デフォルト・アクセス ACLは，デフォルト・アクセス ACLを持つディ
レクトリでファイルあるいはディレクトリを作成した場合にどの ACLを
継承するかを決定します。

ACLはいつでも設定できますが，ACLのアクセス・チェックと ACLの継承
は ACLが有効になっている場合のみ行われます。システムで ACLが無効に
なっている場合は，ACL コマンドを実行すると警告メッセージが表示され
る。 ACLはすべてのファイル・システムでサポートされるわけではありませ
ん。 ACLは，ACLをサポートするファイル・システム上のファイルある
いはディレクトリに対してのみ設定できます。

______________________ 注意 _____________________

ACLを作成するためには，システムで ACLサポートが有効に
なっている必要があります。使用しているシステムおよびファ
イル・システムで ACLが使用可能かどうかは，システム管理者
に確認してください。
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G.1 ACL の構造

アクセス制御リストは，それぞれが以下の 3つのフィールドを含む多数の
ACL エントリから構成されます。

• エントリ・タイプを識別するキーワード

• グループ ID，ユーザ IDまたは名前を含む修飾子フィールド

• 許可指定

ACLの外部 (出力可能)表現は，カンマ (,)または改行で区切られたエントリ
からなります。 ACLエントリ内のフィールドはコロン (:) で区切られます。
次の例は，典型的な ACLエントリです。

user::rwx
user:juanita:r-w
user:sam:r-x
group::rwx
other::---

ACLエントリのキーワードと修飾子は以下のように定義されます。

user:: 修飾子フィールドが空の user エントリは，ファイルを所有
するユーザのアクセス許可を定義します。このエントリ (所
有ユーザ・エントリと呼ぶ) は，常に user許可ビットと同じ
です。 ACL には，user:: エントリが 1 つだけ含まれてい
なければなりません。

user: 修飾子フィールドが空でない userエントリは，修飾子フィー
ルドで指定されたユーザのアクセス許可を定義します。 修飾
子フィールドには，ユーザ名と UIDのどちらかが含まれてい
なければなりません。 ACLには 0個以上の user: エントリ
を含めることができます。

group:: 修飾子フィールドが空の groupエントリは，ファイルを所有す
るグループのメンバのアクセス許可を定義します。このエント
リ (所有グループ・エントリと呼ぶ)は，常にグループ許可ビッ
トと同じです。 ACLには，group:: エントリが 1つだけ含ま
れていなければなりません。
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group: 修飾子フィールドが空でない groupエントリは，修飾子フィー
ルドで指定されたグループのメンバのアクセス許可を定義しま
す。修飾子フィールドには，グループ名と GIDのどちらかが含
まれていなければなりません。 ACLには，0個以上の group:

エントリを含めることができます。

other:: otherエントリは，修飾子が空の場合にのみ有効です。このエ
ントリは，ACL の他のエントリのどれとも一致しないユーザ
すべてのアクセス許可を定義します。 このエントリは，常に
other許可ビットと同じです。 ACLには，other:: エントリ
が 1つだけ含まれていなければなりません。

許可フィールドの文字列は，lsコマンドが従来の許可ビットに対して表
示する文字列と同じで，順序も同じです。 r は読み取りアクセス，w は書
き込みアクセス，そして xは実行または検索アクセスを示します。 これら
の文字の代わりにハイフン (−) 文字が使用されるているときには，そのア
クセスの拒否を示します。

ACLのユーザ，グループ，その他のエントリは，ファイルやディレクトリ
の従来の許可ビットに対応しています。 ACLが有効で，chmodコマンド
を使用してファイルやディレクトリの従来の許可ビットを変更した場合，
chmodは所有ユーザ・エントリ，所有グループ・エントリ，および otherエ
ントリ用のアクセス ACLを適切に変更します。

表 G–1では，典型的な ACLエントリを示して説明します。

表 G–1: ACL エントリの例

エントリ 照合基準

group:acct:r-- acct グループのすべてのユーザに対し，読
み取りを許可する。

user:joe:rw- ユーザ joeに対し，読み取りと書き込みを許可する。

user::rwx ファイルの作成後に所有者が変更されていないかど
うかには関係なく，オブジェクトの所有者に対し，
読み取り，書き込み，および実行を許可する。
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表 G–1: ACL エントリの例 (続き)

group::r-- ファイルの作成後に所有グループが変更されてい
ないかどうかには関係なく，オブジェクトの所有
グループに対し，読み取りを許可する。

other::r-- 所有ユーザおよび所有グループ，ACLエントリにリス
トされたユーザおよびグループを除いたすべてのユーザ
とすべてのグループに対し，読み取りを許可する。

G.2 アクセス決定のプロセス

プロセスがファイルまたはディレクトリへのアクセスを要求すると，以下
の手順で，アクセス ACLがチェックされます。

1. プロセスにスーパユーザ特権がある場合，ファイルやディレクトリへ
のアクセスが許可されます。 アクセス ACL と許可ビットはチェッ
クされません。

2. ACLが無効になっている場合，または ACLは有効になっているがファ
イルやディレクトリに対応するアクセス ACLがない場合，従来の UNIX
許可ビットでチェックされます。

3. ファイルやディレクトリのアクセス ACLは，以下のようにチェック
されます。

a. プロセスがオブジェクトの所有者である場合，所有ユーザ user::

エントリの許可が与えられます。他の ACLエントリはチェックさ
れません。これは，user許可ビットを使用するのと同じです。

b. プロセスの UIDが user: エントリにリストされた UIDに一致する
か，または user: エントリにリストされたユーザ名に帰着する場
合，そのエントリの許可が与えられます。他の残りの ACLエン
トリはチェックされません。

c. プロセスの GIDがファイルの GIDに一致する場合，またはプロセス
の補助グループのいずれかがファイルの GIDに一致する場合，プロ
セスは，group: エントリの許可と次の項目で説明しているような一
致するすべての group: エントリの許可の論理和が与えられます。

d. プロセスの GIDがいずれかの group: エントリの GIDに一致する
か，またはいずれかの group: エントリにリストされたグループ
名に帰着する場合，またはプロセスのいずれかの補助グループの
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GIDまたはグループ名が ACLのいずれかの group: エントリに一
致する場合，一致するすべてのグループ・エントリの許可の論理
和が与えられます。たとえば，グループ sales およびグループ
engに属するユーザがいるとき，ファイルのアクセス ACL がグ
ループ salesに読み取りアクセスを与え，グループ engに書き込
みアクセスを与える場合，そのユーザにはファイルへの読み取り
および書き込みアクセスが与えられます。

e. other: エントリの許可が与えられます。これは，other許可ビッ
トを使用するのと同じです。

______________________ 注意 _____________________

従来の UNIX許可ビットを持つファイルやディレクトリと，3
つの必須エントリ (user::，group::，および other::) だけ
を含むアクセス ACLを持つファイルやディレクトリは見分けが
つきません。

G.3 ACL の継承

ファイルやディレクトリが作成される際には，親ディレクトリから ACLが
継承されます。デフォルト ACLは，親ディレクトリ内に作成されるファ
イルおよびサブディレクトリにどのような ACLが継承されるかを，次の
ように決定します。

• 親ディレクトリにデフォルト ACLがない場合

– そのディレクトリ内に作成される新しいファイルの ACLは，次の
ように設定されます。

ACL タイプ ステータス

アクセス ACL なし

– そのディレクトリ内に作成される新しいサブディレクトリの ACL
は，次のように設定されます。
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ACL タイプ ステータス

アクセス ACL なし

デフォルト・アクセス ACL なし

デフォルト・ディレクトリ ACL なし

許可ビットは，従来の UNIX 許可ビットの場合と同様に設定さ
れます。

• 親ディレクトリにデフォルト・アクセス ACLはあるが，デフォルト・
ディレクトリ ACL がない場合

– そのディレクトリ内に作成される新しいファイルの ACLは，次の
ように設定されます。

ACL タイプ ステータス

アクセス ACL 親のデフォルト・アクセス ACL

– そのディレクトリ内に作成される新しいサブディレクトリの ACL
は，次のように設定されます。

ACL タイプ ステータス

アクセス ACL 親のデフォルト・アクセス ACL

デフォルト・アクセス ACL 親のデフォルト・アクセス ACL

デフォルト・ディレクトリ ACL なし

• 親ディレクトリにデフォルト・アクセス ACLはないが，デフォルト・
ディレクトリ ACL がある場合

– そのディレクトリ内に作成される新しいファイルの ACLは，次の
ように設定されます。

ACL タイプ ステータス

アクセス ACL なし

– そのディレクトリ内に作成される新しいサブディレクトリの ACL
は，次のように設定されます。

ACL タイプ ステータス

アクセス ACL 親のデフォルト・ディレクトリ ACL
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ACL タイプ ステータス

デフォルト・アクセス ACL なし

デフォルト・ディレクトリ ACL 親のデフォルト・ディレクトリ ACL

• 親ディレクトリにデフォルト・アクセス ACLとデフォルト・ディレク
トリ ACL の両方がある場合

– そのディレクトリ内に作成される新しいファイルの ACLは，次の
ように設定されます。

ACL タイプ ステータス

アクセス ACL 親のデフォルト・アクセス ACL

– そのディレクトリ内に作成される新しいサブディレクトリの ACL
は，次のように設定されます。

ACL タイプ ステータス

アクセス ACL 親のデフォルト・ディレクトリ ACL

デフォルト・アクセス ACL 親のデフォルト・アクセス ACL

デフォルト・ディレクトリ ACL 親のデフォルト・ディレクトリ ACL

ディレクトリにデフォルト ACLを設定しても，そのディレクトリ内の既存の
ファイルやサブディレクトリの ACLは変更されません。

G.3.1 ACL 継承の例

ACL 継承の例をいくつか以下に示します。

• ディレクトリ fooにデフォルト ACLがないときに，次のコマンドを実
行して，fooにデフォルト・アクセス ACLを設定したとします。

% setacl −d −u user::rw-,group::r--,other::r--,user:jdoe:rw−\
foo

ディレクトリ foo内に作成されるすべてのファイルやディレクトリは，
アクセス ACLとして次の ACLを継承します。

#
# file: foo
# owner: smith
# group: system
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#
user::rw-
user:jdoe:rw-
group::r--
other::r--

• ディレクトリ fooにデフォルト ACLがないときに，次のコマンドを実
行して fooにデフォルト・ディレクトリ ACLを設定したとします。

% setacl −D −u user::rw-,group::r--,other::r--,\
user:jdoe:rwx foo

ディレクトリ foo内に作成されるすべてのディレクトリは，アクセ
ス ACLとして次の ACLを継承します。デフォルト・ディレクトリ
ACL も同様です。

#
# file: foo
# owner: smith
# group: system
#
user::rwx
user:jdoe:rwx
group::r--
other::r--

• ディレクトリ fooにデフォルト ACLがないときに，次のコマンドを
実行して fooにデフォルト・アクセス ACLとデフォルト・ディレク
トリ ACL を設定したとします。

% setacl −D −u user::rw-,group::r--,other::r--,\
user:jdoe:rw− foo

% setacl −d −u user::rw-,group::r--,other::r--,\
user:wilson:rwx foo

ディレクトリ foo内に作成されるすべてのディレクトリは，デフォル
ト・ディレクトリ ACLとアクセス ACLとして次の ACLを継承します。

#
# file: foo
# owner: smith
# group: system
#
user::rw-
user:jdoe:rw-
group::r--
other::r--

次の ACLは，デフォルト・アクセス ACLとして継承されます。
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#
# file: foo
# owner: smith
# group: system
#
user::rw-
user:wilson:rwx
group::r--
other::r--

ディレクトリ foo内に作成されるすべてのファイルは，アクセス ACL
として次の ACL を継承します。

#
# file: foo
# owner: smith
# group: system
#
user::rw-
user:wilson:rwx
group::r--
other::r--

G.4 ACL の管理

以下のコマンドを使用して，ACL の表示や変更を行います。

dxsetacl ファイルおよびディレクトリの ACLを一覧表示して変更するグ
ラフィック・インタフェース。

setacl ファイルおよびディレクトリの ACLを変更する。

getacl ファイルおよびディレクトリの ACLをリストする。

______________________ 注意 _____________________

ACLの作成，変更，削除には，ファイルあるいはディレクトリの
所有者アクセス許可 (あるいはスーパユーザ特権)が必要になりま
す。つまり，ls −lでファイル情報を表示した場合に，3つ目の
フィールドにあなたのユーザ名が表示されなければなりません。
スーパユーザ特権についての詳細は 5.7 節を参照してください。
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G.4.1 dxsetacl インタフェースの使用

ACLの表示は，dxsetaclの GUIまたは getaclコマンドを使用して行い
ます。 dxsetaclインタフェースは，アプリケーション・マネージャからア
クセスできる CDEデスクトップ・アプリケーション内に含まれています。
またはコマンド行から次のように入力して起動することもできます。

% /usr/bin/X11/dxsetacl &

詳細は，dxsetacl(1)および dxsetaclのオンライン・ヘルプを参照して
ください。

G.4.2 getacl コマンドの使用

ファイルあるいはディレクトリの ACLを表示には getaclコマンドを使用
します。例 G–1では，getacl file.txtコマンドで file.txtファイル
の ACL を表示しています。

例 G–1: ファイルの ACL の表示

$ getacl file.txt
#
# file: file.txt
# owner: peter
# group: system
#
user::rw-
user:jdoe:rw-
group::r--
other::r--

getaclコマンドでファイルあるいはディレクトリのアクセスACLを表示す
る場合，ファイルあるいはディレクトリにアクセス ACLが設定されていない
と，Tru64 UNIXアクセス許可が ACLフォーマットで表示されます。

詳細は getacl(1) を参照してください。

G.4.3 setacl コマンドの使用

ファイルあるいはディレクトリの ACLの作成，変更，削除には，setacl

コマンドを使用します。 例 G–2 では，getacl file.txt コマンドで
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file.txtファイルの ACLを表示しています。 setacl コマンドは ACL
を更新しています。

例 G–2: ファイルの ACL の設定

$ getacl file.txt
#
# file: file.txt
# owner: peter
# group: system
#
user::rw-
user:jdoe:rw-
group::r--
other::r--
$ setacl -u group::rw-,user:evan:rw- file.txt
$ getacl file.txt
#
# file: file.txt
# owner: peter
# group: system
#
user::rw-
user:jdoe:rw-
user:evan:rw-
group::rw-
other::r--

所有グループ・エントリが変更され，書き込み許可が含まれています。ユー
ザ evanのエントリは既存のエントリと一致せず，読み書き許可が追加され
ています。その他のエントリは変更ありません。

詳細については setacl(1) を参照してください。

G.5 コマンド，ユーティリティ，およびアプリケーション
と ACL の相互作用

ACLは，POSIX P1003.6ドラフト 13に基づく，POSIXおよび System V互
換の UNIX拡張です。すべての既存のコマンド，ユーティリティ，およびア
プリケーションが ACLを適切に使用または伝達しているわけではありま
せん。特に HP 以外から提供されたアプリケーションや POSIX互換でな
いアプリケーションでは注意が必要です。コマンド，ユーティリティ，ま
たはアプリケーションを使用して，ACL が設定されているファイル・シス
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テム・オブジェクト (ファイルまたはディレクトリ) をアクセスまたは処理
する場合は，処理の完了後に，ACL が削除も変更もされていないことを確
認しなければなりません。

ファイルを修正する多くのプログラムは，以下の手順で処理します。

• ファイルの新しいバージョンを一時的な名前で作成する

• ファイルの既存のバージョンを削除する

• 新しいバージョンの名前を一時的な名前から本来の名前へ変更する

修正しているファイルに ACLがあり，ファイルの一時的バージョンの作成時
に，プログラムが ACLを複製しない場合，上記の手順ではファイルの ACL
が削除されるか，または親ディレクトリのデフォルト・アクセス ACL (もし
ある場合)で ACLが置き換えられます。 ACLのあるファイルに対してその
ようなプログラムを使用した場合，後で ACLを復元しなければなりません。
また，この手順では，ファイルからハード・リンクが削除されます。この方
法でファイルを修正する一般的なコマンドには，以下のものがあります。

• gzip

• compress

• emacs

この問題を回避するには，元のファイルを一時ファイルへコピーし，一時
ファイルに対して処理を行ってから，-pオプションを指定しないで cpを実
行して，コピー・バックします。この手順では元の ACLを維持できます。

ACLのあるファイルをコピーするときには，必ず cp -pコマンドを使用
します。このコマンドでは，ACLと他の拡張属性 (プロパティ・リスト)
が適切にコピーされます。

G.5.1 pax および tar コマンド

paxおよび tarでは，特に指定しない限り，アーカイブ作成時に，ファイル
およびディレクトリにある ACLおよび他の拡張属性がアーカイブされま
す。 ただし，paxや tarユーティリティを使用してアーカイブからファ
イルおよびディレクトリを抽出するときには，アーカイブされたファイル
およびディレクトリの ACL は，デフォルトではアーカイブから抽出され
ません。格納先ディレクトリにデフォルト ACLが定義されている場合，
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アーカイブから抽出したファイルおよびディレクトリは， G.3 節で説明さ
れているようにデフォルト ACLを継承します。

アーカイブから ACL情報およびプロパティ・リスト情報を復元するには，
アーカイブからファイルおよびディレクトリを抽出する際に，tarには -p

オプションを指定し，paxには -p p または -p eオプションを指定しま
す。 paxおよび tarユーティリティでは，ACLのユーザ情報およびグルー
プ情報は UIDおよび GIDとして保存されます。つまり，tar -p，pax -p

pまたは pax -p eコマンドを使用して，システム上にアーカイブを復元
し，そのシステムがアーカイブ元のシステムとユーザ情報およびグループ
情報を共有していない場合，意図していないファイル・アクセスを許可
することになる場合があります。

現時点では，ACLおよび拡張属性 (プロパティ・リスト)についての正式な業
界標準はありません。このため，プロパティ・リストおよび ACLをサポー
トする paxおよび tarの拡張機能は，Tru64 UNIX独自の機能です。他の
ベンダの paxおよび tarでは，Tru64 UNIX独自の拡張機能は無視されま
す。ただし，他のベンダのシステムとの相互運用性を確保するためには，マ
ルチベンダ配布用にアーカイブを行うときには -Vオプションを指定して，
ACLおよび他の拡張属性がアーカイブされないようにします。
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□ End User Documentation Kit QA-6ADAB-GZ

- Startup Documentation Kit QA-6ADAC-GZ
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□ Developer’s Documentation Kit QA-6ADAF-GZ

■ Reference Pages Documentation Kit QA-6ADAG-GZ

■ TruCluster Server Documentation Kit QA-6BRAA-GZ

■ Tru64 UNIX 日本語ドキュメント・キット QA-6ADJB-GZ
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マニュアルに対するご意見

Tru64 UNIX

ユーザーズ・ガイド
AA-RK3LC-TE
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